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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一回　望、仮想世界にて神と対峙する






　第一回　望ぼう、仮想世界にて神と対たい峙じする










　　　　１






　現実はクソ。

　だからそんなものは窓の外に投げ捨てて、今すぐ仮想世界にダイブしよう。

　これが仮想現実ヴアーチヤル・リアリテイにどっぷりハマった連中の言い分だ。

　さすがにそこまで廃人アウトじゃないが、俺も一応、彼らの気持ちは理解できる。

　ＶＲヴアーチヤル・リアリテイってのはほとんど、テレビやゲームの中に入るのと同じだ。ネット上に構築された電子空間に意識だけ飛ばして、現実では不可能な様々な行動アクシヨンを体感する。パンチで壁を壊したり、空を自在に飛んだり、同じようにダイブした仲間と協力してモンスターを倒したり……こんなの面白いに決まっている。

　とくに今、熱いのが〈エンシェントファクター〉。これは一対一の対戦ゲームだ。

　己の技量と知力を駆使して、お互い激しくぶつかりあう。

　そんなストイックなルールだからこそ、年齢や立場の垣根を越えて誰もが熱中し、ときには現実で抱く以上の覚悟と矜きよう持じをもって、勝負の行方に全すべてを賭けるのかもしれない。




〈ＡＦエンシエントフアクター〉の対戦用フィールド──通称ポータル。

　今日は接近戦したい気分だったので、俺はマップが狭く遮蔽物のない〈闘技場〉を選択した。

　自分のほかに何もない白一色の光景は、仮想空間らしくいかにも非現実で、床のタイルは鏡のような光沢を放はなつものの、表面の映り込みはデータ容量などの都合で省略オミツトされている。

　対戦を募集して待つこと数分。ようやく現れた相手は俺のアバターを見るなり、

「なにそのアバター、超だっさ」

「……は？」

　思わぬ発言に耳を疑う。

　唖あ然ぜんとする俺に向けて、見下すような笑みを浮かべているのは、ゲーム内で流行中のドラゴネット・アバター。ポリゴン表現ゆえに鱗うろこの質感に若干の粗さはあるものの、黒いビキニの竜人娘ドラゴネツトはグラマラスで、なかなか魅力的だ。

　しかし頭上に浮かぶプレイヤーネームは【Takeyoshi】で、どう見ても男性名。

　俺はやれやれと、あからさまに肩をすくめてみせる。

「なんだ、ネカマかよ。こういうのにかぎって中身はおっさんか中坊なんだよなあ」

「ネカマ違うし！　こちとら正真正銘の現役女子高生だっつの！」

　タケヨシは地団太を踏んで否定したが、俺としては単に挑発したかっただけで、ネカマかどうかはわりとどうでもいい。対戦する以上、相手が誰であろうとぶちのめすだけだ。

　そもそもゲーム内でリアル女子アピールされてもウザいだけだし、自分のアバターを侮辱されたことも気に入らない。

　確かに痩せっぽちなうえにくせっ毛で、顔だってイケメンにはほど遠いが、このアバターは現実での俺をほぼ忠実に再現している。

　プレイヤーネームも本名と同じ【望ぼう】で、黒を基調にした戦闘服以外は、まさしく自分そっくりの分身アバターなのだ。それだけに、バカにされれば腹が立つ。

　視界右隅に浮かぶ対戦開始までのカウントダウンを確認し、相手と少し距離を取っておく。そして無礼のお返しに、俺は目の前のドラゴネットに言ってやった。

「経験上、マナーの悪いやつは大して強くないからな。さっさと終わらせちまうか」

「言ってくれるじゃん。あんたの舐なめた口、すぐに黙らせてやるから」

　そこでカウントがゼロを刻み、ようやく対戦が開始された。

　速やかに戦闘態勢に入る俺をビシッと指さし、タケヨシは高らかに声をあげた。

「これを見たあとでも調子こいてられんの？　──実体化発動オブジエクト・オープン！　〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉！」

　タケヨシの音声コマンドを認識し、手札からカードのようなアイテム──ファクターが展開される。所有者の前に呼び出されたファクターは、表面から大量の粒子ポリゴンを噴出させ、またたく間に二メートルほどの巨大な斧おのに姿を変えた。

　──武器や道具を実体化させる【オブジェクト】。

　ファクターの力によって生み出された鉄塊を、タケヨシは軽々と担いでみせた。

「ランクＳオブジェクト、〈破壊の戦斧〉か。最近のパッチで追加されたやつだな」

「へえ、知ってんの。だったら今から見せてあげる。これがランクＳの威力よッ！」

　威勢よく吠ほえ、タケヨシが地面を滑るように駆けてくる。一気に距離を詰められた俺は、豪快に振り下ろされる斧の一撃に合わせ、手札からファクターを展開した。

「──実体化発動、〈凍てつく氷壁フリーズスタンド〉」

　目の前に粒子が渦を巻き、等身大の氷壁が生み出される。だが、

「そんなの無駄だっつーの！　そおおっいっ！」

　斧の一撃で氷壁はたやすく粉砕され、元の粒子となって霧散していく。

　壁に守られていた俺は直撃こそ避けたものの、衝撃の余波をわずかに受けてしまう。視界左隅を確認すると、ＨＰ残量を示す横線ゲージが二割ほど減少していた。

　……かすっただけでこのダメージか。さすがはランクＳのオブジェクトだ。もし直撃を受ければ、ＨＰの半分以上が削られてしまうかもしれない。

「どう。最強のあたしに最強の武器オブジエクト。あんたに勝ちめはないんだし」

「つってもそれ、どうせ現実の通貨リアルマネーで落札したやつだろ。今の相場だと五万円くらいだっけ。お金で買った最強てのはちょっと、威厳が足りないよなあ」

「自力でゲットしたに決まってるっしょ！　誰かに買ってもらったわけじゃないんで！」

「ふうん。お兄ちゃんに買ってもらったのかな？」

「ちょっ！　なんでそれを知って……じゃなくて、ほんとに自分で手に入れたの！」

　タケヨシはあくまで否定するが、この動揺っぷりからして図星だろう。

〈ＡＦ〉は公式のオークションサイトで、プレイヤーが出品したファクターを現実リアルの通貨マネーで落札できる。そのためＲＭリアルマネーで身の丈に合わないレアものを手に入れ、札束の力で最強を気取るプレイヤーがあとを絶たない。

　とはいえ、この手の半端者を純粋なゲームの腕でぶちのめすのも、対戦の楽しみといえる。顔を真っ赤にしたタケヨシをさらに突っついてやろうと、

「そうだ、いいこと思いついた。その斧おのを売ってさ、俺と焼肉でも食いに行こうぜ」

「なんであんたに焼肉おごらなきゃいけないのよ！　──さっさと死ねっ！」

　もっともなツッコミとともにタケヨシが大斧を振りかぶる。

　鉄塊めいた刃が猛然と迫る中、俺は意識を集中し、〈後ろ宙返りバツクフリツプ〉をする自分の姿を思い浮かべた。するとアバターがイメージに反応し、自動で行動アクシヨンを開始──華麗に〈後ろ宙返り〉を決め、横に薙なぎ払われた斧を回避する。

　この動作こそ〈意識追従イマジン・トレース〉。

　プレイヤーの意識をアバターが追従し、行動に変換する〈ＡＦ〉のゲームシステムだ。

「そんな単調な攻撃じゃ当たらないぞ！　せっかくのレアものを使いこなせてないし、やっぱり俺と焼肉を食いに行くほうがいいんじゃないか！」

「あああっ！　むかつくむかつく！　絶対、ぶっ倒してやるんだからっ！」

　タケヨシは重そうに斧を担ぎ戻すと、今度は乱暴に振り下ろしてくる。

　俺は〈横っ飛びサイドステツプ〉をイメージし、軽やかに真横へ飛んだ。

「ああ、もうっ！　ちょこまか動かないでおとなしく食らいなさいよおっ！」

「そうは行くかっての！　ほっ！　はっ！　とうっ！」

　アクロバティックな動きで、次々と繰り出されるタケヨシの攻撃を回避していく。

　だが──最後の攻撃は回避だと間に合わない。

　刹せつ那なの間にそう判断し、俺は〈凍てつく氷壁フリーズスタンド〉を展開。床から生えるように実体化した氷壁は先ほどと同じく粉砕されたものの、その間に距離を取って攻撃を避よけきった。

　渾こん身しんの一撃を紙一重で回避され、舌打ちするタケヨシ。

　彼女の悔しそうな表情に余裕の笑みを返してやるが、俺は密ひそかに焦りを感じていた。

　……持ち主の技量こそ低いが、ランクＳオブジェクトの威力と間合いの広さが厄介だ。

〈闘技場〉はマップが狭く、攻撃を避け続けても、いずれは壁側に追い詰められて逃げ場を失ってしまう。状況的に見れば、こちらが圧倒的に不利だ。

　それだけではない。〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉は氷壁を破壊するごとに刃を赤く染め、誰がどう見てもヤバイとわかるほど、禍まが々まがしい輝きを放はなちはじめている。

「情弱のあんたに教えたげる。〈破壊の戦斧〉は相手のオブジェクトを破壊するごとに攻撃力が上昇するの。今の時点で通常の二倍アップだし、あんたみたいな雑ざ魚こなら一撃で霧散するんじゃないの？」

「へえ。そりゃ確かにすごいオブジェクトだな」

　特性については既知の情報だったが、俺はあえて無知を装っておく。ゲームの知識を披露したタケヨシが天てん狗ぐになったところで、伸びあがった鼻っ柱をへし折ってやろうと、

「でも使い手の腕が悪すぎるな。攻撃力が上がったところで、それが当たらなきゃ意味がない。お前の攻撃はもう、俺には届かないぞ」

「ふんっ！　そうやって調子ぶっこいてれば。──どうせ次で終わるんだからっ！」

　タケヨシが吠ほえ、緩慢な動きで突っ込んでくる。

　……また単調な直進攻撃だ。相手の芸のなさに辟へき易えきしつつ、俺は〈凍てつく氷壁フリーズスタンド〉を連続で展開し、さらに堅けん牢ろうな壁を作り上げた。

「ほら、今度は壁を二重にしてやったぞ。壊せるものなら壊してみろっ！」

「だから無駄だってば！　うりゃああああああっ！」

　強化された〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉の圧倒的破壊力は、二重になった氷壁を一撃で粉砕する。オブジェクトの破壊により大おお斧おのはさらに強化され、刃はついに紅ぐ蓮れんの炎を帯びた。

　タケヨシは勝ち誇った表情を浮かべ、燃え盛る斧を振りかぶり哄こう笑しようした。

「この炎は〈破壊の戦斧〉が限界まで強化された証あかしっ！　究極的に最強になった最強にやばいあたしの一撃を食らえ！　必☆殺・ボルケーノエクスプロード──」

　しかし彼女の言葉は途中で止まってしまう。

　派は手でな振りかぶりポーズを決めたまま、彫像のように硬直する竜人娘ドラゴネツト。

「あ、あれ……？　動かないんだけど……？　もしかして今、バグってる……？」

「いや、バグじゃないって。自分のアバターをよく見てみろ」

　先ほどまでの威勢はどこへやら、タケヨシは急に気弱な表情を浮かべ、己の姿を顧みる。彼女のアバターには今、霜のような白く細かい氷の結晶が張りついていた。

「これが〈凍てつく氷壁〉の特性だ。オブジェクトとして破壊されるごとに、相手の行動速度を遅延させる──要するに〈破壊の戦斧〉とは真逆のコンセプトだな」

「うっそん……」

　自分の知らない情報を告げられ、タケヨシは情けない声を漏らした。実はさきほど斧をブンブン振り回していたときも、動きはかなり遅くなっていたのだが……我が身に起こった変化にすら気づけないとは、最強どころか相当なお間抜けさんだ。

「氷壁の効果はそれだけじゃない。連続で受ければ〈凍結フリーズ〉状態に変化して、今のお前みたいに数分の間、身動きが取れなくなる。……つっても遅延効果は短時間で切れるから、アバターが〈凍結〉しないように連続で破壊しなきゃいいだけなんだけどな」

　しかしタケヨシは〈破壊の戦斧〉の強化に固執するあまり、むしろ率先して〈凍てつく氷壁〉を破壊していた。オブジェクトの強力な特性が敗因に繋つながってしまうとは、なんとも皮肉な話である。

「だって……そんな特性があったなんて、知らなかったしいっ！」

「んなの関係ねえって。アバターの違和感に気づいて冷静に対処しとけば、少なくとも今の状況には陥らなかったはずだ。ま、いい勉強になったろ」

　俺はそこで一呼吸置くと、身動きが取れないタケヨシに向けて、邪悪な笑みを浮かべる。

「さて、そろそろ終しまいにしよう。お前の相手も飽きてきたしな」

「ちょっ……待っ……っ！　抵抗できない女子をいたぶる気なのぉ……っ！」

「任せろ。俺、わりとそういうので興奮するタイプだから」

「ぎゃあああっ！　変態っ！」

　タケヨシの侮辱は気にせず、俺はファクターを展開。手札から〈硝子の霊剣グラスソード〉を実体化させる。ガラス細工のように透明なこの小剣は、華きや奢しやな見ためが示すように、たった一振りで霧散してしまう脆もろさを持っている。

「これも一応ランクＳオブジェクトなんだけどさ。攻撃範囲が狭い上に、一回振っただけでぶっ壊れるから、すげー扱いにくいんだよ。でもその分、攻撃力だけは最強だから」

〈硝子の霊剣〉に力を込めると、透明な刀身から白い光が溢あふれだす。美しくも無慈悲な力を宿す輝きは、敗北の予感に歪ゆがむタケヨシの顔を明るく照らしだした。

「お前は最強ってのが大好きみたいだし、ぜひこの威力を堪能してくれ」

「そ、それってあたしが求める最強と違うと思うんだよね……っ！　あああっ！　待って待って！　たぶんもう少しで〈凍結〉が解けっ────」

　最後まで聞かずに、俺は剣を一いつ閃せんする。グラマラスなアバターを白い光が包みこんだ。

　直後、タケヨシのＨＰゲージは一瞬にして全損し、最強に間抜けなドラゴネットは悲鳴を上げる間もなく、粒子と化して霧散した。

　やがて賑にぎやかなファンファーレが鳴り響き、視界に対戦の勝利を告げるメッセージが浮かび上がる。自分以外に何もなくなった空間に向けて、俺は大きくため息をついた。

「……やっぱり大したことなかったな、あいつ」




　対戦中は気づかなかったが、今の一戦をエリア外から観戦していたプレイヤーが多くいたようだ。ポータル前の広間に戻ってきたとき、俺は集団の一人に声をかけられた。

「あんた、なかなかいい腕をしてるな。あそこまで隙ラグのない〈意識追従イマジン・トレース〉は久しぶりに見たぜ。しかもあんなクソみてえなファクターで勝つなんてな」

「クソみたいは言いすぎだって。〈凍てつく氷壁フリーズスタンド〉はそこまで悪いもんじゃないよ。確かにちょっと扱いにくいかもしれないけど、それをうまく使うから面白いんだし」

「あれなあ。所持コストが重いわりに耐久度が低いから、壁としちゃ使えねえと思ってたけど、あんたが使ってるところを見た感じ、意外と悪くねえのかもな」

「今までは注目されてなかったけど、遅延効果が斧おのの攻撃力アップの持続時間と同じくらいだから、手札に入れておけば対抗策メタとしてそれなりに機能すると思うよ」

「ふうむ。〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉はこれから流は行やりそうだし、入れといたほうがいいのかねえ」

　そこで会話を切り上げ、彼らに手を振って場を離れる。

　しかし俺が去ったあとも、プレイヤーたちは引き続き議論を交わしていた。

　……今の調子で〈凍てつく氷壁フリーズスタンド〉の有効性が広まれば、ＲＭリアルマネーの相場が上がるかもしれない。このファクターは大量に持っているから、タイミングよく売り払えば一ひと儲もうけできる。もし本当に相場が上がったら、あのドラゴネットにも感謝しておこう。

　そんなふうに考えてほくそ笑んでいたら、後ろから誰かに肩を叩たたかれた。

「よう。相変わらずしょぼくれた見ためだな」

「誰かと思ったら譲じようか。……そっちはまたアバターを変えたのかよ」

　話しかけてきたプレイヤーは、同時期に〈ＡＦ〉をはじめ、現実でも長い付き合いの譲だった。この間まで赤黒マッチョのアバターだったのに、今は西洋ファンタジーふうのエルフに変わっている。前の姿とギャップがありすぎて、一瞬、誰だかわからなかった。

「アバターなんて普通はちょくちょく変えるもんだろ。お前みたいに〈メインアバター〉をそのままずっと使ってるやつのほうがよっぽど珍しいぜ」

　今日はタケヨシに続いて、譲までアバターに文句をつけてくるのか。俺は少しうんざりしながら「別にいいだろ。ほっといてくれ」と返した。

　ＶＲアカウントに関連づけされた〈メインアバター〉は、仮想世界での身分証明にも使われるため、現実の姿から大きく逸脱することはできない。だから〈ＡＦ〉のようなゲームをプレイするときは、タケヨシや譲がそうしているように、好き勝手にカスタマイズ可能な〈サブアバター〉を使うのが一般的だ。

　現実リアルでイケメンならともかく、俺のような『しょぼくれた見ため』の男があえて〈メインアバター〉を使う理由。それについて譲はこう推測したようだ。

「お前のアバターって親父おやじさんからもらったんだっけな。すまね、忘れてたわ」

「それは関係ないって。ずっとこれでやってきたし、今さら変えたくないってだけで」

「まあ照れんなって。親父さんだってそのうち帰ってくるさ」

　……だから関係ないって言ってるだろ。変に気を使われるのはまっぴらだ。

　俺は内心で毒づき、肩に置かれた譲の手を乱暴に払いのける。自分より年上で兄貴のように慕う譲とはいえ──音信不通になった父さんのことで同情されるのは癇かんに障った。

　と、そこで周囲にいたプレイヤーからざわめきが起こった。こう見えて譲は、ゲーム内の最強プレイヤーとして有名な人物だ。そのカリスマ性と注目度は計り知れない。

「……話すなら場所を移そう。外部サイトの掲示板であれこれ書かれても嫌だしさ」

「んなこといちいち気にすんなって。スターの宿命ってやつだろ」

「はいはい。んじゃ、ワープ先は譲の〈メイド喫茶〉にしとくよ」

「おうよ。招待しとくぜ」

　お互いに指で別窓サブウインドウを呼び出し、跳躍ワープコマンドを入力する。しばし視界が暗転したのち、俺は別のエリアに移動した。

　目の前に広がるのは、譲のプライベートルーム──プレイヤー個人の所有空間、平たく言えばゲーム内の自室だ。部屋の内装や調度品は喫茶店風で、ＡＩ行動オートで紅茶を入れるメイドさんのＮＰＣノンプレイヤーキヤラクターまで設置されている。

　相変わらず趣味度の高い部屋だなと呆あきれつつ、俺は譲じようにうながされるまま椅子に座った。

「で、最近の対戦成績はどんなもんよ。少しは強くなったのか？」

「ぼちぼちかなあ。けっこうトークンが貯たまったし、そろそろ交換しにいく予定」

「へえ。またガチャでゴミを引きに行くのか。どんな顔をするか見ものだぜ」

「……またそうやって面白がりやがって」

〈ＡＦ〉は対戦報酬の【トークン】を使ってガチャを引き、ファクターに交換する。通算の勝率によってレアものが出る確率こそ上がるものの、基本的にはランダムだ。

　ゆえに苦労して貯めたトークンが一瞬でゴミに変わるのも珍しい話ではなく、生まれつきクジの悪い俺のような人間は、頻繁にその苦しみを味わっていた。

「そういう譲こそどうなんだよ。〈四番目のファクター〉は引けたの？」

「いんや。やっぱりあれってまだ実装されてねえんじゃねえの」

「かもしれないなあ。あるいはガチャで手に入れるんじゃないとか」

「だったらどこで手に入れるんだって話になるけどな。ゲーム内をさまよって色んな条件を試してるやつもいるみてえだけど、それでもまだ見つかってねえわけだし」

　お互いに向かい合ったまま、頭を抱えて「うーん」とうなる。

　今のところ対戦で使うファクターの分類カテゴリは大きく分けて、

　──武器や道具を実体化させる【オブジェクト】

　──対象に特殊な効果を付与する【エフェクト】

　──使い魔ユニツトを召喚して支援させる【ユニット】

　の、三種である。

　しかしまだ誰も見つけていない、通称〈四番目のファクター〉が存在するという。

　公式サイトに『ファクターは全部で四種に分類される』と記述されているため、必ずゲーム内で入手できるはずだと、まだ見ぬ幻のファクターを探し求めるプレイヤーは多い。

　ところが〈ＡＦ〉のサービスが開始されて早三年──〈四番目のファクター〉はいまだ存在が確認されていない。もし見つかれば、ＲＭリアルマネーでの相場は百万円を超えるだろう。

　やがて譲は考えることを放棄したのか、俺にこんなことを訊たずねてきた。

「望ぼうの親父おやじさんはこのゲームの開発に携わってたんだよな。〈四番目のファクター〉の入手方法について、何か聞いてないか？」

「とくには何も。父さんからはこのアバターを貰もらったくらいかな。せめていなくなる前にゲームの裏技でも教えてくれれば、俺の生活がもっと楽になったのになあ」

「いや、そこは親父さんを心配してやれよ。最近また、失踪事件が増えてるみたいだし」

「あの事件は関係ないって。父さんは昔から家を空けてたし、そのたびに譲の家にお世話になってきたじゃないか。……さすがに三年も連絡ないのは、はじめてだけどさ」

　俺がぶっきらぼうに返すと、譲は何も言わず苦笑いを浮かべた。

　別に父さんの心配をしていないわけじゃない。

　だけど譲じようにかぎらず、周囲の人間からこうやって同情されていると、自分が不幸な人間なのだと決めつけられているようで、たまらなく嫌なのだ。

　年上の男から注がれた生ぬるい視線を避けるように、譲のメイドさんＮＰＣが淹いれた紅茶に口をつける。味覚と嗅覚が再現されていないＶＲでは、紅茶をすすったところで味もしなければ匂いも感じない。しかし今はなんとなく、口の中に苦い味が広がった気がした。

「失踪事件といえばこれは知ってるか？　ＶＲに潜む怨霊の噂うわさ」

「あれでしょ。怨霊に出会うと魂を奪われて、現実から失踪しちゃうってやつ」

「おう。で、今はこのゲームと繋つなげて語るのが流行中だとさ。いわく怨霊が〈ＡＦ〉の中で対戦を仕掛けてきて、負けると魂を奪われてしまう……。どうだ、やべえだろ」

「やべえっていうか、ツッコミどころが多すぎるかな。ＶＲに出てくるだけで驚きなのに、ゲームで対戦までするのかよ。どんだけ今の時代に適合してんだ、怨霊は」

　そう言って鼻で笑うものの、ＶＲの怨霊という単語ワード自体は嫌いじゃない。仮想空間にデータ化した意識を飛ばす今の自分は、肉体から離れた存在と表現できるわけで──ならば魂や霊が実在してもおかしくはないと、そう思えるからだ。

　ただしこの手の噂で、俺はある一点だけがどうにも気に入らなかった。

「負けたら魂を奪われる、ね。そんな殺伐としたゲームはやりたくないな。実際に起きた事件をダシにしてる時点で不謹慎だし。まあどうせ、ＶＲアンチの妄想だろうけど」

「オレもそう思う。でもそのわりにけっこう広まってんだよなあ」

「そんなくだらない噂を信じるくらいなら〈四番目のファクター〉を探すほうがまだマシだって。少なくとも誰も不幸にならないし、一いつ攫かく千せん金きんを狙えるというロマンがあるし」

　そこでまたガチャの話で盛り上がって、さっそく交換所に引きにいこうという流れになった。譲はどうしても俺がハズレの山を引いて、呆ぼう然ぜんとする顔が見たいらしい。

「オレはヒマだけど、お前は大丈夫か？　この前、バイトはじめたって聞いたし」

「あ、そうだ。今日はバイトの予定があったんだ」

　俺は慌てて指を動かし、別窓サブウインドウを呼び出した。視界に表示された時刻は、午後六時ジャスト。この時間ならまだ間に合うと、ほっと胸をなで下ろした。

「バイトは十八時からだし、あと二時間は大丈夫かな。今のところ連続で遅刻してるし間に合わなかったらヤバイけど、今日は市内のネカフェからダイブしてるから──」

　譲が不思議そうな顔でこちらを見ている。何かおかしなことでも言っただろうか。

　少し間を置いて、俺は致命的な勘違いを犯していたことに気づく。

「違う。十八時は午後八時じゃない。……午後六時だ」

「お前……。なんつー天然ボケを……」

「あれってややこしいからやめてほしいよな！」

　譲に詫わびを入れてから、俺は再び別窓サブウインドウを呼び出し、現実に戻るダイブアウトためのコマンドを入力する。

　ＶＲとの接続が切れ、一瞬だけ身体が浮遊するような感覚を味わったあと。

『俺』という意識フアクターは、仮想世界から離脱した。





　　　　２






　──光。

　──白い天井。

　──殺風景な部屋。

　俺は一瞬、その情報量の多さにめまいがした。

　このめまいは、仮想世界から現実に戻ったときに感じる格差ギヤツプだ。

　視界から受ける情報の他にも、鼻孔はネットカフェの備付ベッドが放はなつ消臭用レモンの香りを脳に伝え、舌は唾液の嫌な味すら敏感に察知している。

　耳に軽い違和感を覚え、俺は装着していたＶＲコネクタを外した。

　……いつも疑問に思うけど、いったいどんな仕組みで、こんなイヤホンみたいなもので仮想世界にダイブできるのだろう。ＶＲコネクタを介して使用者の脳波を専用の端末が送受信して電子化した信号をどうのこうのと、学校で仕組みを習っているものの──小難しい単語や理論が頻繁に飛びだすせいで、意味がさっぱりわからないのだ。

　そんなわけで最近は『耳につけたＶＲコネクタをネット端末に繋つないで寝れば、仮想世界にダイブできる』という、雑であやふやな理解に落ち着いてしまっている。

　いや待った。そんなことを考えている余裕はない。

　俺は慌てて身支度を整えて会計を済ませ、ネットカフェをあとにする。梅雨の空気はじめついていて、制服のシャツが肌にまとわりついて気持ちが悪い。バイト先にワンタッチで跳躍ワープできないし、走れば息が切れるしで、ゲームの中と違って現実は不自由ばかりだ。

　だけど俺はまだ、この世界を捨てるつもりはない。

　ここはここで、それなりに気に入っているからだ。




　……ああ、もう嫌だ。ずっと仮想世界で暮らしていたい。

　駅前広場のベンチに一人で座り、俺は夜空に浮かぶ月を呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　バイトはクビになった。遅刻常習犯だったから自業自得とはいえ、『もう来なくていい』と面と向かって告げられると、やはり心にぐさりと刺さる。夜になって少し風が出てきたのか、汗で湿ったシャツに空気が入り込み、無性に冷たく感じられた。

　これからどうしよう。やはり〈エンシェントファクター〉で手に入れたファクターをＲＭリアルマネーに換えて、生計を立てていくほかないだろうか。

　ゲームの稼ぎは不安定だし、生活費だけでもバイトで賄いたかったのだが。

「一人で暮らしていくのって大変なんだな……」

　夜空に向かって呟つぶやくと、余計に虚むなしさが増した。

　俺はほんの一年ほど前まで、譲じようの家に居候していた。親同士の仲がよかったから、父親が家を空けるときはいつも彼の両親に預かってもらっていたのだ。

　しかし父親と連絡がつかなくなり、二年ほどそんな生活を続けていると、いつまでも居候の身でいるのがしんどくなった。だから高校入学を契機に実家へ戻り、俺は一人暮らしをはじめることにしたのだ。

　譲の両親にはまだ早いと反対されたが──俺としては早く自立して、誰かに面倒を見てもらう子どもではなく、一人前の大人になりたかった。趣味のゲームで立派にお金を稼ぐことができる。そう主張して、定期的に連絡を入れることを条件に、譲の両親をなかば強引に説き伏せたのである。

　ところが一年が過ぎ、高校二年となった今、俺の生活は早くも暗雲が漂っている。バイトをクビになった分、食費を切り詰めよう。朝と昼は抜いて、夜はスーパーの半額弁当で乗り切るしかない。しかしそんな不健康な食生活で、身体がいつまでもつだろうか……。

　先行きの暗さに頭を抱えていたら、ふいに賑にぎやかな声が聞こえてきた。

　少し離れたところに他校の女子が五人ほど、ぺちゃくちゃとお喋しやべりに興じている。あのブラウンのスカートには見覚えがある。確か同じ市内にある女子高の制服だ。

　女子集団の一人が、小脇に抱えるバッグをしきりに自慢していた。

「見て見て、このバッグ。月都市ルナシテイで流は行やってるんだって」

「あー、ネットで見たことあるかも。何それマジいい感じじゃん。ちょっと触らせてよ」

「やっぱ月都市のは違うよねー。あたしも行ってみたいなー」

「どうせ無理だよー。お金すごいかかるしー。パス取るだけでもかなり大変らしいよー」

　あまりの騒がしさに辟へき易えきしつつ、俺は再び月を眺める。仮想世界と同じくらい人々に熱い視線を注がれているのが──あの月と、その地下に建設された大都市だ。

　発端は西暦１９７２年。

　アメリカのアポロ17号が月の調査に赴いた際、謎の石碑モノリスを発見した。

　誰が何の目的で作って、月に遺のこしたのか。

　石碑にまつわる謎はいまだ解明されていないものの、この大事件をきっかけに人々の間で月への関心が高まり、宇宙開発事業は急速に発達した。そして月の地下に大都市が建設されると、研究者や技術者は次々と地球を飛び立っていった。

　こうして２０１５年となった今、科学と文化の中心地は月に移り変わり──地球に住む人々は夜空を見上げ、はるか彼方かなたで栄える夢の大都市に憧憬を抱くようになったのだ。

　しかしそんなふうに月が発展していく過程で、俺は孤独になった。

　母親は幼いころに、実用化されたばかりのムーンシャトルで事故にあって亡くなったし、ＶＲ関係の技術者だった父親は、仕事で月に行ったきり三年も連絡がつかないままだ。

　仮想の夢に満ちた世界を与え、そして現実の自分を孤独に追いやった月は、今も気落ちする俺を嘲ちよう笑しようするように、夜空にぽっかりと浮かんでいる。

　──いつか月に行こう。俺は漠然と、そんな夢を抱いている。

　しかし月は遠く、シャトルの渡航費だけで往復八百万円だ。

　そこから月に入港する際に必要な許可証ルナゲートパスの発行費、物価がクソ高い月都市ルナシテイでの滞在費を仮に一週間で計算した場合──さらに二百万を追加して、合計でちょうど一千万円もの大金が必要になる。

　手持ちの金と父さんが残した預金通帳を合わせて、俺の手持ちは六百万。全財産の全すべてをはたいたとしても、まだ四百万円ほど足りない。だから今は日々の生活費を切り詰めて、月に行くための資金を貯ためている。大人の援助は受けず、自分の力だけを頼りにして。

　これは俺の、現実を舞台にしたゲームだ。

　設定した目標は『高校を卒業するまで』だが、今のペースではかなり厳しい。

　だけどもし月まで辿たどりつけば、自分が一人前になったと証明できる気がした。

　あるいは父さんもあの場所にいて、そこで俺を待っているのかもしれない。

　もし会ったら記念に一発ぶん殴ってやろう。俺はそう考えて、拳こぶしを構えてみた。

「なにやってんの、望ぼう。またゲームの練習？」

　宙に向けてパンチを放はなったところで、横から声をかけられた。反射的に振り向くと、頬ほおをむにっと刺すものがあった。

　いつのまにか隣に赤いふちの眼鏡めがねをかけた女子高生がいて、俺の頬を指で突いている。

　半そでのＹシャツに窮屈そうに大きな胸が押し込められ、腰部分を巻き上げて短くしたチェック地の制服のスカートから、健康的な白いふとももがのぞく。












　端正ながら人懐っこそうな顔立ちは、アバターにはない天然の美しさを感じさせた。

　そんな女の子の無邪気な笑顔が、まっすぐ俺に向けられてた。

「なんだ、眞ま子こか。お前って見ためのわりにガキっぽいことすんのな」

「見ためのわりにってどういう意味よ。私の顔が老けてるとでも言いたいわけ？」

　彼女はそう言って、俺の頬にぐりぐりと人さし指を押しつけてくる。

　眞子は譲じようの妹で、昔から付き合いのある幼おさな馴な染じみだ。

　年齢のわりに大人っぽく見えるものの、決して老けているわけではない。

　そんなマイナスイメージを微み塵じんも抱けないほど、彼女はとても可愛かわいいのだ。

　──以前は子役アイドルとして、芸能界で活躍していたほどに。

「つーか久しぶりだな。最近、調子はどうよ」

「同じ学校に通ってるくせに何言ってんの。たまに廊下で顔合わすでしょ」

「そういえば手を振られたことがあったな。面倒だから気づいてないふりしたけど」

「やっぱり無視してたんだあれっ！　なんでそういうことするのっ！」

「元アイドルが幼馴染だと周囲のやっかみがすごいんだって……。イチャイチャしたいなら俺の部屋でやってくれ。今は一人暮らしだから、いつでもウェルカム」

「チャラいなあ。そんなだからクラスの女子に嫌われるのよ」

「は？　嘘うそだろ？」

「あ、これ本人に言っちゃいけないやつだった。ごめん」

「……おいおい」

　譲と眞子の苗みよう字じは相そう馬まという。かつて二人の家に居候していたこともあり、俺にとって相馬兄妹はまさしく家族のような存在だ。とくに眞子は幼馴染としてのスペックが高すぎて、自分が家庭的に恵まれていないことを、補ってあまりあるとすら思えてしまう。

　眞子さえ親しくしてくれるなら、他の有象無象はどうでもいい……。クラスの女子に嫌われていた事実が地味にショックだった俺は、自分に強くそう言い聞かせた。

「まあいいや。俺はこのままゲームに生きるから」

「望ぼうまでお兄ちゃんと同じこと言ってる。ほんとやめてよ、そういうの」

　やけに深刻な感じで受け取った眞子を見て、俺は慌てて「いや、冗談だから」と訂正する。それを聞いてほっとしたような表情を浮かべる彼女に、改めて話題を振った。

「そういえば今日、ゲームの中で譲に会った。相変わらず元気そうだったよ」

「へえ……。でも最近、家に帰ってこなくてさ。大学にもあんまり行ってないみたいだし、ちょっと心配なんだよね。ほんとに大丈夫なのかな、お兄ちゃん」

　眞子の顔がまた沈んでいく。心配性なところは、昔からあまり変わってない。

「譲はその辺しっかりしてただろ。俺や眞子と違って優等生だったし。……そんなに気になるなら、今度ゲーム内で会ったときに言っておくよ。たまには家に帰れってさ」

「うん、お願い。メールだとなんか恥ずかしいし、私はダイブできないから」

　少し寂しそうに言って笑う眞子に、俺は無言でうなずきを返した。

　視界に映像を浮かび上がらせる立体投影ホログラフイのような、初歩的な技術は誰でも利用できるが──意識そのものをデータ化し、全身の感覚を仮想世界に預けるフルダイブとなると、ＶＲと相性のよい脳波を持つ一部の人間にしか行えない。

　純粋に理解できないものを、好きになることは難しい。

　眞ま子こが〈ＡＦ〉の話題をあまり好まないのは、当然のことかもしれない。

　なんとなくそのまま彼女と見つめ合い、しばしの沈黙が流れた。

　今日はいい雰囲気だし、本気で誘ったら俺の家までついてきてくれるだろうか。

　俺が不ふ埒らちな考えを抱いて、口を開きかけたちょうどそのとき、

「あっ！　こいつっ！　こいつだよっ！　あたしがさっき話してた嫌なやつ！」

「えっ？　マジマジ？　タケヨシちゃんが動けないのをいいことにアレしたっていう？」

「そうそう！　あたしにひどい屈辱を与えたの！　顔もいっしょだし間違いないって！」

　少し離れたところで駄だ弁べっていた五人の女子集団が、いきなり身に覚えのない言いがかりをつけてくる。隣の眞子が怪け訝げんな表情を浮かべて、俺に訊たずねた。

「この娘こ、知り合い？　望ぼうが何かしたの？」

「いや初対面だし。たぶん誰かと間違えてんだろ」

「人違いじゃないっつの。だってあのときのアバターとそっくりだもん。今どきゲーム内で〈メインアバター〉使うなんて、自分にどんだけ自信があんの？　キモッ！」

　……知らない女の子にキモがられるとは、かなりショックだ。

　しかし『アバター』がどうのと言っていることから察するに、俺は彼女と仮想世界あつちで会ったのだろうか。心当たりがないか思い出そうと首をひねっていると、

「タケヨシって名前に覚えはあるっしょ？」

　名前を告げられてようやく、目の前の女の子が誰なのかに思い至った。

　──今日対戦した間抜けなドラゴネット。

　あいつのプレイヤーネームがタケヨシだ。高校生にしては背が低く幼い感じで、グラマラスなアバターとは雰囲気が異なるものの、喋しやべり方そのものはよく似ていた。

「武吉タケヨシはあたしの苗みよう字じよ。抵抗できない女の子をいたぶって興奮する変態はあんただろ。やりたい放題しといて、忘れたとは言わせないんだから！」

　なおさら人聞きの悪いことを言われて俺は絶句する。隣にいた眞子の顔が青ざめて、

「望、ついにやっちゃったの……。そういうことだけはしないって信じてたのに……」

「してないっ！　変なことはしてないからっ！　こいつが言ってるのはゲームの話！」

「ＶＲゲームって今、そういうことまでできちゃうの……!?」

「だからそれも違うからなっ！」

　俺はこの『タケヨシ』とゲーム内で対戦し、そのときコテンパンにしてやった──妙な誤解をした眞子にそう説明した。すると彼女はどういうわけか相手側の肩を持ち、

「女の子相手なんだから、手加減してあげればよかったじゃん」

「は？　誰だろうと俺は容赦しねえよ。対戦じゃ常に本気出すのがマナーだ」

「えー」「最低」「器が小さい」「かっこいいと思ってんの、それ」「全体的にキモい」

「なん……だと……」

　対戦の常識を語ったのに、眞ま子こを含む場の全員から一斉にブーイングが返ってくる。帰りの会で名指しされたときのような気まずい空気を感じて、俺は気け圧おされてしまった。

　そりゃ現実で女の子をぶちのめして泣かしたら、非難を浴びるのは当然かもしれない。

　しかし今回にかぎってはＶＲでの話だ。

　対戦は真剣勝負。いわばスポーツと同じで、相手を見て手心を加えては失礼にあたる。

「自由にアバターを変えられる時点で性別は関係なくなるし、システム的にはどのプレイヤーも平等なんだよ。それに攻撃を受けたところで痛みは感じないんだからさ」

「おろ？　もしかしてマコマコじゃない？」

「あ、はい。そうですけど」

「……って、俺の話をきけよ！」

　必死の弁明を無視されたので思わず叫んでしまうが、そんな俺すら華麗にスルーして、女子の集団はみな一様に眞子の顔をまじまじと見つめていた。

　どうやら目の前にいるのが、元子役のマコマコ（当時の愛称）だと気づいたらしい。

　騒がれても面倒なだけなのだからシラを切ればいいのに、根が正直な眞子はバカ丁寧に肯定した。案あんの定じよう、彼女らは一斉に騒ぎ立てる。

「うっそマジ本物じゃん！　すげー、超かわいいー。やっぱあたしらと違うわー」

「いっしょに写メ撮ってもらってもいいすかー？　わたしファンだったんですうー」

「あ、はい。大丈夫ですよ。それじゃみんなで並んで……はい、チーズ」

　女子集団は代わる代わる眞子と並び、携帯端末のカメラ機能で記念撮影をはじめた。

　速やかに対応し笑顔を浮かべる眞子は大したものだ。

　しかし幼おさな馴な染じみの俺は、彼女の表情のぎこちなさに気づいていた。

「お、おい。お前ら……」

　割って入り騒ぎを止めようとするが、眞子に『大丈夫だから』と手で制されてしまう。

　憧れのマコマコと記念撮影を果たしたタケヨシたち女子の集団は、当時の眞子の活躍について話を咲かせたあと、やがて満足したのか手を振って去っていった。

　いつの間にか、俺につけられた因縁はうやむやになっていた。

「もしかして、俺を助けてくれたのか？」

「さあね。私ってばなんとなく、パンケーキ食べたい気分」

「お礼に奢おごれってことだな……。でも近くのファミレスで勘弁してくれよ。あんまり高い店だと、俺の財政が破たんしちまうから」

「はいはい。じゃ行こっか」

　眞子が自然な感じで俺の手を取り、ファミレスに向かって歩き出した。

　繋つながれた手のひらは温ぬくもりを伝え、夜風は彼女の甘い香りを運ぶ。

　俺の現実リアルは、そんな小さな幸せで支えられている。




　ファミレスでパンケーキを奢おごったあと。

　眞ま子こをそのまま家まで送ったので、自宅に帰ったときにはそれなりに夜が更けていた。

　財布の中はなおさら寂しくなってしまったものの、幼おさな馴な染じみと楽しい時間を過ごせたのでよしとしよう。ひとまず汗ばんだシャツを脱ぎ、制服のズボンをハンガーにかけておく。

　俺が通う高校は、民間企業〈インシティ〉が出資する専門高校だ。

〈インシティ〉は宇宙開発事業にいち早く参入し、ＶＲ技術を実用化した会社として知られていて、かの〈エンシェントファクター〉も、この会社が開発と運営を手がけている。

　それはともかく問題なのは、専門高校の規則が厳しいことだ。

　とくに時間は絶対厳守。俺は奨学金で通う特待生なので、なおさら風当りが強い。

　寝坊して学校に遅刻しないよう、今日は早めに寝ておくべきだろう。

　しかし就寝前、俺は仮想世界にダイブしようとしていた。

　ＶＲコネクタを耳に装着し、ベッドの脇に備えつけた専用の端末デツキに繋ぐ。

　俺の部屋にある端末はカラーボックス並みのサイズで、市販品の中でもとくに大きいが、ＶＲ技術者だった父さんのおさがりだけあって、スペックの高さは折り紙つきだ。

　しばらくするとイヤホンのようなコネクタから、トーン、トーンと音が流れはじめる。これはＶＲネットに接続を開始した合図であり、同時に使用者を疑似的な催眠状態に移行させ、ダイブする際の没入度を上げる効果をもつ。

　モールス信号のような音を聞きながら、俺は目を閉じて身体の力を抜き、大きく深呼吸をはじめる。トーン、トーンという音は次第に伸びていき、やがて、

　ト───ン、

　ト───────ン、

　ト────────────ン。

　と、聞こえてくる。こうなったら、ゲームの世界はすぐそこだ。

〈ＡＦ〉をプレイするのはちょっとだけ。交換所でガチャを引いたら戻って寝よう。間延びした音を聞きながらそう考えるが、この流れで『ちょっと』で済んだことは一度もない。




　アバターとしてゲーム内に降り立った俺は、すぐさまファクターの交換所に跳躍ワープした。

　交換所の様相を一言で説明するなら、ずばり『カジノ』だろう。

　ただしスロットマシンの代わりに、ガチャの筐きよう体たいがずらっと並ぶ。ラスベガスめいてギラギラした内装はテクスチャ表現と相性がよく、ＶＲ特有の質感の粗さが目立たない。

　夜も深いというのに今もここは盛況で、時折レアものを引いたプレイヤーの歓声や、苦労して集めたトークンを一瞬でゴミに変えたプレイヤーの阿あ鼻び叫きよう喚かんが聞こえてくる。

　カジノの本場アメリカのプレイヤーがいたらさぞかし激しいリアクションを期待できそうだが、〈ＡＦ〉のサーバーは地域リージヨンごとに分かれているため、日本サーバーで海外プレイヤーを目にする機会はほとんどない。

　俺も他のプレイヤーたちに倣ならい、ガチャの筐きよう体たいを一つを選んで前に立つ。

　今日はバイトはクビになったし、そうでなくても財政は厳しい。ひとまず手に入れたファクターは、オークションに出品してＲＭリアルマネーに換えておこう。

　トークンをそのまま出品して現金に換金できれば手っ取り早いのだが、運営側が制限をかけているために行うことができない。仮にそういった取引が可能だと、トークン自体に金銭的価値が生じて法律的に問題があるとかなんとか。

　まあそんなわけで、オークションに出品できるのはファクターのみと定められている。

　……さて、そろそろガチャを引くとしよう。

　これから投入するのは一ヶ月もの間、必死に貯ため込んできた報酬トークンだ。

　対戦で負けても参加賞としてトークンは得られるが、当然ながら勝ったときのほうが実入りは大きい。ここのところずっと勝ち続けていたので、合計で五十回はガチャを引ける。

　今の勝率なら少なくとも三枚以上は、レアなファクターの入手が期待できる。

　俺はガチャの神に祈りつつ、目の前の筐体に一いつ攫かく千せん金きんの夢を託した。

「さあ来い！　レアもの一発ッ！　……チッ！　ハズレか！　まあいいや次にいこう。……って、またハズレかよ！　いやいやまだまだこれからっ！　……えいっ！　んあっ！　次次ッ！　……くそっ！　……おう。……んん？　……は？　……。……。……。……」




　俺は今、〈湖畔〉と呼ばれるエリアに足を運んでいた。

　ここはその名のとおり、森と湖で構成された空間だ。

　ただし水面の映り込みが省略され、湖はまるで巨大なゼリーのように見える。周囲に茂る森林はクオリティの低いプラモデルのようで、眺めているだけで興ざめしてくる。

　ゲーム開発時はもう少しマシなグラフィックだったらしいが、データ容量の都合と、仮想と現実の区別がつかなくなるテストプレイヤーが続出したことを受けて、あとから空間の質感表現を全体的に抑えるような調整が加えられたという。

　森林を背にして、竿さおを水面に垂らし魚がかかるのを待つ。俺がここに来た目的は対戦ではなく、湖でプレイできるミニゲームだ。

〈ＡＦ〉は対戦の他に、各エリアに配置されたミニゲームを遊ぶことができる。そしてアバターの能力値は、このミニゲームをプレイすることで成長させていくのだ。

　しばらく憮ぶ然ぜんとした表情で竿を垂らしたあと。

　釣り餌をつけ忘れていたことに気づき、俺は怒りに任せて竿を森にぶん投げた。

　……ガチャはどうなった？

　そう、ガチャでハズレを引いた。だから俺は荒れている。

　一ヶ月もの間、強敵たちと死闘を繰り広げ、必死に貯ためたトークン。そんな苦労の結晶をあの筐体に一瞬で溶かされ──俺の手元に残ったのは『ゴミ』『クソ』『使えない』と評判の、かき集めたところで菓子パン一つ買えるかなという程度のファクターの山。

　この稼ぎでは今月のメシを半額弁当で乗り切るどころか、毎日もやしだけを食べて生きるハメになる。本来の目的はゲームを楽しむこととはいえ、バイトをクビになり生活費を切り詰めなくてはならない今、この爆死っぷりは気分が荒れてしまう。

　ガチャで手に入るファクターは種類が豊富で、性能の良よし悪あしだってピンキリだ。

　中には使いどころが極端に少ないもの、未実装の環境を想定しているため使用できないものなど……俗にスクラップゴミと呼ばれる外れアイテムが存在する。

　俺が今日のガチャで引いたファクターのほとんどが、その手のスクラップだ。

　とくにひどいのが〈反魔鏡リフレクトミラー〉だろう。このファクターは『対象に攻撃を跳ね返すカウンター効果』を付与する。

　そう聞くとなんとなく強そうだが、発動の条件として対象に『鏡面』が必要だ。

　しかし目の前に広がるゼリー湖がそうであるように──表面の映り込みなどの質感表現はテストプレイの段階で省略され、今のゲーム内に〈反魔鏡〉の使用条件を満たす環境は存在しない。文字どおり使えないのだから、まさしくゴミの極みである。

　この手の問題が放置されたままなのは、正式サービスが開始されてから少しして、開発の中核を担っていた俺の父さんが、行方をくらましたことが影響しているかもしれない。

　開発の責任者が突然いなくなったら、そりゃどこの現場だってバタバタする。

　そうでなくてもサービス開始前に予定されていた追加要素──たとえば多人数参加型の攻略ステージなどは未実装のまま三年が経過しているから、細かな不具合の調整が後回しにされるのは、現場の判断として仕方がないことなのだろう。

　父さんはどうして仕事を途中で放り出し、行方をくらましたのか。

　連絡がつかないので心配になるが……昔からいい加減な性格をしていたので、案外どこかで別の仕事に精を出しているかもしれない。

　思えば〈ＡＦ〉をはじめたときに貰もらったこの分身アバターも、いい加減な代物だった。

　テストプレイに使用していたものを俺の〈メインアバター〉として再構成してあり、そのせいか最初から謎のデータを所持していたのだ。

　その数なんと、三百六十五。

　データの分類としてはファクターのようだが、所持品リストから選択クリツクした際に表示される図面と説明文は真っ白で、対戦中に展開することもできない。

　当時はまだ家にいた父さんに、この謎のデータについて訊たずねてみたところ、

「それは無む垢く──【イノセント】に分類されるファクターだ。お前しか持っていない超レアものだぞ。いつかきっと、それがお前の運命を変える要素になる」

「マジかよ。なんかよくわかんねーけどかっこいいな、それ！」

　当時はその説明で納得してしまったが……三年経たった今となっては、単にうっかり消し忘れた空のデータだと理解していた。実の息子を騙だますとはひどい親である。

　あるいはこれも〈四番目のファクター〉になるのだろうか。

　だとすれば、俺はつくづくスクラップゴミと縁がある。

　そう悲観して湖に石を投げていたところで、ふいに声をかけられた。

「おい、そこのゴミみたいなやつ」

「……は？　ゴミ？」

「そうそう、おぬしだ。いかにも性根のねじまがった腐った肉のような顔をしておる」

　いっそ清すが々すがしいほどの罵倒っぷりに、俺は怒ることすら忘れてしまう。

　声がしたほうに振り返ると、すぐそばに見知らぬ少女が立っていた。

　少女の姿を見て、俺はあまりの美しさに息を呑のむ。

　年頃は中学生くらい。白く透きとおった肌、黄金色に濡ぬれた髪、吸い込まれそうなほど丸く大きな瞳──全体的に愛らしい雰囲気だが、佇たたずまいにどこか野性味があった。

　道端で思いがけず見かけた、恐ろしく綺き麗れいな野良猫といった印象だ。

「どうした？　久方ぶりに見た妾わらわの美しさに見み惚ほれておるのか、太たい公こう望ぼう」

「いや、きみとは初対面だけど……。ていうか太公望って誰だ……」

　呆ほうけたままの俺を見て、少女はまんざらでもなさそうに笑う。

　頭に生えた猫のような耳がぴょこぴょこ動き、お尻に生えた尻尾が揺れている。

　少女が身に纏まとうのは、チャイナ風の可愛かわいらしい戦闘服。ぷにっと可愛いおへそは布に守られておらず、衣装のところどころにヒョウ柄の生地でパッチワークがなされている。

　中身がどうであれ、目の前にいるのはゲーム内のアバターだ。つまりは仮想の存在作りものなので、整った顔だちや可愛い衣装なんてものは珍しくない。

　しかしそれでも、俺は少女の美しさに見惚れてしまった。幾度となく見直しても──表情や仕草が自然で、ＶＲ特有の作りものくささがまったく感じられないのだ。

「ふむ。妾のことを覚えておらぬか。魂の転生とはかくも不自由なものよのう」

「えっと……何かのロールプレイなりきりかな。ちなみにどういう設定？」

「妾の名は申しん公こうひよう。太公望の生まれ変わりであるおぬしとは、深き因縁があるものよ」

「前世系か。厄介なのに当たったなあ。中学生ならまだ許せるけど実際はどうだか……」

「何をブツブツ言っておる。現世での商売に失敗したか。それとも嫁に逃げられたか。ふふふ。あのころのおぬしの醜態にはずいぶん楽しませてもらったぞ」

　申公と名乗る少女はよくわからないことを呟つぶやいて、尻尾をふりふりしながら近づいてくる。身長差があるのでちょうど頭のケモミミが真下にくるが、驚くべきことに触れそうなほどの近さから凝視しても、通常なら必ず存在するテクスチャの粗が見当たらなかった。

　……表情や仕草のなめらかさといい、ありえないほどハイスペックなアバターだ。

　この美しさからしてカスタマイズされた〈サブアバター〉なのは間違いない。

　きっと名のある職人さんに作ってもらったのだろう。

　俺は少女の頭上に浮かぶ【申公】の文字をクリックし、プレイヤーの詳細ウィンドウを開いてみる。これでアバターの製作者がわかるのだ。しかし表示された詳細に製作者の名前はなく、代わりに彼女が〈メインアバター〉だと記されていた。

「あれえ……？」

　俺は虚をつかれて声をあげた。仮想世界の身分証明にも使われる〈メインアバター〉は、髪を染めたりネコミミを追加したりといったプチ改造こそ出来るものの、原則として大きく姿を変えることはできない。つまり、

「もしかしてきみって、リアルでもその姿なの？」

「ふむ？　りあるというのがよくわからぬが、妾わらわは昔からずっとこの姿でやっておる」

　……だとすればとんでもない美少女だ。俺はその事実に感嘆してしまう。

　しかし〈メインアバター〉ならばなおさら、これほどなめらかに動く理由がわからない。いったいどんな裏技を使っているのか。それを訊たずねようとした俺を彼女は制し、

「よく聞け。妾はおぬしから受けた屈辱をはらすべく、三千余年もの間、神力を蓄えつづけてきた。それが今こ宵よいようやく実を結ぶのだ。今すぐ勝負せよ、太たい公こう望ぼう」

「対戦のお誘いか。でも今日は遅いし明日にしよう。それが〈メインアバター〉ってことはきみ、中学生くらいだろ？　ガキがこんな時間まで夜更かししてんな」

「またそうやって逃げるつもりかっ！　おぬしはいつもそうだっ！」

　申しん公こうひようが声を荒げ、俺の戦闘服を引っ張ってくる。しかし他プレイヤーの座標を動かすことが可能なのは、対戦用フィールドであるポータルの中だけだ。

　彼女は体重を乗せて何度も袖を引っ張るが、俺のアバターはピクリともしない。終しまいには腹いせか、思いきり尻を引っぱたいてきた。さすがにこの狼ろう藉ぜきには腹が立った。

「世の中には自分の思い通りにならないことだってあるんだよ。……わかったらさっさと歯を磨いて寝ろ、クソガキ」

「うるさいうるさいっ！　今すぐ勝負しろ！　この×××○○○！」

　後半は早口すぎて聞き取れなかったが、罵倒の言葉を浴びせられたことは理解できた。

　この少女は可愛かわいらしい見ためのおかげで、周囲に甘やかされて育ってきたのだろう。だからこれほど生意気で、礼儀知らずなのだ。

　今のまま成長したら、きっと社会に出てから苦労する。同じゲームをプレイする先輩として、彼女を真っ当な人間に調教……じゃない、矯正してやらなくては。

「よおし、そこまで言うなら対戦してやる。ただし負けたら俺の下僕になれ。言っとくけど現実リアルでだからな。──どうだ、ビビったか。謝るなら今のうちだぞ！」

「なんだ、そんなことでよいのか。かまわぬぞ」

　怯おびえさせようと思って怖いお兄ちゃんを演じたのに、申公はあっさりと条件を呑のんだ。逆に会話の主導権を奪われた俺は、彼女に袖を引かれると自ら歩を進めてしまう。

「ふふふ。もとよりそのつもりでいたから、いささか拍子抜けしたぞ。それではさっそく勝負といこう。妾の神域まで案内するから、ついてまいれ」

「ほんとにいいの？　お兄ちゃんエッチだから、けっこうアレしちゃうよ？」

「うるさい。さっさと歩け。おぬしに負けたら下僕になってやる。ただし──」

　湖の縁ふちに浮かぶ【Portal】と表示された文字まで辿たどり着くと、目の前の空間にパカッと穴が開く。申公に促されて、俺は先にポータルに足を踏みいれた。すると背後から、

「妾が勝った暁にはその魂を貰い受けるぞ、太公望」

「え」

　彼女の言葉の意味を聞き返す間もなく、俺の視界は暗転した。





　　　　３






　ばしゃりと大きな音を立て、顔が水に沈んだ。

　いきなり冷たい感触を味わい、鼻と口に大量の水を吸いこんだ。パニックになってしばらく水の中でじたばたしたあと、やがて地面に足がつくことに気づく。

　その場で勢いよく立ち上がると、濡ぬれた髪から水滴が垂れ落ちた。額ひたいにへばりつく前髪を払い、膝まで水に浸つかりつつ、辺りをきょろきょろと見回す。

　──水を吸い込んだ鼻のツンとした痛み。

　──鬱うつ蒼そうと茂る樹木のむせかえるような青臭い芳香。

　──遠くで聞こえる獣や鳥の不気味な鳴き声、夜空に浮かぶ満天の星空。

　俺は一瞬、その情報量の多さにめまいがした。

「あ、あれ……？　ここ、どこだろ……？」

　ゲーム内にいたはずなのに、いつの間にか現実に戻っている。

　眼前に広がるのは見覚えのない森と湖。

　正直、わけがわからなかった。

　水といっしょに泥が入ったのか、口の中に嫌な味が広がっている。鼻も痛いし、全身が濡れて震えるほど寒い。これらの感覚は仮想世界に存在しない。だからここは現実──。

「いつまで呆ほうけておるのだ、太たい公こう望ぼう」

　思わぬところから声が響き、頭上から少女が舞い降りた。

　水面の上にふわふわと浮く身体はうっすらと輝きを放はなち、まるで天女か幽霊のよう。

　獣のような耳を頭に生やした少女は、俺に不敵な笑みを向けている。

　彼女の姿は、どこからどう見ても非現実的だ。

「ひっ……」

　無意識に、俺の口から悲鳴が漏れた。

　女の子が宙に浮いているのだ。どう見てもマトモとは思えない。

　もしかして彼女は、普通の人間ではないのだろうか。

　では、何だ。

　──怨霊。

　ふいにそんな単語ワードが脳裏に浮かび、心臓がドキリとする。

「この空間は妾わらわの神域なり。三千余年の時を経て、お主ぬしへの恨みをはらさせてもらう」

　謎めいた少女は凛りんと声を発した。俺はようやく、彼女が誰なのかに思い至る。

「し、申しん公こうひよう……？」

「左様。妾は古き時代の神なり」












　少女の声は幼い容姿とは不釣り合いに、長い年月を経たような重さが宿っている。

　だから俺は一瞬、彼女の言葉を本気で信じそうになった。

「仮想世界に顕現した身ゆえ、この空間の法則ルールに従ってやらせてもらう。ところで太たい公こう望ぼう、戦う準備をしなくてよいのか？」

　申しん公こうひようは手を前に出し、カードのようなもの──ファクターを呼び出した。

　そこで、視界の右隅に小さなデジタル数字が並んでいることに気づく。

　──戦闘開始までのカウントダウン。数字はまもなくゼロになろうとしていた。

　俺の思考はさらに混乱した。湖の水に浸つかった下半身から冷気が伝わり、肌を刺すような感触が不安や恐怖を増幅させていく。

　痛みや匂い、味覚は仮想世界に存在しない。ところが目の前に申公がいて、ファクターがあり、視界にカウントダウンが表示されている。

　はたしてここは現実なのか。それともゲームの中なのか。

　考えれば考えるほど、わからなくなっていく。

「石碑モノリスに封じられたのち、長きに渡る苦く悶もんの中で編みだした我が奥義。その神力を今ここで解放しよう。──宝貝発動エンシエント・オープン！」

　申公が声を張り上げると同時に、視界のカウントがゼロを刻んだ。

　眩まばゆい光を放はなちながら呼び出されたファクターは、表面から大量の煌きらめく粒子ポリゴンを噴出させ、彼女の手の内に黄金色に輝く剣を作りあげる。

　目の前に繰り広がれた光景は──紛まぎれもなくゲーム的な事象だった。

「これぞ〈極光剣キヨツコウケン〉、おぬしを葬るために作りあげた秘密兵器よ。いつまでも遊戯ゲームの気分でいると、その身体、一瞬にして灰かい塵じんと化すぞ！」

　申しん公こうひようは吠ほえ、高々と剣先を掲げる。

　雲一つない夜空に何な故ぜか雷鳴が轟とどろき、刀身からバチバチと稲光がほとばしる。

　巻き起こる超常現象の数々に、俺は理屈抜きの恐怖を感じた。

　……なんだあいつ、あの剣をどうするつもりだ。

　よくわからないけど、とにかくヤバイ感じがする！

　俺はひとまず距離を取ろうと、身体を横に傾ける。そのとき申公が〈極光剣〉を真横に払った。剣先から紫色の電撃がほとばしり、暗闇を裂くように迫ってきた。

「うわ……っ！」

　悲鳴をあげ、電撃を避けようと反射的に身構える。

　すると足が勝手に動き出し、俺は水しぶきをあげながら宙を舞った。

　間近に迫っていた電撃は光の残像を残しつつ、紙一重のところで消えうせていく。

　──今、身体が勝手に動いたぞっ？

　放はなたれた電撃よりも、我が身に起こった現象に驚きよう愕がくしてしまう。

　頭の中で描いたイメージに身体が勝手に反応し、現実では絶対に不可能な行動をこなしたのだ。まるで仮想世界のアバターが──〈意識追従イマジン・トレース〉したかのように。

　改めて周囲に意識を広げてみる。

　湖の水面に映りこむのは現実の自分と同じ姿。ただし身に纏まとうのはアバターの戦闘服だ。




　視界の隅には自分のＨＰを示す横線ゲージと対戦の経過時間が並び、さらには特定コマンドを呼び出す別窓サブウインドウも表示されている。

　宙を漂う申公の頭上には、彼女のＨＰとプレイヤーネームが浮かぶ。

　これらは全すべて〈エンシェントファクター〉のＵＩユーザインタフエースだ。

「マジかよ……。ここってゲームの中仮想世界なのか……」

「今さら何を言っておる。太たい公こう望ぼうよ、しかと聞け。ここはおぬしが普段いる遊戯の場とはちと違うぞ。妾わらわの神力と結びつき、霊気に満ちた異空間へと変容しておるのだ」

　申公が目を細め、にっこりと笑みを浮かべた。しかしその表情に愛らしさは微み塵じんも感じない。宙を漂う少女の身から発せられるのは、背筋を凍らせるただならぬ妖気と、野生の獣じみた殺意のみ。

　譲じようから聞いたあの噂うわさが、俺の脳裏によみがえる。

　──仮想世界には怨霊が潜んでいて、負けたら魂を奪われる。

　そんなバカなと理性は否定するもの、月明かりを浴びて浮かぶ彼女の姿はまさに怨霊。今も禍まが々まがしいまでの威圧感を放はなっている。

　こいつにぶっ倒されたら、俺は魂を奪われてしまうのだろうか。

　そもそも魂を奪われるってなんだ。もしかして死ぬってことか？

　……なんだよそれ、ありえないだろ！

　混迷する思考を遮るように、再び電撃が放はなたれる。危機を察知した俺はとっさに思考を切り替え〈横っ跳び〉をイメージ──身体がその意識を追従し、水面を蹴るように跳躍ワープ。紫電の雷撃はバチバチと空を切り、蜘く蛛もの巣のような残像を描いて消えていく。

　攻撃を避けられたにもかかわらず、申しん公こうひようは俺の機敏な反応を見て満足げにうなずいた。

「うむ。戸惑いながらも避けおるか。さすがは太たい公こう望ぼうの生まれ変わりよ」

「ちくしょうっ！　なんなんだよ、お前！」

「だから古代の神だと言っておろう。ほれ、そろそろ妾わらわに一太刀でも浴びせてみよ」

　夜空を背後に申公はくつくつと笑い、俺を誘うように手招きする。

　冗談じゃない。こんな得体の知れないやつに向かっていくバカがいるか。

　隙すきを見て、なるべく遠くに逃げてしまおう。他のことについて考えるのはそれからだ。

　相手の電撃を警戒しつつ、俺はじりじりと後退する。

　気け取どられないよう慎重に動いたつもりだったが、申公はあっさりとこちらの狙いを看破する。チェシャ猫のようにニヤニヤと笑いながら、彼女は俺にこう告げた。

「さては逃げるつもりか？　だが、そうはいかぬぞ。よく見るがいい。おぬしは今、膝まで水に浸つかっておる。ゆえにこの電撃を湖に落とせば──」

　言葉の途中で、申公は剣を軽く振り下ろした。

　水面に放たれた電撃は湖に浸かった膝下から通電し、俺の全身を容赦なく駆け巡る。

「ぐわああああああ──っ！」

　バリバリバリッと嫌な音を立て、身体が内側から焼かれていく。全身を針で刺されたような痛みを味わい、俺は力なく膝から崩れ落ちた。危うく気を失いそうになるが──倒れたときに勢いよく水しぶきを浴び、顔全体に冷やかな感触を味わってなんとか持ち直す。

　しかし現実ですら味わったことのない激痛に、俺の心は一瞬にして恐怖に染まった。

　やばい。このままだとやばい。痛くて死ぬ。間違いなく死ぬ。

　この空間がどこかなんて関係ない。あいつがなんなのかとか考えている余裕はない。

　早く早く早く早く早く逃げる逃げる逃げる逃げる逃げる逃げる逃げるっ！

「──効果発動エフエクト・オープン、〈座標転移テレポーテーシヨン〉！」

　電気で攻撃してくる相手と水場で戦ってたら危険。だから逃げる。恐怖の中で浮かんだゲームの理屈に突き動かされ、俺は本能的にファクターを展開した。瞬間移動の効果を受けたアバターは一条の光と化し──そのまま森の方角へ飛んでいく。

　去り際、申公の悔しげな声を聞いた。

「……悪あがきしたところで、妾を倒さぬかぎり神域から抜け出せぬぞ、太公望ッ！」




　気がつくと俺は暗い森の中にいた。

　周囲を確認し、申公の姿が見えないことに安あん堵どする。

〈座標転移テレポーテーシヨン〉はエリア内をランダムで瞬間移動する効果エフエクトをもつ。ゆえに移動した先が湖から離れた森の奥深くだったのは、不幸中の幸いといえた。

　しかしこのエフェクトに属するファクターは、一度使うと所持品から消失する。手札には一枚しか入れていなかったので、同じ手はもう使えない。

　森に身をひそめているうちに、俺の心は平静を取り戻していった。

　ひとまず普段の対戦でそうしているように、今ある情報をヒントに状況を分析していく。

　この空間にはＶＲでは禁忌とされている『痛覚』が存在する。それ以外にも『嗅覚』『味覚』が存在し、鬱うつ蒼そうと茂る樹木からは現実と見まごう臨場感を抱かせる。

　ここはやはり、ただの仮想空間ではない。

　しかし同時に、現実でないことも確かだ。俺の視界には今も様々な情報が表示され、手札から音声コマンドで呼び出せば、ファクターを展開することができるのだから。

　──申しん公こうひようは仮想世界に潜む怨霊。負けたら魂を奪われ、現実から失踪してしまう。

　俺はすでにあの噂うわさが真実だと確信していた。そう考えるのが一番、しっくりくる。

　譲じようの話を軽く聞き流さないで詳しく聞いておけばよかった。そんなふうに考えてしまうが、今さら悔いたところでどうしようもない。

　怨霊の存在が真実で、誰かが遭遇した経験を噂として流したのなら──少なくとも一人は魂を奪われずに、怨霊の魔手から逃れたプレイヤーがいることになる。

『負けたら魂を奪われる』とはすなわち、『勝てば逃れられる』とも考えられる。

　噂を流したプレイヤーが成したというのなら、俺にだって同じことができるはずだ。

　ならばやるべきことは一つ──この戦いに勝つのだ。

　理屈はこの際どうでもいい。今の自分がアバターで、手札からファクターを展開できて、お互いにＨＰが存在するのなら、それはもう〈ＡＦ〉の対戦だ。

　仮想世界だろうが現実だろうが、怨霊だろうが神だろうが。

「……相手が誰だろうと容赦しねえよ。対戦じゃ常に本気出すのがマナーだしな」

　膝はガタガタと震えてしまうが、俺はそう強がって、恐怖を戦意に塗り替えていく。

　そこで頭上から、申公の声が響いてきた。

「いつまでコソコソと逃げ回っておる！　妾わらわは勝負せよと言ったのだぞ！　死力を尽くして戦えっ！　その気がないなら今すぐ消し炭にしてやるっ！」

　森の木々より高く空を舞いながら、申公は黄金色の長髪を逆立て、般はん若にやのような形相を浮かべていた。やがて彼女は〈極光剣キヨツコウケン〉の刀身に光を収束させると、蓄えられた力を解き放はなつように振り下ろした。

　直後──雷鳴が轟とどろき、凄すさまじい勢いで稲妻が走る。

　申公の真下にあった木々は一瞬にして燃え上がり、煌きらめく粒子となって霧散した。

　……なんだあの威力は。

　申公が扱うファクターの性能に、俺は絶句した。

　彼女は【エンシェント】と呼んでいたが──まさかあれこそが幻の〈四番目のファクター〉なのだろうか。マップの構造物フイールドオブジエクトは、アバターのＨＰと同等以上の耐久値に設定されている。森の木々を一瞬で焼き尽くす威力となれば、俺が食らえば間違いなく即死オーバーキルだ。

　しかも攻撃の範囲が凄まじく、稲妻が落ちた地点には、コンビニが立てられそうな面積の焦土ができていた。森に身を隠していなければ、避けることは不可能だ。

　しかしだからといって、逃げてばかりもいられない。このままでは森を焼き尽くされ、やがて身を隠す場所すら失ってしまう。

　今のところ、申しん公こうひようは俺の姿を捕捉していない。

　……だったら見つかる前に奇襲をかけて、一気に勝負を決めてやるっ！

「──実体化発動オブジエクト・オープン！　〈互換弩砲インスタントバリスタ〉！」

　俺の音声コマンドを認識し、目の前に据え置き式の射撃兵器が形成される。

〈互換弩砲〉はエリアに配置された構造物を矢弾として射出する、強力な遠隔攻撃オブジェクトだ。

　上空を漂う申公を攻撃する手段は二つ。

　遠隔攻撃で撃ち落とすか、あるいはこちらも空を飛ぶかだ。

　しかしアバターに飛行能力を付与するエフェクトは手札に入っていない。ならば遠隔攻撃オブジェクトで、撃ち落とすほかないだろう。

　指でカーソルを呼び出し【針葉樹】を対象に指定すると、森の木々の一本が電柱ほどの丸太の杭くいと化して弩砲バリスタに装そう填てんされる。

　上空を漂う申公はこちらに背を向け、見当違いのところに稲妻を落とした直後だった。見たところ稲妻は剣に光を充じゆう填てんする必要があり、連続で放はなつことはできないようだ。

　……攻撃をするなら今しかない。俺は素早く弩砲の照準を向ける。

　しかしそこであることを閃ひらめき、射出の直前でちょっとした策を弄す。そして、

「射出開始っ!!」

　俺の音声コマンドに反応し、自動でレバーが倒された。ひゅっと鋭い音を立て、丸太の杭が勢いよく発射。巨大な質量は放物線を描きつつ、上空を漂う申公めがけて牙を剥むく。

「小こ癪しやくなっ！　そこかあっ！」

　しかし申公はくるりと向きを変え、剣を一いつ閃せん。丸太の杭は直撃の寸前で両断され、パラパラと光の粒をまき散らして夜空に舞い落ちた。

　続けて彼女は刀身に光を溜ため、森に向けて解き放つ。

　眩まばゆいばかりの稲妻によって、弩砲が設置されていた周辺はまるごと焦土と化した。

「ふむう……？」

　しかし手ごたえを感じなかったのか、申公は真下をキョロキョロと見回し、森に潜んでいるはずの獲物を探していた。……違う。俺がいるのは下じゃない。お前の、

「上だよ、上！」

「んな……っ！　おぬし、どうやってそこに……っ！」

「そんなの、丸太にしがみついてきたに決まってんだろっ！」

　上空の申しん公こうひようを攻撃する二つの手段。俺はその両方を選択した。

　丸太を飛ばして攻撃し、丸太といっしょに空を飛ぶ。

　両手で杭くいにしがみつき、申公が振り返る直前で、彼女の頭上にジャンプしたのだ。

　丸太による初撃は惜しくも外したが、次の一撃は必ず当てる。

「──実体化発動オブジエクト・オープン！　〈硝子の霊剣グラスソード〉！　食らえっ！　あのときの電撃のお返しだっ！」

「くおおおっ！」

　俺の最強の一撃が、申公の背中に鋭く突き刺さった。透明な刀身に秘められた白い光が解き放はなたれ、爆発的な衝撃を生む。

　この霊剣の威力なら、間違いなく致命的なダメージを与えられる。

　それが──通常のアバターならば。

「ぐぬう……今のは少し効いたぞ。太たい公こう望ぼう」

「んなっ！」

　申公の頭上に表示されたＨＰを見て、俺は思わず息を呑のんだ。

　まったく減っていない。

　いや、実際はわずかに減少していた。申公のＨＰを示す横線ゲージは、マックス状態を示すエメラルドグリーンから、残り九〇％以上を示すブルーに変化していた。

　しかし線の長さはほとんど変わらない。

　ならば今の一撃で与えたダメージは、申公の最大ＨＰの一％、あるいはそれ以下だ。

　攻撃を終えた俺は、自由落下しながら計算した。

　霊剣が直撃したときの威力は二千五百から三千。それだけのダメージを受けてなお残りが九十九％以上なら、申公のＨＰは少なく見積もって百倍の二十五万。ヘタすりゃさらに数倍なんてこともありえるだろう。

　俺の残りＨＰは千九百。相手との差がどれくらいなんて、もはや計算する気もおきない。

　申公が容赦なく電撃を放つ。

　途方もない戦力差に呆ぼう然ぜんとしながらも力を振り絞り、俺は空中で身をよじらせた。

　そしてそのまま──暗く深い森の中へと落ちていく。




　……最後の悪あがきが功を奏したのだろうか。俺のＨＰはかろうじて残っていた。

　申公の電撃をなんとか避けたあと、俺はそのまま森に落下した。途中でバサバサバキバキと枝葉を巻き込み、身体中を引っかかれるような激痛を味わったが、木々がクッションになってくれたおかげで、高所落下による甚大なダメージは発生しなかった。

　あれから急いで体勢を立て直し、俺は何度も申公に奇襲をしかけた。

　しかしもはや、勝機はなきに等しい。

　俺の残りＨＰは二〇％がいいところ。回復手段がほとんどない対戦において、これだけで圧倒的に不利な状況だ。

　おまけに手札のうち、使えるエフェクトは惜しみなく使い、遠隔攻撃が可能なオブジェクトは全すべて撃ち尽くした。それでも削ることができたのは、申しん公こうひようのＨＰの一割以下だ。

　もはや手元に残るのは、対戦前にガチャで引いたハズレから気ノ分リで入れた二束三文のエフェクトのみ。これは戦力を温存したというより、使えないから使わなかったというだけ。

　そもそも戦う前から勝敗は決まっていた。エフェクトは一度きりの使い捨て、オブジェクトは耐久力のほかに使用回数が定められている。理論上、手札のオブジェクトを全て直撃させたとしても、申公の膨大なＨＰを削り切ることはできない。

　そのうえ、こちらの攻撃はほとんど届かないくせに、申公は上空から広範囲の即死ダメージをばらまいてくるのだ。

「ふざけんな……。こんな無理ゲー、いや、クソゲーがあるかよ……」

　あまりに理不尽な戦力差に唾つばを吐いたところで、背後からすさまじい雷鳴が轟とどろく。

　今や森のほぼ全域が焦土と化し、俺は再び、湖の方角へと追いやられていた。

「ふははっ！　どうした、太たい公こう望ぼう！　怖おじ気けづいて逃げ回るだけでは芸がないぞ。それともいさぎよく諦めて、おとなしくその魂を妾わらわに献上するか！」

　申公の声とともに視界が赤く染まり、目と鼻の先で稲光が走った。真横にあった木々が激しく火柱をあげ、次々となぎ倒されていく。

　俺は横倒しになった木々を避けようと〈前宙返りフロントフリツプ〉を決めるが、着地に失敗し、前のめりに転んでしまう。慌てて顔をあげたところで、上空を漂う申公と視線が交錯した。

　──やばいっ！　見つかったっ！

　敗北を予感し、恐怖に耐えきれず目をつぶる。

　しかし稲妻の衝撃はいつになってもやってこない。俺は恐る恐る、目を開く。

　申公はこちらを見下ろし、ただ残虐な愉悦に浸っていた。

　お前などいつでも殺せる──彼女のまなざしは雄弁にそう語っていた。

　一瞬の出来事だった。

　申公は上空に舞い上がり、俺はその隙すきに駆けだした。

　背後に稲光と轟ごう音おんが起こり、森は再び焼き尽くされていく。

　狩りの獲物のように追い立てられ、地べたを這はう虫けらのように、ひたすら逃げ惑う。

　俺の瞳から涙が零こぼれ落ち、頬ほおを伝った。

　しかし心を支配するのは、恐怖ではなく──怒りだ。

　こんなわけのわからない場所で、これほど理不尽に魂を奪われるのか。

　ふざけるな。これのどこが勝負だ。あんなの、ただのチートじゃないか。

　急に森が開け、視界いっぱいに湖が広がった。

　あそこに行ったら終わる。雷撃で撃たれて終わる。

　だけどもう、逃げるところはない。

　エリアの大半は焦土と化し、もはや身を隠す場所は湖だけ。しかし水の中に潜ったところで、大した時間稼ぎにもならないだろう。

　夜空に丸い月がぽっかりと浮かび、俺のあがく姿を見下ろし笑っていた。森の先に広がる湖はその姿を克明に映し、水面に同じかたちの月を浮かびあがらせている。

　どうせなら、最後にあそこを目指そう。

　今こそ月へ行く夢を叶かなえるのだ。

　たとえそれが仮想に満ちた世界の、水面に映し出された虚像の月だとしても──。

「え……？　水面に月……？」

　思わず呟つぶやくと、俺の中で閃ひらめきが生まれ、やがて具体的な輪郭を帯びていく。

　鬱うつ蒼そうと茂る森が途切れる先で。湖に映しだされたキラキラとした輝きが。

　暗闇に包まれていた俺の心を、明るく照らしだす。

　──あった。

　ここにあったのだ。

　戦いに勝利する、たった一つの要素フアクターが！




　やがて背後の雷鳴が止やみ、湖に足を向けた俺の真上に、申しん公こうひようが現れる。

　もはや観念したとでも思っているのだろうか、彼女はつまらなそうにこう告げた。

「ふうむ。これで終わりか。長きに渡り待ち望んだ瞬間だというのに、案外あっけないものよのう。太たい公こう望ぼうよ、もう少し楽しませてくれると思っていたぞ」

「……ふざけんな。こんなのは勝負じゃねえし、ましてやゲームですらねえ。お前がやってんのは、力に任せて相手をいたぶってるだけだ」

「はて、それの何が悪いのだ。神とはもとよりそういう存も在の。かつての太公望ならばいざ知らず、今のおぬしに妾わらわを倒すことはかなわぬ。観念せよ」

　申公はくつくつと笑う。勝利を確信した者の傲ごう慢まんな姿だ。

　……そうやって上から見下ろしていろ。侮ってくれるなら、それにこしたことはない。

　俺は申公に背を向けると、ゆっくりと湖の中に歩を進めた。

　さあ──駆け引きはここからだ。

「いいや、あんたこそ俺には勝てねえよ。ゲームのなんたるかを知らないやつに負けるつもりはない。パワープレイだけじゃダメだってことを、俺が今から教えてやる」

「ふははっ！　言うではないか！　しかし策を弄したところで無駄だぞ。剣の力を解放すれば、この世界ゲームにおける、破壊の限界を示すことすら可能なのだからな」

　破壊の限界とはつまり、999999限界ダメージのことだろうか。

　申公のファクターは、想像していた以上にチートだったらしい。

　虫むし唾ずが走り、俺は唇を強く噛かんだ。

　そんな短絡的な武器データに。そんな面白みのない強さプレイに。

　俺は絶対に負けるわけにはいかない。

「やれるもんならやってみろ。どうせあんたの攻撃はもう、俺に届かない」

　そう宣告して湖に身体を沈めた。水面は今も、申公と月を映し出している。

「水の中に身を潜めてやりすごすつもりか。太公望の生まれ変わりとは思えぬ、浅はかな考えよ。妾わらわの雷光は湖全土を駆け巡り、おぬしは身を焦がされ藻も屑くずと化すであろう」

　申しん公こうひようが〈極光剣キヨツコウケン〉を高らかに掲げると、闇を裂くような雷光が現れ、剣先を中心に渦を巻いていく。光の奔流に呼応して大地が震え、とてつもない攻撃を予感させた。

「とくと見よ、これが最強の神である妾の奥義なるぞっ！」

「……だったらそいつを、てめえで味わえ！」

　申公が必殺の一撃を放はなった瞬間──俺はファクターを展開した。効果エフエクトの対象に指定された湖は、水面を瞬く間にカウンター能力を宿す鏡に変化した。

「ぬうっ！　なんだこれは──っ！」

　申公が驚きよう愕がくの声を漏らす。

　湖に起こった現象は、彼女の知らぬ、このゲームの要素フアクターだ。

　俺が展開した〈反魔鏡リフレクトミラー〉。

　発動条件は、指定した対象に『鏡面』があること。

　現在のゲーム内において、表面の映り込みは省略されている。

　だからこそ〈反魔鏡〉を発動できる環境は、どこにも存在していなかったのだ。

　ところが通常の仮想空間とは異なるこの空間に、その『鏡面』は存在している。

　夜空に浮かぶ月を映しだす──湖の水面として。

　申公の放った雷光を、湖に作り出された巨大な鏡が反射した。夜の闇は一瞬にしてかき消え、焦土と化した〈湖畔〉は眩まばゆい光によって、昼間のように明るく染まっていく。

「妾がまた負けるというのか……っ！　太たい公こう望ぼう、おぬしに────」

　やがて光が過ぎ去ったあと、残るものは何一つなかった。

　雷光を放った、申公の姿さえも。




　──少し遅れて賑にぎやかなファンファーレが鳴り響き、戦闘の勝利を告げるメッセージが浮かび上がる。

　湖の底に沈みながら、水の中で音がすることに驚く。そして戦闘の激しさからすると不釣り合いに明るく派は手でなメッセージを、俺は朦もう朧ろうとしながら眺めていた。





















第二回　申公、望の運命を説く






　第二回　申しん公こうひよう、望ぼうの運命を説く
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　俺は自室のベッドで目を覚ました。

　いつ現実に戻ったのだろう。前後の記憶が曖あい昧まいだ。

　ひとまず起き上がって、耳につけたままのＶＲコネクタを外しておく。

　寝ぼけた頭が回復するにつれ、昨夜の出来事を思い出した。

　臨場感に満ちた仮想世界。己の魂をかけた壮絶な対戦。

　美しくも恐ろしき、申公というの名の怨霊。

　思い返してみるとやはり現実味が薄く、単に夢を見ていただけのような気がする。

　ゲーム内で意識を失うと自動で接続が切れるというし、昨夜はプレイの途中でＶＲとの接続が切れ、そのまま現実に戻って寝てしまっただけなのだ。

　ああ、嫌な夢を見た。

　そう思って大きく息を吐いたところで、窓の外から小鳥の鳴き声が聞こえてきた。

　今は何時だろう。枕元に置いた携帯端末を取り、時間を確認しようとする。

　モニターのスリープモードが解除され、獣のような耳を生やした少女が映し出された。

『ようやく起きたか、太たい公こう望ぼう。昨夜はやってくれおったな。あれはなかなか痛かったぞ』

「うぎゃあああっ！　出たあああっ！　怨霊っ！」

『バカもの！　妾わらわを低級霊といっしょにするなっ！　古いにしえの時代に封じられた神なるぞ！』

　なんてことだ。夢じゃなかった。

　また怨霊が出てきた。しかも今度は携帯端末に。

　俺は反射的に、呪われた携帯端末を窓の外へ投げ捨てようとする。

『ちょっ……待て待て待てっ！　やめやめやめやめっ……ふう。いきなり捨てようとするやつがおるか。妾は約束どおり、おぬしの下僕になったのだ』

　……言われてみれば確かに、対戦前に「負けたら俺の下僕になれ」と言った覚えがある。しかし俺はあのとき、申公がＶＲに潜む怨霊だと知らなかったのだ。

『仮想世界に囚とらわれた身ゆえ、今はこの端末を依より代しろとさせてもらう。ありがたく思え』

「……そんなのいいから、さっさと成仏してくれないかな」

『バカを言うな。神である妾が成仏なんぞするか。これはおぬしと交わした魂の誓約なるぞ。もし約束を違たがえれば妾は神格を失い、輪りん廻ねの輪からも外れ、混こん沌とんの中で永えい劫ごうに続く苦しみを味わうことになるのだ。うう、そのことを考えるだけで腹立たしい！』

　申公の表情は本気で悔しそうで、だからこそ嘘うそをついているように見えなかった。

　昨夜のただならぬ雰囲気も消えているし、ひとまず害はないとみていいのだろうか。

「あ、そうだ。時間を確認したいんだけど」

『ふふふ。さっそく妾わらわを下僕として使うか。まあよかろう。現在の時刻を教えてやる。ええと……どこだっけ。あ、あったあった。この表示を出せばよいのだろう』

　モニターに収まった申しん公こうひようはドヤ顔で、プラカードを掲げるようにデジタル時計を表示してみせた。

　現在の時刻は七時半。その数字を見た瞬間──俺は茶番じみた超常現象から、一気に現実へ引き戻された。……やばい、急いで準備しないと遅刻する！

『ほうれ、満足したか。それでは本題に入るとしよう。まずはおぬしの』

「えっと、急いで学校に行く準備をしないといけないんだ。話はあとにしてくれ」

『はあ？　何を言うておる。妾はこれから大事な話をしようと』

「だからあとにしてくれって。何の話か知らんけど、時間があるときに聞くから」

『ちょっ！　おぬしはまたそうやって妾から逃げっ──』

　俺は携帯端末の主電源を切り、そのまま鞄かばんに突っこむ。学校に行く準備をしながらたまに様子を見てみるが、携帯端末は沈黙を守ったまま、異変が起こりそうな気配はなかった。

　なるほど。最初からこうすればよかったのだ。

　悪霊退散。あとで神社に行ってお祓はらいしてもらおう。




　俺が通う専門高校は、月の大企業＜インシティ＞が出資している関係で、普通科の他にＶＲ科が存在する。そのＶＲ科に俺は属しているわけだが、幼おさな馴な染じみの眞ま子こも同じ学校の普通科に通っていて、偏差値自体はそちらのほうが高かったりする。

　ＶＲ科とはその名のとおり、ＶＲ技術の将来を担う、人材の育成を旗印に掲げる学科だ。実用化されたばかりのＶＲ技術は世間に普及しつつあるものの、まだまだ発展途上の分野で、とくに〈エンシェントファクター〉に代表されるゲームなどの娯楽文化は、これからさらに需要が伸びていくはずだ。父さんがＶＲ系の技術者だった影響もあって、俺は将来的にそちらの道に進むつもりでいる。

「──仮想世界にダイブする感覚と夢を見る感覚がよく似ているのは、ＶＲコネクタと接続した被験者が疑似的なレム睡眠状態になっているからである。そして夢のメカニズムと同様、ＶＲの分野はいまだ未知の部分が多く、その実用に際して様々な課題が──」

　教師が電子黒板コピーボードをスライドさせ、仮想世界にダイブした被験者の脳波の状態をグラフ化した画像を表示させてみる。

　しかし俺は授業をまったく聞いていなかった。普段はもう少し真面目に勉強しているのだが、今日にかぎっては別のことで頭が一杯だったのだ。

　朝は寝起きだったうえに忙しかったので、申公をぞんざいに扱ってしまったが……まともに頭が働くようになった今では、彼女の存在がかなり気になりはじめている。

　──仮想世界に潜む怨霊、いや、当人が言うには『古いにしえの時代に封じられた神』か。

　俺は教師の目を盗み、授業用のＰＣからＶＲネットに接続し、仮想世界にまつわる噂うわさを調べはじめた。

　最初の候補に出てきたのは、月の石碑モノリスについての噂だった。

　数十年前に月面で発見された謎の石碑──これに関しては都市伝説でもなんでもなく、実際に現実で起こった出来事だ。石碑の発見を契機に宇宙開発は進み、ＶＲ技術も開発事業の過程でシミュレーションツールとして実用化された。これが世間における常識だ。

　しかしネットに書かれた噂によると『実は石碑は宇宙人が遺のこした超科学文明の産物で、ＶＲの技術は石碑に収められたデータをもとにして作られた』というのだ。

　とりあえず、この噂は申しん公こうひようとは関係ないとみていいだろう。

　月の石碑は研究こそされているものの、その出自や構造にいたるまで、いまだ何も解明されていない。そのため怪談や都市伝説の類たぐいは、全すべてアレのせいにしてしまえ、という風潮がわりと昔からある。

　半年くらい前にＶＲネットで大規模な通信障害が発生した際も、月の石碑が謎の怪電波を発生させてどうのこうのと、おかしな噂が立った。

　要するに月の石碑はひと昔前のＵＦＯやプラズマと同じく、オカルト話を作るうえで便利な単語なのだ。まあ正体不明な時点で、オカルトの塊かたまりみたいなものではあるが……。

　気を取り直し、俺は画面を下にスクロールしていく。

　すると仮想世界──それも〈ＡＦ〉に怨霊がいる、という噂話がいくつか出てきた。

　期待して一通り読んでみるが、過去に流は行やった怪談を改変しただけの紛まがいものが多く、信しん憑ぴよう性せいの高そうな噂は見つからなかった。ただし噂は全て『対戦に負けたら魂を奪われて、現実から失踪してしまう』という一点のみが共通していた。

　……これはどういうことだろう。俺は画面から目を離し、あごに手を当てて考えてみる。もしかしたら噂が派生しすぎて、元の実話が大きく歪ゆがんでしまったのかもしれない。それなら真実だと思われる部分が、大まかにしか残っていないのもうなずける。

　怨霊にまつわる噂と申公の存在。

　この二つと関係がありそうで、確かな情報ソースがあるとすれば。

　最近、巷ちまたで謎の失踪事件が多発しているということだろうか。

　失踪者は前触れもなく、まるで神隠しにあったように行方が知れなくなるという。リビングで仮想世界にダイブしていた家族が、一瞬だけ目を離した隙すきに霞かすみのように消え失うせていた──そんな証言まであるのだから、事件が常軌を逸したものだとがうかがえる。

　そして失踪者の大半は失踪する直前ないし常日頃から、ＶＲネットにダイブしていたという。この共通点が『ＶＲに怨霊がいる』という噂が流行した要因なのかもしれない。

　巷ちまたを騒がすこの失踪事件については、数十年前に月で石碑が発見された事件と同様、単なる噂話ではなく実際に起こった事件だ。そして今の俺にとっては、昨日まで笑い飛ばしていた仮想世界に潜む怨霊についても──実際に起こった事件となっていた。

　俺はふと、三年もの間、連絡の取れない父さんのことを思い出す。

　父さんは〈ＡＦ〉を開発したメンバーの一人だ。もしかしたら音信不通になった原因に、ＶＲの怨霊がかかわっているのかもしれない。

　いや、さすがに考えすぎか。とにかくこんな与よ太た話を警察やＡＦのサポートセンターに話したところで、都市伝説を真に受けるバカなやつだと思われるだけだろう。

　まずは一度、申しん公こうひようと話をしてみよう。

　彼女自身、俺に大事な話があると言っていたのだし。




　昼休み。俺は屋上に来ていた。

　少し前まで雨続きだったのだが、六月の半ばを過ぎて梅雨が明けたのか、今日の空はよく晴れており、ぽかぽかした陽ひざしが心地よかった。風が強いのが少し残念なものの、青々とした空を眺めているだけで、不思議とさわやかな気分になってくる。

　この晴れ模様なら、目を凝らせば、軌道エレベーターが見えるだろうか。

　水平線の向こうに目を凝らし、俺はやがて、天に伸びる一筋の線を見つけた。

　──あった。うっすらと見える白いのがそうだ。

　種子島の沖合にそびえる軌道エレベーター。

　地球と宇宙ステーションを繋つなぐ、巨大な塔のような建造物。

　宇宙開発事業の発展に、軌道エレベーターは欠かせないものだ。天を衝つくように伸びるケーブルに沿って運搬機が昇降し、あらゆるものを地上から宇宙に、宇宙から地上に運んでいく。

　当初は国家や企業による大規模な事業でのみ使われていたが、世界中にいくつも建設されると、種子島を含むいくつかの軌道エレベーターは一般に開放され、観光などの用途にも使用されるようになった。

　おかげで宇宙旅行（というより宇宙ステーション旅行）もだいぶカジュアルになり、今ではハワイと同じような感覚で行ける。

　ただ、そこから月へ向かうとなると大変だ。ムーンシャトルの渡航費、許可証の発行、月都市ルナシテイの滞在費などなど……かかる費用がべらぼうに高いから。

　月に行く夢を実現するために必要なアレコレを思い出し、俺はしばらく鬱になった。

　せっかく別のことを考えて現実逃避しようとしたのに、これではあまり意味がない。

　……それにいい加減、覚悟を決めよう。

　俺がこんな人ひと気けのない屋上までやってきたのは、申公と話をするためだ。

　見ためこそ可愛かわいいが、彼女はＶＲに潜む怨霊にして古代の神なんていう、わけのわからん存在である。正直なところ、話をするだけでもけっこう怖い。

　しかし、いつまでもグダグダやってるわけにもいかない。俺は「えい！」と気合いを入れ、怨霊に憑ひよう依いされた呪いの携帯端末に電源を入れる。

　申公は下僕になったと言っていたが、こちらが下した手てに出たら何かしらの邪念を抱くかもしれない。侮られぬようあくまで厳しく接しよう。俺はそう決めていた。ところが、

『うっ……うっ……ひどい……。ずっと無視するなんて、ひどすぎるよおお……』

　モニターに映し出された申しん公こうひようは、めちゃくちゃ落ちこんでいた。

　体育座りのまま顔を膝に埋め、鼻をすすって泣いている。

　……まさか、今朝からずっとこうしていたのだろうか。

『この端末の電源を切られると、妾わらわがどうなるか知っておるか？　いきなり暗く深い奈落の底へ叩たたき落とされ、前後不覚のまま身動きすら取れず、ただひたすら再び電源が入るときを待ち続けるほかないのだ……。ううう、本当にもうダメかと思ったあああ！』

　携帯端末に宿る申公の、ただでさえ小さな姿が、今は余計に小さく見えた。

　さめざめと泣く彼女に、さすがの俺も申し訳なくなってきて、

「えっと、なんかよくわからないけど……すまん」

『おぬしは昔からそうだ……。崑こん崙ろんを下山したときも妾をずっと無視して……』

「崑崙って何？」

『そんなことも忘れてしまったのか！　妾とおぬしはあの場所で、神としての力を高めるべく修行していたであろう！　それともわざと忘れたふりをしておるのか？　妾がそんなに嫌いなら、いっそこの身を永えい劫ごうの地獄へ叩き落とせばよかろう！　ううっ』

　相変わらず言葉の意味がわからないが、申公は泣きじゃくりながら俺を責めたてる。

　ケモミミを垂らした彼女は捨てられた猫のようで、オカルト的存在だとわかっていても、恨めしそうな声で泣かれるのは、なんとも気まずかった。

　携帯端末を持ってないほうの手で後頭部をかきながら、俺はどうにか彼女の機嫌を取ろうと、優しい声で言葉をかける。

「そんなに落ち込まないでくれ。俺もあれから考え直してさ、きみから色々と詳しい話を聞いておきたいと思ったんだよ。……だからその、今度から無視しないから」

『本当か？　昔みたいに仲良くしてくれるか？　話しかけたら返事くれるか？』

「いや昨夜が初対面だし、昔みたいにってのは意味わかんないけど……。とりあえず、きみが二度と悪さしないと誓ってくれるなら、俺だって邪険にはしないよ」

『ふうむ。もとよりそのつもりだぞ。太たい公こう望ぼうの生まれ変わりであるおぬしとの勝負に敗れ、妾は〈封神〉の力によって調ちよう伏ぶくされたのだからな』

　さらに意味不明な単語を連発され、俺は困惑して首をかしげる。

　昨夜にしてもそうだったが、申公の言葉は理解できないことが多すぎるのだ。

『くどいようだが、妾は今やおぬしに逆らうことができぬ。何なら試してみるがよい。仮想世界に囚とらわれたこの身で果たせる命令であれば、遵じゆん守しゆしよう』

「だったら俺の質問に答えてもらおうかな。気になることがいっぱいあるし。……あ、そうだ。その前に一つだけお願いがあるんだけど、いいかな？」

『言ってみるがよい。今の妾に果たせる内容なら応えてみせよう』

「喋しやべり方があんまり可愛かわいくないから、もっと女子中学生っぽくして」

『なぬっ！』

「できればボクっ娘こでよろしく」

『ぐぬぬ……』

　そのあと申しん公こうひようは『妾わらわを何だと思っておるのだ……』と、しばらく苦く悶もんしていた。

　しかし俺の命令に逆らえないのは本当らしく、彼女は可愛かわいらしい口調で喋るという恥辱に頬ほおを染めつつ、自らの存在について語りはじめた。

『えっと、じゃあ説明するよ。まずはボクが何者かって話をするけど……』

「できればもうちょっと上目づかいで、俺に甘えるような声を出しながら喋って」

『うっさいわ！　調子にのるなっ！　妾は神なんだぞ！　しかもけっこう古い神様だ！　だからおぬしはもっと妾を敬え……って、話してる途中で頭を触るなあああっ！』

　俺の携帯端末は空中投影ホログラフイ機能のない古い型番で、モニターはタッチパネル式である。試しに申公の頭をタップしてみたところ、なんと反応が返ってきた。

　古代の神を自称しているくせに、二次元キャラの萌もえアプリみたいなやつだ。

「もう一度、俺が言った反省点をふまえて可愛く喋ってくれ」

『むう……。えーと、ボクについて語る前に昔話をするね。──今から三千年くらい前。そのころの中国にはボクみたいな神、俗に仙人や妖怪と呼ばれる存在が住んでいた』

「へえ。それでそれで？　つんつん」

『だから頭を触るな突くなっての！　……で、彼らは人里から離れた秘境に住み、自らの精神や肉体をさらに高めるべく、厳しい修行に励んでいた』

　申公が会話を区切り『ここまではだいじょぶ？』と聞いてくる。彼女の小首を傾かしげる仕草がやけに可愛くて、俺は不覚にも胸をキュンとさせつつ「うん」と答える。

『ボクらが修行していた崑こん崙ろんのみんなは真面目だったけど、それ以外のところで修行していたやつらの中に……やべえ、オレらってマジ強いし、もっとエンジョイ＆エキサイティングしたくねえ？　って思いながら暴れたくてウズウズしてるクズどもがいた』

「あー、いわゆる民度が低いやつらだな。そういうのがいると大抵、ろくなことにならないんだよなあ。……あ、おへそも無防備だ。つんつん」

『だから突くな！　ちょっ今どこ触った！　あっ！　またそこ！　やあっん！　……おい、いい加減にしないと本気で怒るぞ！』

　タップされるたびにもだえる申公が可愛くて、つい調子にのってモニター越しにスキンシップを楽しんでしまう。今や彼女に対する恐怖心は薄れ、可愛く『ひようちゃん』とでも呼んであげたい気分である。

「で、ちゃん。ろくでもないやつらがどうしたって？　人里に下りて悪さしたのか」

『ちゃんって妾のことか！？　こちとら古代の神だぞ！　もう少し敬ってだなあ！』

「口調が戻ってるぞ。可愛くして」

『ぐぬぬ……。いつか絶対もぎとってやる……』

　申公は悔しそうに頭を抱えてうめく。ナニをもぎとるつもりか定かではないので一抹の恐怖を感じてしまうものの、彼女はやがて気を取り直したように話を進めた。

『そうだね。民度の低いやつらは人間に悪さをした。……とくにひどかったのが千年狐こ狸りの精、俗に九尾の狐ナインテイルと呼ばれる大妖さ。彼女は妲だつ己きという娘に化け、当時の中国を統治していた殷いんの王──紂ちゆう王おうを誘惑して堕落させた。そうやって国を丸ごと乗っ取ったわけだ』

「分かったぞ。その民度の低いやつらってのが、古代に封印された神様なんだな」

『ご名答。事態を重くみた真面目な神々は太たい公こう望ぼうという代表を選び、民度の低い神を石碑モノリスに封印する〈封神〉の役目を与えた。……で、太公望に個人的な恨みがあったボクは、ことごとく彼のお役目を邪魔したから、とばっちりを受けていっしょに封印されちゃったのさ。ボクは人間相手に悪さなんてしてないのに。ひどい話だよね、うん』

「なるほど。ひようちゃんは太公望ってやつにウザがられてたんだなあ」

『ウザがられたとか言うな！　傷つくであろう！　ていうかおぬしがやったのだぞ……』

　申しん公こうひようはまた古風な口調に戻ってブツブツ愚痴っていたが、とにかく『民度の低い古代の神様が悪さをしたので、石碑に封印された』というのだけは理解できた。

　そして彼女の話を聞いた結果、一つの疑問が浮かぶ。俺はものすごく嫌な予感を抱いた。

「もしかして封印された神様って、お前のほかにもウジャウジャいるのか？」

『うん。ボク以外にもたくさんいまーす。その数なんと三百六十五！』

「さ、さんびゃく……だと」

　三百六十五といえば、同じ数字をゲーム内で目にした気がするが、記憶を辿ってみても、どこで見たのか思い出せなかった。それはさておき、

　申公のような存在が三百六十五体もいる──この事実は俺を戦せん慄りつさせるに十分だった。

「でもまあ、封印された神の全すべてが仮想世界にいるわけじゃないけどね。……まだ眠ってるやつも多いみたいだし。ちなみにボクが目覚めたのはつい最近で、魂を奪おうとしたのは昨日の君がはじめてだよ☆」

　申公は頼んでもいないのにポーズを決めてウインクを決める。可愛いというよりはイラッとする仕草だったが、今は他に聞きたいことがあったのでスルーしておく。

「まだ眠ってるやつがいて、お前が目覚めたばかりってことは……これから古代の神がどんどん仮想世界に現れるかもしれないってことか」

『そうだね。ボクが目覚めたってことは、他のやつらもそのうち目覚めるんじゃないかな。今のところ気配を感じるのは、せいぜい百くらいだけど』

　三百六十五と聞いたあとでは少なく感じてしまうが、申公のような得体の知れない存在が仮想世界に百体も潜んでいて、今もプレイヤーの魂を奪い続けているのだ。冷静に考えてみると、とんでもなくヤバい状況である。

　しかも悪さをする神は、これからどんどん増えていくらしい。話を聞いているうちに気が滅め入いってきたので、俺はふて寝するように横になった。

　屋上の地べたの硬い感触を味わいつつ、携帯端末の申公に文句を言う。

「なんでお前らみたいなのが仮想世界に出てきてんだよ……」

『石碑に封印された神が何な故ぜ、仮想世界に現れたのか。実のところ、原因についてはボクも知らないんだ。でも、ヒントだけならきみの頭上にあるよ。──見て』

　モニターの申しん公こうひようは上を指さした。

　俺が寝ころんだまま見上げると、昼間の白い月が空に浮かんでいた。

「月……？」

『うん。月の石碑こそ、太たい公こう望ぼうがボクらを封じた〈封神台〉さ。……うかつに掘り起こされないようあそこに隠したみたいだけど、さすがに三千年も経たつと見つかっちゃうね』

　続けて申公は『これは別の神から聞いた話なんだけど』と前置きを入れてから、

『今から半年くらい前。どういうわけか〈封神台〉と仮想世界が繋つながって、石碑に封じられていた神々はゲーム内のアバターとして顕現した』

　半年くらい前ということは、ＶＲネットで大規模な通信障害があったころだ。月の石碑が怪電波を発生させたなんて噂うわさも流れたが、あるいは事実だったのかもしれない。

『さすがの神々もしばらく戸惑っていたんだけど、そのうちに再び現世に舞い戻る手段があることを知った。つまりはそれが、ボクらがゲームの中で対戦をしかける理由さ』

　彼女の言葉を聞いて、俺はＶＲの怨霊にまつわる噂の内容を思い返す。

　対戦を仕掛けられたプレイヤーは──負けたら魂を奪われる。

『仮想世界と繋がった自らの神域。そこで対戦して勝てば、神はプレイヤーの魂を奪うことができる。……そうやって奪った魂を身代わりに封じていけば、石碑の封印は効力が弱まり、神はやがて現世に復活を果たす』

「それってやっぱり、やばいんだよな……？」

『君からしたらそうだろうね。長いこと封印されてたから人間に恨みを抱いてるし、そりゃ好き勝手に暴れまわるよ。──この現実が、壊れてしまうほどに』

　唐突に世界の危機を告げられ、俺は戸惑った。

　全すべてが突拍子のない話であり、いつもだったら冗談として笑い飛ばすような内容だ。

　しかし俺は昨夜、申公と魂を賭けて戦い、彼女は今もこうして携帯端末に宿っている。

　できれば信じたくないし受け入れたくないが、だからといって無視できるわけもなく。

「過去に真面目な神様がいたのなら、そいつらが助けてくれないのかよ」

『無理じゃないかなあ。〈封神〉を行ったあと、残った神々は人間に迷惑をかけないよう、別の次元に旅だったり、あるいは神の力を捨て、人の身に転生しなおしたからね』

　君もその一人だよ、太公望──申公は懐かしそうに目を細め、俺に向けて言った。

　出会ったときから何度も言われている、太公望の生まれ変わりというアレだ。

　しかし俺は前世が神様だった記憶なんてないし、当然、そんな自覚もない。

「人違いじゃないのか。俺はただのゲーマーだぞ」

『いいや、君が太公望の生まれ変わりなのは間違いないよ。だからこそボクは──』

　と、そこで入り口付近から物音が聞こえてくる。誰かが屋上にやってきたのだ。

　俺は慌ててモニターに映る申公の顔をタップして、強引に口を閉じさせる。彼女はしばらくモガモガやっていたが、そのうちにおとなしくなった。

「あ、やっぱりここにいたじゃん。望ぼう」

「よ、よう……」

　ガチャッと扉を開けて現れたのは、幼おさな馴な染じみの眞ま子こだった。わざわざ俺を探して屋上までやってきたようで、彼女はお弁当の入った巾着袋を手に提げていた。

　そこで今がお昼休みだったことを思い出し、お腹なかがぐうと鳴る。

　すると眞子はにっこり笑って、

「いっしょにお弁当、食べよ」

　……もちろん、断るわけがない。

　俺は反射的にうなずいて、携帯端末の主電源を切った。

　申しん公こうひようにあとで何て言われるか、そんなことまで考えている余裕はなかった。




　ＶＲに限らずゲームにハマるタイプの人間にありがちなことだが、俺は一つのことに集中すると、すぐにほかのことを忘れてしまう。

　今回にかぎっては、屋上のアスファルトに腰を下ろしたときにちらりと見えた眞子の柔らかそうなふとももに目を奪われ、さきほどまで世界の危機について会話していた申公の存在をあっさりと忘れた。

「望、お弁当はどしたの。さっきお腹が鳴ってたけど、もしかして食べちゃったあと？」

「いんや、そもそも持ってきてない。今月ちょっと厳しくてさ、しばらく昼は抜く予定」

「お昼は何も食べないってこと？　それじゃ身体によくないでしょ」

　眞子は身体をグイと寄せると、自分が持ってきたお弁当を俺に差し出した。

「このお弁当、食べていいから」

「俺がこれ食ったら、眞子が食うもんなくなるだろ」

「あとで購買でパン買うから、心配しなくていいわよ。それに私はあんたより健康的だしね。だからちゃんと食べなさいって」

　眞子は人差し指でくいと眼鏡めがねの位置を直しながら、俺の痩せた身体を見てそう言った。その口ぶりは、相馬のおばさん彼女の母親にだいぶ似てきた気がする。

　しかし健康的か……。確かに眞子のスタイルは健康的だ。

　豊満な胸はＹシャツをはち切りそうだし、腰はキュッとくびれているし、ふとももはマシュマロみたいにムチムチだ。学校の制服みたいな清せい楚そな格好だと、余計にエロさが増す。

「わかった。このお弁当を眞子だと思って食べるよ」

「何それっ？　すごく気持ち悪いんだけどっ？」

　俺は渡されたお弁当を広げ、おかずの卵焼きをつまむ。

　眞子の顔をじっと見つつ口にほおばっていたら本気でドン引きされたので、ふざけるのはやめて普通に食べることにした。

　……美お味いしい。相そう馬まの家に居候していたころは、俺のお弁当もおばさんに作ってもらっていたが、あのときよりも格段に美味しくなっていた。

　そんな感想を眞ま子こに伝えたところ、

「やったあ！　勝ったどお！」

　と、派は手でにガッツポーズ。可愛かわいらしい仕草だったが、意外かつ唐突な反応に戸惑う。

「ねえ、その卵焼きってほんとに美味しかった？　前に食べたのより？」

「お、おう。おばさんのお弁当は久しぶりに食べたけど、前より美味しくなってるのは間違いないかな。料理の腕を上げたねって、眞子から伝えておいてくれよ」

「違う。違うのよ。望ぼう。お弁当を作ったのはママじゃないの。わ・た・し☆」

　眞子は自分を指し、得意げにポーズを決める。元子役だけあって様になっていた。

「……これを眞子が作ったのか？」

　驚きとともに、再びお弁当に箸をつける。ピーマンの肉詰め、ゴボウのサラダ、一口サイズの春巻きなど──おかずの種類は豊富で、おまけにどれも格別に美味しかった。

「驚いた？　ねえ、驚いた？　すごいでしょ？」

「そりゃ驚いたさ。眞子が料理なんて、フライパン丸焦げで大惨事の印象しかないし」

「ちょっとバカバカ。それって小学生のころの話でしょ！　人は成長するものよっ！」

　眞子はそう言って胸を張る。昔はぺったんこだったのに、今やぷるんと揺れそうなほどのボリュームだ。……なるほど。確かにこの幼おさな馴な染じみは成長しているようだ。

　納得したところでさらに詳しい話を聞くと、眞子は子役の仕事をやめたあとに他の趣味を探した結果、料理に行き着いたのだという。

　彼女の行動力と向上心に素直に感服し、弁当を頂いたことに感謝の気持ちを述べる。

「美味しかったよ。ありがとう」

「あ、全部食べたんだ。好評で何よりです。今度また何か食べさせてあげよっか？」

「え、いいの？」

　だったら今度、俺の家に来て作ってくれよ。

　俺がそう言おうとしたところで、眞子は「あ、メール」とスカートのポケットから携帯端末を取り出した。勇気を出して誘うつもりでいたのに、タイミングを逃して頭をかく。

「武吉タケヨシちゃんからだ。今日の放課後、カラオケ行きませんかだって。あんたも来る？」

「は？　行くわけねえだろ。……つーかちょっと待て。武吉ちゃんってまさか」

「うん。昨日、望に絡んできた子。あのとき連絡先アドレスも交換したの」

「いつの間に……。あいつはゲーム内のマナー悪いから、眞子が注意しとけよ」

「そんなの自分でしなさいって。ゲームの中じゃどうだか知らないけど、メールでやり取りした感じだといい子だったよ。言葉使いは乱暴だけど素直だし、話も面白いし」

　会ったばかりでいい子かどうかなんてわからないだろとは思うものの、俺だってタケヨシとはゲーム内で一度対戦しただけである。とやかく言えるほど、彼女のことを知っているわけではない。

　まあ、眞子が悪い子じゃないと思うなら、実際そうなのだろう。

　昔から交友関係が広い彼女の、人を見る目は確かだ。

「武吉タケヨシちゃんは隣町の高校に通う一年生だよ。そして家は金持ち」

「またどうでもいい情報だな。つか後輩かよ。今度ゲーム内で会ったら矯正してやる」

「あはは。また嫌われるね。あの子にお兄ちゃんのこと話したら、すごく驚かれたよ。『マコマコのお兄さん、あの【クリムゾン・ジョー】なんですかあっ!?』って。お兄ちゃんってそんなに有名なの？　いまいちピンとこないけど」

「有名っちゃあ有名かな。勝率ランキングじゃ常にトップだし、どんなに不利な状況でも負けないからファンが多い。あと初心者にアドバイスしたりとかで、何かと親切だから」

「そうなんだ。ゲームの中でもあんまり変わんないんだね……」

　眞ま子こは複雑そうな表情を浮かべ、指先でくるくると前髪をいじりはじめた。仮想世界にダイブできず、ゲームの世界を理解できないことに、もどかしさを感じているのだろうか。

　俺はかつて、同じようなもどかしさを眞子に対して抱いていた。

　芸能界という華やかな世界。ステージの中心で輝きを放はなつ眞子。

　子役として活躍する彼女を応援しながらも、俺の胸に去来したのは一抹の疎外感だった。

　隣にいたはずの人が離れていき、自分が置いてけぼりにされたような、寂しさ。

　だから彼女が子役をやめたと聞いたとき、俺は嬉うれしかったのだ。

　──でも、それは。

　ふいに強い風が吹き、屋上に砂すな埃ぼこりが舞う。すると眞子が「あっ」と、顔をうつむかせた。

「痛たたた……っ。目にゴミが入ったし、もう」












「大丈夫か？　バカバカ、こういうときは目をこすったらダメなんだよ」

　目をこすろうと眼鏡めがねを外した眞ま子こは「バカじゃないわよ、バカ」と文句を言うものの、俺が「ほら、見せてみろ」と言うと、素直に顔を上げた。

　やがて眞子の目から、涙とともにゴミが流れ落ちる。

　そこでほっとしたのも束つかの間ま、今度はお互いの顔が近いことに気づき、そのままの姿勢で硬直してしまう。

　俺は動けない。眞子も動かない。

　彼女の頬ほおは、心なしか紅潮しているように見えた。

　……どうしよう。

　心臓がバクバクと早鐘を打つ。普段はチャラチャラしているくせに、俺はこういう局面になると尻込みしてしまうのだ。

　眞子も黙っているということは、この場面シーンはアタックチャンスとみていいのだろうか。恋愛ゲームみたいに、好感度のパロメータをどこかで確認できると助かるのだが。

　緊張のあまりロボットのようなぎこちない動きで眞子の肩に手を置くと、彼女は持っていた眼鏡をそっと脇に置いた。

　ぞんざいな扱いだが、あれは度の入ってない安物の伊だ達て眼鏡だ。

　と、彼女の下まぶたのさらに下──ちょうど眼鏡のふちで隠れるあたりに、視線が集中してしまう。以前と比べると目立たなくなったが、うっすらと斜めに線が走っていた。

　幼おさな馴な染じみの顔に刻まれた細い線を見つけた瞬間。

　俺の心臓がさきほどとは違う意味で、強く脈を打った。

　これは傷痕だ。

　眞子が交通事故で負った傷痕。

　彼女はあの事故のあと、子役をやめた。

　俺の視線に気づいたのか。眞子は気にしていないと主張するように、傷痕を撫なでる。

「どう？　だいぶ目立たなくなったでしょ。そろそろ眼鏡もいらないかな」

「ん、ああ。そうだな……」

　煮え切らない返事をして、眞子の顔から目を逸そらしてしまう。

　俺はまだ一度も、彼女に子役をやめた理由を聞いていない。

　眞子が子役をやめると知ったとき、一瞬でも嬉しいと思ってしまった──そんな自分の浅ましさ、愚かしさ。

　過去に抱いた感情からも、俺は目を逸らさずにはいられなかった。





　　　　２






　そのあと、俺はもやもやしたままの気分で授業を受け、やがて放課後になった。

　眞子は友だちとカラオケに行くと言っていた。少なくとも彼女が今の生活を満喫していることだけは確かで、その事実は俺のうしろめたさを少しだけ軽くしてくれる。

　それはさておき、俺はこれから仮想世界にダイブしなくてはならない。

　こちらはなおさら気が重い。

　あのあと携帯端末の電源を入れ、申しん公こうひようと会話した。彼女は話の途中で電源を切られたことにかなり憤慨していたが、何度も謝り倒してなんとか許してもらった。

　申公は急に端末の電源を落とされなければ、ＶＲネット経由で仮想世界に意識をデータ転送できるという。ずいぶんとまあ、サイバーな神様である。

　あの雰囲気ならもしかすると、どっかの企業の端末にハッキングを仕掛けるくらいの芸当は出来るかもしれない。……いや、そんな大事を彼女に頼むつもりはないが。

　というわけで申公は〈エンシェントファクター〉内にある俺のプライベートルームに移動し、そこで昼間の会話の続きをするべく待っている。

　帰宅してすぐさま仮想世界にダイブした俺は、申公のもとへ急ぐ。

　普段はプライベートルームを使っていないので、足を運ぶのは久々である。最後に訪れたのは内装を変えたときで、黒基調のシックでロックな空間に仕上げたはずだ。

　ところがプライベートルームに足を踏み入れると。

　目の前に広がっていたのは、ピンクでキュートでファンシーな空間だった。

「どうなってんだこりゃ……」

　俺は目を疑い、しばらく呆ほうけてしまう。

　これは俺のプレイべートルームではない。

　いや、この臨場感からすると、通常の仮想空間ですらないだろう。

　四方はパステルピンクの壁紙に包まれており、床に同じ色のふかふかした絨じゆう毯たんが敷かれている。室内はアロマ系のいい香りが立ちこめ、奥にはお姫様が使うような天てん蓋がい付きのベッドが鎮座していた。

　近づいて様子を見てみると、ケモミミを生やした少女がすやすやと寝息を立てていた。

　──申公だ。

　この空間はどういうわけか、彼女の神域に変容している。

　ひとまず俺は、寝ている申公の鼻をつまんでみた。

　果たして仮想世界の神は呼吸を必要とするのだろうか。そんな疑念を抱いたものの、彼女は「んがっ！」と声をあげ、ちゃんと苦しそうにした。

　やがて申公は起き上がり、鼻をつまんで起こした俺をにらみつける。

「おいこらあっ！　そんなふうに起こすやつがおるかあっ！」

「無防備に寝てたもんだから、ちょっとイタズラしてみたくなって。……パンツを脱がすのとどっちがよかった？　一応、そっちは自重したんだけど」

「どっちも自重しろ。あと死んでしまえ」

　冗談のつもりで言ったのだが、申公は本気にして静かに罵倒を返した。

　放はなたれた威圧感に思わず気け圧おされるが、ここで会話の主導権を奪われてはならない。

　俺はまず、プライベートルームの変容について訊たずねた。

「この空間ってやっぱりお前の神域なのか？　俺のプライベートルームがやけに様変わりしちゃってるけど」

「うーん、ちょっと違うかな。神域なのは確かだけど、ボクのじゃなくて」

　申しん公こうひようは俺の顔を指す。よくわからなかったので、

「俺の神域ってどういうことだよ」

「だからこれも〈封神〉の力なんだってば」

「わかるように説明してくれ。まずその〈封神〉からして意味不明なんだよ」

「うーん、そうだなあ……。ボクは君と対戦する前に『負けたら下僕になる』と約束したから、今はこうやって、あれこれと世話を焼いてあげてるわけなんだけどさ」

「俺はひようちゃんに世話を焼かれている実感はないけどな」

「うっさいなあ。でも実はそんな約束しなくても、対戦に負けた時点でボクの魂は君に調ちよう伏ぶく──ざっくり言っちゃえば神としての力を奪われて、支配されちゃってるんだ」

　申公はそこで「この説明でわかるかなあ」とぼやく。

　完全に理解できたわけではなかったが、正直に言うとバカにしてきそうな気配があったので、俺はあえて口を挟まず彼女に説明を続けさせた。

「で、この『神の力を奪って封じる』ことこそ、君が行った〈封神〉なのさ。だからこの場所はボクの神域じゃなくて、ボクの力を奪った君の神域ってことになるわけ」

　ただし部屋の内装は、申公が自分の趣味でいじったという。

　全面ピンク色とは見ためどおり、ほとんど女子中学生の好みである。

「理屈はなんとなくわかったけど、そもそも俺がお前を〈封神〉できたのはなんでだよ。対戦を仕掛けてきた神をプレイヤーが倒せば、自動的にそうなるものなのか？」

「まさか。普通の人間が神との対戦に勝ったとしても、神域から解放されるだけだよ。神を封じる力があるのは、太たい公こう望ぼうの生まれ変わりである君だけなんだから」

「ここでまた太公望か……。俺はそんなやつとは関係ねえんだって」

「君のほうこそいい加減に認めなよ。最初に湖で見つけたのだって、ボクが力の源を辿たどったからだし。……それにこうしている今も、君から〈封神〉の力を感じてるよ」

　と申されましても、こちとら昨日まで普通の高校生でやってきたのだ。

　百歩譲って古代の神と世界の危機は信じてやるにしても、自分の話となればそう簡単に受け入れることはできない。

　憮ぶ然ぜんとした表情で腕を組んだ俺を見て、申公は「強情だなあ」とぼやく。

「別に信じてくれなくてもいいけどさ。でもボク以外の神も〈封神〉の力を辿たどって君を襲ってくるから、早めに受け入れたほうが楽だと思うよ。……君が『いいえ人違いなんですー』なんて言ったところで、襲う側からしたら知ったこっちゃないんだし」

　申公に脅されて、俺は眉間にしわを寄せる。

　こちらが知らぬ存ぜぬで通そうとしても、神が問答無用で襲ってくるのなら──確かに彼女の言うとおり、早めに現状を受け入れて対策を考えたほうが利口ではある。

「そうでなくてもこのまま放置したら、現実あつちに神が復活してひどいことになるよ。もしそうなったら、君だってすごく困るんじゃないかなあ」

「なんだよそれ……。結局、やらなきゃやられるってことかよ……」

「だから自分が太たい公こう望ぼうだと認めて、神と戦う覚悟を決めちゃいなよ。言っとくけど他の誰かを頼っても無駄だからね。仮想世界の〈封神〉は、今の君にしかできないんだし」

　俺は腕組みしたまま沈黙し、頭の中でこれまでの情報を整理する。

　つまるところ昨夜の申しん公こうひようにやったみたいに──他の神との対戦に勝って、そいつを封じていけばいい、ということだろうか。

　しかも〈封神〉とやらは太公望の生まれ変わりである俺にしかできなくて。

　もしやらなければ悪あしき神が現実に復活して、世界が終わる。

「ははは……。最後のくだりがいきなりスケールでかすぎて笑える……」

　いまだ現状を受け入れきれない俺に構わず、申公はこんなことを言った。

「ここと似た空間は他にもあるみたいだけど、そっちに神はいないみたいだね」

　最初はなんのこっちゃと思ったが、どうやら彼女の言う『ここと似た空間』とは、他のゲームサーバーのことを指しているようだった。

〈エンシェントファクター〉は日本以外にも、北米と月都市ルナシテイの二地域で展開されていて、それぞれ別のゲームサーバーを有している。

　彼女の言葉が確かなら、他のサーバーに古代の神は現れていないということだ。

　よりにもよって何な故ぜ、日本サーバーだけで……とは思うものの、このゲームは日本からサービスがスタートしたので、あるいはその辺りに原因があるのかもしれない。

「だから君はここで、神と対戦していけばいいだけさ。封じるべき神は全部で三百六十五。ボクはもう封じられたから、残りは三百六十四かな」

「あと三百六十四連勝しろってことかよ……。どんだけハードモード……」

「じゃあ諦めるのかな。仮想世界から距離を置いて、世界が終わるまで現実で平穏な日々を過ごす？　ボクはそれでもいいと思うよ。君が自らの運命を拒むのなら」

　その言葉とは裏腹に、申公は遊びたくてウズウズしているこどものような、期待に満ちたまなざしを向けてくる。

　お膳立てされたようで釈然としないが、俺の心は決まった。

「……バカ言うな。このゲームがやれなくなったら、俺は何して遊べばいいんだよ。神だろうがなんだろうが、プレイの邪魔をするつもりなら容赦しねえよ」

「あはははっ！　なんだそれえっ！　君ってどんだけゲームが好きなのっ！」

　威勢よく啖たん呵かを切ったつもりだったが、申公に爆笑されてしまう。

　しかし俺の答えに満足したようで、彼女はなんとも嬉うれしそうな表情で尻尾を振っていた。

「あ、そだ。わりと大事なこと話すの忘れてた。かつて太公望は〈封神台〉──つまり月の石碑モノリスだね──を媒介にして神を封じたけど、今の君はこの世界の要素フアクターを媒介にして、神を封じてるみたいなんだ」

「お前が言ってるのって、対戦で使うファクターのことか？」

「そうそう。所持品を確認してみて。ボクの力を具現化したデータがあるはずだから」

　言われてアバターの所持品リストを確認してみる。そして中身に驚きよう愕がくした。

　申しん公こうひようとの対戦に勝利したことで、俺は知らぬ間に【エンシェント】に分類されるファクターを入手していたのだ。

　このファクターは、彼女が使用していた〈極光剣キヨツコウケン〉と同等の代物だろうか。神の力を具現化したデータ──その性能の凄すさまじさは、昨夜の対戦で身をもって知っていた。

「仮想世界に現れた『神の力』を、ゲーム内の『データ』として奪う。こうなるとボクらは現実と仮想の両方で封印されて、二度と悪さができなくなる。……人の身である今の君が〈封神〉の力を使えるのは、こういう仕組みになってるからじゃないかなあ」

　申公が続けて説明していたが、俺はほとんど聞いていなかった。いつのまにか手に入れていたエンシェントのことで、頭がいっぱいになっていたからだ。

　やばい。これがあれば、とんでもないほど戦力を強化できる。

　それとも売り払って百万以上のＲＭリアルマネーを手に入れようか。

　どちらにせよ、夢が広がりすぎて興奮してきた。

　心を物欲に染めていく俺の横で、申公が小首をかしげた。

「あれえ？　ボクの力が二つに分かれたのかな。エンシェントが二枚あるや」

「それってこれのことか？　〈打神鞭ダシンベン〉と〈雷獣鈴ライジユウリン〉」

「うん。君に合わせてデータが再構成されたのかも。ボクの力をそのまま使ったら、君の魂が耐えられなくて身体が干からびちゃうだろうし」

「……ちょい待て。今、不穏な言葉が聞こえたぞ。身体が干からびるってなんすか」

「あはは。エンシェントっていうか神の力って、使うたびに魂を消耗するのさ。だから力が大きすぎたり使いすぎたりすると、身体が干からびて死ぬよ。もちろん現実リアルでね」

「なんだそれ……。呪われてんのかよ……」

　ＶＲの怨霊もとい古代の神が使っていたことから嫌な予感はしていたが、幻の〈四番目のファクター〉ことエンシェントは、とんだ呪いのデータだったようだ。

　仮に強力な力を秘めていたとしても、命の危険があるような代物をおいそれと使うつもりにはなれない。オークションで売却するなんてもってのほかだ。

　このエンシェントについては扱いに困るので、ひとまず脇に置いておこう。

　ぬか喜びの反動で急速に心を冷やしていく俺を見ながら、申公はぽつりと言った。

「ほかに対戦の報酬トークンなんかもあったはずだけど」

　彼女に言われて所持品リストを確認してみると、通常の対戦に換算して約一ヶ月分のトークンが入っていた。これも申公に勝利したことで得た報酬だろう。たった一度の対戦でこれだけ手に入るのなら、相当な稼ぎになる。

　俺は所持品リストから目を離し、申公に告げた。

「難しく考えるのはやめだ。俺を襲ってくる神がいたら、そいつをぶちのめす。悪さをしてる神を見つけたら、そいつもぶちのめしてやればいい。……ちなみに悪さをしていた神を封じた場合、奪われていた魂はどうなるんだ？」

「神の身代わりとして石碑モノリスの中で眠ってるようなもんだから、君が〈封神〉すれば、奪われた魂は勝手に解放されて現実に戻っていくよ」

「そうかそうか。人助けにもなるのか。だったらやってやる。どんとこい」

　申しん公こうひようが怪け訝げんな顔でこちらを見る。

　俺が急にやる気を出したので、不思議に思っているらしい。

「俺はこれからガチャを引きにいくけど、お前もついてくるか？　そもそもひようちゃんってここから出れんのって話になるけど」

「あ、うん。君といっしょなら出られるよ。ガチャっていうのでファクターを手に入れるんだっけ。ちなみにボクを倒したときのトークンで、どのくらい引けるもんなの？」

「五十回くらいかな。それだけ引けばほぼ確実にレアものを狙えるし、オークションで換金すればボロ儲もうけできる。ゲームの稼ぎは俺にとっちゃ、世界の危機より死活問題なんだよ」

　近頃はファクターの相場が上がってるから、ガチャの引きがよければ二十万円以上の稼ぎが期待できる。当面の生活費はそれで賄えるだろうし、月に行く資金だって貯ためられるかもしれない。もしうまくいったら、たまには少しだけ贅ぜい沢たくをしてみよう。

　朝と昼はしっかり食べるようにして、節約して使っていた家庭用品の買い替えと補充をしよう。いっそトイレットぺーパーをシングルからダブルに変えてみようか。

　……すげえ、なんてセレブな生活だ！

「ふふふ。ここのところ生活が厳しかったからな。やってやるぜ」

「あっ！　急にやる気を出したと思ったらそれが理由かっ！　なんて現金なやつ……」

「こちとら命がけで神と戦うんだぞっ！　見返りがなくちゃやってられんわっ！」

　俺はそう言い返すと、呆あきれ顔の申公を連れて、ファクターの交換所に跳躍ワープした。

　──しかしその後、俺は再びガチャでハズレの山を引き、申公との対戦で得た莫ばく大だいなトークンは、一瞬にして二束三文と化したという。合掌。




〈合戦場〉は広大な平原をイメージした空間だ。

　ここは何もない平原が広がるだけの退屈な場所で、数百種類以上あるエリアの中でもとくに不人気だ。あえてやってくるアバターがいるとすれば、俺を狙う神くらいだろう。

　相手が神かどうか判別しやすく、かつ一般プレイヤーに被害が及ぶ可能性が低い。

　俺はそんな算段でこの過疎エリアに赴き、神が襲ってくるのを待ち構えていた。

　エリアのポータル付近で申公と隣り合って座り、俺が手持ち無沙汰にしていると、

「太たい公こう望ぼう、目が死んでるけど大丈夫？　そんなにガチャの結果がショックだったの？」

「そりゃな……。あと太公望って呼ぶのいい加減にやめろ」

「なんで？　前世の自分を受け入れたんでしょ」

「前世なんて知らねえよ。俺はただの望ぼうだ。人の名前に余計なもんつけんな」

　申しん公こうひようは「ふうん」と言ったあと、俺のアバターが纏まとう戦闘服の裾を引っ張ってくる。

　彼女のあどけない仕草に少しときめくが、照れ隠しであえてそっけなく接した。

「なんだよ」

「さっき君がガチャを引いてるの見てて思ったんだけど、クジ運が悪いならいっそ、トークンをそのまま売っ払えばよくない？　どうせ現実で贅ぜい沢たくしたいだけなんでしょ」

「そりゃ無理だな。トークンって現実の通貨リアルマネーに換金できないんだ。ガチャを引いて手に入れたファクターしか、公式のオークションサイトに出品できない規則だから」

「へえ。そうなんだ。……でもなんで？」

　ファクターは換金できるのに、トークンではダメな理由。この辺りの説明は難しい。

　実際のところファクターのＲＭＴリアルマネートレードは何度か『法律で規制すべき』と槍やり玉だまに上がっている。それでも規制されない理由はこのゲームの運営元である〈インシティ〉が、月都市ルナシテイの開発を牛耳る大企業として強い権力を持つからだ。

　結局、国の法律なんて金や権力でどうとでもなる。これが現実の理不尽さだろう。

「細かいことはよくわからんけど……個人的な意見で言えば、トークンはゲーム内の価値が普遍的だから、オークションに出品しても面白くないんだ」

　いわばトークンはゲーム内で唯一の通貨であり、常に一定の価値が保証されている。

　一方のファクターは千差万別で、ゲーム内の価値もピンキリだ。流は行やりで相場は大きく変動し──高額で取引されていたレアものが、より高性能なファクターの追加によってゴミに変わることは珍しくない。逆に認知度の低かったファクターがひょんなことで注目を浴び、相場が一気に上がるという夢のような出来事もある。

　単純にファクターをオークションに出品したり落札したりするだけで、ギャンブルのような熱いドラマや駆け引きが生まれるわけだ。

　それでゲームが面白くなるか、それともつまらなくなるか。

　あくまで判断の基準はそこだろう、というのが俺の推測だ。しかしこの説明はうまく伝わらなかったようで、申公は頭に生えたケモミミの間に疑問符を浮かべていた。

「そもそもひようちゃんって、このゲームをどこまで理解してんの？」

「ボクが知ってるのは、対戦で使うファクターにいっぱいあるってことくらいかな。実際に君と戦った時は、自分の力しか使わなかったけど」

　申公の語る『自分の力』とは、すなわち〈極光剣キヨツコウケン〉のことだろう。確かにあれだけで俺を追いつめるほど、エンシェントの性能は凄すさまじかった。

「だけどちゃんがあのとき、わずかでもファクターの特性を理解し、対戦での駆け引きを知っていたなら──俺に勝ち目はなかったはずだ。だってお前は最終的に、このゲームならではの要素フアクターに負けたんだからな」

　申公は俺の言葉に納得したようで、ケモミミをひょこんと動かしてうなずいた。

「ふうん。ボクはもう少しこの世界ゲームを勉強しておけばよかったのかな」

「ま、おかげでこっちは助かったけどな。他の神もこんな調子ならいいけど」

　ふと横を見ると、申しん公こうひようが身体を近づけてきていた。仮想世界に蘇よみがえったこの神様は、無意識にスキンシップを求める性質があるらしい。頭に生えた耳に触れてみると、申公は「しぃっ！」と手で払うものの、表情はどことなく嬉うれしそうだった。

　飼い主に構われたくて寄ってきた猫のような彼女は、そこで思い出したように言った。

「やっぱり君はエンシェントを使うべきだよ。魂の消耗が怖いって言うけど、神に負けたら終わりじゃん。……それに今の君なら一度や二度使ったところで、現実の身体に影響はないと思うし」

「へえ。だったら使えるかもな。次に襲ってくる神がバカみたいなパワープレイしてくりゃ勝機もあるけど、きちんと対戦の駆け引きを学んできたら、マジでやばいかもしれん」

「ん？　バカみたいなパワープレイって誰のこと言ってるの？」

　俺は所持品リストから〈打神鞭ダシンベン〉の項目を呼び出し、ファクターの詳細を確認する。

　申公がデータに宿る力を解析できると言うので、俺は指でコマンドを入力し、詳細画面を空中投影ホログラフイにして彼女の前に浮かび上がらせた。

「〈打神鞭〉はどんな相手にも大ダメージを与えるって書いてあるな。性能としてはオブジェクトと同じ扱いか。これがあれば神にバカみたいなＨＰがあっても倒せるのかね」

「またバカみたいって言ったな！　どんだけ妾わらわを愚ぐ弄ろうするつもりだっ！」

「ひようちゃんちゃん、口調が戻ってるから。いつもみたいに可愛かわいく喋しやべれ」

「ぐぬぬ……。あんまりふざけてると解析してやらないぞ……」

　申公は不服げにうめいたが、結局は〈打神鞭〉の力を解析してくれた。

「うん。このデータから強い力を感じるね。弱いやつなら一発、恐ろしく強いやつでも直撃を三発食らえば、脳天をかち割られて昇天さ。あとたぶんこれってＨＰとか関係ないよ。ぶん殴れば無条件で倒せるかも」

「なんだそれ。すげえ強いじゃん」

　システム的には強力な即死効果、あるいは最大ＨＰに対する割合ダメージか。

　つまりこの〈打神鞭〉があれば、相手のＨＰが何百万だろうと『三発殴れば倒せる』という単純な計算に持っていける。申公と対戦したときのようなジリ貧に陥る可能性はなくなり、純粋なゲームの腕で勝負できるようになるのだから、正直かなりありがたい。

　さて〈雷獣鈴ライジユウリン〉はどうだろう。こちらも〈打神鞭〉並みの性能があれば嬉しいのだが。

　俺は期待に胸をふくらませながら、もう一つのエンシェントの詳細を表示した。

「ふむふむ。〈雷獣鈴〉は対戦中、霊獣に化身した【申公】を召喚する。ただし能力は本来の十分の一。……なんだこれ。要するにゴミか」

「何その反応っ！　ボクが助けてくれるんだよっ！　超強いじゃん！」

「だってお前すげー邪魔してきそうだし。しかも能力が十分の一って」

「あー、けっこう弱体化してるね。〈打神鞭〉のほうに力を持っていかれたのかなあ」

「力のないひようちゃんってただのペットだよな。普段はいいけど対戦中はちょっとな。おまけに使うと魂が消耗するんだろ？　マジでゴミ。絶対に使わねえ」

「なんだよなんだよお！　ボクといっしょに戦おうよお！」

　手をバタバタ暴れさせながら、申しん公こうひようが乗りかかってくる。拗すねた子どものような行動になんとなく抵抗できず、俺はなかば自ら望んで、彼女に押し倒されてしまった。

　ポリゴンの雑草が舞い、のっぺりとした仮想の空を背景に、見ためも仕草も女子中学生な神様はふと目を細め、懐かしいものを見つけたような表情を浮かべた。

「そういえば前にもこんなことがあったね。三千年くらい前だけど、覚えてる？」

「いや、だから知らんて。前世のことなんて……」

　そう言いかけて、ふと脳裏にある情景が浮かぶ。

　──ここよりもっと臨場感のある草原。現実の、だけど知らない場所。

　──目の前の美しい少女と戯れ、俺は懐からよく熟れた桃を取り出す。

　かすかに覚えているような気がして。

　俺は戸惑いを隠せず、小さく呟つぶやいた。

「あ、あれ……？　いっしょに桃を食べた……？」

　申公ははっと驚いたような表情を浮かべた。

　そして内に抱える何かを堪こらえ切れないかのように、ぎゅっと小さな胸を押さえる。

「なんだよ、ちゃんと覚えてるじゃん……。それとも記憶の残ざん滓しが魂に残ってたのかな。ま、どっちでもいいや。やっぱり君は、あのときの君だってわかったから」

　申公は恍こう惚こつとした表情を浮かべ、ぺろりと舌を出す。

　そのままじっと見つめられたので、俺の背筋がぞくりとした。

　まるで膝に乗せていた仔こ猫ねこが、いきなり虎に変わったみたいだった。

　あどけない少女の雰囲気は消えうせ、彼女は今や全身から妖しげな色気を漂わせている。

「ど、どうしたんだよ、急に」

「ふふふ。反応まであのときと変わらないんだね」

　彼女はそう言って腰をかがめると、ゆっくりと顔を近づけてくる。

「……待て待て。ちゃんちゃん。ストップストップ！」

「またそうやって逃げる気なの？　でも今度は逃がさな──」

「よくわからんけどそうじゃなくて！　来たんだよ！　アバターがいっぱい！」

「あ、ほんとだ。十、いや二十かな。……あれって全部、望ぼうを襲いにきたのかな？」

　申公はいつもの仔猫に戻って、けろりとした表情で言った。

　少し離れた場所から、アバターの一群が近づいてきている。俺は古代の神様に押し倒されていることも忘れて、不安な面持ちで彼らの姿を見つめていた。

　まがりなりにも〈封神〉すると決め、神の襲撃を待ち構えていたものの──相手が集団でやってくる可能性を、まったく想定していなかった。

　もしかするとあの集団が、いきなり二十連戦を仕掛けてくるかもしれない。

　これってやばいかも……と、俺が絶望しかけたそのとき、

「誰かと思ったら、望ぼうじゃねーか。しかも美少女に馬乗りされてリア充かよ」

　集団の先頭にいた男が声をかけてくる。

　西洋ファンタジー風の色白エルフ。俺がよく知る男のアバターだった。

　ゲーム内の最強プレイヤー【クリムゾン・ジョー】にして眞ま子この兄──譲じようである。

　今日は肌の色と対照的な黒のローブを纏まとい、まるで指輪物語ロードオブザリングに出てくる魔術師のようだ。

　そして後ろからぞろぞろやってきたアバターの中にも、俺の知る名前があった。

　彼らは仮想世界に潜む神ではなく、紛まぎれもなく一般のプレイヤー。

　譲をリーダーとして作られた、彼の同志クランメンバーたちだった。
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〈ＡＦ〉のクランとは、同じ志を持ったプレイヤーのコミュニティを指す。譲が所属するクランは、もっぱらカリスマプレイヤーである彼のファンクラブとして機能している。

　今日は加入したばかりの新メンバーに、譲が自ら対戦の指南を授けるという。

　内輪の集まりだけに人ひと気けのある場所は避け、わざわざ過疎エリアである〈合戦場〉まで足を運んだらしい。

　その場の流れでなんとなく、彼らと世間話をはじめる。隣にいた申しん公こうひようについては「俺のファン第一号だよ」と紹介しておいた。当人は「違うしっ！」と反論していたが、少なくとも威厳のない佇たたずまいから、古代の神という正体がバレることはないだろう。

　それはさておき、俺は今、クランメンバーの一人に思いっきり睨にらまれていた。

　譲の幼おさな馴な染じみである俺は昔からこのクランとも親交があり、歓迎こそされど疎うとまれる覚えはない。しかし視線の主はクランに新しく加入したプレイヤーで。

　グラマラスなドラゴネットという、見覚えのある姿をしていた。

　似たようなアバターの別人であることを願ったが、頭上にしっかりと【Takeyoshi】の文字が浮かんでいる。彼女は呼んでもないのにこちらに近づいてきて、

「なんであんたがここにいんの。まさかあたしにストーカーしてるわけ？」

「そりゃこっちのセリフだよ。つーかお前、譲のファンだったのか」

「悪い？　もちろんマコマコのファンでもあるんだけど。……二人が兄妹って聞いちゃったら、なんかラブが二倍っていうのかな。そんな感じで燃えてきちゃってさ」

　と、饒じよう舌ぜつに語りだすタケヨシ。

　そういえばこいつは眞子とメル友になっていて、譲と眞子が兄妹と聞いているのだった。有名人と知り合いになれたのが嬉うれしくて、今はグイグイと接近している感じだろうか。

　……わりとミーハーなんだな、こいつ。

　まあ見た感じギャルっぽいので、意外でもなんでもないが。

　そんなふうに呆あきれていると、彼女は俺にもグイグイと話してくる。

「あんたの勝率ってどんな感じー？　……ふーん。けっこう勝ってるじゃん」

「まあな。譲じようのファンから俺のファンに鞍くら替がえしてもいいんだぞ」

「調子にのんなっつの。うっざ」

　途中まで俺が表示した通算の勝率に感心していた様子だったのに、最後は律儀にバッサリ切ってきやがった。しかしさすがに慣れてきたのか、そんなタケヨシの態度に腹が立つことはなかった。

　と、そこで俺たちの様子を見ていた譲が、横から口を挟んできた。

「お前らって知り合いなんだっけか？　やけに仲がいいけどよ」

「前に一度、対戦しただけだよ。そのとき俺が好き放題にしてやった」

「なるほど。まー、タケヨシじゃ望ぼうに勝てねえだろうなあ。頭を使って戦わねえし」

「ジョーさんまでアタシをバカにしたっ？　つか、こいつと仲よくないっすから！」

　タケヨシが拳こぶしを振り上げてプンスカするのを見て、一同が笑う。彼女はクランに加入したばかりだというのに『ヤンチャな後輩キャラ』として定着しているようで、メンバーにいじられている姿はなかなか微笑ほほえましかった。

　眞ま子この言うとおり、タケヨシは悪いやつではないかもしれない。俺に対する暴言の数々も実はツンデレ的なアレで、最初に対戦したときにフラグが立っていた可能性すらある。

　なんて考えつつ、譲にからかわれる彼女を見ていたら、

「何こっち見てんの。キモ」

　この一言だけはわりと本気な感じで言われたので、俺の心にグサッと刺さった。

　そのあともしばらく世間話は続いた。

　詳しく聞くとタケヨシはＶＲの経験が浅く、〈ＡＦ〉も少し前にはじめたばかりだという。初心者だと思えばマナーの悪さも目をつぶれるし、ベテランプレイヤーの譲や他のクランメンバーと遊んでいれば、そのうちマトモになっていくはずだ。

　ただタケヨシはこのゲームの対戦の複雑さに頭を悩ませているらしく、今も譲にあれこれと指南を求めていた。憧れのプレイヤーである彼に対してはさすがに敬語で、

「あたしだって色々と考えてるんですけどー。ファクターってやたら種類が多いし、色んな局面に対応しようと思って手札を構成しようとしても、全然うまくいかなくてー」

「つってもなあ。それをどうにかしようって考えるのが、対戦の醍だい醐ご味みじゃねえか」

「そうそう。〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉を振り回してるだけじゃ勝てないから、面白いんだし」

　俺が余計なひと言を挟んだら、タケヨシがキッと睨にらんでくる。

　それから彼女はうらめしそうな声を出して、譲にすがるように言った。

「なんでもいいから楽に勝ちたいんで……。ジョーさん、いい方法教えてくださいよー」

「おいおい、そんな調子じゃ噂うわさの怨霊にも勝てねえぞ。対戦でバッタリあったらどうすんだ」

　譲が笑ってそう言ったので、俺の心臓はドキリとした。

　──仮想世界に潜む怨霊。

　あの噂うわさを譲じようは今も冗談にしているが、真実を知った身としては耳を塞ふさぎたい気分だ。

　居心地の悪そうな申しん公こうひようはともかく、他のクランメンバーはどうだろう。ほとんどは譲と同じく笑っていたものの、冗談を言われた当のタケヨシは表情を曇らせていた。

「あ、あれ？　どうしたタケヨシ。もしかしてあの噂、マジで信じてんのか」

「だって失踪事件ってマジで起こってるし……。この前あたしの友達が、中学のころの同級生が一人、行方がわからなくなったって言ってたから……」

「んなの大丈夫だって。怨霊はオレが退治してやっから。望ぼうだってそうするよなあ？」

「……ああ。このゲームに怨霊なんてお呼びじゃないよ」

　相変わらず軽いノリで話を振ってくる譲に、俺は乾いた声で応じた。

　口に出してみると、嫌な実感が湧いてくる。

　仮想世界に魂を奪う存在がいて、失踪事件は起こって、タケヨシは噂に怯おびえている。

　他の誰でもない。俺がなんとかしなければ──この問題は解決しないのだ。

　と、そこでバカ笑いが聞こえ、俺の思考は再び外に引き戻された。

「いやあ、ジョーさんの対戦勝率ってマジ半端ないっすよ。どしたらそんな強くなれるんすか。……やっぱあれすか？　プレイ時間？」

「ハハ。そうだな。どれだけこのゲームに時間をつぎ込めるか、結局はそれが全すべてだよ」

「へえ。だから今日も大学サボったんすか。つーか最近ほとんど行ってなくね？」

「仕方ねえだろ。オレは今、強くなるので忙しいんだから。現実なんて知らねえって」

　譲の言葉を聞いて、クランメンバーの一人が爆笑した。

　しかし傍かたわらで聞いていた俺は笑うどころか、憤然として顔をしかめる。

　……なんだこの、ふざけた会話は。

　眞ま子こは本気で譲を心配していた。家に帰らず、大学にも通わない兄を案じていた。

　彼女の気持ちを知っているだけに、ただの冗談として見過ごすわけにはいかなかった。

「なあ譲。大学にはちゃんと通ったほうがいいって。あとたまには家に顔出せよ」

「ん？　どうした急に。お前が説教なんて珍しいな。……ああ、そうか」

　──眞子に頼まれたんだな。

　掠かすれた、絞り出すような声で、譲は小さく呟つぶやいた。

　昔から知る陽気な男の、柄にもなく暗い表情に、俺は違和感を抱いて眉をひそめる。

　しかし譲はすぐにいつもの調子に戻って、

「つーか望、仮想世界で現実の話をすんな。マナー違反だぞ」

「はあ？　だったら言われないように努力しろよ。あんまり周りを心配させんなって」

「ちっ……また説教かよ、いつからそんなに偉くなったんだよ、お前は」

　譲は腹立たしげに言い放はなつが、視線はわずかに逸そらされる。

　この男が今、俺を睨にらみつけようともしないことが、無性に腹立たしく感じた。

「何、逃げてんだよ。譲」

「なんだと？」

　気心の知れた相手だからこそ、一歩も引くことはできない。

　お互い長い付き合いだ。ケンカをしたのだって一度や二度のことじゃない。

　でもそういうときは、ちゃんと顔を向き合わせていた。

　こんなふうに俺を避けるなんて、まったく譲じようらしくないじゃないか。

　俺の怒りをアバターが追従し、現実の距離を越えて、譲との間に剣けん呑のんな空気を作りだす。仮想の世界だとしても──この瞬間に交錯する感情は、間違いなく本物リアルだ。

「ちょっと！　ストップストップ──ッ！　どしたの、空気わるいじゃーん！」

　タケヨシが突然、割って入ってくる。空気わるいじゃんと言いながら、空気を読む気なんてさらさらなさそうな声が間抜けに響き、場の空気は一気に弛し緩かんした。

　一瞬の隙すきをついた彼女は俺たちの間に立って、意外にもテキパキと仲裁をはじめた。

「へー。あんたはジョーさんのリアルが心配で」

「ん、まあ、そんな感じかなあ……」

「ジョーさんはゲーム内でリアルの話をするのはマナー違反だろっつーわけですねー」

「お、おう……。だって……そうだろ」

　冷静になった俺と譲は、揃そろってバツが悪そうな表情を浮かべる。

　とはいえ、このままでは引っ込みがつかない。

　仲介に入ったタケヨシもそれくらいの理屈は察したのか、そこでポンと手を叩たたく。

「だったらどちらの言い分が正しいか、対戦で決めればいいっしょ！」












　タケヨシは「我ながら名案！」というような顔で、腰に手を当てこちらを見る。

　このときばかりはいつものように仲良く、俺と譲じようはぽかんと口を開けていた。




〈合戦場〉のポータル入り口付近。緑のカーペットみたいな仮想の草原にしゃがみこみ、俺は対戦の下準備として手札の整理をはじめていた。

　基本的なルールは通常の対戦と同じ。ただし負けたほうが相手の言うことを聞く──ということで、お互い了承している。

　おかしな展開になったなと思いつつも、俺としては絶対に負けたくなかった。眞ま子こが心配していたというのもあるが、俺自身、今の譲から漂う投げやりな空気が嫌なのだ。

　申しん公こうひようがどこにいるのか探してみると、タケヨシに捕まって「やっばいなにこれまじ可愛かわいいんだけど」としきりに頭を撫なでられたり耳を引っ張られたりしていた。

　散々おもちゃにされた申公は魔の手から逃れるように、俺のところまでやってきた。

「うう……。あの手のタイプは苦手……」

「傍から見てるぶんには、猫がじゃれあってるみたいで面白かったけどな」

　俺が茶々を入れると申公は「ケッ！」と悪態をつく。

　こういう仕草も可愛かわいく見えてきたなと思いつつ、隣に座るよう彼女をうながした。

「神との戦いを楽しみにしてたのに、相手が人間なんて肩透かしもいいところだよ」

　ひょいと腰を下ろした申公は、あからさまに不満げな顔を向ける。自分の興味はあくまで〈封神〉。一般プレイヤーの対戦なんて見ても退屈なだけ、と言いたいらしい。

「俺からしたら譲のことだって放ほうっておけないんだよ。少し様子がおかしかったからな。……つっても口で言ったところで突っぱねられるだろうし、いっそ対戦でケリつけるほうが早いのかもしれないな。あくまで俺が勝てればの話だけど」

「何言ってんのさ。神であるボクに勝ったんだし、普通の人間なんて余裕でしょ」

「譲は〈ＡＦ〉の最強プレイヤーだぞ。俺なんて負けっぱなしだって」

　申公と会話しながら、俺は指でコマンドを操作して手札を取捨選択していく。

　ファクターは種類ごとに【コスト】が存在し、対戦で使用する手札は総コストをアバターの【所持容量キヤパシテイ】以下に抑えなくてはならない。

　たとえば所持容量が９００なら、コストが50の〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉を十八枚まで加えられる。ただしその場合は他に何も使えなくなってしまうので、実際は対戦のあらゆる局面に対応できるよう、様々な性能のファクターをまんべんなく手札に選ぶ必要がある。

　と、そこで申公が俺の手札に入っていたあるものを見て、眉をひそめる。

「まさか〈打神鞭ダシンベン〉を使う気なの。それは神の力が具現化したデータなんだよ？」

　彼女に言われて、俺は〈打神鞭〉を選択し、詳細を開く。

　ファクターとしてのコストは１００──ランクＳオブジェクトのおよそ二倍。

　しかしこれは神の力が具現化したデータだ。コストに見合う力を秘めているだろう。

「切り札のつもりで入れたけど、これって普通のプレイヤーに使うとヤバいのか？」

「そんな危険はないけどさ。でも今回の相手はただの人間でしょ。エンシェントまで持ち出す必要ないんじゃないの。望ぼうだって超ビビってたじゃん。身体が干からびるって」

「いや、譲じように勝つにはこれが必要だ。だってあいつは神みたいなもんだからな。……このゲームの頂点トツプに立つ、いわゆる神プレイヤーってやつだよ」

　申しん公こうひようは「ふむう？」と不思議そうな顔をしていた。

　俺は譲の強さを伝えるべく、まずはアバターの成長システムについて説明する。

「アバターはレベルが上がるごとに、能力値を一つだけ強化できるんだ。【体力】ならＨＰ、【敏びん捷しよう力】なら反応速度、【所持容量キヤパシテイ】なら手札の総コストって具合にな」

「わかった。譲はアバターのレベルが高くて、だから強いってことでしょ」

「いや、レベルは６００くらいだから俺とほぼ同じだな。ただし俺はポイントのほとんどを【所持容量】に振ってるから、豊富な手札を活いかしてファクターをバンバン使って戦う。一方の譲は【敏捷力】に特化してるから、厳選したファクターだけでストイックに戦う……てな感じで、プレイスタイルにはけっこう差がある」

「じゃあ譲は【敏捷力】が高いから強いの？　だったら望も上げればいいじゃん」

「バカ言うな。譲と同じくらいポイントを振ろうと思ったら、レベル１からやり直したほうが早いっつの。……もちろん俺はそんなことしないけどな。アバターをここまで育てるのにどんだけ時間かかると思ってんだ」

　ちなみにアバターを変更した場合、レベルとポイントは引き継がれる。なのでカスタマイズをやり直したいときは、専用のファクターを使って初期化するしかない。

「そもそも【敏捷力】って上げたところで大して速くならないんだよ。反応速度の上昇はコンマ数秒以下で、実際に６００ポイント振った譲のアバターの動きを見ても、どこが変わったのかよくわからんくらいだし」

「あのさ。望のアバターのほうがよっぽど強そうなんだけど」

「そう聞こえるかもな。ゲーム内の常識で考えたら【敏捷力】特化のアバターなんてクソもいいところだし。──でも譲が使うと、そんな常識がひっくり返っちまう」

　申公がまたもや首をかしげたので、俺はさらに説明を続けた。

「反射神経、対応能力、とっさの機転と発想力。譲はゲーマーとして必要な全すべてがずば抜けていて、だからこそ、コンマ数秒以下の速度差で、勝敗を変えることができるんだ」

「とにかく動きが速いってことかあ。神と同じくらい強いなんて信じられないけど」

「まあ見てりゃわかるよ。ぶっちゃけエンシェントを使っても勝てるかどうかわからん」

　俺は結局、申公にうまく説明することができなかったらしい。

　だって譲の強さは、ただ『動きが速い』というだけの代物ではないのだから。

　どこが速くなっているのか、自分と何が違うのか。それすらわからない。

　だというのに俺の攻撃は届かず、譲の攻撃は避けられない。

　絶対的に先手を取り、刹せつ那なの間に全てを変えてしまう。

　まさに──神のごとき力だ。

　納得しきれていない様子の申しん公こうひようを後目しりめに、俺は対戦の舞台となるポータルへ向かう。

　今のところ、譲じようと対戦したときの勝率は０％。

　つまりまだ一度も、勝てていないのだ。




〈合戦場〉のポータル内部。ここはマップ自体が広いため、ランダムで設定される初期配置が、対戦相手と離れている場合が多い。

　俺がこの空間に降り立ったとき、案あんの定じよう、周囲に譲の姿はなかった。ひとまず視界右隅に表示されたカウントダウンを確認し、いつでも戦闘態勢に移れるよう準備しておく。

　今回は観客モードをオンに設定したので、ポータルの上空に別窓サブウインドウが表示されている。青い空に浮かぶ四角い窓から、エリア外の申公やタケヨシたちが対戦の行く末を眺めている姿が、こちらからも確認できた。

　……これで負けたら赤っ恥ぱじだ。

　神との戦いとは異なる緊張感が、俺の心臓をぎゅっと握る。

　やがてカウントダウンがゼロになり、譲との対戦は静かに開始された。

「実体化発動オブジエクト・オープン。〈蒼の長弓ブルーバード〉」

　準備しておいたファクターを展開し、譲を探しに向かう。

〈蒼の長弓〉はランクＢの平凡なオブジェクトだが、遮蔽物がなくマップが広いこの手のポータルでは、広い射程を持つ弓型の武器が非常に便利だ。

　少し南に走ったところで、緑一色の草原にぽつんと佇たたずむ、赤い人影を捕捉した。

　──いた。譲のアバターだ。

　ただし今は黒のローブではなく、対戦用の衣装に変わっている。【クリムゾン・ジョー】の名を示す、派は手でな赤のプロテクター。昨年、ゲーム内で開催されたバトルトーナメントで譲が優勝した際、記念品として運営から贈呈された唯一無二の戦闘服だ。

「……最強の証クリムゾンレツドか。俺は三回戦負けだったっけな」

　そういえば、あのとき負けた相手は譲だった。

　昔からずっとそうだった。年上の幼おさな馴な染じみは、俺が欲しいものを先に手に入れてしまう。

　それが嫌だったわけではないし、とくに嫉妬しているわけでもない。

　ただ、常に上に立たれていると、たまには蹴倒してやりたくなるものだ。

　──今日こそあんたが俺を見上げろ、譲！

　俺は弓を構え、照準ターゲツトカーソルに合わせると、挨あい拶さつ代わりに射出した。

　放はなたれた矢は、ひゅんと鋭い音を立て、遠くの赤い人影に迫っていく。

　しかし相手に動きはなく、攻撃が命中した手ごたえもなかった。

〈蒼の長弓〉の攻撃は軽い追尾ホーミング性能があり、この距離から狙いが外れることはない。

　ならば弾はじかれたのか。気づいていないと踏んでいたのに。

　続けて矢を放はなつが、やはり手ごたえはない。そのまま赤い人影に近づいていき、やがて顔が判別できるまでお互いの距離を詰めると、譲はおもむろに両手を広げてみせた。

　……もっと攻撃しろってか。横綱気取りが鼻につく。

　冷たい殺意が芽生え、俺は衝動的に三本の矢を放つ。使用回数の尽きた〈蒼の長弓ブルーバード〉は粒子と化して霧散し、身軽になった俺は自らも矢を追うように駆けだした。

　力強く足を踏み出すと同時に、音声コマンドで〈閃電脚ブリツツ〉を展開──直進移動の速度を上げる効果エフエクトを受けてグンと加速するアバターに、背景のデータ処理が追いつかず、めまぐるしく流れる視界に微細なノイズを走らせていく。

　最初に射出した三本の矢が間近に迫ったところで、ようやく相手も動きだした。

「実体化発動オブジエクト・オープン！　〈金剛方天戟ダイヤモンドクレセント〉！」

　譲じようの手に、黄金色に輝く槍やり状の得物が形成される。彼が愛用するランクＳオブジェクト──間合いこそ広くないが、攻撃の初動が速く、隙すきの少ない厄介な武器だ。

　槍の両側についた三日月型の刃を左右に揺らし、譲は二本の矢を瞬く間に受け止める。続けて両手をくるりと回転させると、逆側の柄で最後の矢を払い落とした。

　ほぼ同時に迫った三本の矢をなんなく裁くその腕前。やはり並大抵のものではない。

　しかし俺はすでに、譲の眼前まで迫っていた。

　矢で牽けん制せいし、一気に距離を詰めて、一撃で仕留める。最初からそう腹に決めていた。

　相手は格上だ。長期戦になれば勝機はない。

「今日こそ一勝っ！　──実体化発動！　〈猪突閃槍カリユドーンランス〉！」

　威勢よく張り上げた声とともに、俺の手に円えん錐すい状じようの槍が形成された。助走距離の分だけ攻撃力が上がるオブジェクトが、矢をさばき終えて体勢を崩した譲の喉笛を狙う。

　エフェクトとオブジェクト──二種類のファクターによって相乗的に強化された一撃だ。さすがの【クリムゾン・ジョー】といえども防げまい。

　俺は渾こん身しんの力をこめて、槍を放つ。

　しかし攻撃が直撃する寸前、譲の姿が俺の視界から消え失うせた。

「……は？」

　いったい何が起きたのか。とっさに理解できなかった。

　呆ぼう然ぜんとする俺の後ろから、譲の声が響く。

「──背中ががら空きだぜ、望ぼう」

　直後、鋭い一撃が背中に突き刺さる。

　背面攻撃によるダメージボーナスが発生し、俺は勢いよく地べたに突っ伏した。

　譲はいつ、背後に移動したのか。

〈座標転移テレポーテーシヨン〉を使っての瞬間移動？　エフェクトを使う隙なんて与えなかったはずだ。

　いや、違う。

　譲は動いてすらいない。

　単に俺が背を向けただけなのだ。

「配置型オブジェクト……。〈回転床ターンパネル〉か」

「ああ。速攻で来ると読んでいたからな。あらかじめ仕掛けておいたぜ」

　口くち惜おしさに顔を歪ゆがめつつ、俺は立ち上がる。

　フィールドに配置するオブジェクト──俗に配置型、または罠トラツプと呼ばれる代物だ。さきほどは攻撃の瞬間、俺は事前に仕掛けられた〈回転床ターンパネル〉を踏み、強制的に身体を回転させられたのだ。

「くそっ！　最初から罠わなを仕掛けて待ち構えてたってことかよっ！」

「お前は挑発に乗りやすい。すぐ頭に血が上るから勝てねえんだよ」

　反論はできない。譲じようの言うとおり、単純な仕掛けにまんまとハマってしまったのだから。

　アバター共通の弱点である背面を突かれ、今やＨＰは七割近く減少している。

　だが、このままでは終わらせない。

　俺が気合いを入れ、譲を見すえると、彼は挑発するように再び両手を広げてみせた。

「望ぼう、まずはオレを初期配置から動かしてみろ」

　思いがけぬ言葉を浴びせられ、俺はまた冷静さを失いそうになる。

　譲はポータルに足を踏み入れた瞬間から、一歩も動いていないというのだ。

　……冗談じゃない。そんなわけあるか。

　そう言って否定してやりたかったが、俺は譲の言葉が事実だと理解していた。

　この男は対戦相手を挑発するために、嘘うそをついたりはしない。

　だから今の一言は本当で、俺は今、目の前の男に舐められているのだ。

「──宝貝発動エンシエント・オープン！　〈打神鞭ダシンベン〉！」

　考えるより先に、俺は音声コマンドを言い放はなっていた。

　ファクターが呼び出され、煌きらめく粒子を噴出させて武器を形成する。

「うはっ！　なんだよそれっ！」

　俺が新たに展開したエンシェントを見て、譲は驚きよう愕がくの声を上げていた。

　しかしなんだと言われても、所有者ですら使うのは今回が初めての代物だ。

〈打神鞭〉は神の力を具現化したデータにしては思いのほかシンプルなデザインで、鞭というよりは刃のない剣のように見えた。

　……これはどうやって扱うのだろう。そう思い鉄てつ鞭べんを掲げてみると、脳裏にパッとイメージが閃ひらめいた。まるで忘れていた記憶が、ふいに蘇ったような感覚だ。

　よし、これなら戦えるぞ！

「噂うわさの〈四番目のファクター〉だよ。悔しいけど、今日はこいつを使わせてもらう」

「おいおい、そんなものをどこで手に入れたんだよ。……ガチャで引いたのか？」

「そんなところかな。こんなものを引くなんて、とんだ貧乏くじだったけどな」

　幻のファクターを手にしながら、俺はそう言って自嘲する。遠回しに自慢されたと勘違いしたのか、譲は羨望と呆あきれが入り交じったようなまなざしを向けていた。

　本当はガチャではなく、己の力で勝ち取った。

　世にも恐ろしい体験をして、仮想世界に潜む神を倒して、文字どおり魂を賭して。

　俺はこの力エンシエントを手に入れたのだ。

　たぶん、この貧乏くじはこれから先も続く。

　だからこそ、舐なめられたままではいられない。たとえ相手が誰であったとしても。

　これは俺の意地で、そして矜持プライドだ。

　神の力を使ってでも──今日こそ譲じように勝ってやる。

「──疾チッ！」

　脳裏に浮かんだ記憶を追従し、俺は目にも留とまらぬ速さで〈打神鞭ダシンベン〉を振るう。

　勢いよく放はなたれた鉄てつ鞭べんは、青白い燐りん光こうを放ちながら倍以上に伸びあがり、ビーム刃のような残像を走らせて、譲のアバターめがけて躍りかかった。

　予想外の攻撃が迫るのを見て、譲の表情からついに余裕が消えうせる。

「……うおおっ！」

　焦りの交じった声をあげつつも譲は即座に反応し、輝く鉄鞭の一撃を〈金剛方天戟ダイヤモンドクレセント〉で弾はじき飛ばした。

　しかし俺は間髪をいれずに二度、三度と鉄鞭を振るう。死角から回り込むように迫るかと思えば、地面すれすれをかすめ、手前で浮くように先端が伸びあがる。まるで〈打神鞭〉自体が意志を宿したかのように、縦横無尽に空を薙ないでいく。

　嵐のように繰りだされる猛攻に堪たえ切れず、譲の手からついに槍やりの柄が弾はじかれた。

〈金剛方天戟〉が宙を舞う。

　魂を消耗した影響だろうか。額ひたいにわずかな鈍痛を覚えるが──次が最後の一撃と気力を振り絞ると、俺は身体ごと捻ねじらせて、竜巻のような軌道で〈打神鞭〉を振るいあげた。

「これで終わりだ、譲っ！」

　しかし譲は空高く舞い上がり、放たれた鉄鞭を紙一重で回避した。

　見上げると、譲の手には何な故ぜか弾かれたはずの〈金剛方天戟〉が握られていた。

「最後まで油断するんじゃねえ。勝利を確信したときが一番、隙すきが生まれるんだぜ！」

「な──っ！」

　まさか、空中で槍をキャッチしたというのか。

　とっさの機転か、はたまた最初からそのつもりだったのか。

　相手の思惑すら判別できぬまま、空中から放たれた一撃に身体を貫かれる。

　俺のＨＰはまたたく間に全損し、視界が真っ白に染まっていく。

　結局、譲が初期配置から動いたのは、最後の攻撃を放った瞬間。

　ただ、一度きりだった。




　対戦に敗北したことで自動的に〈合戦場〉ポータルから脱し、みなが待つエリアに戻ってきたとき、俺はしばらく立ち上がれなかった。

　エリア外から観戦していたタケヨシたちも対戦の激しさ、というより譲の圧倒的な強さに驚きよう愕がくし、しばらく息を呑のんだまま沈黙していた。

　やがて申しん公こうひようがそばに駆けつけ、心配そうに「だいじょぶ？」と訊たずねてくる。

　俺はなんとかうなずきを返し、同じくそばに寄ってきた譲じようを見上げた。

「強くなる方法を教えてやる。現実なんてつまんねえもんは捨てちまえ」

　譲の声は冷たく、空虚に響いた。

　一言だけ告げると、彼は背を向けて歩き出した。

　ただ一度も──俺と目を合わせることなく。

　しゃがんだまま下を向き、俺は〈合戦場〉の味気ない草原を見つめていた。

　……頭が重くて、心が重くて、とにかく苦しかった。

　エンシェントによって魂の力を消耗した影響か。

　あるいは無残な敗北によって、心が打ちひしがれているからだろうか。

　しばらくして、俺はようやく立ち上がる。対戦のあとで居づらくなったか、譲とクランメンバーたちは、いつの間にか別のエリアに去っていた。

　神と戦うつもりでいたのに、人間相手にボロ負けし、今はこうして打ちひしがれている。

　己の惨めさを自覚して、つい情けない声が出てしまう。

「今日こそ勝てると思ったのになあ。眞ま子こになんて言おう……」

「確かにあいつ、人間にしては強かったね」

「まあな。ガチのＶＲゲーマーって、対戦だとありえないほど強いんだ」

　優れた反射神経、相手の行動を先読みする観察眼、意表を突く多彩な攻撃──このゲームの対戦における全すべての挙動を掌握した、まさに神のごとき強さだ。

　ところが申しん公こうひようはぽつりと、彼についてこう述べた。

「ああいうのは危うい。緻密に積み上げられている分、一度崩れたらあっという間さ」

　譲の強さについて言っているのか、それとも彼自身をそう評したのか。

　申公の真意はわからなかったが、俺は黙ったまま、力なく首を横に振った。

　昔はあんなやつじゃなかった。もっと陽気で、一緒に遊ぶと楽しいやつだった。

　仮想世界が譲を変えてしまったのか。

　それとも……。





















第三回　仮想世界で悪しき神が暗躍する






　第三回　仮想世界で悪あしき神が暗躍する
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「やってやるです……ぶっ潰してやるですっ！　うちの掘削兵器でえええええええっ！」

「おいおい、いきなりだな！」

　対戦が開始されるやいなや──土ど行こう孫そんと名乗る少女は巨大な重機を生み出した。そして金属アームの先端についた掘削ホイールをギュルルルッ！　とうならせ、激しい攻撃を繰り出してくる。

　俺は掘削ホイールを〈後ろ宙返りバツクフリツプ〉で避け、背面にあった岩壁の上に飛び乗った。

　ここは〈山岳〉エリアのポータル。

　譲じようとの対戦から数日後。土行孫と名乗る神が俺のもとに現れ、勝負を申し込んできたのだ。

　対戦前はおとなしげな雰囲気の女の子だったのに、今は妙にアッパーなノリに変している。……申しん公こうひようといい、古代の神はこんなやつしかいないのか。

「だめだめええっ！　避けたら削れないですのっ！　ですとろおおいいいっ！」

　重機の操縦席から土行孫が叫ぶと、掘削ホイールを躍らせて、俺のアバターを足場の岩壁ごと削りとろうとする。直撃の寸前で飛び降りて回避するが、砕かれた岩の破片が頬ほおをかすめ、わずかな痛みを覚えた。

　しかし今の俺は冷静だ。神との対戦も二度めとあって、心に余裕をもって挑んでいる。

「──宝貝発動エンシエント・オープン！　〈雷獣鈴ライジユウリン〉！」

　ファクターの発動とともに、ちゃりん！　と鈴の音が響き、額ひたいに白い玉石をはめた虎のような獣が姿を現した。

　獣は俺を背中に乗せると走り出し、岩肌の間を疾風のように抜けていく。

「どうどう？　これでもまだ、ボクが使えないゴミだって言える？」

　背中の俺に得意げに問いかけるこの獣こそ、エンシェントによって呼び出された申公だ。雷獣に化身しても声は可愛かわいらしいままなので、喋しやべられると違和感が半端ない。

「いんや。実際、大したもんだよ。本来の十分の一しか力がないとは思えないな」

「もっと褒めて褒めて。それから土下座して泣きながら詫わびを入れて」

　調子ぶっこいていてウザいものの、申公の驚異的な機動力のおかげで土行孫との距離はあっという間に開き、今や巨大重機はだいぶ遠くに見える。

　雷獣モードの申公を呼び出す〈雷獣鈴〉は、ユニットに属するファクターに近いようだ。ただしユニットの〈使い魔ユニツト〉はＡＩ行動オートによる単純な支援しか行わないが、申公は主あるじである俺に従って、臨機応変に動いてくれる。

「……なあ、あの土ど行こう孫そんってどんなやつ？」

「かつての君、つまり太たい公こう望ぼうとともに戦った神の一人。ざっくり言うと家来かな」

「ともに戦ったってことは、太公望に仲間がいたのか」

「うん。あのときは神々の立場が真っ二つに分かれて、崑こん崙ろんに住む〈闡せん教きよう〉って真面目な神たちと、根なし草のクズどもを中心にした〈截せっ教きよう〉で大きな争いに発展したからね。で、土行孫は君に協力した〈闡教〉側の神さ」

「ちょい待ち。なんで協力したやつが石碑モノリスに封じられてんの。おかしくね？」

「えっと……色々な事情があるんだけど、土行孫の場合はどうだったかなあ」

　そんな話をしているうちに、土行孫の巨大重機がキャタピラ移動で近づいてきた。

「こらあああっ！　うちをシカトしてんじゃないですのっ！　太公望の魂を奪っててええええっ！　現実世界で掘削しまくるですのおおお！」

　相変わらず妙なテンションで叫ぶと、土行孫は金属アームを振り下ろして地面を掘削した。すると大型トレーラーほどはありそうな巨大重機が猛烈な砂煙をあげ、一瞬にして地中に潜ってしまう。

　目の前で起こった驚くべき光景に、俺はあっけにとられて声をあげる。

「な、なんだあれ……」

「土行孫の力エンシエントだよ。地中に潜って奇襲するのがあいつのやり方さ」












　言っているそばから地面が激しく揺れ、視界を覆う砂煙が巻き上がった。

　直後、背後から鉄塔のような金属アームが勢いよく躍りでた。先端についた掘削ホイールが轟ごう音おんをまき散らしながら、申しん公こうひようもろとも俺を巻き上げようと襲いかかる。

　しかし奇襲を予知していた申公はくるりと身をひるがえし、土ど行こう孫そんが放はなった鋼鉄製の竜巻をあざやかに回避する。

　彼女の背中に乗った俺は振り落とされそうになりつつも、両足で踏んばり、なんとか体勢を立て直した。

「惜しいぃいっ！　次こそ仕留めてやるですうっ！　覚悟して待ってやがれですうっ！」

　土行孫の悔しげな声が響き、巨大重機はまたもや一瞬にして地中に姿を消した。

　圧倒的な質量による破壊的な暴力。

　大地を割って放たれる猛烈な奇襲。

　単純かつ無骨で、だからこそ根源的な恐怖を抱かせる──神の力エンシエントと呼ぶにふさわしい力だ。

　あんなものに立ち向かうなんて、まったく正気の沙汰じゃない。

　以前の俺ならそんなふうに愕がく然ぜんとして、死の恐怖に震えていたかもしれない。

　……だが、今は違う。

「ひようちゃんて、雷獣の姿になっても空は飛べるんだよな？」

「ちょっとの間だけだけどね。わあ、ボクってば優秀ぅ！」

「はいはい。んじゃちゃんの力を借りて、あの木デ偶クをぶっ倒すとするか」

　俺は発破をかけようとふさふさの尻をぺちんと叩たたく。すると申公は甲高い悲鳴をあげ、

「ひゃあっ！　ちょっとどこ触ってんのさ、この変態！」

　危うく彼女の背から振り落とされそうになった。雷獣の姿になっていても、乙女としての恥じらいは残っているらしい。

　そして申公は岩壁の間を縫うように駆け抜ける。地面を粉砕しながら迫る土行孫の奇襲を巧みにかわしつつ──高台に登ると、そこで大きくジャンプ。

　灰褐色の岩肌が織りなす山岳を眼下に、冷たく澄んだ風を浴びながら、蒼そう穹きゆうに浮かぶ申公に「回避は任せる」と伝え、俺は手札からファクターを選択した。

「実体化発動オブジエクト・オープン！　〈蒼の長弓ブルーバード〉！」

　音声コマンドを発して弓型のオブジェクトを展開し、素早く弦つるを引き絞って眼下の大地に矢じりを向ける。そして巨大重機が地面を割って出てきたところで、素早く照準を合わせて射出した。狙いは土行孫の座る操縦席だ。

　放たれた矢は見事命中し、操縦席の風防を貫いて土行孫の肩に突き刺さった。

「ひきゃあっ！　やってくれやがるですのっ！」

　土行孫は痛みにもだえ、頭上に浮かぶＨＰゲージが目に見えて減っていく。巨大重機に力を取られているのか、本体はさほど耐久力がないようだ。

　俺は続けて矢を放ち、弓の使用回数が尽きるまで追い打ちをかけたあと、一気に勝負を決めるべく、さらなるファクターを展開した。

「──宝貝発動エンシエント・オープン！　〈打神鞭ダシンベン〉！」

　手の内で粒子が収束し、青い燐りん光こうを纏まとう鉄てつ鞭べんが生み出される。

　これが俺の切り札ワイルドカード──神を打ち倒す力エンシエントだ！

〈打神鞭〉の展開を合図に申しん公こうひようが体勢を変えて滑空し、矢で射られた痛みにもだえる土ど行こう孫そんとの距離を詰める。怒ど濤とうのような勢いで迫りくるホイール攻撃をすり抜け、攻撃の間合いに入ったところで、俺は彼女の背から飛びあがった。

　そのまま落下の勢いに任せて〈打神鞭〉を振り下ろす。──これで終わりだ！

「らめええええっっ！　はげしいですのおおおおっ！」

　上空からの苛か烈れつな一撃によって、土行孫は操縦席ごと粉砕された。少女の姿をした古代の神は断末魔の悲鳴をあげると、大量の粒子を噴出しながら霧散していった。

　地面に着地した直後、賑にぎやかなファンファーレとともに、対戦の勝利を告げるメッセージが浮かび上がる。俺はふうと息を吐き、静かに呟つぶやいた。

「……神も案外、大したことねえな」

「土行孫は神の中でも弱いほうだよ。あんなの倒したくらいで調子にのるな」

　傍かたわらに着地した申公は、雷獣の姿からいつもの少女に戻っていた。

　彼女はなんだかんだと文句を言いながらも、俺の戦いに協力してくれている。

　改めてその理由を問うと、

「ボクは負けたのにさ。他のやつが望ぼうに勝っちゃうと悔しいじゃん」

　申公は獣のような尻尾をぴんと立たせ、ふふんと鼻を鳴らした。

　こいつ、ツンデレさんなのかな……と思ったが、あえて指摘はしない。

　彼女は続けて「それなのに、ただの人間に負けるなんてありえないよ」とぼやく。

　どうやら先日の対戦で俺が譲じように負けたことが、よほど気に入らなかったらしい。

「神か人間かなんて関係ねえよ。対戦ってのはゲームが上う手まいやつが勝つんだ」

「だったら神がこのゲームの腕を上げたら、君に勝ち目はないかもね」

「まあ、そういう考え方もあるな」

　申公の言葉は否定できない。俺だってそう認識しているのだから。

　さきほどの対戦で簡単に勝てたのは、土行孫が仮想世界に慣れていなかったからだ。

　地中からの奇襲という戦法を取る以上、相手が空を飛んだときの対処は考えておくべきだ。飛行能力を封じるエフェクトを使うだけで戦局は大きく変わるし、エンシェント頼みで戦うにしても、対空攻撃くらいは準備しておいたほうがいいだろう。

　今のところ古代の神は、対戦の術すべをまるで理解していない。しかし賢しい神なら、いずれは〈ＡＦ〉の知識を深め、万全の体勢を整えてから俺を襲ってくるはずだ。

　そうなってからでは遅い。

　やはり待つだけでなく、こちらから攻めていかなくては……。

　そんなふうに物思いに耽ふけっていたところで、土行孫を構成していた粒子の残骸から、ばびゅん！　と幾筋かの光が飛び出した。

　俺は「うわっ！」と大きな声を出して驚いた。すると隣の申しん公こうひようが、

「あれは魂こん魄ぱくだよ。土ど行こう孫そんに囚とらわれていた魂が現実に戻ったのさ。……ええと、飛んでったのは三つくらいかな。あんなやつでも、けっこう魂を奪ってたんだね」

「てことは今、三人の失踪者を救ったってことになるのか……」

　俺の呟つぶやきに、申公がにっこり笑って「よかったね」と返す。

　彼女はやはり、悪い神ではないのだろう。

　プレイヤーの魂が救われたことで、こんなにも無邪気な笑顔を見せるのだから。

「ほら、あそこに一つ大きな光が彷徨さまよってるでしょ。あれが土行孫の魂魄だよ。悪さをしていたとはいえ、さすがにあのままじゃ可哀かわい想そうだし、さっさと〈封神〉してあげな」

「へ？　〈封神〉ってどうやんの？」

「ボクのときにやってたじゃん。……まさか覚えてないの？」

　俺はこっくりとうなずく。

　申公との対戦のあとは意識が朦もう朧ろうとしていたので、何があったのかよく覚えていない。

　……いったいどうやって、彼女の魂魄を〈封神〉したのだろう。

　そんな疑問が浮かんだところで、俺の身体アバターが勝手に動きだした。そしてこのアバターが最初から所持していた謎のデータ──【イノセント】を展開する。

　手の内に真っ白なカードのようなものが現れると、眩まばゆい光を放はなちながら、土行孫の魂魄は中に吸い込まれていった。

「うわ、ファクターが魂魄を吸収したぞ……」

「ふうん。今のファクターが〈封ほう神しん傍ぼう〉になってるんだね」

「ああ？　なんだそれ。つーかなんでイノセントが展開したんだ。今までそんなことできなかったのに……」

　俺は首をかしげつつ、所持品リストを確認する。

　三百六十五枚あったはずのイノセントがいつの間にか二枚減っており、代わりに新たなエンシェント〈地潜錐チセンスイ〉を入手していた。

「もしかしてこのエンシェントって、土行孫の力を封じたファクターなのか？」

「だと思うよ。イノセントに魂魄──いわば力の源だね──を封じることで、君は神の力エンシエントを、アバターが所有するデータとして奪ってるんじゃないかな」

　彼女の推測を聞きつつ、俺は〈地潜錐〉を展開した。

　土行孫の力とはいえ、さすがに巨大重機を作るのは無理だったのか──俺の両手に無骨なドリルが形成される。試しに力を込めると、先端がギュルギュルと回転をはじめた。

「……おっ！　わりと使いやすいなこれ。どんどん削れていくぞ」

　ドリルで地面に穴を開けて『これなら地中に潜って攻撃できるかもしれないっ！』と興奮していると、申公に「新しいおもちゃが手に入ってよかったね」と皮肉を言われてしまった。俺は気恥ずかしさを覚えてコホンと咳せき払ばらいし、

「そういや、さっきひようちゃんが言ってた〈封ほう神しん傍ぼう〉ってなんだ」

「君が封じるべき神のリストだよ。手元にあるイノセントを数えれば、あとどれだけ封じればいいかわかるじゃん。……かつて太たい公こう望ぼうは〈封神傍〉に書かれた名前を頼りに神の行方を探して、封じていったのさ」

　彼女の説明を聞きながら、俺は三百六十三枚のイノセントを確認する。

　仮想世界には今、百体くらいの神が身を潜めているという。

　あれから数日が経過した今、新たに目覚めた神がいるのか定かではないものの──単純に考えれば、イノセントの全すべてに神の魂こん魄ぱくを封じればゲームクリア。世界は危機から救われました、となるわけだ。

　……確かにわかりやすい。そういうゲームであるかのように。

　だからなんとなく、釈然としないのだ。

　まるでどこかの誰かに、お膳立てされているような気がして。

　と、俺は大きな疑問を抱く。

　それは決して見過ごせない、ある事実についてだ。

「待ってくれ。どうして父さんから貰もらったイノセントが〈封神傍〉になるんだよ」

「さあ。もしかしたら仮想世界に神が現れたことに、君の父親が関係してるのかもね」

「そんなわけないだろ。なんで父さんが──」

　否定しかけて、言葉が途中で止まる。

　石碑モノリスに封じられていた古代の神々は何な故ぜか、〈エンシェントファクター〉に現れた。

　このゲームを開発したのは、他でもない父さんだ。

　三百六十五枚のイノセント。それを所持したアバターを渡したのも、父さんだ。

　そこまで考えたとき、自分の足元が大きく傾きだしたような、そんな錯覚に陥った。

『いつかきっと、それがお前の運命を変える要素になる』

　イノセントについて訊たずねたとき、父さんは確かにそう言った。

　あの言葉の真意は何だったのか。

　次々と疑問が浮かび、終しまいには何もかもがわからなくなってくる。

　しばらく黙りこんで考えていたら、申しん公こうひようが心配そうに声をかけてきた。

「顔色が悪いけどだいじょぶ？　今は情報が少ないし、考えるのはまた今度にしたら」

「お、おう……。そうだな……」

　俺はそう返したものの、頭の中にはいまだ、答えの出ない疑問が渦巻いていた。





　　　　２






　翌日。

　俺は日が昇る前からＶＲネットに接続し、様々な所用を済ませていた。

　といっても別に早起きしたわけではなく、あれこれ考えすぎてよく眠れなかっただけだ。

　脳の負担を抑えるべくダイブは視覚のみに限定し、操作は現実の指で行う。

　目の前に浮かぶ仮想タブから〈ＡＦ〉のオークションサイトを選択し、ファクターの出品を済ませる。最近はガチャの結果こそ散々だったが、〈凍てつく氷壁フリーズスタンド〉の相場が上がったので、今は大量に所持していたこのファクターを売り払って、やりくりしている。

　しかし利益は諭吉さん二枚ほど。これでは今月の生活費すら賄いきれない。

「神と戦ってるわりには、しょぼくれた稼ぎだな……」

　宙を浮かぶタブに向かってぼやいてみるが、余計に虚むなしくなっただけだった。

　いっそ新しいバイトを探してみようかと考えてみるものの、近ごろは仮想世界の〈封神〉で忙しくて、学校の授業についていくだけで精一杯だ。さすがにこれ以上、他のことに時間を割くことはできない。

　お金のことを考えていると気が沈みそうだ。俺は気分転換にＶＲネットのニュースサイトを開き、面白い情報はないかと探してみる。

　すると、失踪者のうち三人がひょっこり戻ってきたという記事を見つけた。

　彼らに前後の記憶はなく、家族のもとに戻ってきたときも数か月ないし数週間の時間が経過していることを知り、まるで狐きつねにつままれたような顔をしていたという。

　……この失踪者たちは間違いなく、土ど行こう孫そんに魂を奪われていたプレイヤーたちだ。

　神との対戦に敗れたものは現実から肉体が消失し、魂は神の身代わりとして石碑モノリスに封じられてしまう。とはいえ彼らの意識そのものは眠りについている感覚に近く、魂さえ解放されれば、すぐに元の生活を送れるようになると、申しん公こうひようは言っていた。

　──俺が神を打ち破り、失踪者を救った。

　ようやく訪れた実感は誇りのような感情を抱かせるが、同時に肩にずっしりと重たいものを背負わされたような気分にもなってくる。

　神隠しのような失踪事件が世間で騒がれるようになって、すでに数十件。

　事件の全すべてが仮想世界由来のものでなかったとしても、少なく見積もって十人以上の魂が、いまだ仮想世界に囚とらわれたままなのだ。

　最近になって失踪者の数が増えている。そんなニュースも目にして、俺の肩はさらに重くなった。

　……考えなきゃいけないことが多すぎる。やらなきゃいけないことが多すぎる。

　頭が痛い。肩が重い。

　だけど今日の学校を休むわけにもいかない。

　俺は現実だってちゃんとやる。

　譲じようみたいに大学をサボってゲーム内で最強気取りなんて、あんなのは絶対に嫌だ。

　暗あん澹たんとした気けだるさに包まれながらも身体に喝を入れ、俺は学校に行く準備をする。

　しかしそんな気負いがストレスになったのか、はたまた対戦でエンシェントを使い続けてきた代償か──俺はその日の午前中、体育の授業のときに校庭でぶっ倒れた。




　目を覚ますと、消毒液のツンとした匂いが鼻についた。

　俺は真っ白なベッドに寝かせられていた。

　ここは学校の保健室だろうか。顔を横に向けると、何な故ぜかそこに眞ま子こがいた。

「あ、起きましたよ。先生」

　眞子の声を聞きながら、鈍痛が響くこめかみを押さえて起き上がる。

　保健の先生に、寝不足からきた軽い貧血だと告げられた。続けて体調管理はしっかりしなさいと注意され、俺は返答に困って頭をかく。

　眞子は保健委員の仕事で、俺をここまで連れてきたのだという。

　言われてみれば、おぼろげに肩を借りた記憶がある。

　彼女は普通科で別のクラスだが、同じ時間に校庭で体育の授業を受けていて、俺が倒れたときに最初に駆けつけたのだと、先生から聞かされた。

「今日はこのまま早退していいから、お家に帰ってしっかりと休みなさい」

「あ、はい。先生、本当にありがとうございました。眞子もありがとな」

　保健の先生に軽く頭を下げ、隣の眞子にも礼を言っておく。眞子は元気そうな俺を見てほっとした表情を浮かべたのもつかのま、かたちのよい眉をきつく寄せて、

「寝不足の原因は？」

「……神と戦っていたからかな」

「はあ。やっぱりまたゲームなのね」

　と、呆あきれられてしまう。

　眞子の言葉もあながち間違いじゃないが、事実とは大きな隔たりがあるようだ。

　世界を危機から救うのは大変だと、俺は力なく笑みを浮かべる。

「お願いだから身体だけは大事にしてよ。他はもう諦めるから」

「諦めるって何だ……。いや、心配かけてごめんな。これからはもっと気をつける」

　会話の雰囲気に何かを察したのか、保健の先生はそっと保健室から退出していった。

　俺が軽くこめかみを押さえると、眞子が心配そうに手を添えてくる。

「大丈夫だって。まだ少し頭痛がするけど熱はないし、それも収まってきたから」

「ほんとに？　保健の先生が早退させるって言ってたから、望ぼうの鞄かばんは持ってきてあるけど……。そうだ、私も早退して看病してあげる。今、一人暮らしだから大変でしょ」

「さすがに大げさだろ。俺のことはいいから、眞子はさっさと授業に戻れって」

　しかし彼女は立ち上がらず、俺の鞄を膝に抱えたまま、じっと見つめてくる。

　心配性なんだよなあ……と呆れつつ、自分がそれだけ大事に思われていることが、今は無性に嬉うれしかった。

　毛布を払ってベッドの上であぐらをかくと、俺はそのまま眞子と向かいあった。

「ゲームの中で譲じように会ったよ。一応、たまには家に帰れって言っといたけど」

「うん……」

　なんとなく譲の話題を出したものの、あとが続かない。

　うまくいかなかったと伝えるべきだろうか。

　いや、眞ま子こはもう気づいているか。視線を下に向けて、指先で交互に爪を撫なでる仕草に、彼女のもどかしさはくっきりと浮かび上がっていた。

「でさ、譲じようのことなんだけど」

　言いかけたところで躊ちゆう躇ちよして、次の言葉を続けるべきか迷う。

　やや間を置いてから、俺は結局、譲に抱いた印象を率直に伝えることにした。

「あいつ、何かから逃げてるみたいだ。……それが何かってのは、よくわからないけど」

「たぶん私からかも」

　俺は驚いて、眞子の顔をまじまじと見返した。

　たぶんと言いながらも、彼女の声こわ音ねは断言めいた強さを帯びていた。

　どうして譲が、よりにもよって妹の眞子から逃げる……？

　二人のことをよく知っているだけに、俺はどうしても信じられず、

「昔はあんなに仲が良かったじゃないか。いつも俺と譲、眞子でいっしょだったし」

「そうだったね。だからよく二人のお遊びにつき合わされたけど。ゲームとか」

　かつての記憶を思い出したのか、眞子はふふっと笑う。

　俺と譲が〈ＡＦ〉に熱中し、眞子が子役としてデビューする前は、三人でよく対戦ゲームをして遊んでいた。眞子も俺たちと遊ぶ時間を楽しんでいたから、彼女は単に仮想世界が理解できないだけで、ゲームそのものが嫌いというわけではない。

　少なくとも昔は、三人とも仲良しだった。

「でも、今は……」

　そう言いかけて、眞子は口をつぐむ。

　普段は笑みの絶えない顔から苦渋と悲哀がにじむのを見て、俺の心は締めつけられた。

　……こういうとき、どんな言葉をかければいいのだろう。

　中途半端な励ましなんて意味がないし、だからといって気の利いた言葉が出てくるわけでもない。

　俺にとって眞子は家族のように大切な存在で、それは譲についても同じことだ。

　大切な二人が、仲良しだったはずの兄妹の距離が、急速に離れていく。

　そんなの嫌だ。どうにかしたい。

　切にそう願うものの──だったらどうすればいいのか。そのための答えが出てこない。

　譲が眞子を避けているなら、原因はきっと仮想世界ではなく、この現実にあるはずだ。

　相そう馬ま兄妹の間に何があったのか。俺は詳しく知らない。

　ただ──眞子が交通事故にあったとき、彼女を乗せた車を運転していたのは、免許を取ったばかりの譲だったと耳にしていた。

　俺は眞子の顔をじっと見つめる。

　今は眼鏡めがねの赤いふちに隠された、事故の傷痕。

　たぶん彼女が、子役をやめた理由。

「……あ、そうだ。望ぼうって昨日、夜遅くまでゲームやってたんでしょ。そのときに武吉タケヨシちゃんに会わなかった？　私、あの子からマンガ借りてるんだけど」

　いきなり何を言うかと思えば、タケヨシの話になって面食らう。

　あのマナーの悪い女子高生と親交を深めた眞ま子こは、今ではマンガの貸し借りまでやっているらしい。

　俺がゲーム内で最後にタケヨシと会ったのは、譲じようと対戦したときだ。

　あいつが譲のおっかけをはじめたことを、眞子は知っているのだろうか。

　訊たずねようか迷ったが、譲の話題をまた出すのはためらわれたので、適当にお茶を濁すことにした。

「用事があるならメールでやり取りしろよ。携帯端末がありゃできるだろ」

「それが一昨日おとといくらいから反応ないのよ。前はちょっと困るくらいメール来てたのに」

「一昨日からメールの返信がないか。……いや、そこまで心配することでもないな。風邪で寝込んでるとか端末を両親に取り上げられたとか、何にせよ大した理由じゃあるまい」

「まさかあれじゃないよね？　失踪とか……」

「んなわけないだろ。縁起でもねえなあ」

　と言いつつも、俺は一抹の不安を抱いてしまった。

　可能性はゼロではない。タケヨシは〈ＡＦ〉のプレイヤーで、ゲームの中には失踪事件の原因──古代の神がいるのだから。

　しかし内心の不安を表に出さないように、俺はいつものノリで眞子を諭した。

「いちいち心配しすぎだって。どうせあれだろ。変な噂うわさを真に受けて、仮想世界が危ないとか思ってんだろ。まさか俺と譲のことまで心配してんじゃないだろうな？」

「あ、うん。別にそこまで考えてたわけじゃないけど……」

　動揺した彼女の声を聞いて、どうせ心配してるんだろうなあと察してしまう。

　……冗談じゃない。仮想世界は俺の大切な居場所だ。

　遊んで騒いで、笑って楽しむ。ただそれだけの場所なんだ。

　なのに何な故ぜ、こんなふうに怯おびえさせる。他でもない──眞子を。

「ちょっ……なんでそんな怖い顔するのっ！　変なこと言った私が悪かった。ごめん」

　眞子が急に謝ってくる。黙りこんだ俺を見て、怒っていると誤解したらしい。

　違う。そう伝えるべく、首を横に振った。

　眞子に怒ったわけじゃない。

　俺が怒りを感じたのは、もっと別の存在にだ。

「こっちこそごめん。怖い顔してたかもしれないけど、怒ってたわけじゃないから」

「じゃあ何」

　俺は返答に窮した。どうやってごまかそうか思案したあげく、

「眞子の胸を見てた」

「……は？」

「だからさっきのは怖い顔じゃなくて」

　エロい顔、と言ったところで耳を引っ張られる。眞ま子この顔は耳まで真っ赤だった。

「あーもう。そんな冗談が言えるなら、私がいなくても大丈夫よね。はい、あんたの鞄かばん」

　眞子は膝に抱えていた俺の鞄を、乱暴に投げてよこした。

「あれ？　いっしょに早退して看病してくれるって話じゃ」

「やっぱやめる。望ぼうの看病なんてしたらエッチなことされそうだし」

「そりゃするに決まってるだろ、普通」

　俺が笑ってからかうと、眞子は豊満な胸を腕でガードして「スケベ！」と罵り、保健室から出ていってしまった。

　幼おさな馴な染じみのうしろ姿を名残惜しく見送ったあと。保健室に一人残された俺は、彼女の膝で温ぬくまった鞄の匂いを嗅かいでみる。……そこはかとなく、いい匂いがするぞ。

『ちょっと、望』

「どわっ！　その声はひようちゃんかっ！　どこからっ!?」

　申しん公こうひようの声は鞄のポケットから響いていた。

　中に携帯端末を入れっぱなしだったことを思い出し、慌てて引っ張りだす。

　モニターのスリープモードが解除されると、ケモミミガールの姿が映し出された。

『久々に端末こっちに来てみたら、男女のいかがわしい会話を盗み聞きしちゃった』

「いかがわしい会話じゃねえって……。つーかどこから聞いてたんだよ、お前……」

　申公は悪びれもせず『わりと最初からかな』と返した。なんでも昨日の対戦のあと俺が調子悪そうだったので、念のため様子を見に現実こちらに顔を出したのだとか。

　盗み聞きはさておき彼女なりに心配してくれたようで、俺の心は少しほっこりとした。

『あのさ、ちょっと気になったんだけど』

「なんだよ」

『望ってさっきの女が好きなの？』

「はあっ!?」

　いきなりド直球に訊たずねられたので、俺は動揺して大きな声をあげてしまう。

　実際のところ、どうなのだろう。眞子について改めて考えてみる。

「昔からいっしょにいる幼馴染だから、異性として意識したことはないっていうか……」可愛かわいいし胸も大きいしちょっと心配性で世話焼きだけど性格だっていいし、いっしょにいるとほっとするしたまにドキッとするときもあるけど、もし結婚したら小高い丘の上に一軒家を建てて子どもは三人くらい、大型犬を庭に放はなし飼いにして明るい家庭を築きたい「……だからまあ、そんな感じの関係なのかな」と、答えておく。

『めちゃくちゃ意識してんじゃん、それ』

　俺の返答の行間を読んだのか、申公は冷静にツッコミを入れてきた。

　何な故ぜか急に不機嫌になった彼女はそのあと、グチグチとぼやきはじめる。

『君は昔から女運がなかったからね。いきなり離縁状を叩たたきつけられて、ボロ雑巾のように捨てられないか心配だよ。どうして男ってああいう胸が大きい女が好きなんだろ』

「眞ま子こは胸が大きいだけの女じゃないぞ。あれでわりと気が利くんだから」

『だったらさっきの女とイチャコラしてればいいじゃん。バーカ！』

　いきなり逆ギレされてしまった。

　彼女がどうして不機嫌になったのか。理由を考えてみて、俺は「おや？」と閃ひらめいた。

「……ひようちゃん、もしかしてヤキモチ？」

『な、なんでボクが君にヤキモチを焼くのさ。冗談も大概にしてよ』

　携帯端末の画面サイズに収まった申しん公こうひようは頬ほおを桃色に染めつつ、ふんと鼻を鳴らす。

　はい、ツンデレ入りました。

　思えば彼女は太たい公こう望ぼう（いわく俺の前世）に恨みがあると語っていたのに、下僕になってからはやけに協力的だ。俺がちょっかいをかけると嬉うれしそうにするし、逆に無視したら泣くしで……恨んでいるというより、むしろ最初から好感度マックスみたいな印象がある。

「なあ、ちゃん。太公望に恨みがあるって言ってたけどさ」

『う、うん。それがどうかしたの……？』

「もしかしてこっぴどく振られたのか？」

『は、はあっ!?　そそそんなわけないであろう！　どうして妾わらわがおぬしに○○××！』

　かなり動揺したのか久々に古風な口調に戻ったうえ、後半は早口すぎて聞き取れない。しかしこの反応からすると図星なのだろう。

　申公はそのあとも携帯端末の小さな画面の中で暴れまわり、『違う違う違うほんとに違うのだああっ！』と、涙目になってじたばたした。慌てふためく彼女の様子は小動物めいて愛らしく、俺は画面をタップして小さな頭を撫なでてやる。

　するとモニターのにゃんこ様は『むう……』と頬を膨らませ、急におとなしくなった。

「よしよし。お前、けっこう可愛かわいいのになあ」

『なぬっ……!?』

　何なに気げなく呟つぶやいた俺の言葉に激しく反応し、申公は発作を起こしたように息を詰まらせた。と、そこでガラガラと扉が開き、保健の先生が戻ってくる。

『か、可愛いって今のどういう意味な──』

「すまん！　今は少し静かにしてくれ！　先生がきたから！」

　慌てて携帯端末を鞄かばんに仕し舞まうと、俺は保健の先生に挨あい拶さつをして学校を早退した。

　帰宅してすぐ、安静にしようとベッドに横たわると、思っていた以上に消耗していたのか──俺はそのままぐっすりと眠ってしまった。




　夕方。

　俺はベッドから起き上がると、窓を開けて部屋の空気を入れ替えた。

　梅雨明けの生ぬるい風が肌にあたり、次第に目が覚めてくる。頭のもやは晴れていて、肩の重みも取れていた。

　……やはり無理をしていたのかもしれない。

　申しん公こうひようと出会ってからというもの、俺の生活は劇的に変化したし、考えなければならないことも多くなった。魂の力を消耗するエンシェントを使った影響も大きかったのだろう。これからは体調管理に気をつけないと。

　しばし自省したのち、俺は携帯端末を手に取った。

　ＶＲネット経由で二件、メールの着信があった。

　一件目は〈ＡＦ〉の公式からで、今朝オークションに出品したファクターが落札された旨を知らせていた。

　二件目は譲じようと眞ま子この父親──相そう馬まのおじさんからで、俺が学校で倒れたことを聞きつけたらしく、たった一行で『あとで連絡を入れろ』と書かれていた。

　おじさんは娘である眞子と同じく心配性だ。そのため俺が一年前に一人暮らしをすると告げたときは、かなり反対された。

　あのときはなかば強引に了承を取ったが、おじさんも完全に納得したわけではあるまい。連絡を入れたらきっと、今日倒れたことについて自己管理がどうのと説教され、終しまいには『一人暮らしの大変さがわかっただろう。戻ってこい』と言われそうだ。

　気にかけてもらっていることは理解しているし、もちろん感謝だってしているが、叱られるとわかった上で連絡を入れるというのは、かなり気が重い。

　心の準備ができるまで、別の用事を済ませよう。俺はＶＲコネクタを装着し、枕もとの専用端末に繋つなぐ。

　接続は視覚だけに限定し、まずは落札されたファクターの代金を受け取っておく。

　ついでに〈ＡＦ〉の公式サイトに目を通すと、新たな追加要素の告知があった。

　告知の内容にざっと目を通しながら、俺は別のことを考えていた。

　古代の神がゲーム内で悪事を働いているにもかかわらず、〈ＡＦ〉の運営は平常運転だ。俺が申公と出会う前からそうなのだから、今さらかもしれないが──現在の開発スタッフ、運営元企業〈インシティ〉は、仮想世界に潜む神について何も知らないのか。それとも、現状を知った上で放置しているのか。

　俺の脳内で再び、答えの出ない疑問がぐるぐると渦を巻く。

　少なくとも、父さんは知っていたかもしれない。だからあのイノセントを──。

　と、そこで携帯端末が着信を知らせた。考えごとの途中だったので、反射的に手に取る。

　しかし発信者が相馬のおじさんだったので、俺は電話に出たことをすぐに後悔した。

『体調はどうだ。貧血で倒れたと聞いたが』

「……はい。だいぶよくなりました」

　携帯端末から響く声は低く、威圧感があった。

　自由奔放かついい加減で、実の息子に対しても友人のように振る舞っていた父さんと違い、相馬のおじさんはドラマに出てくるような、厳格な父親のイメージそのものだ。

「心配かけてごめん。今日はちょっと調子が悪かっただけでさ」

『一人暮らしだからといって、ゲームばかりしているのではあるまいな？』

「うっ……。そ、それはまあ……その」

　俺が返答に詰まると、おじさんは怒ど濤とうのような説教をはじめた。自己管理がどうのと内容は予想どおりだったが、怠っていた自覚があるだけに耳が痛かった。

「つ、次からは気をつけます。でも一人暮らしは続けるから。なんとかやれてるし」

『お前がそこまで意地を張るつもりなら、私からは何も言うまい』

「あれ？　今日はあっさり引き下がるんすね」

『ふむ。まだ説教が足りないようだな』

「いえいえ！」

　……しまった。やぶへびだった。思わず冷や汗をかく俺をよそに、相そう馬まのおじさんは深くため息を吐く。やけにお疲れな様子なのでわけを訊たずねると、譲じようの名前が出てきた。

　おじさんは俺だけでなく、実の息子である譲の素行についても気を病んでいるようだ。

『家に顔を見せないだけならともかく、大学すらまともに通っていないようでな』

「俺もゲーム内で会ったときにサボるなって言ったけど、聞いちゃくれませんでした」

『そうか。私には連絡すらしてこない』

　再びため息が聞こえ、会話が止まる。おじさんの煮え切らない態度から、譲にまつわる複雑な問題の気配が見え隠れしていて、俺の胸中はざわついていく。

『まあ、譲のことはいい。今はお前の話だ』

「うん。本気で反省したし、次からは気をつけるから。俺は大丈夫だよ」

『わかった。今はその言葉を信じよう。ではそろそろ、電話を切るぞ』

「あ、ちょっと待って。実は父さんのことで聞きたいことがあるんだけど」

　自分の父親がどうしていなくなったか。どのようにしていなくなったか。

　そのことについては以前、おじさんから話を聞いている。

　俺が聞いた内容はいたってシンプルだ。

　わからない、というだけ。急に連絡がつかなくなって行方が知れなくなり、そのまま三年が過ぎた──まるで神隠しにあったみたいに、何の手がかりもなく。

　だからまた訊たずねてみたところで、大した情報は得られないと承知していた。なので、

『いなくなる前、父さんに変わったことなかった？』

『至って普通だったと思うが』

「たとえばだけど、急に変なこと言い出したとか、神がどうとか騒ぎ出したとか……」

『お前の父親がおかしな宗教にハマっていたということは、絶対にない』

　訊ね方が悪かったのか、おじさんは妙な勘違いをして真剣な声を出した。俺が慌てて「あとはええと、古代中国の」と言いかけると、おじさんはこんなことを言った。

『そういえば、あの男に中国語の翻訳デバイスを貸したままだったな。ゲームの開発現場に中国人が多いらしく、彼らと意思疎通を図るために使いたいと頼まれたのだよ』

「仕事で使うなら自分で買えよって思うけど……うちの父さんだからなあ。借りっぱなしなのもアレなんで、うちの書斎にあるかどうか探してみます」

　結局、得られたのはそんなどうでもいい情報だけで、最後に挨あい拶さつをして相そう馬まのおじさんとの通話を切った。父さんと神の関連について何か手がかりが得られればと思ったが、

「まあ、そう簡単にはいかないよな……」

　部屋の窓に向かってぼやきながら、俺はぼすっとベッドに横たわった。

　安静にしろと保健の先生に言われたし、今日はこのまま寝てしまおうか。一瞬だけそう考えるが、忘れないうちに件くだんのデバイスを探しておこうと思い直した。

　翻訳デバイスとは、携帯端末やＶＲコネクタの外部端子に接続すると、自動で言語を翻訳してくれる優れものだ。仕事で使うような代物なら少なくとも数万円はする。

　父親のやらかしとはいえ、そんな高価なものを借りパクというのはよろしくない。

　というわけで俺は父さんの書斎に足を運び、件のデバイスを探した。ところが見つかったのは外側のケースだけで──しかも中にはまったく別のものが入っていた。
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〈エンシェントファクター〉に存在する、俺のプライベートルーム。土ど行こう孫そんと対戦したのち、室内の様相は再び大きな変容を果たしていた。

　俺の神域と化したこの空間は、神を封じるたびにエリアが拡張されていくようだ。申しん公こうひようが改造したピンク色のラブリールームとは別に、奥に新たな部屋ができていた。

　ふわふわした絨じゆう毯たんの感触や充満するアロマ系の甘い香りに、なんとなくエッチな気分になりながら──俺はプライベートルームの奥に進み、新たにできた部屋へ足を踏みいれる。

　そこはホテルの一室といった印象の小空間だった。

　ぱしゃぱしゃと水音が聞こえたので振り向くと、部屋の右手側にドアがあり、音はドアの先から聞こえていた。

　……ここはシャワールームか。だとすれば、中にいるのは申公だろう。

　俺は引き寄せられるようにドアの取っ手をつかみ、そっと忍び込む。

　奥のシャワーカーテン越しに「ふん♪　ふん♪」と鼻歌が聞こえるものの、声の主が俺に気づいた様子はない。入り口手前の洗面台に脱衣籠があり、申公が普段から着用しているアジア風の戦闘服が脱ぎ捨てられていた。

　通常の仮想空間では、アバターの衣装変更はコマンド入力のワンタッチで可能だ。しかし神域ではわざわざ服を脱ぐ必要があるのか。さすが現実と寸分変わらぬ臨場感だ。

　そういえば申公って尻尾があるけど、衣装を着るときはどうしているのだろう。

　あまり注意して見たことはなかったが、衣装に穴が開いていてそこから尻尾を通しているのか。あるいはローライズ気味の股上からそのまま外へ出しているのか。

　そもそも古代中国の神様って、どんなパンツをはいているのだろう？

　ふんどしみたいな？

　もしかしたら、はいてないなんてことも？

　時代考証というか、あくまで学術的な興味がわいて、俺は脱衣籠に手を伸ばした。

「……何してるのさ」

「あ、ひようちゃん。えっと、その、やっほ？」

　ガラッとシャワーカーテンが開き、バスタオルに身を包んだ申しん公こうひようが姿を現す。彼女は最初に対戦したときのようなただならぬ妖気と、野生の獣じみた殺意を放はなっていた。

「落ち着いて聞いてくれ。姿が見えなかったから、ここまで探しに来ただけだから」

「ボクに声をかけなかったのはなんで？　最初から変なことするつもりだったよね？」

「まあな」

　潔く認めると、申公はにっこり笑って片手でピースを作る。

　……え？　なんでピース？　と思ったところで、目つぶし攻撃が飛んできた。

　俺は両目を突かれて悶もん絶ぜつし、神域ならではの『痛覚』を味わった。




　そのあと。シャワー覗のぞきの罰として、俺はしばらく正座をさせられた。

　申公は普段の衣装ではなくフリルのついた可愛かわいいベビードールに着替えていて、今の恰かつ好こうはある意味バスタオル一枚よりも破壊力があった。

　正座したままじっと耐えていると、彼女の怒りもようやく収まってきたのか、

「どう？　今日のボク」












　……すごく可愛かわいい。申しん公こうひようは非の打ちどころのない美少女だ。

　素直にそう思うものの、当人の前で認めるのは癪しやくというか、なんとなく負けた気分になりそうで嫌だ。いかにも『可愛い』と言ってもらいたそうな顔をされると、余計に。

「あ、実はひようちゃんに確認してもらいたいものがあって」

「おいこらあ！　なんで今シカトしたあっ！」

　シャワーを覗のぞかれて怒っていた申公だが、そっけなくされるのも気に入らないらしい。正座したままの俺の膝を、ぐりぐりと踏んでくる。

　しかし彼女からのご褒美は無視して、俺はコマンド入力で空中投影ホログラフイを表示する。宙に浮かびあがった画像を見て、申公は少し驚いたようだった。

「これって〈封神台〉じゃん」

「ああ、やっぱりそうなのか……」

　俺の手のひらの上で、真っ白な石柱のような物体がゆっくりと回転している。

　申公の言葉が正しければ、これこそが〈封神台〉──月で見つかった石碑モノリスだという。

「小さな画像でしか見たことなかったから、ちゃんに確認しておきたかったんだよ。これが月の石碑で間違いないんだな？　で、中に古代の神々が封じられていたと」

「実際に見たことがあるから間違いないよ。本物はもっと大きいけどね」

「これはＣＧで作られたミニチュアデータだしな。実寸だと五メートルはあるはずだ」

「ふうん。で、これがどうかしたの？」

「父さんが借りパクしてた翻訳デバイスのケースに入ってた。たぶん翻訳デバイスを端末にさすとき、元々さしてた記憶媒体メモリを代わりに入れたんだと思う」

　俺もよくやるが、この手の横着をするとケースと中身が一致しなくなって、あとで困ることになる。眞ま子こに音楽ディスクを貸したつもりが、中に入っていたのはエッチなゲームソフトで……なんて悲劇も起こりうるのだ。あのときのことは思い出したくもない。

　それはさておき、明らかに翻訳デバイスとは様子の異なる記憶媒体を確認してみたところ、石碑のミニチュアデータが入っていたのだ。

　月の石碑は発見当時に数枚の写真が出回っただけで、他の画像は驚くほど少ない。正体が〈封神台〉なんて意味不明なものだけに、情報が規制されているのかもしれない。

　ところが父さんが所有していたミニチュアデータには、石碑の大きさから材質、内部の構造まで──項目に【Unknown】が多いものの、事細かに記されている。

「見つかった場所が場所だし軍事機密ってことはないと思うけど、父さんはＶＲ系の技術者であって石碑の研究者じゃない。……それなのに何な故ぜか、こんなデータを持っていたんだ。どう考えてもおかしいだろ」

「じゃあやっぱり、君の父親が〈封神台〉と仮想世界の繋つながりに関係あるってこと？」

「そう……かもしれない。信じたくはないけどな」

　月で見つかった石碑。月で消息を絶った父親。父さんは〈エンシェントファクター〉の開発者で、石碑に封じられた神々は何故か、このゲームに顕現した。

　俺を取り巻く謎の全すべては──父さんと、そして月に集約される。

「やっぱり俺は、月に行かなくちゃいけないのかな……」

　呟つぶやいてみると、漠然と抱いていた夢が明確な目標となって、俺の中に築かれていく。

　月への道はきっと平へい坦たんじゃない。

　だけどそこに、全ての答えが待っているような気がした。

「月に行くのって大変なんでしょ。今の現実がどうなってるか知らないけど」

「そりゃ大変だろうけどさ。目指してみる価値はあると思うんだ。……だって今のところ、石碑モノリスに封じられた神の全てが、仮想世界に出てきたわけじゃないだろ？　そんなら他のやつらが目覚める前に、根本的な問題を解決したほうが早いじゃないか」

「うーん。確かに君の言うとおりかなあ。なんで〈封神台〉と仮想世界が繋つながったのか、ボクも気になってたし」

　申しん公こうひようは俺の意見に納得したあと、意外と冷静に釘くぎをさしてきた。

「でも上だけを見てると足元をすくわれるから注意してね。もし神が現実に復活しちゃったら、そこで終わりゲームオーバーなんだからさ」

「お、おう。もちろん今の時点で目覚めてるやつらは、俺がなんとか封じてやるさ」

　……どちらにせよ、神を封じていく過程でトークンは手に入るのだ。

　ガチャで引いたファクターを換金し、月に行く資金を貯ためていく。

　あとから〈封神〉やら世界の危機やらの目的が加わっただけで、俺が前からやってきたことと変わりはないのだから、実現性はともかく方法は至ってシンプルだ。

「むしろ問題なのは、神の襲撃を待つだけで、こちらから探す手段がないことだな」

「ボクは魂の力を感知できるから、アバターに触れば相手が神かどうかは判別できるよ。でもさすがに一人一人、この方法で調べていくのは効率が悪すぎるかな」

「そっか。でも他に手段がないなら、ひようちゃんタッチで探していくしかないな。せめて仮想世界にどれくらいの神が目覚めてるか、正確な数字を把握できればいいんだけど。……今の状態がどうなってるのかわからないってのは、けっこう怖いぞ」

「あー。それなら調べる方法があるかも。ただしちょっと時間がかかる」

「マジで？　だったらぜひとも調べてほしいんだけど」

「じゃあ君のイノセントを見せてよ。あのファクターがもし〈封ほう神しん傍ぼう〉なら、エンシェントを解析したみたいにして、目覚めた神の数を調べることができるかもしれない」

　彼女に言われるがまま、手元の残り三百六十三枚のイノセントの詳細を、空中投影で表示する。俺が見るかぎり、どのイノセントにも図面や説明文の類たぐいはなく、真っ白な紙札のような画像が幾枚も宙に浮かんでいるだけだ。

　しかし申公は、画像の一つ一つを丁寧に確認していった。

「やっぱりそうだ。各イノセントに対応する神がいて、目覚めてる場合は強い力を放はなって反応してる。だから反応があるイノセントとそうでないのを区別していけば……」

　申公の邪魔をしてはいけないと思って、無言で待つ。二十分ほど経たってからだろうか。彼女は空中投影された画像の束を二つに分けて、俺の前に置いた。

「反応があるイノセントは全部で百二十枚かな」

「二十体しか増えていないと考えるべきか、たった数日でこれだけ増えたと考えるべきか。……つってももっとひどい結果だってありえたわけだし、まだマシなほうかもな」

　結果についてそんな感想を述べると、申しん公こうひようは画像の束から一枚だけ選び、ひょいと投げてよこした。

　俺にイノセントを解析する力はないが、ひとまず渡された画像を確認してみる。

　真っ白な詳細。

　だがしばらく見つめていると、画像に微細なノイズが走る。

　封印の道しるべとなるイノセントが──まるで壊れていくかのような変化。

　ノイズが走ったのは一瞬だったが、不穏な気配を感じさせるには十分だった。

　再び申公に視線を注ぐと、頭に生えた耳は垂れ、いかにも浮かない表情をしていた。

　俺は内心の不安を押し殺しながら、彼女に訊たずねる。

「もしかして、このイノセントに対応した神が復活しそうだとか……？」

「たぶん、そう遠くないうちにね」

　申公が肯定した瞬間、俺の背筋はぞっとした。

　最近になって失踪事件が増えているというニュースがあった。事件を引き起こしているのが同一犯で、このイノセントに対応する神だとしたら──かなり早いペースでプレイヤーの魂を奪っていることになる。

　間違いなく、対戦の腕に長けた手ごわい相手だろう。

　あるいは、今までとは比べようもないほどの強敵になるかもしれない。

「神がもし現実に復活したら、君の手に負えなくなる。いや、誰の手にも負えなくなると言った方が正しいかな。だから一日でも早くこの神を見つけて、封じなくちゃ」

　内なる決意を示すように、俺はうなずきを返した。思っていた以上に事態は切迫していて、だから今はまず、足元に発生した重大な問題を解決しなくてはならないのだ。

「よし！　だったら早く神を見つけだして、ぶっ倒してやるとするかっ！」

　俺は力強く拳こぶしを握りしめると、さっそく申公を引き連れて、神の捜索に向かった。




〈砂丘〉エリアのポータル周辺。

　単調な砂地が広がるここは〈合戦場〉と並ぶ、ゲーム内有数の過疎エリアだ。

　しかし今日にかぎっては、多くのプレイヤーでごった返していた。

　ざっと見ただけで百人以上、様々な容姿のアバターが集まっている。

　申公は俺の隣で、仮想の民が織りなす喧けん噪そうを興味深そうに見つめていた。

「どしたのこれ。お祭りでもやってんのかなあ」

「似たようなもんかもな。ここでもうすぐ、タイムボーナスが発生するんだ」

「たいむぼーなすって？」

「俺も公式サイトの告知で知ったんだけど……ゲーム内で新しくはじまったイベントお祭りだよ。タイムボーナスが発生してる間、該当エリアで対戦またはミニゲームをプレイすると、報酬がいつもの二倍になる」

「ええと……いっぱい稼げるってことかな。いわゆる豊作的な」

「おうよ。対戦ならトークンがガッポガッポ。ミニゲームならアバターがぐんぐん育つ。ただし一時間でタイムボーナスの該当エリアは切り替わる」

「へえ。だからみんなここに集まって、お祭りがはじまるのを待ってるんだね」

　ただし俺たちの目的はタイムボーナスではなく、ここに集まったプレイヤーの中に神が潜んでいないか調べることだ。申しん公こうひようも本来の目的を承知しており、今も混雑に乗じてさりげなく周囲のアバターに触れて、相手が神か人間かを判別している。

「ここでお祭りが終わっても、別のところでまたやるんだよね。……だったらお祭りをやってるところだけを回れば、常にいっぱい稼げるわけ？」

「お、ひようちゃんもゲーマーっぽい発想ができるようになってきたな。もちろんボーナスエリアの周回は可能だけど、でも実際はそんなに稼げないだろうな」

「なんで？　だってガッポガッポなんでしょ」

「稼げるってことは当然、人が集まるだろ。そうなると今度は待ち時間が発生して、効率が悪くなるんだよ」

　各ポータルの許容量は上限があり、同時に対戦できるのは三十組まで。

　他は空きができるまで外で待つことになる。これはミニゲームにおいても同様だ。

　待ち時間が生じると必然的にプレイ回数が減り、時間当たりの稼ぎはむしろ下がる。

　さらには待ち時間中にタイムボーナスが終わってしまう可能性すらあるのだ。

「エリアを一人占めできれば話は別だけどな。他のプレイヤーもいるし、なかなかそうはいかないだろ。……だからここにいるやつらも本当は稼ぎが目的じゃなくて、ただ集まって騒ぎたいだけだと思うぞ」

「ふうん。そんなところもお祭りっぽいねえ。賑にぎやかなのはボクも嫌いじゃないけどさ」

　やがてプレイヤーの群れはぞろぞろと動き出し、長い行列を形成していく。

　暗黙の了解に従って誰からともなく並んでいく姿に、申公は少し驚いたようだ。

「うわあ。やけに行儀よく並んでら」

「古代の神様からするとそう見えるのかもな。でもこれがゲーム内のマナーなんだよ」

　そのあとしばらく、俺たちは神の捜索を続けた。

　整然と並ぶプレイヤーに次々とタッチしていく申公はわりと不審者だったが、アバターの可愛かわいらしさが幸いしてか、誰かに絡まれるようなことはなかった。

　作業がひと段落したところで行列から離れ、彼女に手ごたえを聞いてみる。

「今のところ見つかってないよ。あと、やっぱりこの方法は効率が悪すぎるかも。魂の力を感知しようとしても、こう騒がしくっちゃ集中もできないし」

「うーん……。じゃあ今日はこの辺で切り上げて、あとで他の方法を考えるか」

「君もまだ病み上がりだしね。あんまり無理しないで、今日はゆっくり休みなよ」

　思いがけず優しい言葉をかけられて、俺の頬ほおは自然と緩んでしまう。

「ひようちゃんにはいつも世話になってるから、たまにはご褒美をやろうかな」

「えっ？　何をくれるの？」

「おでことほっぺと唇なら、どこにチューしてほしい？」

　申しん公こうひようはにっこりと地面を指さした。

　……地べたにキスしろと言いたいらしい。

　逆にご褒美を貰もらったところで、俺は現実に戻るべくコマンドを呼び出そうとした。

　しかしそこで視界に見慣れないものが映り、コマンドを操作する指を止める。

　──ザッザッと足音を立て、整列して行進するアバターの集団。

　一つ一つの動きが統率されており、まるで一つの塊かたまり、あるいは巨大な生物のようだ。

　異様な光景だった。とくに〈エンシェントファクター〉においては。

　このゲームを遊ぶプレイヤーは対戦の勝率、アバターレベル、そしてプレイ時間と──様々な要素で個々の能力に差が生じてしまう。

　だとしても各おの々おのの立場は常に対等だ。

　初心者もベテランも。強者も弱者も。

　ともに同じゲームを遊ぶ仲間であり、互いの間に上下の関係はない。

　しかし前方からやってくる、軍隊めいて統率された集団はそうではなかった。

　先頭に立つプレイヤーは間違いなく、後続の集団を従えていた。彼が纏う赤いプロテクターは、己が集団の絶対的な支配者だと誇示するように、禍まが々まがしい光沢を放はなっている。

「譲じよう……？」

「誰かと思ったらお前か、望ぼう」

　集団を指揮しているプレイヤーは譲だった。

　見れば後続を歩くのも彼の所属するクランメンバーたちだ。しかし集団にかつての和気あいあいとした空気はなく、譲以外のアバターはみな、能面のような無表情を貫いている。

　以前とはまるで異なる彼らの佇たたずまいに、俺はぬぐいようのない違和感を抱いた。

「タイムボーナスのエリアを回ろうって話になってな。今からみんなで行くところだ」

「あ、それならやめといたほうがいいかも。かなり長い行列ができてるし、今から行っても、待ってるだけで終わっちゃうぞ」

　俺としては軽く助言したつもりだったが、譲は気分を害したのか、ぎろりと睨にらみつけてくる。そして思いもよらない言葉を吐いた。

「行列なんて無視すりゃいいだけの話だろ。どうしてバカ正直に待つ必要がある」

「はあ？　そりゃマナーの問題だろ。行列の割り込みなんてよっぽどじゃないか」

　俺は驚いて反論した。しかし譲は鼻で笑う。

「つっても違反行為じゃねえ。単に暗黙の了解でそうなっているだけだ。運営側が決めたならともかく、プレイヤー同士で決めたルールに、オレが従えってのか？」

　とっさに否定しようとしたが、返答に迷って、俺は結局、押し黙ってしまう。

　……譲じようの言葉はあながち間違いではない。

　プレイヤー間で作り上げたルールに強制力はないし、破ったところでアカウントがはく奪されるような罰則は生じない。

　しかし場にいるプレイヤーは間違いなく気分を害するだろうし、いさかいだって起こるかもしれない。ゲームで嫌な思いをしたくないから、楽しく遊びたいから──みなが不文律としてマナーを守るのだ。

　それくらいの理屈、譲だってわかっているはずなのに。

「オレは最強のプレイヤーだ。何をどうするかは自分で決める。だから、横でわめくな」

「んな……っ！」

　何がどうなっているのか、譲はまるで人が変わったように横柄な態度だ。

　あまりに不遜な物言いに、俺は憤りを通り越して呆あきれてしまい、譲を諌いさめてくれるメンバーはいないかと視線をさまよわせる。

　ところが後続の集団も彼の意見に同調し、非難に満ちた視線を俺に浴びせかける。

　そして集団の中で、見覚えのあるアバターを見つけた。

　グラマラスなドラゴネット。彼女は誰よりも剣けん呑のんなまなざしを向けていた。

「タケヨシ……」

「さっさとどっか行ってくれない？　こっちは忙しいんだからさ」

　彼女は譲の隣にいて、集団の指揮を補佐するように立っていた。声は今までにないほど刺とげ々とげしく、あきらかに俺という存在を拒絶していた。

　……少し打ち解けたと思っていたのに。

　彼女の態度に少なからずショックを受け、俺は言われるがまま道を譲ってしまう。

「今度から邪魔しないでよ。あんたってほんと、うざったいんだよね」

　タケヨシが譲の手を引くと、彼は集団を従えて去っていく。

　俺はその後ろ姿を見送りながら、彼らから漂う不穏な気配に眉をひそめた。





















第四回　望を取り巻く仮想と現実






　第四回　望ぼうを取り巻く仮想と現実
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　時が経たつのは早いもので、あれから二週間が経過し、暦は七月に変わっていた。

　神の捜索は続けているものの、今のところ大した手がかりは得られていない。

　しかし失踪事件もパッタリと起こらなくなり、事態は停滞していた。

　魂を奪われるプレイヤーがいないにこしたことはないが……敵の動向が読めないのはなんとも不気味である。とはいえ今は、地道に捜索を続けていくほかないのだが。

　それはさておき、捜索の途中で一般プレイヤーから対戦の誘いを受ける機会があった。

　断ってばかりもいられないので彼らと幾度となく対戦し、そのたびに勝ち続け──タイムボーナスの該当エリアを回っていたために稼ぎの効率もよく、気がつけば所持品リストにはかなりのトークンが貯たまっていた。

　そして今日になってガチャを引いた結果、俺にしては珍しく首尾が上々だった。

「なんだか嬉うれしそうだね、望ぼう。ずっとニヤニヤしてるから、ちょっとキモいけど」

「ふふふ。今日だけは許してくれよ。マジで大当たりだったんだから」

　プレイベートルームに備えつけた仮想ソファから起き上がり、申しん公こうひようが座るスペースを作る。ベビードール姿の彼女が隣に腰を下ろすと、ふわりと甘い匂いが漂ってきて、身体が少しムズムズとした。

「対戦で使えそうなのはストックしとくけど、それでもかなりの大当たりだったからな。余ったファクターを換金すれば、今の相場なら二百万になる。手持ちの金と合わせれば八百万だから……月に行くために必要な資金も、残りあと二百万ってところだな」

「月かあ。ボクも連れてってくれるよね？　携帯端末の中でおとなしくしてるから」

「そりゃ携帯端末は持っていくけど……。つーかお前、わりと楽しみにしてんのな」

　月の石碑モノリスに封印されていた申公も現実の月都市ルナシテイは見たことがないようで、どんな場所か興味があるらしい。彼女はそこで、さらっととんでもないことを言った。

「実はこの前、月都市の情報端末にハッキングを仕掛けてみたんだけど」

「はあ？　ハッキングってマジで？」

　……サイバーな神様だと思っていたが、まさか本当にそんな荒事が可能だったとは。

　驚きよう愕がくのあまり開いた口がふさがらない俺に向かって、申公は苦笑いを浮かべる。

「でも守りが固すぎて、すぐ戻ってきちゃった」

「そりゃそうだろうよ。あそこは世界最高峰のセキュリティだぞ……」

　月都市の情報端末は、アメリカの国防省やロシアの諜ちよう報ほう機関と同等か、それ以上に強固なセキュリティを有していると言われている。大企業や国家の重要な研究施設が集結しているのだから、当然といえば当然かもしれない。

「ボクとしては人間が作ったものごときに負けたみたいで不服だけどね。そもそも地球から月にアクセスするからパフォーマンスが落ちるんだよ。月で直接ハッキングを仕掛けることができれば、絶対にイケると思う」

「お前、急にとんでもないこと言いだすなあ……」

　申しん公こうひようのスーパーハカーっぷりに、思わずドン引きしてしまう。

　しかし途中で冷静になって、今後のことについて考えてみた。

　俺がもし月都市ルナシテイに行ったとして──父さんの行方や石碑モノリスの謎について、どうやって調べればいいのか。

　自力で探しそうにも土地勘はないし、現地の人間を紹介してもらうコネもない。

　そもそも企業や国家の研究施設が立ち並ぶエリアに、ただの一般人でしかない俺が立ち入ることは不可能だろう。

　だったら申公のサイバーな力に頼って、月都市の端末から情報をサルベージしてもらうのが手っ取り早いかもしれない。

　ハッキングがバレたときのことを考えるとそら恐ろしいが……他の方法は思いつかないし、ある程度のリスクは覚悟するほかない。

　目的と手段が決まったなら、きちんと計画を立てて、残りの資金を貯ためるだけだ。

　あとは月に行く前に、復活しそうな神を見つけ出して封じておく。

　──課題は山積みだが、今はやれるだけのことをやっていこう。

　気合いを入れ直したところで、ガチャで引いたばかりのファクターを手元に残すものと換金するものに分けていく。俺の作業を見ていた申公が、こんなことを訊たずねた。

「ファクターって本当に種類が多いよね。どんなものか全部、覚えてるわけ？」

「当然。たまに存在を忘れちまうようなマイナーなのもあるけど、大体は把握してるぞ」

　感心したのかゲームバカだと呆あきれたのか、彼女は「へえ」と、間抜けな声を返した。

「んじゃひようちゃんにここでクイズ。ファクターは全部で四種類ある。答えて」

「エンシェント、オブジェクト、エフェクト、あとユニットだっけ」

「正解。続けて、エンシェント以外のファクターはどんな特性がある？　それも答えて」

「え、えっと……」

　申公は答えがわからず、視線を宙にさまよわせた。

　いまだ〈ＡＦ〉の根本的な知識を把握しきれていない彼女のために、俺はファクターの分類について、簡単におさらいしてやることにした。

「オブジェクトは武器や道具を実体化させる。エフェクトは対象に特別な効果を付与する。ユニットは使い魔ユニツトを召喚して支援させる。これがそれぞれのファクターが持つ特性だ」

「じゃあボクを召喚する〈雷獣鈴ライジユウリン〉はユニットに近い特性を持ってるわけだね」

「おうよ。〈打神鞭ダシンベン〉と〈地潜錐チセンスイ〉はオブジェクトに近いな」

　エンシェントは魂を消耗することを抜きにすれば──基本的な三種のファクターである【オブジェクト】【エフェクト】【ユニット】に沿った特性を持つ。ただし神の力が具現化したデータだけあって、ゲームバランスを崩壊させるほど強大な力を宿している。

「じゃあラスト。この問題に答えられたら、ご褒美をやるぞ」

「いらないってば。またチューとか言うんだろーし」

「あ、そう。なんでも言うこと聞いてやろうと思ったけど、いらないならまあいいか」

「やっぱ挑戦する！　何でもって何でもだよね。……たとえばボクが『自分の首を斬って、頭だけで空を飛んでみて』って言ったら、望ぼうはやってくれるんだよね？」

「怖っ！　んなことできるわけねえだろっ！　どんだけ無む茶ちやぶりだよっ！」

「ボクはできるよ。見せてあげよっか」

　申しん公こうひようはそう言ってニヤニヤした。

　さすが古代の神様と言うべきか、意外とハードなジョークをカマしてくる。

　こんなに可愛かわいらしい彼女の、そんな殺伐とした特技は見たくない。

「ご褒美はもっと楽しいのにしようぜ。……つっても俺の問題に答えられたらだけどな。エンシェントを抜いた基本的な三種のファクターのうち、エフェクトだけ他にない特殊な性質がある。それは何？」

「ぐぬぬ……」

　申公は答えがわからず、ものすごく悔しそうな顔をした。

　小声で「望に鼻からスパゲティを……」と言っていたので、彼女が正解できなくて本当によかったと思う。

「正解を言うぞ。他の二種と違って、エフェクトだけは使い捨てなんだ」

「つまり一度使ったら、それっきりってこと？」

　俺はうなずく。

　オブジェクトとユニットは霧散しても手札に戻るだけで、次回からまた使用できる。

　ところがエフェクトは使用した時点で手札から消失してしまうのだ。

「同じエフェクトをまた使いたかったらガチャで引くか、オークションで落札して補充するしかない。手間がかかる分だけ、他の二種より性能が強力に設定されているんだ」

「じゃあエフェクトが一番、換金しやすいんだね。補充するたびに売れるわけだし」

「お、ご名答。よくわかったじゃん。ちなみにこれは〈反魔鏡リフレクトミラー〉な。ほら、お前がまんまと引っかかったエフェクトだよ」

「わざわざ詳細画面を表示しなくていいよ。ボクとしては見たくもないんだから」

「そっか。……まあ発動条件を揃そろえるのが大変だし、あからさまなカウンターに引っかかるのなんてひようちゃんくらいだし、これは売りに出しちまおうかな」

「あのさ、そうやって暗にバカにするのやめてよっ！」

　申公をからかってみたものの、俗に『スクラップ』と呼ばれる〈反魔鏡〉が、神域での対戦において切り札ワイルドカードとなりえたのは見逃せない事実だ。

　通常の仮想世界と異なる空間、通常の対戦とは異なる戦い──あるいはそういった要素フアクターも含めて、手札を吟味する必要があるのかもしれない。

　しかし魂を賭けて戦う中で、あえてゴミっぽいものを入れるのは勇気がいる。

　だからメインで使うのはやはり、単純に強くて使いやすいファクターだ。たとえば、

「ひようちゃん。これは〈絶対防御インビンシブル〉ってエフェクトだ。その名のとおり、三十秒間だけまったくダメージを受けない無敵状態になる。どうだ、すげえだろ。……値段もすごいんだけどな。なんと今の相場で十二万円だ」

「無敵になるって便利だね。でもやっぱり売っちゃうわけ？」

「いや、これは命綱になりそうだから売らない。〈ＡＦ〉の対戦はＨＰを回復する手段がほとんどないから、なるべくダメージを受けないように戦ったほうがいいんだよ。……つってもなかなか難しいけどな」

　対戦のときに雷獣として呼び出す都合上、申しん公こうひようにも手札の内容を把握しておいてもらったほうが助かる。俺は手元に残すファクターを分類するついでに、性能の詳細を一つ一つ彼女に説明していった。

「オブジェクト系は巨大な金属壁を作る〈堅牢障壁ハードシェル〉と、攻撃力は低いけど間合いの広い〈豪傑剣グランバスタード〉。あと遠隔系の〈蒼の長弓ブルーバード〉も便利だから入れておく。最終的な攻撃は〈打神鞭ダシンベン〉に頼るから、防御系のファクターを多めに入れるとして……おっと」

　俺はあるエフェクトを見つけ、作業を止めて考えこむ。申公が興味深そうな声で、

「もしかしてハズレってやつ？　そういうのもちゃんと引いてんだね」

「いや、この〈時砂の器リブートエツグ〉はスクラップじゃない。ちゃんとした使い道があるエフェクトだぞ。……ただ、俺がうっかり使うと大惨事が起こるけどな」

「何それ。大惨事って身体が干からびちゃうのと、どっちがやばい？」

「うーん、どっちだろうなあ」

「……迷うほどやばいの？」

　実際のところ〈時砂の器〉にそこまでの危険はないものの、俺のようなベテランプレイヤーは、まさしく身体が干からびるような苦しみを味わうはずだ。その力とはずばり、

「このエフェクトを使うと、アバターが初期化されるんだ」

　俺の説明を聞いて、申公はきょとんとしていた。

　ゲームの知識に疎うといと、アバターの初期化がどれほどヤバイかわからないのだろう。

「初期化ってのはつまりデータが消えるのと同じだな。手持ちのファクターが全部なくなって、アバターはレベル１に戻る。……文字通りゲームをスタートしたときの状態に戻すから『初期化』って言うんだよ」

「素朴な疑問なんだけど、最初の状態に戻してなんか意味があるわけ？」

「このゲームの成長システムがポイント振り分け制だって話は前にしたよな」

「アバターの能力を自由に強化できるってやつでしょ」

「おうよ。たとえばＨＰにポイントを振ってたけど、途中でやっぱり【敏びん捷しよう力】を伸ばしたくなった──そんなときに初期化してやり直すんだ。レベルが低いうちはアバターの成長が早いから、一いつ旦たんレベル１に戻してから【敏捷力】にポイントを振り直したほうが、手っ取り早いこともある」

　しかし初期化なんて手段が使えるのは、低レベルのときだけだ。

　アバターのレベルが上がれば上がるほど、次のレベルアップに必要な経験値は増えていく。具体的にはレベル１から１００と、６００から６０１に上げるために必要な経験値はほぼ同じだ。

　俺みたいな高レベルのプレイヤーは、数か月どころか数年単位の年月をかけてアバターを育てている。だからもし〈時砂の器リブートエツグ〉を使うと、とんでもない大惨事になるわけだ。

「想像してみろ。数年分の苦労が一瞬で水の泡だ。やばいだろ」

「完全にトラップだね、それ……」

　申しん公こうひようもアバター初期化の危険を理解してくれたようで、乾いた声を返してくれた。

　と、そこで一つ疑問が浮かんだので、話のついでに訊たずねてみた。

「俺のアバターが初期化された場合、神の力を封じたエンシェントはどうなるんだろ」

「封印が解けるかってこと？　それはないと思うけど」

「思うけどって……不安になるなあ。アバターが初期化されて倒したはずの神が復活！　なんてことになったらマジで笑えないぞ」

「大丈夫だってば。そもそも〈封神〉は君の魂に宿った力なんだから。ゲームのシステムに倣ならってはいるけど、まったく別種の力が作用していると考えてほしいな」

「なるほど。だったらいいんだけどさ」

　俺が安あん堵どの息を吐くと、申公はにやりと意地の悪い笑みを浮かべた。

「どうしても気になるなら試してみればいいじゃん。ボクとしては望ぼうが阿あ鼻び叫きよう喚かんするところが見たいし、いつでも協力するよ☆」

　……勘弁してくれ。アバターの初期化なんて、想像すらしたくない。




　翌日の学校。

　専門授業で別の教室に向かう途中、渡り廊下で眞ま子こに会った。

「おーい！　そこのへなっとした男子ーっ！」と大声で呼び止められたので無視するわけにもいかず、俺は彼女のもとに歩み寄り「なんすか」と、あえてよそよそしく応じた。

「へいへい、ノリが悪いよお。もっと元気よくいこうよお」

「そういうお前はやけにテンション高いな。夏休みが近いからか？」

「違うでしょ違うでしょ。ほらほら、あるでしょ、ほかに」

「……わかってるよ。来週の月曜が誕生日なんだろ。まこちゃんはいくちゅになったでちゅか？」

「じゅうななちゃいっ！」

　軽く煽あおってみたら、全力で乗っかられてしまった。たかが誕生日でよくここまで浮かれた気分になれるなとは思うものの、眞ま子こが元気な姿を見せてくれるのは嬉うれしかった。

「今年も家族でお祝いするんだろ。プレゼントは何がいい？」

「うちに来ていっしょにケーキを食べて、お祝いしてくれるだけでいいよ」

　意外にも慎つつましくそう言って、眞子は俺の背中をぽんと叩たたいた。昔から誕生日は彼女の両親と兄の譲じよう、そして俺が集まって、相そう馬まの家でケーキを食べるのが習わしだ。

　今年も招待されたことを嬉しく思いつつ、俺は一抹の懸念を抱く。眞子も同じようで、

「今年はお兄ちゃん、来てくれるかな……」

　急に寂しそうな声を出した彼女に、俺はどう返すべきか迷った。

　去年はなんだかんだと理由をつけて、譲は眞子の誕生日会に来なかった。

　大学が忙しいのだろうと、当時の俺は気にしなかったが──今にして思えば、あのころから二人の関係はぎくしゃくしていたのかもしれない。

　はたして今年は来るのだろうか。

　仮想世界で最後に見た譲の姿を思い浮かべると、望みは薄いように思えた。

「譲だって来てくれるよ。おばさんがご馳ち走そうをいっぱい作ってくれるんだし」

「うん、そうだよね……」

　俺は心にもないことを言い、眞子はまるで自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいた。




　その日の夜。俺がいつものように〈ＡＦ〉内のプライベートルームに行くと、申しん公こうひようが空中投影で表示した画像をいきなり、こちらに投げてよこした。

「何だこれ。氏名、住所、あと顔写真が載ってるけど……履歴書かな」

「ここ数か月分の失踪者リストだよ。警察の端末をハッキングしておいたから」

「月都市ルナシテイの次は、警察の情報端末かよ……」

　自分の成果を誇ってダブルピースしてくる申公に、俺はため息を漏らす。

　申公は今、俺が所有するデータとしてＶＲアカウントに関連づけされている。

　なのでもしハッキングがバレた場合、お縄につくのは仮想世界のキュートな神様ではなく、現実世界に生きるごく普通の高校生な俺である。

　ガチで犯罪なのだから、できればやる前に相談してほしいが──こうして情報が手に入ると非常に助かるので、あまり強く言うことはできなかった。

　ひとまず渡された失踪者リストに目を通していく。

　やはりと言うべきか、世間に公表されていない事件があったようだ。俺が把握していたよりも失踪者の数は多かった。

　ページをフリックするめくるたびに履歴書めいた顔写真は切り替わり、会ったことのない『誰か』の詳細データを示していく。

　……正直なところ、気が重くなる作業だった。

　神によって魂を奪われたプレイヤーが、どこかの誰かではなく、名前と顔のある個々の人間だと認識してしまうからだ。

　認識してしまえば、想像してしまう。失踪者にも家族や友人がいて、現実から消えてしまった彼らの身を案じ、今も悲しみ、苦しんでいるのだと。

　しかし俺は、この事実データと向き合わなければいけないのだろう。知らぬところで起きた他ひ人と事ごとではなく、現実に存在する人々を救うのだと──覚悟するために。

　新たに手に入った情報について、申しん公こうひようがいくつか分析してくれた。

「最近は新たな失踪者が出てないけど、もし魂を奪うペースが前のままだったら、敵は二週間か一ヶ月そこらで現実によみがえっていたはずだよ」

「事件が発生しなくなったタイミングは、俺が〈封神〉をはじめたころと一致してるし、標的は今のところ活動を止めて、潜伏していると考えるのが自然だろうな」

「あと複数の神が同じ時期に暴れてるって可能性もなくなったかな。封印されたやつらってみんなフリーダムな気質だから、ここまで統率の取れた動きはできないと思うよ」

「なるほど。てことは目下、倒すべき敵は一体か」

　とはいえ対戦が一対一である以上、数体の雑ざ魚こよりも一体の強敵のほうがよっぽど厄介かもしれない。いまだ見つからない敵に対して苛いら立だちを覚えながら、俺は言った。

「もっと情報が欲しいな。警察の情報端末だけじゃなくて、一般プレイヤーや外部サイトの掲示板からもどんどん拾っていこう。……あとはひようちゃん以外の神から事情聴取できればいいんだけど。この前、土ど行こう孫そんを倒す前に情報を聞きだしておけばよかったな」

「だったら事情聴取すりゃいいじゃん。封じた魂こん魄ぱくがあるならできるはずだよ」

「それって、土行孫を呼び出すってことか……？」

「うん。ボクが今、君の前にいるみたいにさ」

　申公はそう説明したあと、

「だけど封じる前に『下僕』として契約したボクと違って、あとからエンシェントで呼び出すのは少しハードかも。魂の力を使いすぎて干からびないように注意してね」

　注意しろと言われても、具体的にどうすればいいのかまったくの謎だが──とにかく今いるプライベートルーム、つまり俺の神域でエンシェントを展開すれば、封じた魂魄から神本体を呼び出すことができるという。

「んじゃ呼びだしてみるか。土行孫のやつ、急に襲ってきたりしないよな？」

「大丈夫でしょ。本気で危害を加えられるなら、ボクがもうやってるっての」

　……この前シャワーを覗のぞいたときは目つぶし攻撃を食らったし、最後の言葉もかなり不穏だ。しかしさすがに命を奪われることはないだろうと思い直し、俺は土行孫を呼び出すべく〈地潜錐チセンスイ〉を展開した。

　プライべートルームのソファに申公と並んで座り、エンシェントから粒子が湧き出るのを眺めていると、やがて可か憐れんな衣装を身に纏まとった小柄な少女が現れた。

　こうして目の前に現れた土行孫は、平伏するようにしゃがみこむと、

「いやあああんっ！　ご主人様あああああっ！」

「ちょっ……ぐえ！」「あぎゃあ！」

　低い体勢から猛烈なタックルをかまし、俺を強引に押し倒した。隣にいた申しん公こうひようは土ど行こう孫そんに弾はじき飛ばされ、ごろごろと転がってリビングの壁にぶち当たって目を回した。

「封じられたからには開き直って身も心も捧ささげるですっ！　うちをご指名した理由はなんですの？　いいえ、男が女を呼ぶ理由といったら一つしかないですのおっ！」

「お、落ちついてくれっ！　ちょっ……お前！　なんで服を脱ぎだすんだよ！」

　ソファの上で俺にマウントポジションを取った土行孫は「掘削……うちを掘削してくださいまし」と呟つぶやきながら半裸になる。

　小柄なわりに意外とボリュームのある胸がぽうんと揺れ、俺は貞操の危機を悟った。

　命を奪われることはなくても、童貞を奪われることはあるというわけか。

　しかし神域とはいえ、仮想空間でアレできるのだろうか？

　いや、それはすぐにわかる。

　まさかゲームの中で大人の階段を上るとは──。

「おいこら、この痴女！　ボクの望ぼうに何やってんのさ！」

　いつのまにか復活していた申公が、土行孫の脇腹に膝蹴りを叩たたきこむ。

　土行孫は勢いよく弾き飛ばされ、リビングの壁にぶち当たって目を回した。

「ふう、あぶねえ……。助かったよ、ちゃ──」

「君も抵抗しなよお！　ばかあ！」

　言葉の途中で、申公が強烈なボディーブローを叩き込んでくる。

　強引に押し倒された俺の立場からすると、かなり理不尽な一撃だった。




　そのあとしばらくして、土行孫は意識を取り戻した。

　申公以上に行動の読めない少女の神に内心で怯おびえつつも、俺はこう諭した。

「土行孫、反省したか？　女の子に押し倒されたら、俺は男としての立つ瀬がないぞ」

「は、反省したです。そういえば三千年前もこれをやらかして封印されたですの」

「封印された理由ってそんな下らないことだったの？　……まあいいや。ツッコミを入れてたらキリがないし。さあて土行孫、君にいくつか聞きたいことがあるんだけど」

　平静を取り戻した申公が場を仕切り、土行孫に事情聴取をする。

　現在の状況についてざっと説明したあと、何か有益な情報はないかと訊たずねた。

「復活しそうな神がいるとしたら、ナインテイルかもしれませんの。実はうちを太たい公こう望ぼう様にけしかけたのもそいつですの。今なら楽勝でヤレるって聞いてたのに……。あんにゃろうめ、いつかぐちゃぐちゃに掘削してやるです」

　わりかし物騒な物言いで、土行孫は心当たりのある神の名を告げた。

　彼女の告げた名を聞いて、申公はものすごく嫌そうに顔をしかめる。

　まるでゴキブリとお化けを、同時に見つけたような表情だ。

「九尾の狐ナインテイル……。あいつの仕業なんだね……」

「ナインテイルってもしかして、三千年前に国を乗っ取ったってやつか？」

　申しん公こうひようはうなずく。俺もその名は前に聞いていた。

　かつて太たい公こう望ぼうに封印された神の中で、もっとも大きな悪行を働いた存在。

　ナインテイルは妲だつ己きという美女に化け、当時の中国大陸を支配していた殷いんの王──紂ちゆう王おうを誘惑し、自らの傀かい儡らいとすることで国を丸ごと乗っ取ったのだ。

　そしてこの悪行こそが、太公望が神を封じるきっかけを作ったという。

　当時の状況について、いつだか申公はこう語っていた。

「国中から美女を集めて──まあ、実は人間じゃなかったけど──毎晩どんちゃん騒ぎの贅ぜい沢たく三ざん昧まいだわ、ひどい重税を課して領主や民を苦しめるわ、善良な家臣をノリで処刑するわで、ナインテイルと仲間たちはクズのかぎりを尽くした。……あ、そうだ。望ぼうは〈酒池肉林〉って言葉を知ってる？」

「宴会を開いて贅沢するって意味の四字熟語だろ。なんとなくエロい響きがあるよな」

「君の頭はエロばっかりだなあ。でも意味は合ってるかな。〈酒池肉林〉って言葉の由来となったのが、紂王がナインテイルにそそのかされて開催した宴会だよ」

　紂王が開催した〈酒池肉林〉は『お酒を集めて池を作り、肉の塊かたまりを吊つるして林に見立て、男と女がフルヌードでおいかけっこする』という、不健全な高校生の代表たる俺でも思わずドン引きしてしまうほど、ハメを外した宴会である。三千年前のバカ騒ぎが今でも四字熟語として残っているのだから、黒歴史っぷりは相当なものだ。

　そしてそんな狂人めいた宴を裏で企画立案し、実行したナインテイルこそ──土ど行こう孫そんをそそのかしたあと、今も仮想世界に潜み、プレイヤーの魂を奪い続ける神だという。

　敵の正体が判明したところで、俺はこんな感想を述べた。

「ゲームの知識もありそうだし、なんだか厄介そうな相手だな」

「実はボクが目覚めたとき、仮想世界の情報をくれたのがナインテイルなんだ。……今にして思えば、ボクも土行孫と同じで、あいつの言葉にのせられてた気がするよ」

　となるとナインテイルは当初、他の神をけしかけて、脅威となる太公望──つまりは俺を排除しようとしていたわけだ。

　自らは手を汚さず、安全圏から策を弄す。そんな行動からも、敵の狡こう猾かつさがうかがえる。

「ナインテイルは化身の術が得意で、ボクじゃ正体を察知できるどうかもわからない。おまけに賢しくて用意周到だから、今ごろはきっと、ろくでもない策を準備してるよ。ぶっちゃけ今の状況はマジでやばい。終わったかも」

「ちょっ……待ってひようちゃん！　諦めるのが早いから！　もっと頑張ろうぜ！」

　申公が早くも匙さじを投げたので、俺は冷や汗をかいた。

　……ナインテイルという神は、それほどまでに強大なのだろうか。

　俺たちのやり取りを見ていた土行孫が、追い打ちをかけるようにぽつりと呟つぶやいた。

「ナインテイルのやつ、もっと効率よく魂を集める方法を思いついたって言ってたです。どんな方法か教えてくれなかったから、今でもちょっと気になってるですの」

　俺は眉間にしわを寄せた。情報が得られれば得られるほど、危機感が募ってくる。

「今はなりを潜めてるからいいけど。ナインテイルがまた活動をはじめて『効率のいい方法』なんてのを実践しはじめたら、もしかすると──」

「すぐにでも現実に復活するかもしれないってことか。とんでもねえな……」

「終わったね」

「だから勝手に終わらせるなっ！」

　俺はそのあと、申しん公こうひようを伴ってゲーム内の様々なエリアに足を運び、ナインテイルを捜索したが──結局、その日もまったく手がかりは得られなかった。





　　　　２






　土ど行こう孫そんを呼びだしてから数日後。

　今日は金曜日で、俺は学校の昼休みに眞ま子こと昼食をともにする約束をしていた。

　待ち合わせ場所の屋上に足を運び、彼女を待つ。

　七月の空は青々と晴れ渡っていて、じっと目を凝らせば、遠く種子島近海にそびえる軌道エレベーターの姿を、うっすらとした白い縦線として確認することができた。

　手持ち無沙汰だった俺は携帯端末からＶＲネット経由で、月に行く手順を調べる。

　ちなみに今日は携帯端末に申公は宿っていない。彼女は最近、様々な情報端末にハッキングを仕掛け、〈ＡＦ〉内の出来事や失踪者の情報を集めているのだ。

　さて月に行く場合、まずは軌道エレベーター経由で宇宙ステーションに向かう。

　最近は格安の旅行ツアーもあるし、宇宙ステーションまでなら、ちょっとした海外旅行程度の感覚で行くことが可能だ。

　しかしそこから月に向かうとなると、一気にハードルが上がる。

　宇宙ステーションから旅客シャトルに乗っていくわけだが、シャトルの料金が往復で八百万円。月都市ルナシテイの入港に必要な許可証の発行費で百万。そこからホテル代（目安として一週間）などの滞在費を加えていくと、やはり一千万円は必要だ。

　これまでに貯ためた分と父さんの預金通帳を合わせた六百万、先日の大当たりで稼いだ二百万──全財産をはたいてもやはり、まだ二百万ほど足りない。

　なんとか渡航費を安く済ませる方法はないかと調べるが、成果は芳かんばしくなかった。

　そもそも科学技術や文化の発信地として憧れの都となっているわりに、月都市の情報はあまりにも少ないのだ。

　国や企業から発表される情報、観光スポットの案内などはあるものの、それ以外のもっと細かな情報──とくに個人レベルで発信されているものは、ほとんどないと言っていい。

　これは月都市だけでなく、そこに住む住人の情報についても同様だ。

　ＶＲネットは地球と月で繋つながっているが、月の住人はかなり閉鎖的で、地球圏の人々が集まる空間に姿を現さない。

〈ＡＦ〉においては地域ごとにサーバーが分かれていることもあって、ゲーム内で月のプレイヤーと交流する機会はほとんどない。

　一つだけ例外があるとすれば、公式のオークションサイトだろうか。

　オークションにかぎっては全サーバー共通なので、日本のプレイヤーが出品したファクターを、月都市ルナシテイのプレイヤーが落札する……なんてケースは珍しくない。

　この場合はドルで支払われるが、月に住む方々は基本的にセレブなので、かなり景気のいい値段で落札する傾向にある。おかげで今やファクターの相場はバカみたいに上がり、俺のような高校生でも二百万なんて大金を稼ぐことができるわけだ。

　それはさておき、俺は月の地下に存在する都市について、なんとなく釈然としないものを感じていた。

　煌きらびやかなイメージだけが先行し、どんな雰囲気でどんな人々が住んでいるのかと、具体的に調べれば調べるほど全容が見えなくなり、とらえどころがなくなっていくのだ。

　──まるで仮想世界よりも幻想的で、謎めいた場所であるかのように。

　あるいは俺が目指す月とは、古いにしえの時代からそうであったように、今もそういう神秘的な場所なのかもしれない。

　やがて屋上に眞ま子こがやってきた。俺は調べものをする手を止めて、彼女に手を振る。

　眞子は左右の手に一つずつ、お弁当を入れた巾着袋を提げていた。

　今日は料理の試食という名目で、彼女に手作りのお弁当を作ってもらった。

　もし他の男子生徒に知られたら、それこそ体育館裏に呼び出されかねない行動である。

　眞子と隣りあって座り、俺は相変わらず美味な手作り弁当に箸をつける。

　おかずのメインは鶏とり肉にくと野菜のあんかけ炒いためだ。

　レンコンを一口かじってみると、シャキシャキした歯ごたえとトロッとしたあんが絶妙にマッチしていて、ほっぺたが落ちそうになった。

　うめえうめえと連呼してお弁当を食べる俺に、眞子は言った。

「さっき真剣な顔で携帯端末を見てたけど、エッチなサイトじゃないよね？」

　眞子はそう言ってから「あ、ゲームのサイトかな」と付け足す。

　俺が真剣になるのはエッチなことか、ゲームのことだけと言いたいらしい。

「月に行く手順ほ調べたんら……もぐもぐ」

「ちょっと食べながら喋しやべんないでよ。月に行くって、いつ行くつもりなの」

　俺は口に含んでいたトマトを呑のみこんでから、彼女の質問に答えた。

「もうすぐ夏休みだから、目安としてはそのタイミングがベストかな。実際はどうなるかわかんないけど、とりあえず近いうちに行くと思う」

「じゃあ、お父さんを探しに行くわけね」

「いや、今回は観光みたいなもんだな。父さんのことは……まあ、ついでに」

「またそんなこと言う。素直になりなって」

　眞子は続けて「お父さんを探したいんでしょ」と念を押すように言った。

　……違う。あくまでメインは別の目的だ。

　そう否定しかけたが、途中で思い直し、俺は食べかけのお弁当を脇に置いた。

　仮想世界に神が顕現した理由を探るなど、月に行く目的は他にもある。

　だけど父さんを探すことだって、重要な目的であることに違いはない。

　それを『ついで』なんて言ってしまうのは、自分が意固地になっていた証拠だろう。

　さすがは幼おさな馴な染じみだ。眞子は俺よりも、俺のことをよく知っている。

「父さんは母さんが亡くなってから、ほとんど仕事で家を空けてたからさ。どっちかっていうと俺の父さんがたまに会う『おじさん』で、眞ま子この父さんが本当の『父さん』みたいな感じなんだ。……昔から知ってんだし、眞子だってなんとなくわかるだろ？」

「そりゃまあ少しはね。でも望ぼうってお父さんが家に帰ってくると、いつも嬉うれしそうにしてたじゃん。だからお父さんのこと、嫌いなわけじゃないんでしょ？」

　俺は無言で、彼女の言葉にうなずいた。

　父さんが仕事で忙しいことは、幼いながらも理解していた。

　お土産で持ってくるＶＲ系の機器やゲームにはいつも魅了されたし、そんな夢のアイテムを、他でもない自分の父親が開発したという事実に、誇りすら感じていた。

　ただ俺は、父さんが家にいないことに──慣れすぎてしまったのだ。

「だから行方がわからなくなっても、どう受け止めればいいか、よくわからないんだ。もちろん気にはしてるけど、本気で心配しているかっていうと……どうなんだろ」

「ふうん」

　眞子はあえて何も言わず、ただ相あい槌づちだけを返した。

　行方の知れなくなった父さんに抱く、もやもやとした気分。

　三年前から抱いていたこの感情は、最近になってさらに強まってきたように思える。

　たぶん、父さんが音信不通になった理由と、石碑モノリスに封じられた古代の神が仮想世界に現れたこと──二つに何らかのかかわりがあるのではないかと、考えるようになったからだ。

　アバターに残されたイノセントは〈封ほう神しん傍ぼう〉だった。

　そして俺は父さんの書斎で、石碑のミニチュアデータを見つけた。

　これらの状況証拠が、いくつもの疑念を抱かせる。

　父さんは石碑にまつわる何かの事件に巻き込まれたのか。

　それとも仮想世界の神に魂を奪われてしまったのか。

　ヘタすりゃ父さんが事件の首謀者だったなんてオチもありえる。

　しかしいくら考えても、手に入る情報が少なすぎて何もわからない。

　俺にはやるべきことがあって、知るべきことがある。だからきっと、

「月に行って、色んなことの答えを探してくるのかな」

「じゃあ私もいっしょに連れてってよ。お金はパパに出してもらうから」

「はあ？　いくらかかると思ってんだ。月は高校生が観光で行くところじゃねえんだよ」

「観光に行くって自分で言ってなかったっけ？　ほんとにもう、素直じゃないんだから」

　眞子が鋭いツッコミを入れてくる。

　俺はバツの悪さをごまかすように頭をかき、それから言った。

「ありがとう、眞ま子こ。話したら少し楽になった」

「だったらよかったけど。最近の望ぼうってなんだか疲れてそうだったし」

「へえ。俺のこと、よく見てんだな」

「うん。見てるよ」

　驚くほど素直に告げられて、俺は息を呑のんだ。

　まっすぐに注がれた視線がこそばゆくて、思わず目を背けそうになる。

　眞子はたまにこうやって、幼いころと同じように見つめてくるけど、この瞳の奥底にはあのころになかった色彩が帯びているだろうか。

　少なくとも俺は、目の前の相手をただの幼馴染にしておきたくはない。

　意を決して、眞子を見つめ返す。

　己の瞳に宿った、燃えるような色彩を伝えるために。

「……あ、そうだ。望に武吉タケヨシちゃんのこと、話したっけ？」

「ん？　ああ。やっぱり家出だったんだろ」

　彼女の肩に手をかけようと構えたところで、まったく別の話題を振られてつんのめった。

　大事なときにかぎってお互いのタイミングが合わない。俺は内心で苦笑しながら、

「今でもたまにゲーム内で見かけるけどな。でも家に帰ってないってことは、友だちか彼氏の家にでも泊ってんのかね。あと可能性がありそうなところだとネカフェか」

「だけどもう二週間でしょ。心配になってこない？　私がメールしても返信こないし」

「二週間か。確かにちょっと長いな……」

　ゲーム内で見かけるタケヨシの様子を思い出して、さきほどまでの甘酸っぱさが残っていた俺の気分は、一気にどんよりと暗くなった。

　神を捜索する途中で彼女と何度か会ったが、初対面のころよりも険悪で、俺に投げかける言葉は辛しん辣らつだった。あの様子では、かなり心が荒れているのだろう。

　ただ──ゲーム内で荒れているといえば、譲じようにも同じことが言える。

　最近の彼はいつも横柄で、まるで自分が王様であるかのように振る舞っていた。

　昔からの幼おさな馴な染じみが、兄貴のように慕っていた男が、今はやけに遠く感じてしまう。

「あ、もうすぐお昼休みが終わっちゃう。早くお弁当食べなきゃ」

「そうだな。つってもマジで美う味まいからきちんと味わっとこう。……もぐもぐ」

　眞ま子こが作った卵焼きは絶妙で、心が温まる風味に元気を貰もらった。

　俺はおもむろに顔を上げ、悩みの答えが書かれていないかと──抜けるような青空と、その先に見えるうっすらとした白い縦線に、しばし視線をさまよわせた。




　帰宅した俺は仮想世界にダイブし、ゲーム内のプライベートルームに足を運ぶ。

　するといつものように、申しん公こうひようがベビードール姿で出迎えてくれた。

　彼女はケモミミを垂らしたお疲れな様子で、情報収集の進捗について報告した。

「ナインテイルの手がかりは得られてないかな。ただ、いまだに失踪者は増えてないね。一応、失踪事件そのものは数件あったけど……」

　最後の言葉を聞いて俺が眉をひそめると、彼女は補足で説明を加えた。

「情報を見るかぎり、仮想世界と関係なさそうな家出や夜逃げみたいな雰囲気だよ」

「なら気にしなくていっか。了解、状況は把握した。続けて情報収集よろ」

「はあ？　それだけ？」

　申しん公こうひようは今にも食いかかってきそうなほど、不満げな声を出した。

　俺の感謝が足りんと言いたいらしい。

　改めて話を聞くと、彼女が行った情報収集は、かなりのハードワークなのだという。

「とくにハッキングはね、砂漠で針を探しながら超高速モグラ叩たたきをこなすような感じで、とにかく途方のない作業なんだよ。だからそういう軽いノリじゃなくてさ。もっとあるでしょ。ほら、土下座して感謝しろ」

「す、すまん……。俺が悪かった……」

　素直に土下座すると、申公は俺の頭を生足で踏んづけた。

　お仕置きのつもりらしいが、マゾっ気のある俺からしたらご褒美めいた行動である。

「ボク、疲れてるんだけど」

「うっす。肩を揉もんだほうがいいっすか？」

「ひざまくら」「……は？」

　申公は顔を背け、垂らしていた耳をぴょこんと逆立て、それからもう一度小さな声で、

「ひざまくら、して」

　……妙な展開になったぞ。

　そう思いつつ、俺は彼女の言葉に従った。

　仮想ソファの端に腰かけると、申公が膝の上にぽすんと頭をのっけてくる。

　彼女は横たわった姿勢で目を閉じると、またもやブツクサと愚痴をこぼしてきた。

「あー、しんどい。ボクってすごい働き者だね。情報収集ってマジ大変なんだけど」

「へ、へえ……。そうなんすか。マジでご苦労様っすね……」

「頭を撫なでろ」「はい」

　命令されるがままに頭を撫でてやると、申公は毛づくろいグルーミングされる猫のようにごろにゃあと、気持ちよさそうに喉を鳴らした。

　ふと脳裏にある情景がよぎったので、俺は「前にもこんなことしたっけ？」と訊たずねる。

「三千年くらい前かな」「はあ」

「もっと撫でろ」「はい」

「ちょっ……耳の先っちょはだめっ！」

　そうやってしばらく今日のにゃんこしていたら、申公が思い出したように言った。

「そういえば譲じようっていたじゃん。ちょっと前に、望ぼうがボロ負けしたプレイヤー」

「譲がどうかしたのか？　……もしかしてあれか。すげー評判悪いとか」

「うん。〈ＡＦ〉の外部掲示板でけっこう話題にあがってる。急にマナーが悪くなったってさ。あいつってけっこう人気あんだね。反感より嘆く声のほうが多かったよ」

「昔はもっと陽気で楽しくて、面倒見のいいやつだったんだけどな。最近はピリピリしてるっていうか、ゲームなのに楽しんでないっていうか、変な感じだ」

「ボクは昔のあいつを知らないけど、今じゃかなりのクズって評判だよ。順番待ちの割り込みはまだ可愛かわいい方で、タイムボーナス中のエリアに乗り込んできて、自分たちの集団だけで貸し切りにするらしいからね」

「俺たちも神を捜索してる途中で何度か妨害されたけどな……。でも今の話を聞いた感じだと、あのときよりさらにひどくなってそうだなあ」

　譲じようのクランは集団での無言の圧力や、規約違反に抵触しない範囲での暴言などを駆使して、他のプレイヤーを追い払っている。

　残念ながらこの手のマナー違反は、〈ＡＦ〉にかぎらずオンラインのゲームなら頻繁にあることだ。しかし運営側は『もめごとはプレイヤー同士の話し合いで解決しましょう』という日和見的なスタンスを取りがちなので、被害にあった側が泣き寝入りになることが多い。おまけに譲のクランの場合、

「いざこざになったときの決まり文句がこれ──対戦で勝ったら言うこと聞いてやる」

「そうなってもどうせ、譲は負けないんだろうな」

「挑発に乗ったやつも多かったみたいだけど、今のところ譲が連戦連勝だってさ」

　俺も似たような条件でぶちのめされたので、そうなったときの情景は容易に想像できる。

　……ただ、あのときの譲はもう少しマシだった。

　俺との対戦でうまくいったせいで、あいつは増長してしまったのだろうか。

　だとすればなおさら、やるせない気分になってくる。

「そんな感じでとにかく評判が悪いんだけど……一方で『対戦で強いヤツが正義』みたいな感じで信奉者シンパも増えてるんだよね。今じゃけっこうな数だよ。ほら」

　申しん公こうひようはそう言って、譲のクランに所属するプレイヤーのリストを表示した。

　前は数十人程度だったメンバーが、今では百人以上にふくれあがっている。

　これだけ多くのプレイヤーが、譲とともに様々な迷惑行為を働いているのだ。

「嫌な流れだな。今のままだとゲーム内のマナーがどんどん悪くなるぞ……」

　かつてはそれこそ譲のようなトッププレイヤーが厳しく律していたからこそ、『マナーを守ろう』という空気がやんわりと支配し、ゲーム内の秩序は守られていた。

　しかしこれからは今の譲が主張するような『強さこそ正義』という風潮が、プレイヤーたちの間で蔓まん延えんするかもしれない。

　もしそうなれば〈ＡＦ〉は暴力的かつ無秩序な空気に支配され、気軽に対戦を楽しみたいだけのライトユーザーは排除されていく。

　むろん、そんなハードコアな空気で遊びたいと思うプレイヤーだっているだろう。

　だけど俺は、誰もが楽しく遊べる今のこの世界ゲームが好きなのだ。

「ゲームだけにかぎって言えば、復活した神よりこいつらのほうが厄介だな」

「ほんとにそうかもね。少し前まで外部掲示板ってＶＲの怨霊──つまりはボクらのことだね──そっちの噂うわさで持ち切りだったけど、今は『最強プレイヤーのご乱心』に話題が集中しちゃってさ。ナインテイルに繋つながりそうな情報が集まらないんだよ」

「なるほど。だから情報収集も大変だったんだな。ご苦労さん」

「ふふん。だからもっと撫なでろ。……あっ！　耳のさきっちょはだめだってば！」

　お疲れモードの申しん公こうひようは精神状態がおかしくなっていて、さきほどからずっと高圧的な態度で甘えてくる。普段はツンの成分のほうが多いのだが、今は完全にデレデレだ。

　ペットのような神様と戯れて心を癒いやしていく中で、俺は自然とこう呟つぶやいていた。

「譲じようはどうして、あんなふうになっちまったんだろうな」

「強い力を持つとおかしくなる。強い力を求めるとおかしくなる。ボクらみたいな神にしてもそうなんだから、どうしようもないって。……まあ、君は心配がないけどね」

「心配がないってなんだそりゃ。俺が真面目ってことか？」

　冗談めかして笑い飛ばすが、申公はふいに真剣な顔になって、

「神の力を奪い、調ちよう伏ぶくする〈封神〉──かつて太たい公こう望ぼうにその力が与えられたのは、大きな力に惑わされず、溺れなかったからだ。強大な力を得たとしても、それを捨て去る勇気を持つ。ゆえに〈封神〉は太公望に委ねられ、今のおぬしに引き継がれたのだぞ」

　急に古風な口調で語られたので思わず茶ちや化かしてやりたくなったが──申公の瞳に底知れない叡えい智ちの影を感じて、俺は喉からうまく言葉を出すことができなかった。

　彼女はいたずらっぽい笑みを浮かべると、すぐにいつもの調子に戻って言った。

「要するに君がもし譲じようをどうにかしたいなら、あいつに力を捨てさせてやればいいんだって。力を持っておかしくなるんなら、まずはそれを捨てさせてやりな」

「簡単に言うな。譲のことは〈封神〉とは違うんだぞ。そもそも対戦じゃ勝てないし」

「別に仮想世界でなくてもいいじゃん。現実の友だちなら現実でどうにかすれば」

「譲にこのゲームをやめさせろってことか？　それこそ無む茶ちやな相談だな」

「あーもう、だから違うってば。ボクが言いたいのはさ、そういう単純な話じゃなくて。彼が力を求める理由を、力に溺れた原因を、取り除いてやればいいってこと！」

「ああ、ようやく理解できた」

　譲が力を求めた理由。俺はたぶん、それを知っている。

　交通事故で負った傷痕が原因で、子役をやめた眞ま子こ。

　あの事故のとき、車を運転していたのは──他でもない、譲だ。

「……確かにひようちゃんの言うことも一理あるな」

　ひざまくらされていた申公は急に起き上がり、俺の胸を小さな拳こぶしでぽんと叩たたいた。

　柄にもなく励まされたので、俺は照れ隠しで苦笑いを浮かべてしまう。

　取り返しのつかない過ちで、大切な人を傷つけた罪悪感。

　現実を忌避し、仮想世界にのめりこむほどだ。

　当事者でない俺には想像もできないほど重く、苦しい痛みなのだろう。

　譲の抱く苦しみを取り除くために、自分は何ができるのか。

　きっと、それを考えなくてはならないのだ。

　譲じようと眞ま子こ──俺が大切に想おもう、二人の幼おさな馴な染じみのために。

　具体的にどうしようかと考えたとき、頭に浮かんだのは眞子の誕生日会だった。

　実際に二人を引き会わせれば、過去のしがらみを解くきっかけになるかもしれない。

　俺はそこで、眞子とある約束を交わしていたことを思い出した。

「少し話が変わるけどさ、ちゃん。今週の日曜は──」

「ナインテイルの捜索でしょ。とりあえずプレイヤーが多く立ち寄るエリアを中心に」

「いや、そうじゃなくて。すまん、別の用事ができた。主に現実のほうで」

「へえ、現実の用事。それって世界の危機より大事なのかな」

「ん……どうだろ。でもほら今のところ、失踪者は増えてないみたいだしさ」

　申しん公こうひようは尻尾を腰に巻きつけながら「うーん」とうなる。ダメと言われたらどうしようかと思ったが、ひざまくらのおかげで機嫌がいいのか、彼女はやがて納得したように、

「そうだね。たまには息抜きしたいって気持ちはボクにもわかるよ」

「おう。悪いな」

「ちなみに用事ってデートじゃないよね？　もしそうだったらどうしようかな」

　申公の殺気を感じて、俺は恐れおののいた。

　……日曜は眞子と買い物に出かける予定だ。

　古代の神様の感覚では、女の子と買い物するイベントはデートに含まれるだろうか。

　俺の態度から何か察したらしい申公は、そのあとものすごく不機嫌になった。





　　　　３






　日曜日は快晴で、絶好のお出かけ日和だった。南から流れる初夏の風を涼しく感じながら、俺は眞子との待ち合わせ場所である駅前の広場へ向かう。

　明あ日すに迫った誕生日会で眞子がケーキを作るというので、その材料を仕入れるのが今日の目的だ。

　最初に誘われたとき、俺は「眞子の誕生日なのに、自分でケーキを作るのかよ……」とツッコミを入れたが、それに対して眞子は「でっかいケーキを作るのよ！　それが今の一番の楽しみなの！」と、相変わらずの高いテンションで語っていた。彼女にとっての料理とは、俺のゲームと同じく、ほとんど生きがいのような趣味らしい。

　約束の時間より早めに到着した俺は、ひとまず広場のベンチに腰を下ろした。

　念のため財布の中を確認すると、高校生にしては多めの諭吉さんがぺろっと顔を出す。

　これは月に行く資金の一部だ。

　しかし今日は、眞子のプレゼントのために使おうと考えている。

　自分に使うお金ならいくらでも切り詰めるが、女の子に渡すプレゼントまでケチケチしたくない。高価なものならいいというわけではないだろうけど、年に一度の幼おさな馴な染じみの誕生日くらい、しっかり祝ってやりたいのだ。

　そこでふとあることに気づき、俺は携帯端末を確認した。画面に一瞬だけ獣耳を生やした少女の姿が映し出され、『ちっ……』と舌打ちしながら消えていく。

「あぶねえ……。監視されるところだった……」

　まったく油断も隙すきもない。

　申しん公こうひようは仮想世界に戻ったようだが、念のため携帯端末の電源はオフにしておこう。

　しばらくして眞ま子こがやってきたとき、約束の時間から十分ほど過ぎていた。

「待った？　……ううん。今来たところだよ。キリッ」

「元子役だけにいきなり一人芝居っすか。早めに来たので三十分ほど待ちました」

「ふうん。早めに来たんだ。私に会うの楽しみだったの？」

　眞子は自信たっぷりに言う。素直に認めたくないが、事実その通りだった。

　彼女は初夏らしく白のワンピースシャツにピンクのサマーニットを羽織り、普段の制服姿とはまた違う、清せい楚そで可愛かわいらしい佇たたずまいをしていた。

　艶あでやかな黒髪を丁寧に結いあげ、赤いふちの眼鏡めがねをかけた顔は薄く化粧されており、素のままで十分な彼女の美しさが、今日はとくに磨きこまれていた。

　これなら伊だ達て眼鏡がなかったとしても、あの傷痕は目立たない。

「眞子も気合いが入ってるな。今日はただの買い出しだったはずだけど」

「え？　あ、そ、そうね。ただの買い出し買い出し。うん」

「んじゃそろそろ行くか。何を買いに行くんだっけ？　下着？」

　軽く冗談を言ったらチョップが飛んできた。

　彼女の攻撃を優しく払い、そのまま二人で手をつなぐ。

　俺たちの姿はどこから見ても、バカップルにしか見えなかったはずだ。




　電車に乗って向かった先は市内の大型ショッピングモールだ。

　ここならケーキの材料にかぎらず、様々なものが揃そろっている。

　ちなみにこのモールを経営するのも〈インシティ〉で、俺たちが住む地域の経済や自治は、実質的に月の大企業が取り仕切っている。

　到着してすぐに眞子と相談し、ケーキの材料は最後に買うとして、ひとまずモール内をぐるっと見てまわることになった。

　俺が最初に「どこ行く？」と訊たずねると、彼女は「水着が見たい」と言った。

　……え、水着？

　言葉の意味を理解したとき、俺はすでに水着売り場にいた。手を引いてここまで連れてきた眞子は、さっそくフリル飾りのついた下着っぽい白のビキニを持ち出して、

「これなんてどうかな？」

「お、おう。すごくいいと思うよ」

　反射的に白のビキニをつけた眞ま子こを想像してしまう。

　青い空と白い砂浜を背景に、暴力的に成熟した胸元は清せい楚そな三角に包まれる。

　……うん。けしからん。

　しかし「下着を買うの？」と聞くと怒るくせに、水着をいっしょに選ぶのはオッケーという眞子の感覚がよくわからない。エロさの程度ではさほど変わらないような。

　そのことについて不思議に思っていると、眞子は白のビキニを俺の身体に当てて、

「じゃあ、試着してみれば？　望ぼうならきっと似合うと思うよ、この水着」

「はあ？　何言ってんだ、お前……」

　あっけにとられて、俺は眞子をまじまじと見つめた。

　笑いを堪こらえてるのか顔がプルプルと震えているのに気づいて、彼女の目もく論ろ見みに気づく。

「お前、からかってるんだな……」

「んん？　なんのこと？」

　水着を見たいと言った時から、俺をからかう気でいたのだろう。

　普段は眞子がからかわれる側だから、今回は仕返しのつもりらしい。

　だが、詰めが甘い。

「んじゃ試着するか。店員さんにこれの男性用サイズがあるかどうか聞いてくるよ」

「あっ……ちょっ！　ごめごめっ！　やっぱ今のなし！」












「ははは！　相手をハメるときは、捨て身で来られた場合の対処も考えておけ！」

「バカバカ、何言ってるの！　私が悪かったからやめえ！」

　俺の暴挙を防ごうと、眞ま子こは必死に止めにかかる。

　ちなみにお店を出るとき、彼女はちゃっかり白のビキニを購入していた。




　続けて有名なセレクトショップに足を運ぶ。

　レディースとメンズで売り場が分かれているので、お互い別々の棚へ向かった。

　俺は店内をさまよいつつ、なんとなく近くにあったＴシャツを手に取ってみる。

　月で流行中のカジュアル系ブランドのシャツで、例の石碑モノリスをモチーフにしたプリントがわりといい感じだ。しかし値札のタグを確認すると、

「は……？　たかがＴシャツで二万円だと……？」

　うっかり口に出してしまい、近くにいた店員さんの失笑を誘う。

　月都市ルナシテイはセレブな方々が集まる文化の発信地であり、月での流行は直通で地球に輸出される。最近の若者はとくに月に対する憧れが強く、だからこそただのプリントＴシャツがこの値段で売れてしまうのだ。店員さんいわく、実際の売れ行きも好調らしい。

　なんとなく負けた気分になったので、俺は眞子のところへ向かった。

　彼女はショーケースの中をじっと見ていた。

　ガラス越しにこれまた月で流行中の有名ブランド小物がずらっと並んでいるが、俺の見立てからするとやはり、さきほどのＴシャツと同じく、値札の桁ケタが一つ多い気がした。

「気になるのがあったのか？」

「うーん。どうだろ」

　と、眞子は曖あい昧まいに返す。彼女はハートをかたどったピンクゴールドのネックレスに視線を注ぎながら、薄くマニキュアの塗られた爪をしきりに撫なでていた。

　そうか。これが欲しいのか。

　幼おさな馴な染じみのわかりやすい仕草を見て、俺はすぐに察した。

　眞子は昔からこの手の可愛かわいい小物が大好きで、お菓子のオマケについてくるおもちゃみたいなアクセサリーをよく集めていた覚えがある。しかし目の前のネックレスはお菓子のオマケとはいかず、セールで半額にもかかわらず、お値段はなんと三万円だ。

「どれもけっこうするよねえ」

「そうだな。さっき見たＴシャツなんて二万もしたぞ」

「へえー。望ぼうはまず着ないよね、そういうの」

「まあな。高い服を買うくらいならゲームに使うし」

「うわ……。それもどうかと……」

　眞子は呆あきれた様子で言ったあと、「じゃ次いこっか」と手を引いてくる。

　俺は素直に従いつつ、あとでこっそりこの店に来ようと決めた。




　あらかたモール内を見てまわり、フードコートで休憩がてらランチを食べたあと。

　当初の目的であるケーキの材料を買いに食料品売り場へ向かう途中、ゲームセンターに通りかかったので、ついでに立ちよって遊ぶことにした。

　眞ま子こはクレーンゲームの前で立ち止まると、俺におねだりするように言った。

「あれ、取れるかな」

「ふっ……。俺を誰だと思ってるんだ」

　いっちょ持ち前のゲームスキルを披露してやろうと意気込んで、コインを投入。

　一回めはクレーンの挙動を把握するための様子見で失敗。二回めは距離感がつかめず失敗。三度めはキャッチしたものの途中で落下して失敗。四度めは──。

「もう諦めよ。簡単に取れるのかと思ってたけど、意外と難しいのね」

「いや……まだだ。ここで諦めたら丸損じゃないか」

「だからその発想が傷口を広げるんじゃないの！　ごめん、私が悪かったからさ」

　なおも俺がクレーンゲームの中であざ笑うぬいぐるみに睨にらみをきかせていると、ふいにどこかから聞き覚えのある声が響く。

　眞子も気づいたのか、声がしたほうに顔を向けて「あ、成なり田たくんたちだ」と、俺のクラスメイトの名を出した。

　……マズい。眞子と遊んでいるところを目撃されたら面倒だ。

　週明けには学校中に情報が拡散して、武闘派かつ過激派と噂うわさされる校内の『マコマコファンクラブ』から、体育館裏への呼び出しがかかってしまう。

「ちょっと眞子、こっちに来い」

　焦った俺は彼女の手を引っ張り、身を隠せる場所を探した。ちょうど近くに大型のプリントシール機の仕切りがあったので、のれんをくぐるように中へ直行する。

「急になんなのよ。どうして隠れるわけ」

「だって休日にいっしょにいるのがばれたら、変な誤解されるじゃないか」

　仕切りに隠れたままヒソヒソ言葉を交わすと、眞子は俺を見て、

「私は全然、困んないけど」

　わりとナチュラルに返されて、俺は言葉に詰まった。

　おまけに自分がかなり強引に、眞子の肩を寄せていたことに気づいてしまう。

　狭い仕切りの中で見つめあううちに、クラスメイトたちの声は遠ざかっていった。

「……そ、そうだ。せ、せっかくだしプリントシールでも撮ろうぜ！」

　どもりながら提案した俺に、眞子は何な故ぜかむっとした顔で肘うちをカマしてくる。

　しかし彼女はすぐに機嫌を直し、コインを入れてプリントシール機の操作をはじめた。

「何なに気げにこれ、最新機種みたいよ。撮影したシールは空中投影にできるんだって」

「へえ。こんなのまでハイテク技術を取り入れて進歩するんだな」

「最後に望ぼうと撮ったのいつだっけ」

「いつだっけなあ。一年くらい前に譲じようと二人で撮ったのは覚えてるけど」

「あんたら、男二人でプリントシールってどんだけ……」

「そういや譲じようと現実で会ったのは、あれが最後だったかもな。ゲーム内で頻繁に会ってたからとくに気にしてなかったけど、思えばもう一年も会ってないのか」

　眞ま子こが小さく「私も……」と言ったところで、パシャッとシャッター音が響く。

　結局そのときの画像は撮り直したが、彼女が一瞬だけ見せた物憂げな表情は、俺の瞼まぶたの裏に焼きついたまま、なかなか消えることはなかった。




　食料品売り場でケーキの材料を買い──途中でトイレに行くフリをしてプレゼントの購入を済ませつつ──俺たちはモールをあとにした。

　ケーキの材料といっても、眞子が買ったのは瓶入りの香料やナッツ類だけで、どこでも買えそうなものばかりだった。買い出しというのはただの口実で、実際はデートのお誘いだったのかもしれない。

　電車を降りて駅前広場に戻ってきたとき、時刻は四時半ごろだった。

　お開きにするにはまだ少し早い時間なので、俺が喫茶店に入ろうと提案すると、眞子は「うん」と元気な声で即答した。彼女もまだ、家に帰るつもりはないらしい。

「とにかくでっかいケーキを作るの」

　窓際の席に腰かけて注文を済ませたあと、眞子は買った材料を確認しながら言った。

　本気で料理やケーキ作りにハマっている彼女は、今も瞳に創作の情熱パツシヨンを燃やしている。良くも悪くものめりこんだら一直線なところは、兄の譲によく似ている。

「とにかくでかいのって、ウェディングケーキみたいなやつか？」

「理想としては」

「いや、あのサイズはさすがに厳しいだろ……」

「じゃあ、そっちは結婚式用にとっとく。いつか絶対に作るんだから。でっかいケーキ」

　ウェディングケーキを自分で作る花嫁、というのもなかなかすごい。

　そもそも一人で作れるものなのだろうかと疑問に思っていると、眞子は言った。

「作るときは手伝ってね」

「う、うん？　まあ手伝うくらいなら」

　困惑気味に返すと、眞子は気恥ずかしそうに顔を背けた。俺は少し考えてから、

　あ、今のって『新郎の立場で』ってことだったのか？

　いやいや、そんなまさか。

　慌てて気の利いたことを言おうとするが、すでにタイミングを逸していた。

　しばし沈黙したあと、店員さんがコーヒーとケーキを運んできた。眞子が「ここのチーズケーキ、美お味いしいんだよ」と口を開いたので、俺は「へえ」と気の抜けた相あい槌づちを返し、ずずっとコーヒーを啜すすった。

　お互いの間に、なんとなく甘酸っぱい空気が漂う。

　……今こそアタックのチャンスだろうか。

　俺としては今までのような幼おさな馴な染じみではなく、もっとアダルトな関係になりたかった。

　たとえばこのあと、俺の家に誘ってみるなんてのはどうだろう。

「お兄ちゃん、今年は来てくれるかな」

　眞ま子こが窓の外を眺めながら呟つぶやいたので、俺の決意はあっさりと霧散した。

　彼女の声に寂しさともどかしさが同居していて、それがいっそう心に深く突き刺さる。

「きっと来てくれるよ。眞子がケーキを作るんだ。譲じようだって食べたいに決まってるさ」

　口に出した言葉は俺自身の耳にすら、しらじらしく響いた。

　眞子はなんとなく察している。俺は確信すら抱いている。

　譲は今年も──来ないのだと。

　ずっと抱いてきた疑問が、胸の奥でじわじわと広がっていく。

　……本当にこれでいいのか？

　言葉だけで取り繕って。眞子に期待を抱かせて。

　それで何が変わるってんだ。

　このまま向き合わずにいたら、絶対に答えは出ない。

　眞子も、譲も。そして──俺自身も。

　そんなの、どうしても許せなかった。

「譲が眞子を避けてる理由って……やっぱり事故のことが原因なのか？」

　唐突な問いに対して、眞子はしばし間を置き、やがて「たぶん、そう」とうなずいた。

　彼女はおもむろに赤いふちの眼鏡めがねを外し、俺を見すえた。

　傷痕を隠すための伊だ達て眼鏡。しかし薄く化粧をほどこされた顔に、隠していたはずのものは見当たらない。眞子は目の下の、傷痕がある辺りを撫なでながら言った。

「もう、ほとんど気にしてないの。実際、目立たないし」

「俺は最初から気にしてない。傷なんてあってもなくても、眞子は綺き麗れいだ」

「ふふ。ありがと。でも最初に見たときはすごく心配してたよね」

「そうだったかも……。すまん……」

「謝らなくていいよ。だって心配してくれたんでしょ。傷痕じゃなくて、私のこと」

　俺はうなずく。当時の心境はそんな感じだったように思う。

　顔に傷があっても、眞子は大切な存在だ。それだけは絶対に変わらない。

　……ただ、事故で負った傷痕を気にして、眞子が傷つくのが怖かった。

　だからものすごく心配したし、彼女のためならなんでもしようと思っていた。

　それなのに眞子が子役をやめると知ったとき、俺は──喜んでしまったのだ。

「ごめん。実は俺、あのときちょっとだけ嬉うれしいと思っちまったんだ……。眞子がテレビで活躍するようになってから、なんていうか、距離が離れていくように感じて……」

　眞子は事故で傷ついたのに。子役をやめたことで、心も傷ついていたはずなのに。

　一瞬でも喜んでしまった自分が、情けなくて愚かしくて、ずっと目を背けていた。

　だから俺は頭を下げた。懺ざん悔げするように。許しを乞うように。

「ううん。いいの。だって私も喜んじゃったし」

「は……？　なんで眞ま子こが、喜ぶんだよ」

　彼女は笑っていた。そして俺と同じような声で、懺悔をはじめる。

　うっかりすると泣いてしまいそうだからと──感情を押し殺すように。

「子役をはじめたとき、最初はすごく楽しかったの。演技をすれば違う誰かになれたみたいだったし、ステージに立てばたくさんの人が私を見て、応援してくれる。それがすごく気持ちよかった」

　そのころの眞子の姿はずっと見ていた。テレビのドラマで、イベントのステージで。

　彼女は活いき活きとしていたし、誰よりも輝いていた。

「でもいつの間にか、それが重くなったの。みんなが応援してくれるから、私は期待に応えなくちゃいけないし、色んな人が支えてくれるから、私は笑っていなくちゃいけない。そう思ったら、子役をはじめたときみたいに楽しく思えなくなった。それに……」

　言葉の途中で、眞子は俺をまっすぐ見つめる。

　それから視線を窓の外に向けた──どこか遠くの誰かを探すみたいに。

　寂しげな表情から、なんとなく伝わってしまう。

　眞子もあのころ、遠く離れていくのを感じていたのだ。

　俺や、兄の譲じようと。

「ほんとはずっと子役をやめたかった。でも、それを言う勇気が出なかった。だってそうでしょ？　パパやママ、お兄ちゃんや望ぼう、それに色んな人が応援してくれているのに」

「そんなふうに思ってたなんて……。俺、気づかなかったよ」

　眞子の頬ほおに涙が伝い、目の下に施された化粧を流す。彼女は子どもっぽい仕草で顔をぬぐうと、手についてしまったファンデーションを見て「あ」と一声あげた。

「だから交通事故にあって、しばらく子役の仕事をお休みして、そのときになってようやく私、やめたいって言えたの。……顔にできた傷痕を、言いわけに使って」

　眞子は当時の状況を語る。

　子役の仕事の合間に、免許を取ったばかりの譲に誘われた、気晴らしのドライブ。

　譲はスピードを出さなかったし、遠くにも行かなかった。

　家の近所をぐるっと回るだけ。

　何事もなければ数分で終わるはずの、ままごとみたいなドライブだ。

　しかし二人が乗った乗用車は、前方不注意の軽トラと激しくぶつかった。

　幸いにも死者は出なかった。しかし衝突の際、助手席に乗っていた眞子は目の下付近に傷を負った。その痕跡が今も、事故が起こった事実を忘れさせてくれない。

　状況的に見て、譲に落ち度はない。彼の努力で、未然に防げた事故でもなかった。

「でも、お兄ちゃんはそう思わなかった……」

　ああ見えて譲は真面目だ。自分に過失がないからといって、責任を感じないわけがない。ましてやそのとき負った傷によって、眞子が子役をやめたとなれば──なおさらだ。

「私がいくじなしで、勇気を出せなかったから……この傷痕を言い訳にして、お兄ちゃんを傷つけた。だって、こんなふうになるなんて思わなかったから」

　眞ま子こは声を絞り出すように言った。端正な顔は今、大きな悲しみで歪ゆがんでいる。

「私、自分のことしか考えてなかった……」

「眞子……」

　もし誰かが眞子にこんな顔をさせるなら、俺は今すぐそいつのところに行って、思いきりぶん殴ってやるだろう。

　だけど彼女を苦しめ、悲しませているのは、他でもない彼女自身なのだ。

　──罪悪感。

　譲じようは眞子の顔に傷を負わせたと。眞子は譲の心に傷を負わせたと。

　互いが互いに罪悪感を抱き、そして二人の距離は離れていった。

「今の話、譲にちゃんと伝えたのか？」

「子役をやめたばかりのころに一度だけ。私は自分の意思でやめるんだから、お兄ちゃんは気にしないでって。でもちゃんと伝わったかっていうと……」

　現状を顧みれば、彼女の本心はまったく伝わってないと見るべきだ。

　譲はたぶん、眞子が自分に気を使ってそんな嘘うそをついたと考えたのだろう。

　ならばどうすればいいのか。……そんなこと、わかりきってる。

「だったらもう一度、自分の気持ちを伝えて謝ればいいじゃないか」

「う、うん。その通りなんだけど。お兄ちゃんがずっと家に帰ってこないから、話をするタイミングがなくて。それに私、どうしても勇気がでないっていうか……」

　伝える勇気が出ないから。向き合う勇気が出ないから。

　だから心が遠くなっていく。

　眞子はそれを自覚しながらも、いまだに尻込みしているのだ。

「勇気が出ないっていうけど、だったらいつなら出るんだよ。眞子も譲もお互いに逃げてるだけじゃねえか。んなことやってりゃいつまで経たっても変わらねえだろ」

「で、でもさ……」

「だから、『でも』じゃねえんだって！」

　思わず感情的になってテーブルを叩たたくと、眞子は驚いてびくっと震えた。

　彼女にこんな態度を取るのは、長い付き合いの中で今がはじめてだ。

　それでも俺は、沸々と湧きあがるこの激情を、吐き出さずにはいられなかった。

「こんなに近くにいるのに。相手がどこにいるのか知ってるのに……なんでだよ」

　ある日突然、思いを伝えたい人に会えなくなることがある。

　母さんが亡くなったとき、俺はその意味を理解することができなかった。

　まだ幼かったから、待っていればすぐに帰ってくると思っていたのだ。

　行方が知れなくなった父さんにしてもそうだ。

　いつも家を空けてたから、そのうちひょっこり帰ってくると、そんなふうに考えていた。

　だけど現実は理不尽で、不具合ばかりのクソゲーだから。

　いつもそこにあったものが、思いもよらぬかたちでなくなってしまう。

　俺はそれを知っているから。同じようになってほしくないから。

　眞ま子こにこう、伝えるのだ。

「……いつかじゃねえよ。向き合うなら、今、向き合え」

　眞子がこっくりうなずいたので、俺は彼女の手をぎゅっと握った。

「行こうぜ、譲じようのところへ」

「わかった。今から、行く」




　俺たちの住む市から電車で十分、そこからさらに徒歩で数分のところに、譲が下宿しているマンションはある。

　喫茶店を出る間際、譲の携帯端末に『三十分後くらいに行く』とメールしたので、彼がそれを見ていれば、俺たちを招く準備をして待っているはずだ。

「……どう？　行っても大丈夫そう？」

「わからん。メールの返事は来てない。でもとりあえず足を運んでみようぜ」

　俺はとにかくマンションへ向かい、強引にでも事を進めるつもりでいた。

　そうでもしないと、譲は眞子から逃げ続けるだろう。

　携帯端末でＶＲネットに接続し、譲のアカウントを検索する。フレンドリストに登録してあるので、ゲーム内の機能を使えば、彼のアバターの状態を確認できる。

　──オンラインだ。

　譲はネットカフェを好まない。だから自分の部屋からダイブしているはずだ。

　マンションに到着したので、譲の部屋のチャイムを押す。

　ところが何度鳴らしても、ドアは固く閉ざされたまま、人が出てくる気配はなかった。

「おかしいな。これだけ鳴らせば、譲だって気づくはずだけど……」

　仮想世界にダイブしているときは安全上の理由から、ＶＲコネクタが常に周囲の情報を感知している。そして大きな物音などの異常があった場合、使用者の視界に警告メッセージが表示されるか、自動で接続が切れるように設定されている。

　しかし譲は、ＶＲコネクタの感知機能を遮断しているのかもしれない。

　外部ツールを使えば可能だが、完全な違法行為である。

「ごめん、眞子」

「ううん、いいよ。また今度にしよう」

　結局、譲には会えなかった。

　あんなに威勢よく発破をかけておいて、このざまか。

　短絡的な行動で眞子を引っ張りまわしてしまったと、俺は冷静になって反省した。

　しかし別れ際、眞子は「ありがとう」とお礼を言った。

　お兄ちゃんと向き合う勇気を貰もらった。だから必ず自分の気持ちを伝える、と。

　そう誓ってくれた眞ま子こに、俺は優しく笑みを返す。

　そして──まだやれることは残っていると、ある行動を決意した。




　帰宅したあと。アバターとして〈エンシェントファクター〉に降りたった俺は、すぐさま譲じようのいるエリアへ跳躍ワープした。

　現在のタイムボーナス該当エリアは〈合戦場〉だと、事前に確認しておいた。だからフレンド検索でサーチしなくても、譲の居場所は目星がついていた。

　案あんの定じよう、向かった先で彼らの姿を見つけた。

　先頭に譲とタケヨシ。そして無表情なアバターの群れ。

　譲が率いるクラン集団は、前に見かけたときよりさらに大きく膨れあがっていた。

　今日はアバターのレベル上げに専念しているようだ。

　ミニゲームのスタート地点を取り囲み、彼らは実質的に一帯を占有していた。

　まっすぐ集団の中心に向かうと、見張り番のようなプレイヤーたちが寄ってきて、ガラの悪いチンピラのようにじろじろ睨にらみつつ、俺の後ろにひっついてくる。

　これがいわゆる『無言の圧力』だ。規約違反にならない範囲で嫌がらせをするのが、譲のクランの手口である。ひとまず無視を決めこむほかないが、そのうちもっと悪質で、あからさまな嫌がらせをしてくるかもしれない。

「譲！　俺だ！　話がある！」

　俺は声を張りあげて、周囲を取り囲むアバターの群れと対たい峙じする。

　すると無表情な顔が一斉に振り向き、こちらに視線を集中させた。

　たった一人に対し、あちらは少なくとも五十人以上。

　ゲームの中とはいえ、これだけの人数を相手取るのはある意味、神と戦うときより恐ろしかった。集団から放はなたれる圧力は、見る者に本能的な恐怖を抱かせるからだ。

　そのまま待っていると、やがて奥から譲がやってきた。

　彼は俺を見てわずかに眉根を上げるが、最初に言葉を発したのは、隣に寄り添っていたタケヨシだった。

「この前もそうだけど、邪魔するのマジでやめてくんない？」

「悪い。でも譲に話があるんだ。少しだけ時間をくれ」

「だからさあ……そういうのやめろって言ってんだけど」

　タケヨシの語気の強さに、不覚にも気け圧おされてしまう。

　彼女はまるで心の底から俺を憎んでいるかのように、剣けん呑のんな視線を注いでくる。

　後続にいる集団も彼女の言葉に呼応して、次々と悪態を飛ばしてきた。

「なんだあいつ、しつけえやつだな」「どうせまたジョーさんの親友アピールだろ」

「さっさと失うせろよ、雑ざ魚こ」「目立ちたくて妨害っすか？　マナー悪いっすね（笑）」

　多くのプレイヤーから一斉に敵意を向けられて、さすがの俺も少し堪こたえた。

　集団は自らの長である譲に、というよりタケヨシに煽あおられ、群れた獣のように俺を排除しようとしていた。

　しかしどういうわけか──各おの々おのに意志のようなものは感じられず、ただ場の雰囲気に従っているだけのようにも見えた。

　もしかすると酔っているだけなのかもしれない。

　集団という力に。他者を排除する快感に。

　群れることがもっとも手っ取り早く、自分が力のある存在だと感じさせるから。

「……やめろ。望ぼうはオレに話があると言っている」

　集団の中心に立つ譲じようは、静かに言った。

　鶴の一声とはまさにこのことで、荒すさぶっていた集団が水を打ったように静まりかえる。

　俺はまっすぐ譲を見据えた。しかし彼は相変わらず、目を合わせようとはしない。

「望、前も言ったろ。オレは今、こいつらを鍛えるのに忙しいんだ」

「忙しいってどこがだよ。……こんなふうに一つのエリアを独占して、好き勝手にやってんなら、時間なんてかけずにいくらでも稼げるだろ」

「そうでもねえんだよ。メンバーが増えたんで、タイムボーナスを駆使しても鍛えきれねえからな。みんな、オレを慕って集まってくれたんだ。もっと強くしてやらねえと」

　譲は穏やかに笑う。

　彼の口ぶりは以前と変わらず、親切で世話焼きな先輩プレイヤーのようだった。

　しかし視線は定まらず、まるでどこか違うものを見ているかのような瞳をしていた。

　なんだろう……。何かがおかしい……。

　この集団にしても譲にしても、ゲームにドハマリしているというより──。

　そこでタケヨシの舌打ちが聞こえ、俺は慌てて本題に入った。

「えっと……明日あしたが何の日か覚えてるか」

「明日はとくに何もねえだろ。期間限定イベントは確か」

「ゲームじゃなくて、現実リアルの話だ。明日は眞ま子この誕生日だろ」

　俺がむっとして告げると、譲は「ああ、忘れてた」と返した。

　すっとぼけているのか。それとも本当に忘れていたか。

　どちらにせよ譲がこんな調子では、眞子の気持ちは浮かばれない。

「前に約束したよな。ゲーム内で現実の話はするなって。だから話はこれで終しまいだ。眞子にはお前から、おめでとうって伝えておいてくれ」

「待てよ。俺の話はまだ終わってない」

「うるせえな。だからオレは忙しいんだよ。眞子に構ってられるか」

　譲はいまだ、俺と目を合わせようとしない。

　我慢はもう、限界だった。

「だったら現実で会おうぜ。現実の話を現実でするなら問題ないだろ。……それともあれかな？　最強プレイヤーさんはゲームの外だと威勢を張れないのか？」

「……今、なんつった？」

　譲じようの瞳に怒りの色が宿る。久しぶりに見た、彼の感情。

　お互いの視線が交錯し──俺はようやく、譲と向き合えた気がした。

　たとえきっかけが怒りだとしても、今はそれで構わない。

「駅前の広場で会おうぜ。いつまでだって待っててやるよ。最強の腰抜け野郎」

　俺はそう告げると、コマンド入力で現実に戻ダイブアウトった。

　身体が宙に浮くような感触を味わったあと、ＶＲとの接続が切れる。

　最後に一瞬だけ、譲の罵声が聞こえたような気がした。




　現実に戻った俺は、すぐさま駅前広場に足を運んだ。

　年下の弟分があれだけ挑発したのだから、プライドの高い譲ならきっと来るはずだ。

　そう信じながらもやや不安な面持ちで、俺は広場のベンチに座って待ち続ける。

　夜はすでに更けていて、街灯や周囲の店のネオンライトがキラキラと眩まぶしかった。

　遠くからパトカーのサイレンが響いてきたので、俺はうっかり補導されないようにと、羽織ってきた半袖パーカーのフードをかぶった。

　そのとき見覚えのある歩き方で、一人の青年が近づいてくるのが見えた。

　譲……なのか？

　青年がこちらに手を振ったので、俺はようやく彼が譲なのだと確信を持てた。

「よう。さっきはずいぶん調子にのってくれたな。おかげで久々に歩くハメになったぞ」

「ご、ごめん。だけどああでも言わないと、譲は来なかっただろ……」

　しどろもどろに返しながらも、俺は譲の姿を見て愕がく然ぜんとしていた。

　自分の知る譲は、色黒でがっしりとした体格の男前だ。

　しかし目の前にいる青年は、痩せぎすで青白い顔の、まるで病人のような男だった。

　話し方や雰囲気はあきらかに譲なのに──彼の姿はあまりにも変わり果てていた。

「なあ、譲。眞ま子この誕生日は毎年、家族で祝ってたろ。こういうときくらい家に顔を出せよ。眞子だけじゃなくおじさんやおばさんだって、きっと譲に会いたがってる」

「ん……ああ、忙しくなかったらな」

　いきなり本題に入った俺に、譲は曖あい昧まいな返事で取り繕った。

　よれよれのシャツにしわだらけのハーフパンツ。

　ガイコツのようにこけた頬ほお。くっきりと浮きでた鎖骨。今にも折れそうな足。

　街灯でおぼろげに照らされた姿は、今にでもどこかへ消えてしまいそうで──だからこそ俺は、目の前の男を現実に繋つなぎとめるために言葉を紡いでいく。

「去年もそう言って結局、来なかったじゃないか。今年の誕生日会は自分でケーキを作るって、眞子が──」

「うっせえな。眞子だってもう高校生だろ。兄貴が誕生日をお祝いしなかったからって、いちいち騒ぐことでもねえ」

「でも二人は、昔から仲がよかったじゃないか。だから年に一度の誕生日くらい、ちゃんと祝ってやろうぜ」

「あのな、オレらくらいの歳としになれば、兄と妹で距離ができるのはよくあることなんだよ。眞ま子この誕生日は、幼おさな馴な染じみのお前が祝ってやれば十分なんだって」

　俺だって、自然とそうなるのなら仕方がないと思う。

　どこにでもいる兄妹のように、譲じようと眞子の距離が自然と離れていくのであれば。

　でも、二人の場合はそうではない。

　だから俺は、どうしても放ほうっておけないのだ。

「譲はただ逃げてるだけだ。眞子と、現実から。……聞いたよ。事故のこと」

「知らねえ。お前が何をそんな必死になってるのか、オレにはわからねえ」

　譲はかぶりを振る。そしてまた、視線を外した。

　俺を見ない。現実を見ない。

　だから見失うのだ。自分自身を──大切なものを。

　それが無性に悲しくて、そして悔しかった。

「ガキの説教に付き合ってるヒマはねえ。話がこれだけなら、帰らせてもらう」

　譲は背を向けて立ち去ろうとする。闇に消えていく後ろ姿に、俺は呼びかけた。

「……なあ、譲にとっての仮想世界ってなんだ。ただ面白くて、楽しくて、みんなで遊ぶ場所じゃないのか？　それなのにあんたが今、向かおうとしている場所はどこだよ」

　投げかけられた言葉の意味が理解できず、譲は足を止め、振り返った。

　俺は勢いよく手を伸ばし、譲のシャツの襟首をつかむ。

　強引に引き寄せられた彼は、苦しそうにうめき声をあげた。

「ゲームの中なら最強ってか。現実から逃げてるくせに笑わせんなよ。俺たちの大切な遊び場を──仮想世界あのゲームをただの逃げ場にするんじゃねえっ！」

　怒りに任せて、譲の頬ほおを思いきりぶん殴った。

　これは身勝手な感情だ。眞子のためではなく、ましてや譲のためですらない。

　ただ純粋に、俺が抱いた怒り。

　他でもない譲が──かつて自分が憧れ、追い求めた、そんな強さを持つはずの男が、現実でこれほど脆もろく、浅ましいことが許せなかった。

　仮想世界を安っぽくするな。

　最強のプレイヤーなら逃げるな。

　お願いだから、俺を失望ガツカリさせないでくれ。

　その身勝手で短絡的な感情は、だからこそ譲の胸に深く刺さり、心の壁をこじ開けたのかもしれない。彼は殴られた勢いで倒れこみ、やがて弱々しく笑い声を上げた。

「ははは……。まさか、お前にぶっ飛ばされる日が来るとはなあ……」

　俺は立ちすくんだ。

　いつか乗り越えてやろう、倒してやろうと願い、ずっと追いかけてきた。

　そんな男が、今はやけに小さく見える。

「ごめん……。わりと本気で殴っちまった……」

「痛いてえけど、おかげで目が覚めた。……だからもう、オレは大丈夫だ」

　譲じようはふらふらと立ち上がる。

　足にダメージがきているようだが、本当に大丈夫なのだろうか。

　手を貸そうする俺を制してから、彼は言った。

「みっともねえところを見せちまったな。ええと……ああ、明日あしたは眞ま子この誕生日か」

「う、うん……」

「わかった。行ってやるよ。だから今日は帰らせてくれ。オレはもう、これ以上」

　──お前にみっともない姿は見せられない。

　最後に一言だけ伝え、譲は静かに去っていった。

　俺はその場に残り、彼を殴った痛みで痺しびれる拳こぶしを、しばらく見つめていた。





　　　　






　……望ぼうに殴られたところがまだ痛い。

　譲は深夜、ベッドから起き上がり、洗面台の鏡で自分の顔を確認した。

　頬ほおが少し腫れているが、それよりも浮き出た頬骨のほうに目がいき、思わず笑ってしまう。するとホラー系のアバターめいた青白い顔が、鏡の中で自嘲気味な笑みを作った。

　この姿は紛まぎれもなく、今の、現実の、己なのだ。

　なるほど。望に心配されるのも無理はない。殴られるのも仕方がない。

　譲は不意に胸を締めつけられるような痛みを味わって、顔をうつむかせる。

　痛みは、深い後悔だった。

　どうしてこうなった。オレはただ、強くなろうとしただけなのに。

　──いや、違う。

　望の言うとおり、逃げていたのだ。

　現実よりも仮想世界あつちのほうが、居心地がよかったから。

　譲は洗面台の蛇口をひねり、冷水を顔に浴びせた。初夏とあって寝苦しい日々が続いていたが、今日はそれほどでもない。エアコンの設定温度を上げ、再びベッドに戻る。

　眞子には電話で、明日の誕生日会に行くと伝えた。

　兄貴が家に帰るくらいで大喜びなんて、いつまでもガキのままだが、「望とキスはしたか？」と軽く聞いたら怒りやがった。あいつも一応、色気づいているらしい。

　……まあ、そりゃそうか。もう高校生なんだから。

　二人に見苦しいところは見せられない。こうなってしまった以上、ケジメはつけよう。

　譲はＶＲコネクタを耳につけ、仮想世界に向かった。

　今日が最後だと、心に決めていた。




　最強のプレイヤー【クリムゾン・ジョー】として〈ＡＦ〉に降り立った譲じようは、クランメンバーたちにメッセージを送り、〈合戦場〉まで来るようにと招集をかけた。

　こうして〈合戦場〉に集ったクランメンバーは、深夜という時間帯もあって全体の半分以下だったが、それでも三十人ほどのプレイヤーが一堂に会した。

　ほとんどが譲の強さに憧れ、新たにクランに入ったものたちだ。

　集団の中心となっていたタケヨシは誰よりも早く譲のもとへ駆けつけ、今も隣で熱っぽい視線を注いでいる。

　譲はなるべく彼らと視線を合わせぬようにして、自分の決意を伝えた。

「しばらくこのゲームから距離を置く。いつ戻ってくるかは自分でもわからない」

　事実上の引退宣言だ。

　最強のプレイヤー【クリムゾン・ジョー】が〈エンシェントファクター〉から去る。

　当然、集まった信奉者シンパたちの間で衝撃が走った。

　彼らの多くが戸惑う中、タケヨシだけは譲の決意を聞いて、意外と冷めた調子で言った。

「あっそ。ジョーさんが決めたんならいいんじゃない。あたしとしてはもう少しみんなを強くしたかったんだけどなあ。ああ、やっぱりあいつが邪魔するから……」

　彼女は小声で何事か呟つぶやいていたが、譲はよく聞き取ることができなかった。

「すまねえ。タケヨシをもっと強くしてやりたかったんだけどな」

「いいのいいの。あたしって過ぎたこと気にしない主義だし」

　意外と発言力のあるタケヨシに従い、集まったメンバーも落ち着きを取り戻しはじめる。いつの間にか、このクランは彼女を中心にまとまっているようだ。

　……これなら自分がいなくとも、問題なくやっていけるだろう。

　騒然とした空気が収まったので、譲は一抹の寂しさを感じつつも、彼らに別れを告げて場を立ち去ろうとする。

　しかしそこで、タケヨシがこんな提案をした。

「あたしって、ジョーさんにまだ一度も勝てたことないんですよ。だからお願いなんですけど、最後に勝たせてくれませんかあ？」

　譲は足を止める。

　タケヨシは自分に憧れて、このクランに加入したのだ。

　なのに最後まで大したことをしてやれなかった。そんな罪悪感があった。

　だから彼女のあつかましいお願いを、譲はどうしても断ることができなかった。

「しょうがねえな。たまにはタケヨシにも勝たせてやるよ」

「やったあ！　だったらそれで全部、スッキリさせちゃいましょお！」

　確かに一度くらい負けたほうが、スッキリするかもしれない。

　そう考える譲の後ろで、タケヨシは密ひそかに邪悪な笑みを浮かべていた。

　彼女の言う『全部』には、魂すら含まれていることを、譲はまだ知らない。





















第五回　望、最強の神と対峙する






　第五回　望ぼう、最強の神と対たい峙じする
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　週が明けての月曜日。

　今日は眞ま子この誕生日で、放課後の夕方六時半ごろ、相そう馬まの家に集まって祝う予定だ。問題となっていた譲じようも、眞子に『行く』と電話で伝えたのだから、必ず来てくれるだろう。

　帰宅してすぐ俺は〈ＡＦ〉のプライベートルームに顔を出し、申しん公こうひように引き続きの情報収集と、不穏な動きがあったら携帯端末に連絡するようにと頼んでおいた。

　あとは眞子の誕生日を祝っている間に、ゲーム内で事件が起きないことを祈るばかりだ。

　こうして一通りの用事を済ませたあと、俺は相馬の家に訪れた。

　チャイムを鳴らして玄関のドアを開けた途端、芳香剤の甘い香りがふわっと漂ってきて、この家に招かれたのは久しぶりだと気づく。かつては我が家の──今では他人の家のものとなった香りを懐かしんでいたところで、おばさんが出迎えにやってきた。

「あら、いらっしゃい」

「こ、こんばんは」

　譲と眞子の母親である彼女は、四十路よそじを過ぎたはずなのに今でも若々しく、黙って立っているだけで化粧品広告の素材になりそうな美人さんである。しかし、

「望ぼうちゃん、この前は倒れたんだってねえ。ちゃんとご飯は食べてるの？　こんなに痩せちゃってるじゃないのお」

　相馬のおばさんはそう言って、挨あい拶さつ代わりに俺の尻をスパンと叩たたいてくる。

　これには苦笑いを浮かべて「やめてくださいよお」と弱々しく返すほかない。

　彼女はとにかくパワフルで、喋しやべりはじめたら最後、ただのオバハンと化すのだ。

　眞子も将来こうなるのだろうかと考えると、なんだか複雑な気分になってくる。

「ささ、早く中に入って。眞子ちゃんも待ってるわよ」

「うっす。お邪魔しまーす」

　リビングに通されると、テーブルにたくさんのご馳ち走そうが並んでいた。

　手巻き寿す司しやフライドチキン、春巻きにシーザーサラダ──和洋中、様々な料理だ。

「これ全部、眞子ちゃんが作ったのよお。なんだか妙にハマっちゃったみたいでねえ」

「はあ……。ここまで来ると圧巻ですね……」

　眞子は並んだご馳走の中心に設置されたバースデーケーキに、ろうそくを立てているところだった。

　自分の誕生日を祝うケーキに自分でろうそくを立てるというのが、いかにも彼女らしい。

「よう。そのケーキを作りたかったわけだな」

「でっかいでしょ」

　そう言って得意げにでっかい胸を張る彼女の前に、スポンジ三段重ねの巨大ケーキがそびえ立っていた。おかげで相そう馬ま家ご自慢の高級テーブルが、やけに狭く見えてしまう。

「うん、でっかいな。……しかしこれ、食べきれるのか？」

「そこはほら、男衆がいるから。頑張って」

　でっかいケーキを作るだけ作って満足した様子の眞ま子こは言う。俺とおじさん、あと譲じようがいればなんとか片づけられるか。そんな計算をしながら、俺は椅子に腰を下ろす。

　しばらくして、おじさんが仕事場から帰ってきた。

　立ち上がって挨あい拶さつすると、時代劇のお侍みたいに「うむ」と返された。

「父さんがおじさんから借りてた翻訳デバイス。探したけど見つかりませんでした」

「ああ、別に構わん。それよりなんだお前の身体は。風が吹けば飛んでいきそうだぞ」

　俺が返答に困っていると、眞子が「ちゃんと食べないからだよ」と尻をスパンと叩たたいてくる。実の母娘おやこだからか、おばさんとほとんど同じルーチンで動きやがる。

　さて、あとは譲が来れば全員が揃そろう。

　平均よりやや細い程度の俺に「痩せてる痩せてる」とのたまう相馬家一同が、ガリガリになった今の譲を見てどう思うのか。

　その場面を想像するだけで、胃が痛くなるものの──お互いの現在を知ることこそが、彼と家族の関係が改善するきっかけを作るのかもしれないと、俺は思い直した。

　現在の時刻はちょうど六時半。

　俺は念のため携帯端末をＶＲネットにつなぎ、譲のアカウントを確認した。

　──オンライン。

　唖あ然ぜんとした。

　譲は今、仮想世界にいる。

　約束の時間になったにもかかわらず、下宿先のアパートで〈ＡＦ〉をプレイしているのだ。誕生日に行く約束を無視するかのように。

　あれだけ言ったのに。必ず来てくれると、信じていたのに。

「どうかしたの、望ぼう？」

「いや、何でもない」

　眞子を見る。努めて元気に振る舞っているが、笑顔は少しぎこちない。

　きっと不安なのだ。

　約束の時間になっても、譲が姿を現さないから。

　……いや、まだだ。

　まだ、間に合う。

「ごめん。ちょっと忘れものした。今から取りに戻ってもいいか？」

「あれあれ？　もしかして誕生日プレゼントですかな？　別にいいよって言ったのに」

「ま、そこは一応な。できればサプライズにしたかったんだけど」

　本当は忘れずに持ってきているが、今はそういうことにしておいた。

　誕生日を祝うために買った、ブランドもののネックレス。

　しかしそれよりも眞ま子こが喜んでくれるものを、俺は知っている。

「すぐ戻ってくるから、俺に構わず先に食べててくれ」

「オッケー。早く来ないとケーキ食べちゃうよって、お兄ちゃんに伝えておいて」

　その言葉にうなずき、足早に席を立つ。

　眞子はきっと、気づいている。

　俺が本当は、どこに向かおうとしているのかを。




　一分でも時間が惜しかったので、迷わず近場のネットカフェに直行した。この手のカフェはカプセル型ベッドがあり、仮想世界にダイブする環境が整えられている。

　俺がベッドに横たわってＶＲコネクタをつけたとき、携帯端末から申しん公こうひようの声が響いた。

『望ぼう！　すぐに知らせたいことがあるんだけどっ！』

「今からそっちに行く。あと少しだけ待ってくれ」

『あれれ？　誕生日会は？　もしかして何かあったの……？』

「譲じようが来ない。あいつは今、仮想世界にいる」

　申公が表情をこわばらせ、口早に『とにかく早く来て！』と叫んだ。焦りをにじませる彼女を見て胸騒ぎを覚えた俺は、急いで仮想世界にダイブする。

　プライベートルームで待っていた申公は、俺を見るなり失踪者リストを空中投影で表示した。前と同じ失踪者リストだと思って確認し、すぐに勘違いだと気づく。

　失踪者の顔ぶれがまったく異なっているのだ。

　少し前に見た失踪者リストは数か月分。しかし今、表示されているのは──。

「昨日から今日にかけて発生した失踪事件の被害者たちだよ」

「なんだよそれ……。いきなり増えすぎだろ……」

「さすがに件数が多すぎてパニックになるから、一時的に情報が規制されてるっぽいね。今のところ、どこのニュースでもやってないや」

　俺は戸惑いつつも、宙に表示されたリストをフリックしていく。

　ざっと見て百人ほど、失踪者の詳細が記されていた。

　……たった一日かそこらで、これほど多くの魂を奪われたのだ。

　誰が引き起こしたかなんて、考えるまでもない。

「ナインテイルが動き出したってことか……。ちくしょう、結局こうなるのかよっ！」

「一日で百人もの魂を奪うなんてボクとしても驚きだよ。今のところ封印が解かれた兆候はないけど、こうなると現世に復活するのもあっという間かもしれない」

　……あれだけ探したのに、ナインテイルの暴挙を防げなかった。

　己の無能さに苛いら立だって拳こぶしを強く握る俺を横目に、申公は淡々と情報を提示していく。

「で、これが譲じようのクランメンバーのリストと、現実での個人情報さ」

「……は？　個人情報ってお前、なんでそんなものまで取ってきてんだ」

　一般プレイヤーの個人情報を漁あさったとなれば、ハッキングとは別の意味で倫理的な抵抗がある。しかし下世話な興味で、申しん公こうひようが個人のプライバシーを暴くとは思えない。

　だから俺は言われるまでもなく──失踪者リストとクランメンバーの個人情報を見比べた。案あんの定じよう、二つのリストはまるで同じもののように一致した情報を記していた。

「百もの魂を一日で奪う方法を考えたときにピンときたんだ。個別に対戦したら絶対に無理だし、一か所に集まったプレイヤーを狙ったんじゃないかって」

「なるほど。それで譲のクランを調べたのか……。今じゃゲーム内で最大の集団だもんな」

「失踪者リストに名前がないメンバーは、リーダーの譲以外だとタケヨシってプレイヤーだけかな。彼女はナインテイルの手から逃れられたって、考えるべきだと思う？」

　……だったらどんなに嬉うれしいかと思う。

　しかし申公の意味ありげな視線から、そして俺自身の違和感から、まったく異なる推測を導きだしてしまう。

　最強プレイヤーたる譲ならともかく、あのタケヨシが神に勝つとは想像しにくい。

「タケヨシは失踪者リストに入ってないけど、詳しく調べたら家出人として捜索願が出てたよ。二週間以上も行方がしれないんだってさ」

「失踪じゃなくて家出扱いなのは、あいつがゲーム内で遊んでいたからだろうな」

　ＶＲヴアーチヤル・リアリテイアカウントでの活動が確認されれば──家族はともかく警察としては、家出したタケヨシは友人か彼氏の家、あるいはネットカフェで寝泊まりし、ゲーム三ざん昧まいの生活をしていると判断するだろう。

　……だけどもし、タケヨシのアカウントやアバターが本物ではないとしたら？

　ＶＲネットのセキュリティは万全で、簡単に偽造できるものではない。

　しかし申公が警察の端末をハッキングできるように、ＶＲに潜む神ならさほど苦労せずにアカウントの偽造を行えるのではないか。

　化身が得意な神がいるとすれば──なおさらに。

「タケヨシがナインテイルだって考えると、ボクは現状に納得できるかな」

　申公の呟つぶやきに、ぞわりと悪寒を感じた。

　そして敵の巧妙なやり口に気づいてしまう。

　ナインテイルは対戦で魂を奪ったあと、プレイヤーの分身アバターになりすましていたのだ。

　タケヨシが家出したことになった──二週間以上も前から。

「どうりで見つからなかったわけだ。俺たちが探してたのは神だったからな……」

「顔見知りのプレイヤーになりすましてたなんて、思いもしなかったよ。あいつは三千年前、妲だつ己きという美女に化けて紂ちゆう王おうに取り入った。あのときと同じ手口だ」

　敵にまんまとしてやられ、多くのプレイヤーの魂が奪われてしまった。

　しかし悔やんでいるヒマはない。

　一刻も早くタケヨシ──いや、ナインテイルを見つけだして封じなければ。

　意を決してプライベートルームから移動しようとした俺に、申しん公こうひようはこう告げた。

「もしかしたらだけど、今のナインテイルはタケヨシじゃないかも」

「は……？　どういうことだ……？」

「あいつがタケヨシに化けた理由を考えたのさ。たぶん、彼女を足がかりにもっと大きな獲物を狙うつもりなんだよ」

　申公の言葉の意味を考えて、はっと気づく。

　ナインテイルがタケヨシに化けていたとしたら。

　仮想世界にいる譲じようは今、どうなっているのだろう。

　無事なのか、魂を奪われたのか。

　それとも──。
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　俺は申公とともに、譲のアバターがいるエリアへ跳躍ワープした。

　そこはかつて彼と対戦を繰り広げた、あの〈合戦場〉だった。

　遮蔽物がなく何もない緑一色の平原の、ポータル入り口にほど近い場所に、彼はたった一人で佇たたずんでいた。対戦のときだけ身に纏まとう赤いプロテクターと、毛皮のマフラーのようなものを首に巻いて、俺たちが近づいていくのを、ただ静かに見すえている。

　離れていても感じてしまう。ただならぬ妖気と、野生の獣じみた殺気。

　普通の人間が醸かもし出すはずのない威圧感を──譲は今、俺たちに向けて放はなっていた。

　直感が知らせる。

　来るのが遅かったのだと。もう、全すべては終わったのだと。

　どうしてもっと早く気づけなかったのか。異変は目に見えるかたちで現れていたのに。

　会話できる距離まで近づくと、俺は静かに問うた。

「なあ、タケヨシを知らないか？」

「あっちでぐっすり眠ってやがるよ。ついでに言うとほかのメンバーもな。まったくあいつらには幻滅したぜ。オレに一撃すら与えられなかったんだからな」

　譲は笑いながらポータルを指さす。エルフのような化身アバターが醸し出す空気は、いつもの彼と変わらない。しかしだからこそ、俺は背筋に寒さむ気けを覚えた。

「お前は……誰だ」

「怨霊が化けてると思うか。そうであってほしいと願うか。ところがオレは譲だ。お前のよく知る譲なんだよ。なんなら今、それを証明してやってもいい。さて、どの思い出を語ってやろうかな」

　譲は挑発的に両手を広げる。その仕草は昔からよく知る彼のものだった。

　目の前にいるアバターは、本物の譲じようなのか……？

　だとすれば、ナインテイルはどこに潜んでいるのだろうか。

「結局オレはタケヨシに──いや、あいつに化けた怨霊にハメられたわけだ。クランをしきりだしたのも魂を奪うのが目的だろうな。最強のオレ様を餌にして、大量の獲物を釣るってか。……笑えねえよな」

　譲の言葉に呼応して、彼が首に巻く毛皮のマフラーが小刻みに震える。

　──違う、あれはマフラーではない。

　アバターが身に纏まとう、ただの戦闘服の飾りではないのだ。

『クスクスクス……。ごめんねジョーさん。ずっと騙だましてて』

　タケヨシのアバターから鞍くら替がえしたのか──古代の悪あしき神は今、譲が身に纏う戦闘服の一部に化けていた。小さな狐きつねが彼の首元からにゅっと顔を出し、人間のように笑う。

「お前が……ナインテイルか」

『太たい公こう望ぼう、お久しぶり。こんなに近くにいて気づかないなんて、人間に生まれ変わって勘が鈍ったんじゃない？　おかげでずいぶん助かったけど。クスクスクス』

　譲の首元でナインテイルが哄こう笑しようする。横から申しん公こうひようが口を挟んだ。

「今のそれって結局どういう状態なわけ？　譲のアバターの一部っぽく見えるけど」

『あんたと同じよ、申公。あたしはジョーさんと主従の契約を結んだわけ』

　下僕となった申公は現在、俺の所有物に分類される。












　それと同じということはつまり、ナインテイルも譲じようの所有物になっているのだろう。

　データ上の分類はアバターの戦闘服、あるいはもっと別の何かかもしれない。

「だから一応、主人はオレらしいぜ。実際はどうかわかんねえけどな。この怨霊ちゃんは最強のプレイヤーに戦わせて、自分は魂だけを奪って楽するつもりなんだよ」

『そゆこと。魂をいっぱい集めて一気に奪うの、楽しかったなあ。ジョーさんが負けるまで連戦する──そんなイベントを企画したら、みんな喜んで参加してくれたし』

「へえ。それが君の計画の全容だったわけだ」

『クスクスクス……。雑ざ魚こばかり集めても効率が悪いからさあ。申しん公こうひよう、あなたは知ってた？　この世界に強く執着した魂ほど、神の身代わりとなる効力が高いのよ』

　俺たちが知らなかった事実を告げ、ナインテイルは愉悦交じりの笑みを浮かべる。

　譲を餌にクランを大きくしただけでなく、わざわざメンバーを鍛えた理由はそれか。

　タイムボーナスによる多幸感。集団で他者を排除する優越感。

　ゲーム内で強くなったという錯覚は、プレイヤーをより強く仮想世界に執着させていく。こうして育てあげた魂を、ナインテイルは最後の仕上げで一気に刈りとったわけだ。

　……獲物どころか、家畜みたいに扱いやがる。なんて虫むし唾ずが走るやり方だ。

　申公も同じ感想を抱いたのか、苦虫を噛かみ潰したような顔をナインテイルに向ける。

「君ってば相変わらずのクズだね。三千年以上も封印されたのに、まだ懲りないの？」

『そういうあんたは丸くなったじゃん。もっと暴れちゃおうよ、昔みたいにさ。それとも太たい公こう望ぼうに調教されるのがキモチよくなっちゃったのかしら。クスクスクス……』

　いかがわしい物言いに、申公が舌打ちする。

　わずかな会話だけでも、ナインテイルの邪悪さがよくわかる。

　俺たちの目の前にいるのは、陰湿で狡こう猾かつな、まるで詐欺師のような神だ。

『この世界ゲームってほんとに楽しいよね。現実がうまくいかないから、誰もが実体のない夢にすがって、自分が価値あるものだと見せかける。そんなに夢の中にいたいなら、ずっといればいいと思わない？　あたしはみんなにそうしてあげただけよ』

　ナインテイルの言葉を、俺はとっさに否定することができなかった。

　現実を忌避し、だからこそ居心地よく作られた世界ゲームにのめりこみ、いつしか心の在処ありかを見失っていく。これは紛まぎれもなく存在する、仮想世界の負の側面だ。

　たとえば今、目の前にいる男がそうであったように。

　しかし……それでもまだ、譲の心は残っていると、俺はどうしても信じたかった。

「譲はこんなやつに魂を奪われたままで、悔しくないのか？　お前は知らないかもしれないけど、こいつは現実に復活して、世界をめちゃくちゃにするつもりなんだぞ！」

「どうせくそったれな世界だ。ぶっ壊されたところで大して困らねえよ。いっそ何もかもなくなって、誰も彼もくたばったほうがスッキリするかもな」

　──現実なんて理不尽で、一度の失敗で全部がダメになって、何もかも失うクソゲーだ。

　譲はそう言って、乾いた笑い声をあげる。

　思わず目を背けそうになる俺の横で、申しん公こうひようが冷静に彼の様子を分析した。

「……まったくひどいね。ナインテイルに惑わされて、完全にイカれちゃってるや」

「ハハハ。どうせやることに変わりはねえし、オレのことなんて些さ細さいな問題じゃねえか。世界の命運を賭けて戦うんだろ？　で、こっちが勝ったら現実をぶっ壊すわけだ」

　神を封じるには対戦で勝つほかない。ナインテイルが譲じようのアバターの一部と化しているなら、戦うべき相手は譲自身ということになる。

　自らは手を汚さず、誰かの力を借りて、脅威となる存在を滅ぼす。

　それこそが、ナインテイルという神の本質なのだろう。

「わかってるのかよ。現実を壊せば、譲の大切なものだって壊れちまうんだぞ」

　そうだ。眞ま子こもほかの大切な何かも──全すべてめちゃくちゃになってしまう。

　ナインテイルがかつて引き起こした悪行の数々を顧みれば、疑いようがない。

　しかし譲は、冷めた調子で言った。

「だから早くそうしようぜって、オレは言ってんじゃねえか」

　……これ以上、言葉を交わしたところで意味はない。俺はようやく悟った。

　ナインテイルに魂を奪われた時点で、譲との対戦は避けようがないのだ。

　かつて憧れた男の抜け殻は、突き放はなすように言った。

「──三十分だけ時間をやる。今日は本気で殺しあおうぜ」




　敵の配慮に従うのは癪しやくだったが、準備不足なのは痛いほど事実だった。

　俺は苦渋の思いで一いつ旦たん、退くことにした。

　ＶＲネット経由で眞子に『少し遅くなるけど、譲を連れてくる』とメールを送り、プライベートルームに戻ると、対戦に向けて手札の整理をはじめる。

　申公が俺の服を引き、ためらいがちに言った。

「あいつと戦うのはやめなよ。今の君じゃ、どう考えても勝ち目はないから」

　……どうしてこのタイミングで、戦意に水を差すようなことを言うんだ。

　憮ぶ然ぜんとしながらそう返そうとして、俺は途中で言葉を飲みこんだ。

　申公の表情はいつになく真剣で、猫のような丸い瞳はうるんですらいた。

　彼女は敵との力量差を冷静に把握し、本気で俺の身を案じているのだ。

「今まで譲に勝ったことがないんでしょ。それでも今回は勝てるって断言できるわけ」

「……そんなの、やってみなくちゃわからないだろ」

「いいや、結果はわかりきってるよ。ただのプレイヤーだったころの譲にすら勝てないのに、ナインテイルの──神の力を借りたあいつと戦うなんて無む茶ちやだ。今回は逃げたほうがいいって」

　申公の言葉が深々と突き刺さる。どうやって言い返そうかと考えるたびに、彼女のほうが冷静で、己が感情に任せて行動しようとしているのだと、自覚してしまう。

　状況は間違いなく最悪だ。

　ナインテイルはただでさえ、申しん公こうひようが匙さじを投げるほど危険な存在だった。

　ところがその強敵が、最強のプレイヤーたる譲じようの力を借りて、戦いを挑んできたのだ。

　きっと確実に勝てると踏んだから、姿を隠すのをやめて、俺の前に現れたのだろう。

　何度も何度も、考えた。しかしそれでも俺は、答えを変えることができなかった。

　……逃げるなんてできない。ここで逃げてしまったら、自分を絶対に許せなくなる。

　もしそうなったら、俺は二度と前に進めなくなる。

　それは、魂を失うのと同じことだ。

　世界の命運なんて関係なくて、ただそれだけが嫌だった。

「……昨日、譲に逃げるなって言っちまったしな。それに眞ま子こが待ってるからさ」

　俺の答えを聞いて、申公は顔をうつむかせた。

　彼女の小さな頭を優しくぽんぽんと叩たたき、俺は詫わびるように言った。

「悪いな、ひようちゃん。俺のことを心配してくれたのに」

「ふん。君はいつだってそうだ。ボクの言葉をまるで聞かない」

「こんなこと言うと図ずう々ずうしいかもしれないけど……。頼む、力を貸してくれ」

「ボクは下僕だから、君が命令すれば従うよ」

「俺はちゃんを下僕だなんて思ったことは一度もないぞ」

「ふうん。だったら便利な道具かな」

　古代の神様はそう言って、自嘲気味に笑う。いつもなら冗談を返してやるところだが、このときばかりは真剣な顔で、俺は彼女にこう伝えた。

「いいや、ちゃんは俺にとって大切な友達で──頼れる相棒だよ」

「それだけ？　ほかにはないの。たとえばほら、もっとロマンチックな感じの」

「じゃあ愛玩動物ペツトかな。なんとなく小動物っぽいし」

　お約束を守ってひざ蹴りが飛んでくる。俺は彼女の攻撃を華麗に防いでから、

「……勝ち目はないのはわかってるよ。でも俺はどうしても勝たなくちゃいけない。だから助けてくれ。一人じゃ無理でも、ちゃんがいればなんとかなるかもしれないんだ」

「ご褒美は何をくれるのかな。魂をくれるなら喜んで協力するけど」

「ちゅーしてやるって。サービスで舌も入れるぞ」

「あはは。じゃあボクは生首で空を飛んでケタケタ笑ってあげるよ」

「げ……。そんなホラーな特技は見せなくていいから……」

　嫌そうな顔をした俺を見て、申公は満足したような顔をした。

　彼女はなんだかんだ文句を言いつつも、俺に協力してくれる。

　だからいつも、甘えてしまうのだ。

「……ありがとな」

　ポータルへ向かう直前、俺は一言だけ告げた。精一杯の感謝をこめて。

　申公は照れくさそうに八重歯を覗のぞかせて、背中を小突いてきた。

　たまには素直になるのも悪くない。

　古代の神様の、とびきり可愛かわいい笑顔が見れるのだから。




〈合戦場〉に戻ったとき、ポータル付近に譲じようとナインテイルの姿はなかった。

　すでに中に入っていて、そこで待ち受けているのだろうか。

　この期に及んで、申しん公こうひようが「やっぱり引き返そう」と言ってくる。

「心配すんなって。おかげ様で準備は万全だ。今日の俺はいつもと違うぞ」

　そうでなくても、今さら引き返すつもりはない。

　俺は「よし！」と気合を入れ、目の前に浮かぶ穴の中へ足を踏み入れる。

　緑一色の殺風景な草原が広がる──〈合戦場〉。

　神域となって臨場感が増したところで、あえて驚くような変化は感じられなかった。

　涼やかな風がアバターの肌に触れ、戦意に高ぶっていた心を落ち着かせる。

　邪悪なナインテイル、そして闇に呑のまれた譲と雌雄を決する場にしては、あまりに穏やかな空間だ。

　草原を少し進んだところに、譲はいた。

　赤いプロテクターに身を包み、ナインテイルが化けた毛皮のマフラーをひらひらと風になびかせる。彼の化身アバターはまるで、アニメに出てくる正義の味方のようだった。

「どうしてこのポータルを戦いの舞台に選んだのか。望ぼう、お前にわかるか」

「人ひと気けがなくて、他のプレイヤーに邪魔されないからだろ」

「いいや、広くて何もないからだ。おかげで空間をいじりやすい」

　そこで視界のカウントダウンがゼロを刻み、ついに譲との対戦が開始される。

　俺が間合いを図り距離を取ると、譲は落ち着いた手振りでファクターを呼び出した。

「つまりそれがこいつ、ナインテイルの力ってわけだ。──宝貝発動エンシエント・オープン、〈鹿台摩天楼ロクダイマテンロウ〉」

「──っ!?」

　譲がエンシェントを展開した瞬間、俺は闇に包まれた。




　……自分がどこにいるのかわからない。

　足元は草原とはまったく異なる、湿った泥のような感触を伝えた。

〈合戦場〉だったはずの空間は今、深い暗闇に包まれている。

「なんだここ……。まさか、ファクターの力で空間を変容させたのか……？」

　脳裏に浮かんだ推測を、どこからともなく響いてきたナインテイルの声が肯定する。

『ただ戦うだけじゃつまんないからさ。まずはあたしの作ったステージで遊んでよ。だけどうっかりやられないように気をつけてね。クスクスクス』

「こちらのお手並みを拝見ってか……舐なめやがって！」

　俺は叫ぶ。しかし暗がりに虚むなしく声が響いただけで、ナインテイルからの返答はなかった。譲と雌雄を決する前に、まずはこの謎めいた空間から抜け出さねばならないらしい。

「ひようちゃん、さっそく出番だ。──宝貝発動エンシエント・オープン！　〈雷獣鈴ライジユウリン〉！」

　エンシェントを展開すると、雷獣に化身した申しん公こうひようが現れる。俺はすかさず彼女の背に飛び乗って、状況を簡潔に説明しようとした。

　しかしそのとき、申公が焦りの交じった声を張りあげる。

「望ぼう、危ない！　後ろからなんかきてるよ！」

「うお……っ！　実体化発動オブジエクト・オープン！　〈豪傑剣グランバスタード〉！」

　俺はとっさに両手剣のオブジェクトを展開し、背後から迫りくる何かを薙なぎ払う。

　黒くうねうねとうごめく──触手のようなもの。

　切った瞬間、表面から生臭い粘液が吹き出し、アバターの身体に降りかかった。

　ＨＰがわずかに減少し、俺は火傷やけどのような痛みとともに、敵の攻撃がすでにはじまっていることを理解した。

「ここから離れ……って、ぎゃあっ!?　地面から触手がいっぱい生えてきたぞっ!?」

「ひやあぁっ！　なにこれ気持ち悪うっ！」

　俺と申公はたまらず叫んだ。

　湿った泥のような地面から、黒くぬめぬめした触手が次から次へと勢いよく伸びあがっているのだ。ミミズか蛇めいてうごめく不気味な大群が一斉にこちらへ迫りつつあるのを見て、俺が発破をかけるまでもなく、申公は全力で走り出した。

「なんだこの数は！　ひようちゃんもっと早く！　……このままだと触手プレイだぞっ！」

「ひぎゃああああっ！」

　申公が泣き叫びながら暗闇を駆け、彼女の背に乗った俺は迫りくる触手を薙ぎ払う。一瞬でも動きを止めたら二人まとめて蹂じゆう躙りんされて、あっという間にゲームオーバーだ。

　上へ逃げたいところだが、申公の飛行能力は助走がないと発動しない。

　途中で危うく触手につかまれそうになったものの──寸前で彼女は大きく飛びあがった。

「あっぶねえ、いきなり触手の大群かよ。やり方が鬼畜すぎるぞ……」

「だからナインテイルは嫌いなんだよお！　行動がいちいちゲスいの！」

　難を逃れたところで申公がわめくと、かすかに哄こう笑しようが聞こえてくる。

　ナインテイルと譲じようはどこかで俺たちの慌てふためく様子を眺め、愉悦に浸っているのだ。

　暗闇に包まれた空から触手の大群を見下ろしつつ、俺は申公の背に訊たずねる。

「あいつらがどこにいるか、わかるか？」

「本体は別の空間にいるっぽい。でもさっき、ナインテイルの力は感じたよ」

「どこで？」

「うねうねがいっぱい出たとき。触手の中にあいつの一部が潜んでるんじゃないかな」

「もしかしてそいつを見つけて倒さないと、ここから脱出できないとか……？」

　申公は「ほぼ間違いなく、そゆことだね」と肯定した。触手の大群に潜む本ボ体スを倒せば、空間から脱出できる──いかにもゲームステージらしい仕掛けだ。

「時間はかかるけど、ひとまず遠隔攻撃で数を減らしていくか」

　俺は〈豪傑剣〉を手札に戻し、射程の長い〈蒼の長弓ブルーバード〉を展開しようとした。

　しかしそこで身体が大きく揺れ、飛行を続ける申しん公こうひようの高度がわずかに落ちる。

「言っとくけど、ボクの飛行能力は時間制限があるからね。君を乗せていると余計に短くなるし、そんな悠長にやってるヒマはないと思うよ」

「あ、忘れてた……。なら一いつ旦たん地面に下りて、また飛べるようになるまで走ってくれ」

「無理。次は追いつかれる」

　言われて眼下でうごめく触手を確認すると、大群はぴったりと俺たちの真下に陣どっていた。確かにあれでは着地と同時に殺到され、そのまま飲み込まれてしまうかもしれない。

　この状況を打破するために、俺はしばし思考を巡らせる。

　触手を間引く暇はない。かといって大群の中から本体を見つけ出し、弓で撃ち抜くのも困難だ。そもそも本体を探す作業に手間取れば、そこでゲームが終わってしまう。

　申公が「考える時間もあんまりないね」と呟つぶやき、飛行の高度がまた少し落ちた。

　となると……最初っから大おお博ばく打ちをやるしかないのか。

　俺は大きく息を吐き、覚悟を決めた。

「ひようちゃん！　もう少し高度を下げてから、俺を触手の中心に落としてくれ！」

「はあっ!?　それって本気っ!?」

　戸惑いつつも彼女は身体を傾けて旋回し、滑空しながら高度を下げた。

　地面を埋め尽くす触手はうねうねとこちらの動きを追従し、真下に陣を張っていく。その動作はＡＩで自動追従する使い魔ユニツトに酷似していた。同じ仕組みで動いているのなら、触手はデータ上、ユニットに属するファクターに分類されているはずだ。

「準備できたけど、ほんとに落としていいの？　ここでゲームオーバーとか笑えないよ」

　不安げな申公の、今は雷獣と化した大きな頭を優しく撫なでる。

　うまくいく確証はないが……ここで弱音を吐いたら男がすたる。

　俺は自らを奮い立たせるように、自信たっぷりの笑みを浮かべてみせた。

「心配すんな。ポータルに入る前に言っただろ。──今日の俺は一味違うってよ！」

　啖たん呵かを切ると同時に申公の背を叩たたく。

　彼女はサーカスの猛獣めいた動きでくるりと回転し、俺を真下に投げ落とした。

　視界がぐんぐんと地面に近づいていく中、不気味にうごめく触手の群れが勢いよく伸びあがり、落下する俺をつかみとろうと押し寄せてくる。

　そこで俺はファクターを展開。譲じようとの対戦に備えて用意した切り札の一つを使用した。

「──効果発動エフエクト・オープン！　〈絶対防御インビンシブル〉！」

　アバターを輝く光が包み込み、次の瞬間──俺は地面に激突した。

　しかし本来なら即死するはずの、高所からの落下ダメージは発生しない。

　そして迫りくる触手の攻撃も、見えないバリアによって弾はじかれていく。

　これがあらゆるダメージを無効化する──〈絶対防御〉の効果エフエクトだ。

　強力無比な効果なだけあって、持続時間はたった三十秒しかない。その間にできることは限られている。俺は矢継ぎ早ばやにファクターを展開した。

　手の内に生み出されたのは〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉だ。ランクＳオブジェクトの驚異的な間合いと威力に任せて、機械的な動きで突っ込んでくる無数の触手を次々となぎ倒していく。

「うおおおおおお──っ！」

　怒ど濤とうのように押し寄せる触手をなぎはらう中で、斧おのの刃は赤く燃えあがるような輝きを放はなちはじめる。〈破壊の戦斧〉の『オブジェクトを破壊するごとに攻撃力が上昇する』特性は、ユニットを破壊した際にも適用されるのだ。

　俺の狙いどおり、斧があっという間に強化されていく。

　──さあ、ここから先が本番だ。

　横に薙なぎ、振り下ろし、ときには乱暴に数本まとめて叩たたきつぶす。斧はやがて紅ぐ蓮れんの炎を帯び、最大限に強化されたことで触手を倒すペースがさらに上がる。周囲の暗闇ごと吹き飛ばすような灼しやく熱ねつの軌道を浴びて、無数の触手が一瞬にして灰かい塵じんと化していった。

「すごい……。やるじゃん……」

　低空飛行で周囲を見回っていた申しん公こうひようが、俺の無双っぷりに感嘆の声を漏らしていた。

　と、そこで何かに気づいたのか、彼女が大きな声で叫ぶ。

「望ぼう！　君から見て右斜め前！　他の触手と違うのがいるっ！　あれが本体だよ！」

「なんだって……!?」

　言われた方向に顔を向けると、黒い触手の中に一本だけ、血のように赤い触手が潜んでいた。












　見つけた！　あれがこの空間を形成する本体──ナインテイルの力の一部だ！

　しかし俺がいる場所と、標的との距離はかなり離れていた。

　もうすぐ三十秒が経過する。

　黒い触手はいまだ多く残り、このままでは本体に辿たどり着く前に無敵効果が切れる。

　そうなれば周囲の触手から一斉攻撃を受け、俺のＨＰは一秒と持たずに尽きてしまう。

「どうすんのさ、望ぼう！　無敵効果が切れたら大ピンチだよ！」

「いいや、こういうときこそチャンスだろ！　逆境ってのは燃えるもんだからな！」

　迫りくる危機を前に、俺の戦意はさらに昂たかぶっていた。

　……あと数秒で、無敵効果は切れる。

　ところが本来なら絶体絶命となるその瞬間こそが、ただ一度きりの勝機になりえるのだ。

　紅ぐ蓮れんの炎を纏まとった斧おのを大振りに回し、俺は周囲の触手を一掃した。

　同時に三十秒が経過し、無敵効果が切れた。

　するとそのときを待っていたかのように、無数の触手が渦を巻いて躍りかかる。

〈絶対防御インビンシブル〉は他のエフェクトと併用できない。

　だからこそ無敵効果が切れ、触手が殺到するまでの──刹せつ那な。

　時間にしてわずか一秒以下の勝機に、俺は命運をかけるのだ。

　……こんなところで立ち止まってなんかいられない。

　俺はなんとしてでも、譲じようを眞ま子この誕生日に連れていくんだっ！

「効果発動エフエクト・オープン！　〈殲滅旋風アニヒレートサイクロン〉！」

　エフェクトの付与を示す金色の光が、両手に構えた〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉を包む。

　すると紅蓮の炎が大きく膨れあがり、斧全体が灼しやく熱ねつの塊かたまりと化したように輝いていく。

　そして俺は斧を振り下ろした。

　かつてないほど広範囲の──まさに旋風のごとき一撃だ。

　吹き荒れる紅の旋風が、周囲にうごめいていた無数の触手をまとめて吹き飛ばす。黒一色だった群れは紅蓮の炎に包まれ、赤く染められたように燃えあがっていく。

　灰かい塵じんと化した群れの中に、本体の触手も含まれていたのだろう。やがて「ギュバアアアアアア！」という奇妙な断末魔が、暗闇に包まれた空間全体に響き渡った。

　炎の嵐が消えて周囲に静けさが訪れると、上から見守っていた申しん公こうひようがふわりとそばに下りてきた。彼女はいまだ興奮が冷めやらぬ様子で、俺に声をかけてくる。

「本体を倒したみたいだよ！　今日はマジでやるじゃん！」

「ゲーム内で最高級のエフェクトを使ったからな。思わず札束殴りしちまったぜ」

〈殲滅旋風〉は対象となるオブジェクトを消失させる代わりに、一度だけ広範囲かつ強力な旋風攻撃サイクロンアタツクを放はなつ効果を付与する。

　その威力は指定した対象に依存するため、最大限に強化された〈破壊の戦斧〉に纏わせれば、周囲にいる全すべての敵に壊滅的なダメージを与えることが可能だ。

　しかし〈殲滅旋風〉は単純かつ強力な性能ゆえに、数あるエフェクトの中でもとくに人気が高い。現在の相場でなんと、二十五万円ほどの値がつくのだ。

　おまけに〈破壊の戦斧ジヤガーノート〉を対象に指定したことで、そちらもエフェクトと同様に所持品から消失してしまった。

　つまり俺はさきほどの一撃で、触手と同時に三十万以上のＲＭリアルマネーを消し飛ばしたわけだ。

「本音を言うと、譲じようとの対戦まで取っておきたかったけどな……」

「そうも言ってらんないでしょ。本気でピンチだったんだし」

「まあな。お、周囲に変化が──」

　そばにいた申しん公こうひようの背に急いでまたがって、周囲の様子に目を向ける。

　本体を倒したことで暗闇に包まれていた空間にピキピキと亀裂が入り、隙間から光が溢あふれだした。俺の視界は白く染まり、身体が宙に浮くような感触を味わった。

　そして──次に見えたのは、禍まが々まがしく朱に染まった夕暮れの空だった。

　視線の先に細く長い石造りの坂道が伸び、左右に断崖絶壁が広がっている。

　延々と続く坂道のはるか先に、天高くそびえる塔のようなものが見えた。

　……まるで万里の長城だ。

　俺が目を凝らして塔の天頂に意識を向けたとき、譲の殺気だった声が響いた。

『今日はレアもの使いまくりじゃねえか！　ずいぶん景気がいいなあ、望ぼう！』

「こうでもしないと勝てないからな。てめえも隠れてないで、さっさと出てこい」

『世界の命運を賭けて戦うなんて最高に燃える展開じゃねえか。すぐに終わっちまったらつまんねえだろ。だからオレたちをもっと楽しませろよ！　ハハハハハッ！』

「最強気取りの次はラスボス気取りかよ。マジで救えねえな……」

　思わず吐き捨てた悪態に反応はなく、譲の気配はすでに消えていた。

　俺は延々と続く坂道の終着点──はるか彼方かなたの白い巨塔に目を向ける。

　……待ってろ、譲。

　すぐにお前の横っ面をぶっ飛ばして、目を覚まさせてやるからな！




　はるか先にそびえる塔を目指し、申公が猛スピードで坂道を駆け抜けていく。

　俺は彼女の背に揺られつつ、夕暮れに染まった空に目を向けていた。

　すると一瞬、きらりと何かが光った。

　俺はすかさず両手剣オブジェクト〈豪傑剣グランバスタード〉を構える。

　直後──上空から勢いよく煙を吐きながら、金属の柱が飛来する。

　灼しやく熱ねつの炎に包まれた、見るからに殺傷力が高そうな構造物フイールドオブジエクトだ。

「どおおりゃあああっ！」

　俺は気合いとともに両手剣を振り上げ、燃え上がる柱を豪快に弾はじき返す。

　ガキィンと鈍い音を立て、柱は坂道の真横──断崖絶壁に吸いこまれていった。

　危険を排除したところで背後に目を向けると、今しがた通ってきた道がこちらを追うように崩壊しつつあった。……くそ、足場が崩れるペースが上がってやがる。

　崖がどれほどの深さか定かではないが、高所からの落下ダメージは甚大だ。見下ろして地面が見えないのなら、落ちれば即死は免れないと考えるべきだろう。

　容赦なく迫りくる危機の数々に、俺は舌打ちした。

　さきほどの異空間で申しん公こうひようの飛行能力は使い果たした。再び飛行可能になるまで数分かかるが、それを待つ猶予はない。上から燃え上がる柱、背後は崩れる道。

　さらに前方は──危ないっ！　坂道が途中で切れている！

　しかし合図を送るまでもなく申公は跳びあがる。四肢を伸ばして宙を舞い、彼女は対岸に着地した。と、そこで再び灼しやく熱ねつの柱が飛来。俺は慌てて剣で弾はじき飛ばす。

「ちっくしょう！　下に注意を向けての上から攻撃かよ、製作者の悪意を感じるぞ！」

「空間ステージを作ったのはナインテイルだからね。たぶん悪意しかないよ」

　譲じようが展開した〈鹿台摩天楼ロクダイマテンロウ〉──かのエンシェントによって、ポータル全体は邪悪なステージに変容した。この空間に存在する構造物フイールドオブジエクトは、かの神と紂ちゆう王おうによって行われたかつての悪業になぞらえて構築されているようだと、申公が推測を語った。

「さっきの触手の群れは〈タイ盆〉かな。紂王とあいつは国中から集めた毒蛇を大きな穴に入れて、罪人を蹴り落としたんだ。なんていうか趣味が悪すぎだよね」

「趣味が悪いなんてもんじゃねえ。残虐すぎて吐き気がする……おっと！」

　またもや灼熱の柱が飛んでくる。今度は左右から二本だ。

　右側を〈豪傑剣グランバスタード〉で弾き、左側を〈堅牢障壁ハードシェル〉という金属壁のオブジェクトを使って防ぐ。そこで〈豪傑剣〉の耐久力が尽き、粒子と化して霧散した。

「で、今のが〈炮ほう烙ろく〉だよ。燃やした銅の柱を罪人に渡らせる。これまた残虐な極刑さ」

「ナインテイルのやつ、そんなことばっかりやってたんだな」

「あいつは神の中でもクズ中のクズだからね。現実に蘇よみがえったらまた同じような悪行を重ねるよ。いや、三千年も封じられて恨みが溜たまってる分、もっとひどいかも」

　申公は不穏なことを言いながら「よっ！」と、前に現れた落とし穴を飛び越える。

　飛来する灼熱の柱、奈落へ誘う落とし穴、崩落していく坂道。

　次々と迫る罠わなの数々にＨＰや手札を消耗しながらも、俺たちはやがて坂道をのぼり終えようとしていた。

　ところが坂道の終着点──わずかに開けた通路に突然、ぬっと何かが立ちふさがった。

　異様にして威容溢あふれる、一つ目の巨人だ。

　この巨人もナインテイルの力の一部を宿したユニットか。身の丈は五メートル以上、丸太のように太い腕に、鎖で繋つながれたバランスボール大の鉄球を構えている。

　古代の神とは様相の異なる化け物クリーチヤーが、身の毛がよだつような声で吠ほえた。そして鎖を持った腕を振りかぶり、ハンマー投げのように鉄球を放はなった。

　しかし申公はスピードを落とさない。むしろさらに加速し、宙を駆け抜けるように跳躍ワープした。そして鉄球が直撃する瞬間に足を蹴り上げ、投げ放たれた鉄球を弾き返す。

　彼女の跳躍とほぼ同時に、俺も彼女の背から飛び上がっていた。

　手の内に〈猪突閃槍カリユドーンランス〉を展開し、カタパルトめいて射出された勢いに任せて巨人に迫ると、身体ごと捻ねじるようにして槍やりの一撃を突き立てる。

「雑ざ魚こはお呼びじゃねえってんだよッ！」

「────ッ？」

　断末魔を上げる間もなく、一つ目巨人は体たい躯くを震わせて霧散していく。

　棒高跳びの要領で空中をくるりと舞い、俺はそのまま申しん公こうひようの背にすとんと着地した。

　坂道のステージをなんとか切り抜けたことを確認し、ひとまず大きく息を吐く。

　それから天高くそびえる塔と、その周辺に目を向けた。

　──意外なことに、塔の周辺は緑豊かな庭園だった。

　辺りは奇妙に静かで、どことなく不気味な雰囲気が漂っている。

　この庭園を越え、塔の天頂まで辿たどりつけば、いよいよ敵と対たい峙じすることになる。

　しかし決戦を前にして、俺は密ひそかに焦りを感じていた。

　譲じようを倒すために準備した切り札ワイルドカード、月に行く資金を投げ打って集めたレアファクターの数々。その半分以上を、ここまでの道中で消費してしまったからだ。

　……はたして今の状態で勝てるだろうか？　ふと、そんな不安を抱く。

　俺はアバターレベルのほとんどを所持容量キヤパシテイに割り振って、手札の数を増やしている。

　多用なファクターを駆使して臨機応変に戦う。

　そんなプレイスタイルが俺の持ち味であり、譲との対戦における優位性アドバンテージだ。

　しかし俺の優位性は、手札の消耗によって大きく減じられた。

　これがナインテイルの狙いなのだろう。真綿で首を絞めるように消耗させ、弱ったところで刈り取る──邪悪な神らしい、なんとも狡こう猾かつなやり方だ。

　俺の迷いを察したのだろうか。雷獣モードの申公が走るスピードを落とし、ふさふさの尻尾で背中をぺちりと叩たたいてくる。彼女は虎のような顔からすると不釣り合いに可愛かわいらしい声で、俺を焚たきつけるように言った。

「ボクをここまで働かせておいて、やっぱり無理かも……なんて言うつもり？」

「いや、そんなつもりはないって」

　強がってみたものの、声が少し震えてしまった。申公はふいに鼻先を上げて、

「ほら、周囲の匂いを嗅かいでごらん。お酒の匂いがするでしょ」

　言われてみれば、お酒の甘い香りがふわりと漂っている。

　申公はそのまま庭園を駆け抜けると、匂いのする方角へ向かった。

　やがて小さな池が見えてくる。お酒の匂いはそこから漂ってきているようだった。

「お酒の池ってことは……もしかしてここは〈酒池肉林〉なのか？」

「そうらしいね。どうやら肉の林はプレイヤーの魂で作ったみたいだ」

　彼女の言葉にはっとして、俺は周囲の様子に目を凝らす。

　池を取り囲む林に何かが吊つり下げられていて、そこからかすかに声が聞こえた。




「ああ……」「うう……」「怖い……」「どうして……」

「たすけ……」「お父さん……お母さん……」「ここは……どこだ……」




　吊つるされていたのは──ナインテイルに魂を奪われたものたちだった。

　彼らの姿は亡霊のように透き通り、苦しげなうめき声だけが静かな庭園に響いている。

　よせばいいのに俺は視線をさまよわせ、やがて一人の少女を見つけてしまう。

　ドラゴネットアバターを使っていた──タケヨシという女の子。

　現実の容姿はわりと可愛かわいいものの、初対面の印象は最悪だったし、下の名前なんていまだに知らない。さほど親しい間柄ではなく、しいて言えば顔見知り程度の仲だ。

　……だけど彼女は何もしていない。それだけは、俺だって知っている。

　普通に仮想世界で、普通にゲームを楽しんでいたはずだ。

　魂を奪われて、アバターすらも奪われて、虐げられる理由なんてない。

　惨状を目の当たりにして怒りに肩を震わせる俺に、申しん公こうひようは言った。

「この対戦で負けたら彼らは救われない。……それだけじゃない。現実でもこれと同じようなことが起こるんだ。かつて紂ちゆう王おうにそうしたみたいに、今度は譲じようを傀かい儡らいにしてね」

「そんなことはさせねえって。俺が今からあいつをぶっ飛ばしにいくんだから」

　申公は飄ひよう々ひようとした態度で「まあね」と返し、また尻尾でぺちりと叩たたいてくる。

　不安なんて、一気に消し飛んでしまった。

　勝ちめがあるかどうかなんて、どうでもよくなった。

　ただ純粋に、ナインテイルを許せなかった。

　だから絶対、勝つしかない。

　救おう。奪われた魂を──そして譲を。

「準備はいい？　飛行できるようになったけど」

「ああ、ふざけた前ぜん哨しよう戦せんにも飽きてきたしな。さっさと終わらせにいこう」

　俺の言葉を合図に申公は庭園を駆け抜け、助走をつけて大きくジャンプする。

　頼りがいのある相棒の背に乗って、塔の天頂を目指して飛び立っていく。





　　　　３






　今から三千年以上前。古代中国の支配者として君臨していた殷いんの紂王は、己の権力を誇示するべく空高くそびえる高台──〈鹿ろく台だい〉を作り上げた。

　建築の際は莫ばく大だいな建築費用を賄うために重税を課し、多くの民を過酷な労働に従事させ、彼らの命を無残に散らしたという。

　邪悪なステージに変容した空間の中心で、ナインテイルの強大さを誇示するようにそびえ立つ白き巨塔こそ──仮想世界に生みだされた、新たな〈鹿台〉だ。

　虚栄の象徴ともいうべき巨大な構造物フイールドオブジエクト。その天頂から仮想に満ちた夕暮れを眺める男。

　神に魂を奪われ、傀かい儡らいと化した最強のプレイヤーは今、何を考えているのだろうか。

　数多あまたの障害を乗り越え、俺たちがようやく〈鹿ろく台だい〉の天頂へ降りたったとき。

　そこで待ち受けていた譲じようは、こちらに背を向けたまま、静かにこんな言葉を投げかけた。

「……望ぼう。ガキのころ、将来の夢はなんだった？」

「将来の……夢？」

　思いがけぬ問いに眉をひそめる。譲は戦意にたぎる様子もなく、妙に落ち着いていた。

　決戦の舞台となる〈鹿台〉の天頂。

　四方に柵すらなく、玉石で作られた白い床があるだけの空間だ。ただしこの場が天空にあると示すように、周囲に雲が浮かび、横殴りの風が吹き荒れている。

「おう、将来の夢だ。小学生のころ、授業で書いたりしなかったのか」

「とくに決まった夢はなかったよ。でも今はＶＲ系のゲームクリエイターになりたいかな。そのために専門校にも通ってるわけだし。で、そういう譲は何だったんだ？」

「オレは正義の味方になりたかった。ガキのころはずっと、憧れていた」

　譲は他愛たわいのない世間話を続けた。俺は戸惑いつつも、彼の言葉に耳を傾けようとする。

　申しん公こうひようも俺に倣ならって、あえて譲に攻撃を仕掛けようとはしなかった。

「……でも今はどうだろうな。お前と逆で、オレは大人になるにつれて夢がなくなっちまった」

「だったら正義の味方になればいいじゃないか。譲ならきっと、なれるはずだ」

　譲は自嘲気味に笑う。そしてようやく振り返り、こちらに身体を向けた。

　彼はエルフの化身アバターではなく──現実そのままの姿に変容していた。

「いいや、現実じゃ正義の味方になれない。そんなのはガキが見る夢だ。誰もが憧れ、誰にも負けない最強のヒーローなんて、ゲームやマンガの中にしか存在しないからな」

　譲は両手を広げた。

　青白い顔、痩せ衰えた身体。しかし瞳だけはギラギラと輝き、狂気に染まっている。

　赤いプロテクターに身を包み、ナインテイルが化けた毛皮のマフラーをなびかせ、正義の味方のような姿の男は、しかしそれとは真逆の存在に成り果てていた。

「夢は醒さめたら終わっちまう。仮想世界は現実に戻ったら消えちまう。オレは夢を見ていたいんだ。こんな姿じゃなくて、最強の【クリムゾン・ジョー】としてずっと──」

　譲の身体にノイズが走り、彼は再びエルフの化身アバターに変じていく。

　身に纏まとうのは、最強という名の虚栄だ。

　全すべては幻想で、だからこそ彼の求めるものを与えてくれる。

『クスクスクス。それでいいのよ、ジョーさん。あなたの望む夢を見させてあげる。現実という悪夢を壊して、あたしと楽しい世界を作りましょうよ……』

　首元のナインテイルが赤子をあやすように語りかけると、譲の瞳に赤い光が宿る。

　なんだ、あれは……？　俺は不穏なものを感じとった。

「ひようちゃん、譲じようは何かされてるのか？」

「ナインテイルの〈誘惑テンプテーシヨン〉だよ。あいつの得意技で、ちょっとした催眠術みたいなものかな。甘い声で暗示をかけて他人の心を支配するんだ」

「マジかよ……。あいつ、そんなことまでやってくんのか……」

「でも君には効かないよ。〈誘惑〉にかかるのは鬱うつ屈くつが溜たまってるやつだけだし」

　俺は安あん堵どの息を吐く。対戦中に催眠術なんてやられたら、それこそ手に負えなくなる。

　だが、これでようやく合点がいった。〈誘惑〉なんて怪しげな術が使えるからこそ、ナインテイルは多くのプレイヤーを、容易に惑わすことができたのだ。

　そして今や譲も術の毒牙にかかってしまった。

　大切なものを傷つけ、罪に縛られた男はどれほどの鬱屈を溜めこんでいたのか。

　つい昨日、現実での変わり果てた姿を目の当たりにした俺としては、胸が締めつけられるような思いだった。

「望ぼう。お前はいい加減、目障りだ。ここに存在するな。オレに現実を見せるな」

「お前こそふざけんな。正義の味方のコスプレで、ラスボスのなりきりロールプレイしてんじゃねえ。中二病から卒業して、現実に……眞ま子こに目を向けろよっ！」

「黙れっ！　まずはてめえからぶっ壊してやるっ！　──宝貝発動エンシエント・オープン！　〈幻影九葬ゲンエイキュウソウ〉！」

　譲は高らかに叫び、〈鹿台摩天楼ロクダイマテンロウ〉とは異なるもう一つの力を展開した。

　神との対戦でエンシェントを二つ使われること自体、今回がはじめてだ。

　とはいえ俺はこの流れをある程度、予測していた。

　だから戸惑うことはなく温存していた〈打神鞭ダシンベン〉を展開し、相手の攻撃を待ち受ける。

　しかし神の力を発動したにもかかわらず、譲と周囲に変化はなかった。

　武器が実体化することもなければ、空間に変化が起こった様子もない。

　……間違いなく、エンシェントは展開されたはずなのに。

　何も起きないことが、かえって俺を不安にさせる。敵の手の内が読めないからだ。

「ハハハッ！　拍子抜けしたか？　だったらこれでどうだッ！」

　不敵な高笑いとともに、譲は続けてファクターを展開する。

　生み出されたのは〈金剛方天戟ダイヤモンドクレセント〉──彼が愛用しているランクＳオブジェクトだ。

　神の力が具現化したエンシェントと異なり、このファクターは通常のゲーム内に存在するデータだ。ランクＳの中でも安いほうだし、単体ではとくに驚くべきものではない。

　ところがそのとき、彼の頭上に〈金剛方天戟〉が同時に九本、実体化した。

「……んなっ！　多重展開だとっ！」

「どうだ、すげえだろ。これがオレのご主人様の力なんだとさ。──なあ？」

　譲が語りかけると、マフラーに化けたナインテイルが首元で震え、クスクスと笑う。

　武器系オブジェクトを同時に九つ展開する──それが〈幻影九葬〉の力なのか。

　九本の槍やりは譲の頭上でふわふわと浮かび、黄金色の矛先をこちらに向けている。

　まるでミサイルだ。

　そう考えた瞬間──俺は戦せん慄りつし、頬ほおを引きつらせた。

　誘導式の遠隔武器。九本の槍やりによるオールレンジ攻撃。

　もしそうだったら──とんでもなくヤバい。

　譲じようが右手を掲げると案あんの定じよう、九本の槍は鋭い風切り音をたててこちらに飛来する。

　さっそく訪れた危機的状況に、申しん公こうひようが慌てて声をあげた。

「あれって……一発でも食らったらやばいっ!?」

「たぶんな！」

　飛来する槍を避けるべく、俺を背に乗せた申公が走り出す。玉石の床を滑るように駆け抜けた直後、三本の槍がカカカッ！　とリズミカルな音を奏でて床に突き刺さった。

　しかし間一髪で避けた直後──前方から三本の槍が飛んでくる。退路を塞ふさぐように迫る三方向からの同時攻撃を、俺は〈打神鞭ダシンベン〉で撃ち落とし、続けて〈閃電脚ブリツツ〉を展開した。

「うわっ！　足が急に速くなった！」

「直進速度が上がるエフェクトだよ！　今日はお前が命綱だからよろしくな！」

　機動力の高い申公の速度がさらに上昇したことで、続けて迫りつつあった三本の槍をなんなく回避する。こうして初撃を回避したものの、譲は不敵な高笑いを続けていた。

「やっぱそうこなくっちゃなあ！　俺をもっと楽しませろよ、望ぼうッ！」

「多重展開に遠隔操作なんてガチのチートじゃねえか！　ふざけやがって！」

　早くも戦力差を感じとった俺は、まとわりつく怖おじ気けを払いのけるように悪態をつく。

　多重展開された〈金剛方天戟ダイヤモンドクレセント〉は、単体で致命的な威力を秘める。

　俺は道中で消耗し、残りＨＰは七〇％。回復手段がほとんどない対戦では、これだけで十分に不利な状態である。

　今のＨＰなら槍の攻撃一発で瀕ひん死し、二発食らえば、即死オーバーキルだ。

「チートなんて人聞きの悪いこと言うなよ。けっこう大変なんだぜ、これ！」

　譲は笑いながらそう言って、指揮者のように腕を振った。

　すると彼の仕草に呼応して、九本の槍は再び宙に浮かびあがる。

　さきほどの攻撃は挨あい拶さつ代わりの軽いジャブだろう。次はきっと本気で来る。そう考えて〈打神鞭〉を持つ手に力をこめると、鞭は主あるじの意思に呼応して青い燐りん光こうを瞬かせた。

　しかし続けて飛来した九本の槍は予想していた速度をはるかに凌りよう駕がし、全方位から同時に襲いかかってきた。弾幕のような軌道は、もはや目で追うことすら困難だ。

「だからやっぱりチートだろっ！　──疾チッ！」

　おののきながら吠ほえ、迎撃を開始する。

　左右に薙ないで三本、上から振り下ろしで二本──俺は〈打神鞭〉を不規則にしならせ、夕暮れの空に青い残像を走らせながら、弾幕のような槍を次々と打ち落としていく。

　だが、それでも防ぎきれない。

　かつてないほど集中力を発揮したにもかかわらず、残り四本を弾はじき飛ばす猶予がない。

　俺が敗北を予感して戦慄した直後──申公がくるりと回転し、両腕の爪で器用に槍の軌道を曲げて弾はじき落とした。得意げな少女の声が響く。

「どう、今のボクの動き？」

「……最高にクールだったよ。次も頼む」

「了解っ！」

　返答とともに申しん公こうひようが急制動をかける。

　対角線上に位置する譲じようと、俺は視線を交錯させた。

　圧倒的優位に立つあの男は、戦いがはじまってから一歩も動かず、余裕の表情でこちらに手を振ってくる。相変わらずのふざけた態度だが、佇たたずまいには隙すきがない。

　様子見は終わったのか、譲は立て続けに攻撃を放はなつ。九本の槍やりで一斉に仕掛けるかと思えば、三本一組の槍をローテーションで飛来させ、こちらの動きを封じてくる。

　休みなく放たれる槍の弾幕を決死の思いで弾き返すうちに、俺の神経は疲弊していった。

　こめかみにズキッとした痛みを感じ、早くも追いつめられたことを自覚する。

「動きが鈍くなってんぞ、望ぼうっ！　さっきまでの威勢はどこに消えたっ！」

「……くそっ！　これじゃ攻撃する余裕がないっ！」

〈打神鞭ダシンベン〉の驚異的な攻撃範囲と申公の機動力のおかげで、今のところ飛来する槍の攻撃を防いでいる。

　しかしいくら打ち落としても〈金剛方天戟ダイヤモンドクレセント〉は再び宙を舞い、すぐに攻撃を開始するのだ。これでは反撃に転じるどころか、防御の手を休める暇すらない。

　と、そこで回避に専念していた申公が、俺にあることを提案した。

「もしかしたらさ、あれが使えるんじゃない？　ほら……ごにょごにょ」

「……ひようちゃんもゲームのなんたるかがわかってきたじゃないか」

　感嘆して呟つぶやくと、申公は得意げに鼻先をふふんと鳴らした。

　頼れる相棒に内心で感謝しつつ、俺は手早く次の行動に関しての指示を伝えた。

「……つーことでよろしく。ちゃんは俺が乗ってないほうが早く動けるんだよな？」

「うん。だからこっちは気にしないで、思いきりぶっ飛ばしてやりなよ」

　ちょこまかと動く標的に苛いら立だちを感じてか、譲が「さっさと死ねっ！」と罵声を飛ばす。すると九本の槍が再び、不規則な軌道を描いて空を縫った。

　手近に迫った二本の槍を弾きながら、申公の背を足で叩たたいて作戦開始の合図を送る。即座に彼女は四肢で踏ん張ると、玉石の床に亀裂を走らせ急制動をかけた。

　急に動きを止めた俺たちに、残る七本の槍が一斉に降りかかる。だが、

「──実体化発動オブジエクト・オープン！　〈堅牢鉄壁ハードシエル〉！」

　申公の背でよろめきつつ、オブジェクトを展開。巨大な鉄壁が伸びあがり、俺たちを覆い隠すように佇ちよ立りつする。直後、飛来した槍は全すべて鉄壁に阻まれ、地に墜おちていった。

「バカがっ！　そんなもんは時間稼ぎにしかならねえぞ！」

　譲は吠ほえ、何度も槍を放はなって強引に鉄壁を破壊した。そして崩壊した壁から飛び出した申公に目を向ける。だが──彼女の背に俺はいない。

「な……っ！」

　さすがの譲じようも戸惑ったのか、驚きよう愕がくの声をあげていた。

　しかしすぐに俺の狙いを看破し、周囲をキョロキョロと見まわす。さきほどの鉄壁は飛来する槍やりを防ぐためではなく──一時的に譲の視界から逃れるために生み出したのだ。

「くそ……どこに隠れた、望ぼう……っ！」

「いい加減に目を覚ましやがれっ！　〈地潜錐チセンスイ〉！」

　俺は譲の背後の床を割って勢いよく飛び出し、両手のドリルでアッパーカットを放はなつ。かつて封じた土ど行こう孫そんのエンシェント──地面を潜る〈地潜錐〉を使った奇襲攻撃だ。

　土行孫を知らない譲からすれば、知識の埒らち外がいにある戦法だ。

　ゆえに初見では防げまい。

　俺はそう確信していたし、実際、譲は完全に虚を突かれていた。

　しかしそこで想像もしていなかったところから、小さな声が響いた。

『ちょっとちょっとお……危ないじゃん』

　首元のナインテイルが動き、譲の身体を強引に反転させる。

　俺のアッパーカットは、譲が反射的に身体をのけぞらせたことで回避されてしまった。

「……ちいっ！」

　決死の一撃を外した俺は素早く地面に潜り、申しん公こうひようのもとへ戻る。

　そして彼女の背に飛び乗ったとき、強いめまいを覚えた。

　……地面に潜る攻撃は魂の力をかなり消耗するようだ。

　現実の身体の負担を考えると、この手はもう使えない。

「戦闘服がアバターを動かすとかありえねえだろ……。あとちょっとだったのに……」

「いや、わりと効いたみたいだよ。あいつの攻撃が止まってる」

　言われて俺は、敵の追撃がないことに気づく。

　譲は茫ぼう然ぜんとした様子で立ち止まっていた。九本の槍は制御を失い、白い玉石の床に力なく散らばっている。

　ナインテイルの妨害によって寸前で回避されたと思われた奇襲攻撃。

　ところが実際は完全に防がれたわけではなく、譲にわずかなダメージを与えていた。

　ＨＰの減少は一割程度。対戦での影響はさほどない。

　しかし譲はここではじめて、神域での『痛み』を感じたようだ。

　今は攻撃の手を止め、不思議そうに頬ほおを撫なでている。

「思い出せ！　今日は眞ま子この誕生日だっ！　会いに行くって約束したじゃないか！」

　ナインテイルの〈誘惑テンプテーシヨン〉にほころびが生じたことを直感的に悟り、俺は叫ぶ。

　図らずも攻撃が当たったのは──昨日俺がぶん殴ったところと同じ、頬だった。

　だからこそ、譲は現実を強く連想したのかもしれない。

　彼の瞳に宿っていた狂気がふっと消え、苦渋に満ちた表情で俺に問いかける。

「行って……どうするってんだ」

「向き合えばいいだろ！　兄貴のお前が逃げんなって！」

「眞ま子こはきっとオレを許さない。だって、あいつは輝いていた」

「違う！　眞子だって待ってる！　だからこんなことやってる場合じゃないだろっ！」

「いいや、あのころのあいつは、誰もが憧れ、誰もが魅了される、最高のアイドルだった。それを壊した。オレが壊したんだぞ！　どうして……あんな事故を……っ！」

　ナインテイルの束縛から逃れ正気に戻りつつある譲じように、俺は何度も呼びかけた。

　しかし彼は力なく首を横に振った。

　俺の言葉を──そして見たくない現実を、振り払うように。

　過去に犯した己の失態。取り返しのつかない罪の記憶。

　現実と向き合うことを恐れ、葛藤する譲に向けて、首元から甘い声が囁ささやきかける。

『妬ねたんでいたんでしょ。寂しかったんでしょ。あの子は愛されているから。自分を置いていくから。だから壊してしまいたかった。その輝きを傷つけ、失わせたかったのよね』

「ああ、そうだ……。だからオレは壊した……。眞子の夢を……」

　譲の瞳に再び、狂気に満ちた赤い光が宿る。

　……ナインテイルは彼の意識に忍びこみ、過去の記憶すら捻ねじ曲まげているのか。

　自らが望んで、交通事故を引き起こしたのだと。

「あれは不慮の事故だ！　だから譲は、眞子の夢を壊してなんかいない！」

「うるさいっ！　いい加減、黙れよ……望ぼう……っ！」

　譲は両手を広げ、再び九本の槍やりを宙に浮かばせた。彼のアバターから放はなたれる殺意は爆発的に膨れ上がり、瞳に宿る狂気はかつてないほどの激しさで、俺に注がれていく。

「くそっ！　まだ届かないのかよ……っ！」

　仮想世界の中とはいえ、確かに譲と対たい峙じしているはずなのに──彼の心は遠く、まるで濃い霧に阻まれているかのように感じてしまう。

　俺は彼の苦しみに、気づけなかった。

　おかしくなっていたのに、手を差し伸べることができなかった。

　──いや、違う。

　遅かったなら、今だ。

　届かないなら、何度でもだ。

　手を差し伸べて、目を覚ますまで……俺はあいつにぶつかってやる！

　決意をもって譲を見すえた直後、九本の槍が同時に飛来した。

　精密さのかけらもない無差別な攻撃。しかしだからこそ、軌道が読みづらい。

　俺は〈地潜錐チセンスイ〉を戻し、再び〈打神鞭ダシンベン〉を展開した。

　同時に申しん公こうひようが地面を蹴り、サーカスの猛獣めいた流麗さで宙を舞う。

　最大速度の飛行に転じた彼女の背に激しく揺られながら、俺は青い煌きらめきを放つ鞭をしならせ、四方から飛来する槍を巧みに弾はじき返していく。

　……一度でも食らえば致命的なダメージを受ける。

　そんな切迫した状況が続く中、俺の視界がふいに大きくブレた。エンシェントを使い続けた代償で、現実の身体が著しく消耗していたのだ。

　鉄てつ鞭べんが空を切り、弾はじき損ねた槍やりが合間を縫って迫る。黄金色の矛先が間近でキラリと光るのを垣かい間ま見みて、俺は手札からファクターを展開しようと構えた。

　しかし防御に使えるオブジェクトやエフェクトは、すでに使い果たしていた。

　もはや回避は不可能だ！　このままでは直撃する！

「ああ、もう……っ！」

「ひようちゃん！」

　槍が直撃する瞬間──申しん公こうひようが大きく身を起こし、俺の盾になった。

　バスッ！　と嫌な音がして、彼女の身体から三日月型の両刃が生えた。

　ふらふらと墜落していく申公の背から飛びあがり、俺は宙を舞いながら鉄鞭を振るい、迫りくる全すべての槍を決死の覚悟で弾き落とした。

　やがて玉石の床に着地する。

　……譲じようの攻撃はなんとか防ぎきった。しかし代償はあまりにも大きい。

　地面に伏した申公。その頭上に浮かぶＨＰゲージは、ほとんど残っていなかった。

「一応、ご主人様は守らないとね。うわあ、ボクってば献身的……」

「ごめん、ちゃん。俺のせいで……」

「ギリギリ生き残ったみたい……。でもこれ、〈瀕ひん死し状態〉っていうの……？」

「ああ、ＨＰが一割以下になると、その状態異常バツドステータスになるんだよ」

〈瀕死状態〉になると移動速度が大きく低下する。対戦の要であった申公の機動力はもはや失われたに等しい。

　しかしそんなことよりも──胴体を槍で貫かれ、苦く悶もんする相棒の姿を見ているのが辛つらかった。しかし彼女は、頼りない主あるじを奮い立たせるように言った。

「ボクのことはいいからさ……早く戦いに戻りなよ。ほら、あいつだって弱ってるから」

　目を向けると、こちらと同じく譲も動きを止めていた。

　彼の頭上に表示されたＨＰに減少はない。

　しかし何な故ぜか〈金剛方天戟ダイヤモンドクレセント〉は再び制御を失い、床に散らばっている。

　おまけに九本あったはずの槍が、今や四本に減じていた。

　どう考えても不自然だ。彼に一体、何があったのか……？

「魂の消耗さ。あいつもエンシェントを使いすぎて、めまいを起こしてるんだ」

　ナインテイルに支配された譲は、俺と同じく魂の力でエンシェントを使っている。しかし彼は仮想世界に魂を囚とらわれた状態だ。現実に実体がない分だけ消耗が激しいという。

「……このままだと、譲はどうなる？」

「最悪の場合、ナインテイルに呑のみこまれて魂ごと消滅するかも」

　思わず言葉を失った。

　譲もまた魂を賭けて戦っていたのだ。しかも自らの意志でなく、邪悪な存在に操られて。

　ナインテイルは譲じようを失っても構わない。

　俺を倒すことさえできれば、もはや脅威は存在しないのだから。

　魂を絞り尽くされ、激しい頭痛にうめく譲。

　反撃の手を止めたままの俺に向けて、彼は奥底に秘めていた心情を吐露する。

「……なあ、望ぼう。オレはお前のことも妬ねたんでいたよ。両親がいなくて、周囲から同情を集めて、どんなに不幸になったとしても、お前はいつだって揺るがなかったからな」

『羨うらやんでいたんでしょ。誰からも愛される魅力を、何事にも揺るがぬ強さを──あなたは持ちえていないから。現実の己はかくも弱く、特別な存在ではないと知っていたから』

「ああ、そうだ……。オレには何もない。現実には何もないっ！」

　譲の瞳が虚うつろになっていく。

　弱りきった彼の心に、ナインテイルの〈誘惑テンプテーシヨン〉が深く浸透していく。

　彼は心だけでなく──奥底にある魂すら、蝕むしばまれつつあるのかもしれなかった。

　異変を察知した俺に、申しん公こうひようが顔をあげ『早く行け』と促した。

　倒れ伏した相棒から離れ、俺は自らの足で床を踏みしめると、譲のもとへ急ぐ。

「……思い出せよ！　譲はあんなに強かったじゃないか！」

「それはお前の勘違いだ！　現実のオレは……本当のオレは……」

「勘違いなわけねえだろっ！　ずっと憧れてた！　いつか自分もそうなりたいと願ってた！　だから俺は、あんたの後ろを追いかけてきたんじゃないかっ！」

　だから今、こうして心をぶつけている。

　魂を賭けて、戦っているのだ。

　世界の命運なんてどうでもいい。自分の運命なんて関係ない。

　それよりもただ、昔の譲に戻ってほしかった。

「こんなところで……諦めるなよっ！　正義の味方になるんだろ……譲っ！」

　譲は笑う。虚ろな瞳で。

　昨日、現実で殴られたときと同じ顔で。

　彼の化身アバターが首元から伸びあがった毛皮に包まれ、呑のまれていった。

　そして──響き渡る哄こう笑しよう。

『感じる……感じるわ……。この男の感情、そして記憶を……ッ！』

　譲の面影は消え失うせていた。

　彼のアバターは戦闘服の一部だったマフラーに──いや、ナインテイルに呑みこまれ、巨大な獣に変容していた。俺が愕がく然ぜんとして見あげる中、獣は二本の脚で立ち上がると、肩からにょきにょきとさらなる両腕を生やした。

　狐きつねの顔、巨人の体たい躯く、黄金色の毛皮に包まれ、四本の腕を持つ──禍まが々まがしき魔神だ。

『これが今のオレだ──そう、これは今のあたし』

　頭上の文字にノイズが走り【クリムゾン・ジョー】の名は【ナインテイル】に転じていた。譲の心はついに掌握され、邪悪なる神と融合してしまったのだ。

「ふざけるな……。譲じようを……返せっ！」

　俺は怒りに任せて〈打神鞭ダシンベン〉を振るった。ナインテイルは残りの槍やりを呼び戻すと、四本の腕でそれぞれを握り、渾こん身しんの力で振るわれた一撃をたやすく受け止める。

　続けて攻撃しようと構えたところで、俺はこめかみに鈍痛を感じ、背後に飛んで引き下がる。またエンシェントの代償だ。〈打神鞭〉の使用に限界が近づいている。

『クスクスクス……諦めなさい、太たい公こう望ぼう。あなたに勝ち目はないのだから』

　譲の知識と経験を吸収し、最強最悪の神となったナインテイルは、劣勢の中であがく俺を嘲あざ笑わらう。毛皮に包まれた巨きよ躯くから放はなたれる禍まが々まがしい妖気は、対たい峙じするだけで息がつまりそうになるほどだ。

　魔神は四本の腕にそれぞれ構えた槍を巧みに操り、猛烈な刺突攻撃を繰り出した。

　Ｘ字を描いて放たれた槍は無数の残像を走らせ、幾千本ものが鋭い軌道を浴びせかける。

「う、う……うおおおおおお────っ！」

　魂が削られる痛みに身をねじらせながら、俺は決死の思いで鉄てつ鞭べんを振るい、嵐のような猛攻に耐える。九本から四本に減じ、オールレンジの遠隔操作から単純に突き刺すだけの攻撃に変わったにもかかわらず──今のほうが苛か烈れつで、圧倒的な強さを感じさせた。

　ナインテイルの力と最強プレイヤーの技量が融合したことで、槍を突くだけの単純な動作が尋常でなく研ぎ澄まされ、今や神速の域に達しているのだ。

　──凌しのいでいても勝ち目はない。こうなったら短期決戦だ！

　覚悟を決めた俺は〈狂戦士の魂バーサークソウル〉を展開する。ＨＰの半分を消費して行動速度を上げる効果エフエクトを受けて、アバターの動きが一気に加速した。

「痛ツううっ！　ＨＰの代償って痛みまで感じるのかよ……っ！」

　思いがけぬ激痛に歯を食いしばりつつ、俺は加速した身体で〈打神鞭〉を振り下ろす。青の煌きらめきを放つ軌道が四本の槍をかいくぐり、毛皮に包まれた巨躯を打ちすえた。

　ナインテイルのＨＰがついに大きく減少した。

　しかし魔神の余裕は揺るがず、なおも耳障りな哄こう笑しようを続けている。譲から得た豊富なゲーム知識によって、こちらがもうすぐ手詰まりになることを予見しているのだ。

　俺のＨＰは〈狂戦士の魂〉を発動した代償によって、残り七〇％の半分──三五％まで減少した。これからは直撃どころか、槍の尖せん端たんがかすめただけで即死する。

　今は行動速度上昇の恩恵によって猛攻を防いでいるが、この効果はたった二十秒しか持続しない。だから残されたわずかな時間で、一気に勝負を決めるほかないのだ。

　だが、届かない。届かない。届かないっ！

　突き崩そうにもまったく隙すきがない。

　アバターの性能が、プレイヤーとしての腕が、あらゆる要素が桁ケタ違いだ。

　ナインテイルはこちらの一手先を読み、鞭を軽々と弾はじき飛ばしていく。そしてお返しとばかりに神速の連撃を放ってくるのだ。

　……このままでは何もできずに終わってしまう！

　俺が絶望しかけたそのとき、どこからともなく何かが飛んできた。

「ボクは頭だけで飛べるって、前に言ったよね！」

　飛来した物体は申しん公こうひようだった。

　雷獣と化した頭が胴体から離れ、ロケットパンチならぬロケット噛かみつきで、ナインテイルの肩に噛みついたのだ。瀕ひん死し状態で放置された彼女による、捨て身の奇襲攻撃だった。

　俺ですら驚いたのだから、ナインテイルに至ってはまったく予想できない一撃だったに違いない。与えたダメージこそ軽微だったが、ナインテイルは不覚を取られたことに苛いら立だち、雷獣の頭を何度も槍やりで突き刺した。そして申公は粒子と化して霧散した。

　しかし頼れる相棒が最後に作った一瞬の隙すきを、俺が見逃すはずはない。

「譲じよう！　帰ろう！　ちゃんと向き合えば、現実が悪夢じゃないって気づけるんだ！」

　ナインテイルに支配された譲に向けて叫び、俺は決死の覚悟で鞭を振るった。

　しかしそのとき──行動速度上昇の効果は切れていた。

『いいえ、現実には何もないわ。……だから壊してしまいましょう！』

「──ぐっ！」

　渾こん身しんの一撃はたやすく弾はじかれ、俺の身体に四本の〈金剛方天戟ダイヤモンドクレセント〉が深々と突き刺さる。

　最後に音声コマンドを唱えるが、そこでＨＰはゼロになった。

　対戦での敗北が確定し、視界が真っ白に染まっていく。

『アハハッ！　アハハハハッ……！』

　ナインテイルは勝利を確信し、脅威がなくなった喜びに高笑いをあげた。

　闇に呑のまれていた譲も、勝敗が決したことで目覚めたのか、静かにこう呟つぶやいた。

『ほら、何もかも失った……。オレはもう戻れないんだ……』

　まるで全すべてを諦め、嘲るような声だった。

　だから俺は言いたくなる。

　ぶん殴ってやりたくなる。否定してやりたくなるのだ。

　確定した敗北すら上書きして。




「──勝利を確信したときに一番、隙が生まれるってな。譲、お前が言ったんだろ」




　静止した時間が動き出したかのように、俺の手から〈打神鞭ダシンベン〉の一撃が放はなたれる。

『何ぃっ！　……ぐうううっ！』

　凄すさまじい勢いでうなりをあげた青の煌きらめきが、ナインテイルの身体を強く打ちすえた。魔神の頭上に浮かぶ横線ゲージがぐぐっと動き、ＨＰの半分以上が減少していく。

　いったい何が起きたのか。譲は理解できていないようだった。だからこそ彼の知識と経験を吸収し、それに頼りきりだったナインテイルも不覚を取ったのだ。

「いやあ、俺もまさか〈時砂の器リブートエツグ〉を使うことになるとは思わなかったけどな」

『望ぼう、お前……アバターを初期化したのか!?』

　驚きよう愕がくの声をあげた譲じように、俺はしてやったりと笑みを向ける。

　アバターの初期化──それが〈時砂の器リブートエツグ〉の効果だ。

　時間をかけて育てたレベルと、所持している全すべてのファクターを失う、恐るべき力。

　しかしこのエフェクトは一つだけ、意外な使い道が存在する。

　アバターの初期化は敗北判定より優先され、エフェクトが発動した時点でＨＰは初期状態に戻る。つまりＨＰがゼロになったと同時に使えば、データの初期化と引き換えに復活を果たすことができるのだ。

　アバターの育成につぎ込んできた時間を代償にして、一度きりの復活を遂げる。

　長くゲームを遊んできたプレイヤーほど損失が大きく、だからこそたった一度の勝利のためにこのエフェクトを使うやつはいない。

　それが──通常の対戦ならば。

『バカな……そんなことが……あるわけ……グオオオオオオッ！』

　俺が続けて振り下ろした〈打神鞭ダシンベン〉を、ナインテイルは体勢を崩しつつも弾はじき返した。

　エフェクトによって敗北を免れたものの、依然としてこちらが圧倒的に不利な状況だ。手札は初期化を免れたエンシェントのみ。しかし魂は消耗し、すでに限界ギリギリだ。

　このまま精根尽きれば、あとは再び槍やりで貫かれるのを待つだけだ。

　ナインテイルは回避に専念し、攻撃を受け流そうと舞台の端にじりじりと後退する。

　消耗戦を狙う相手の目もく論ろ見みに気づきながらも、俺は破れかぶれの連撃を浴びせていく。

　しかし魂の限界を超えつつある今、〈打神鞭〉にかつての勢いはない。やがて鞭は四本の腕でたやすく受け止められ、邪悪なる神の哄こう笑しようが再び響き渡った。

　精根尽きた今、太たい公こう望ぼうに己を倒す術すべはないと、ナインテイルは侮っていたのだろう。

　だから文字通り、足元をすくわれるのだ。

　攻撃を放はなった直後──俺は神の力エンシエントを投げ捨て、突進していた。

　単純なぶちかまし。ナインテイルの身体をほんの数メートル、後退させるだけの行為。

　だが、それで十分だ。

　鹿ろく台だいの天頂に柵はなく、敵の背後に足場はないのだから。

『な──っ！』

「てめえで作った仕掛けにハマってんじゃねえよ、間抜け！」

　ナインテイルだけを突き落すなんて、そんな器用な真ま似ねはできなかった。

　俺は獣の巨きよ躯くに包まれながら、鹿台の天頂から落下していく。

　この高さから地面に激突すれば、たとえ神の化身であろうと、落下ダメージで即死する。

『ガアアアアアアアッ！……殺してやる！　壊してやる！　お前を……太公望！』

「ついに本性を現したな！　ナインテイル！」

　自由落下によってぐんぐんと加速していく中──地面に激突する前に片をつけようと、ナインテイルが俺の身体を槍で突き刺そうとする。

　ギラリと瞬く矛先を紙一重で回避し、俺は毛皮に包まれた横っ面を思いきりぶん殴った。

「譲じよう、そろそろ目を覚ませよ！　そして現実と──自分と向き合え！」

『う、う……うおおおお……おおっ！』

　譲の叫びがかすかに聞こえ、ナインテイルの化身にノイズが走る。

　俺はもう一度、力任せに横っ面をぶん殴った。

　昨日殴った頬ほおに同じ痛みを浴びせて──闇に呑のまれた譲の心を呼び戻すのだ。

「失敗したらやり直せばいい！　失ったら取り戻せばいいだろ！　現実だって仮想世界だって変わらないはずだ！　嫌なことから逃げた先に……譲が求めるものはあるのかよ！」

　俺の叫びに呼応して、ナインテイルの化身アバターから譲の声が響いてくる。

『オレはただ強くなりたかったんだよっ！　そのために時間を費やしてきたんだろ、オレもお前も！　クソったれな現実で満足できねえから、この世界で──』

「……違ちげえよバカ野郎っ！　忘れたんなら俺が思い出させてやるっ！」

　そこで譲の気配が遠くなり、ナインテイルが身の毛のよだつ咆ほう哮こうをあげた。長柄を持て余したのか槍やりを投げ捨てると、四本の腕でつかみかかって俺を引き千切ろうとする。

　身体がミリミリと軋きしむ音を立てる中、強引に頭を振りかぶり、ナインテイルの醜悪な鼻づらに頭突きをかましてやった。俺の口から自然と、笑みがこぼれてくる。

　仮想世界で、俺たちが最初に求めた要素フアクター。

　強くなるためでもなければ、逃避するためでもない。

　──ゲームを楽しむこと。

　ただ純粋に、それだけだったはずだ。

「何もかもなくなることなんて絶対にないっ！　だからもっと単純にさ、譲も楽しもうぜっ！　この仮想世界を──そしてクソったれの現実もなっ！」

『楽しめだと……？　バカな……今さらオレが……』

　力をぶつけあって、楽しく笑うためにこの世界ゲームはある。

　だから俺は、この瞬間も楽しんでやる。

　全すべてを投げ捨てて。魂すら賭して。

　邪悪な神から大切な家族を救うためにあがいて。

　それでもなお、心の底からこの対戦ゲームを楽しんでやる。

「でも眞ま子こを待たせちまってるからな！　ゲームの時間はそろそろ終わりだ！」

『ちくしょう……お前は……っ！　どこまでバカなんだ……っ！』

　瞬間、譲の気配を強く感じた。

　邪悪な神が苦しげにうめき、壊れたデータのようなノイズを走らせる。そして元から備わっていた両腕が、肩から生えた別の腕に絡みつき、俺を束縛から引きはがした。

　──たまには勝たせてやるよ。

　どこまでも負けず嫌いな男の声をかすかに聞きながら、身体が自由になった俺は、その言葉に応えるように、ナインテイルを殴り続けた。

　刻まれていくのは最少の１ダメージ。しかし一発一発に、矜持たましいを込める。

　ここは俺たちの居場所だと告げるように。

　あるいは最強という名の虚飾を脱ぎ捨て、全すべてをやり直すために。

『おのれ……おのれえええ……っ！　貴様に未来永えい劫ごう……地獄の苦しみを……』

「神様だろうがなんだろうが、遊ぶ気があるなら付きあってやる。だけどな、このゲームに魂を奪うなんて──そんな要素フアクターはいらねえんだよっ！」

　最後の一発を放はなった瞬間。

　自由落下が終わり、俺とナインテイルは地面に激突した。

『グバアアアアアアアア────ッ！』

　ナインテイルは俺と地面の間に挟まれて、脳天を砕かれた。

　狐きつねのような頭から膨大な粒子を噴出させると、まばゆい光を放って霧散していった。

　やがて賑にぎやかなファンファーレと、対戦の勝利を告げるメッセージが浮かび上がる。

　俺はほっと息を吐き、改めて自分のアバターを眺めた。

　落下の衝撃によって、右腕から肩にかけての部分が霧散していた。

　どうやら相手の敗北が先に確定したことで、落下ダメージが途中で停止したらしい。ゲージの残量はほんのわずかで、赤い糸のような線がなんとか確認できる程度だ。

　……初期化でＨＰが回復していなかったら、先にゲージが尽きたのは俺のほうだったかもしれない。

　最後まで綱渡りの戦いだったが、それでもなんとか勝利することができた。

「さあ、現実に帰ろう」

　俺の呟つぶやきに反応したように、ナインテイルの残骸から光の筋が次々と飛び立っていく。光の一つがふらふらと近よってきて、周囲をぐるっと回ると、やがて天へ昇っていった。

　──眞ま子こに会いにいかないとな。

　かすかにそんな声を聞きながら、俺は仮想世界の美しい光景を、しばらく眺めていた。





















第六回　望の知らぬところで、不穏な影が胎動する






　第六回　望ぼうの知らぬところで、不穏な影が胎動する
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　恐怖の期末試験が終わり、もうすぐ夏休みがやってくる。

　教室のクラスメイトたちの喧けん噪そうを後ろに、俺は思わず目を背けたくなるような試験の結果に頭を抱えていた。

　……ここのところ、悪夢のような出来事が続いている。

　ナインテイルとの激戦のあと、俺は譲じようとともに眞ま子この誕生日会に向かった。

　相そう馬まの家でケーキを食べたところまではよかったが、そのあとでぶっ倒れ、俺は救急車で病院に運ばれた。間違いなくエンシェントを使いすぎた代償だろう。栄養失調と診断され、数日の入院を余儀なくされたのである。

　仮想世界では〈時砂の器リブートエツグ〉による代償で、俺のアバターは初期化されてしまった。

　覚悟していたとはいえ、この事実はけっこうキツい。

〈打神鞭ダシンベン〉などのエンシェントは残ったものの、所持していたファクターはほとんど失い、レベルは最初から上げ直しだ。アバターを育てている間も神を封じていかないといけないのだから、なおさら頭が痛かった。

　先行きの暗さに陰鬱な気分になりつつも、お昼休みになったので屋上へ向かう。

　七月の空は青々と晴れ、軌道エレベーターはいつもと変わらず、彼方にうっすらと白い線を伸ばしている。夏の到来を告げる強烈な陽ひざしが屋上を焼いていたので、俺は物陰に腰を下ろした。

　今日も眞子とお弁当の試食をする約束を交わしている。

　彼女に暗い顔を見せるのは嫌だったので、俺は気分を変えようと、携帯端末に保存しておいたニュース映像を開く。

　しばしのロード時間のあと──涙を流しながら抱きあう父母と娘、若い男女、家族と少年、それから喜びを伝えるインタビューが流れていく。

　これは現実に戻った失踪者が、家族と再会したときのニュース映像だ。

　中には見覚えのある小柄な女子高生もいて、他の失踪者と同じように泣きながら家族と抱き合っていた。彼女がまだ〈ＡＦ〉を遊ぶなら、いずれ対戦する機会もあるだろう。

　俺は最近、落ちこんだときはこのニュースを眺めている。

　自らの行いが間違いではなかったと、やるべきことを成したのだと、そう感じさせてくれるからだ。

　神を封じて失踪者を救っても、世界を守っても、見返りなんて手に入らない。

　お金が貰もらえるわけではなく、褒めてもらえるわけでもない。貧乏くじのタダ働きだ。

　だけどこの胸の奥には、確かに満ち足りた感情が芽生えている。

　──仕方がないから、今はこの充足感だけで満足してやろう。

　そんなふうに考えて、彼方かなたに見える軌道エレベーターに手を伸ばす。

　ちょうどそのとき、入り口のドアがガチャッと開いて、眞ま子こが屋上にやってきた。

　彼女は強い日差しを手で遮りながら、病みあがりの俺に訊たずねた。

「どう？　身体の調子」

「まあまあかな。試験の結果で頭は痛いけど」

「あはは。それじゃ今度、勉強を教えてあげよっか」

「お、マジで？」

　……なかなか魅力的な提案だ。ついでに保健体育も実地で教えてもらおう。

　眞子の豊満な胸元を見ながら不ふ埒らちなことを考えたら、無言で耳を引っ張られた。

　あえて言葉にしなくても、視線で伝わってしまうらしい。俺は話題を変えることにした。

「譲じようはあれから、どう？」

「うん。一人暮らしをやめて家に帰ってきたし、最近は真面目に大学に行ってるみたい」

「へえ。譲もようやく現実に戻ってこれたんだな」

　眞子が笑う。

　ようやく憂いが晴れたようで、彼女の表情は七月の太陽に負けないくらい明るかった。












　譲じようは今、仮想世界から離れ、現実で失ったものを取り戻そうと努力している。

　痩せ衰えた身体を健康にし、大学で勉学に励み、現実での生活が元通りになったと思えたとき──最強のプレイヤー【クリムゾン・ジョー】は〈ＡＦ〉に復帰するという。

「望ぼうって夏休みはどうするの。……そういえば月に行くんだっけ？」

「あれなあ……。やっぱり当分は無理そうなんだよ」

「そうなの？　この前、近いうちに行くって言ってたのに」

「ま、色々とあってさ」

　月に行く計画が白紙に戻ったことを思い出し、俺は深くため息を吐いた。

　ナインテイルとの戦いで使ったレアファクターの数々は、月に行くための資金を使って補充したものだ。対戦中にほとんど使い切ったし、手札に入れなかったファクターもアバターの初期化で消失してしまった。入院費や日々の生活費は父の預金通帳を切り崩してなんとか捻出したが、さすがに今の財政事情で、月に行くのは難しいだろう。

「おまけに今は、夏休み中に補習を受けるかどうかの瀬戸際なんだぜ……」

「うわ……。とにかく元気を出しなって。そうだ、月に行けないなら海に行こっか！」

「夏休みに海かあ。それもいいかもなあ」

　眞ま子この水着姿を想像してみる。前にモールで購入した、白いビキニを着用するはずだ。

　うん。悪くない。いや、むしろすごくいい。俺の気分は少し上向きになった。

「そのためにはまず、補習をなんとかしなくちゃね」

「ああ。夏休みくらいは思いっきり遊びたいもんな」

　俺はそう言って、眞子に笑いかける。

　現実、そして仮想世界で、やりたいことは山ほどあるのだ。

　そんな楽しい時間を、古代の神なんぞに邪魔されてたまるか。




　放課後。帰宅した俺は、明後日あさつてに控えた追試を乗り越えるべく勉強をはじめた。

　……追試の結果が悪ければ、夏休みに補習三ざん昧まいの日々を送るハメになる。それだけはなんとしてでも阻止したい。ここが正念場だと意気込んで、教科書を開く。

　しかし数時間後、俺は仮想世界にダイブしていた。

　気晴らしにちょっと遊ぶだけ。

　自分にそう言い聞かせるが、この流れで『ちょっと』で済んだことは一度もない。

「で、今日も釣りのミニゲームなわけね。ボクとしては退屈なんだけど」

「仕方ないだろ。初期化したアバターを育て直さないといけないんだからさ」

　申しん公こうひようを連れて〈湖畔〉エリアに足を運び、俺はいつもの釣りゲームに興じていた。

　手ごたえを感じて竿さおを引き上げると、透明なゼリーのような湖の水面から、ちゃぽんとフナが釣りあがる。このミニゲームは魚を釣りあげるごとに経験値が加算されていく。

「あとどれくらい魚を釣れば、前のレベルに戻るの？」

「今のフナで換算すると一万匹くらいだな。もっとレアな魚を狙えば手に入る経験値は増えるけど、その分釣りあげるのに時間がかかるから、最終的な効率は大して変わらん」

「どんだけ時間がかかるのさ、それ」

　……考える気すらおきないほど、膨大な時間がかかるだろう。

　しかし神と戦っていくなら、アバターのレベル上げは急務だ。釣りゲームに時間を割くことを考えると、月に行く計画はやはり当面の間は保留にするしかない。

「今のレベルじゃ所持容量キヤパシテイが低すぎて、前みたいにぽんぽんファクターを使えないからな。しばらくは〈打神鞭ダシンベン〉とひようちゃんの機動力を頼りにやっていくとにしよう」

「だったらもっと敬ってよ。なんか最近、扱いが軽くてむかつくんだけど」

　申しん公こうひようが不満げに頬ほおをふくらませる。

　ここのところ俺は入院したり期末試験で忙しかったりで、ゲームをする時間がなかった。必然的に彼女と会う機会も減っていたから、拗すねているのかもしれない。

「敬ってるかどうかはともかく感謝はしてるよ。かなり助けてもらったからな」

「そうだね。ナインテイルと戦ったときも、ボクがいなかったら間違いなく負けてたし」

「だからこれからも頼りにしてるぜ、相棒」

　申公はふんと鼻を鳴らし、三千年以上も成長していない胸を張った。

「あ、そだ。望ぼうが来なくてヒマだったから、月都市ルナシテイの情報端末に再アタックしてみたんだけど」

「再アタックってお前なあ……。ゲーセンで連コインするみたいなノリで気軽にやるなよ。ハッキングがバレたら捕まるのは俺なんだぞ」

「今のボクは君のＶＲアカウントに関連づけされた存在だからね。でも現実の君が刑務所に入れられるところを想像すると、意外と悪くないかなあ」

「や、やめてくれえ！」

　情けない声を出す俺に、申公はしてやったりといった表情を向ける。

　しかし肝心の成果を訊たずねると、彼女は急に真剣な表情になって、力なく首を横に振った。

「また引き返してきちゃったよ。やっぱりあそこには何かがある気がする。それは〈封神台〉だけじゃなくて……なんていうのかな、よくない雰囲気っていうか」

「俺もあのあと色々と調べたけど、月都市ってなんだか不穏な噂うわさが多いんだよな。たとえば裏で人体実験をしてるとか、科学者が行方不明になるとか」

　だからこそなおのこと、俺は不安を感じていた。

　書斎で見つかった石碑モノリスのミニチュアデータの件もある。もしかしたら父さんは不穏な何かに加担していたか、巻き込まれたのかもしれないのだ。

「……やっぱりいつかは、月に行く必要がありそうだな」

「目先の〈封神〉も忘れないでね。ナインテイルは倒したけど、あいつと同じかそれ以上に強くて賢くてクズな神が、まだまだ残ってるんだから」

「やばくなったら、またちゃんに助けてもらうよ」

「どうしよっかなあ……。せめてもう少し敬ってくれないとなあ」

「頼むよ。神と戦っていくなんて俺一人じゃ絶対に無理だけど、ひようちゃんがいればなんとかなりそうな気がするんだ。だからいっしょに、ずっと戦ってくれ」

　申しん公こうひようは呆あきれたように笑う。いや、照れているのかもしれない。

「しょうがないなあ。君が困ってたら助けてあげる」

「ありがとな、相棒」

　申公の言葉に勇気を貰もらって、強く拳こぶしを握りしめる。

　──神だろうが何だろうが、大好きな場所ゲームを荒らすやつは許せない。

　だから俺はこれからも、この仮想世界で戦い続けるだろう。





　　　　






　青く光る無数の線ラインが格子状に広がり、はるか先に白い石碑モノリスのような構造物が佇たたずんでいる。幾何学模様で構成されたこの空間に、ふっと人影が現れた。

　黒いシルエットだけの無機質なアバター。化身を操る男は腕利きのハッカーであり、ここは月都市ルナシテイの情報的防衛網セキユリテイネツトを、抽象的に表現した仮想空間だ。

　男はさっそく攻撃を仕掛けた。

　影のようなアバターから幾筋かの赤線ラインが走りだし、月都市の情報端末の座標を示す白い構造物に向かっていく。地球と月の間に飛び交う情報の群れに紛まぎれて、かの大企業〈インシティ〉から、機密情報を盗みだそうとしているのだ。

　男にとってこれは仕事ではなく、ただのゲームだ。

　手に入れた情報をどうにかするつもりはない。

　黒い噂うわさが絶えない月都市と、それを陰ながら支配する大企業。

　誰もが憧れる摩天楼の、危険な裏側を覗のぞいてみたいという好奇心。

　ただそれだけで仕掛けた──最高難易度のステージだ。

　アバターから伸びた赤線は、幾重にも張り巡らされた防衛網をすり抜け、白い構造物の間近まで迫りつつあった。

　その様子を眺めながら、男はある噂を思いだしていた。

　同業者たちの間で、こんなふうに囁ささやかれているのだ。

　──月都市の防衛網には守護天使が憑ついている。

　──超常の存在に守られているがゆえに、いまだ誰にも破られていないと。

　むろん、男はそんなオカルトを信じていないし、恐れてもいなかった。

『本当にいるなら出てこいよ。楽しく遊んでやるぜ、天使エンジエルちゃん』

　かつて多くのハッカーが挑戦し、誰にも破られたことのなかった月都市の防衛網。

　しかし男の手によって堅けん牢ろうな鎧よろいは砕かれ、純白の薄布に包まれた裸体が晒さらされていく。

　……これでゲームクリアか。思っていたよりも歯ごたえがない。

　とんだ肩すかしだと、男が落胆しかけたそのとき、

『ハロー。久しぶりの御ご来らい客きやくだね。ボクといっしょに遊ばない？』

『な──っ！』

　男は驚きよう愕がくし、肌があわだつ感覚を抱いた。

　幾何学模様が広がるだけの無機質な空間に、突如として美しい少女が現れたのだ。

　純白の衣に身を包み、同じ色の羽を背中に生やした姿は、絵画に描かれた天使エンジエルのよう。

　現実と見まごうような臨場感あふれる姿と、内から放はなたれる強烈な威圧感。

　神々しいほどの佇たたずまいは、少女はただのアバターではないと、直感として理解させる。




　ありえない現象に男がうめき、戸惑う中、

『こんなところにいないで、もっと楽しいゲームをしようか。その魂を賭けてさ』

　天使のような少女は、優しげな声で囁ささやく。

　そして次の瞬間──二人の姿は霞かすみのように消えうせた。




　長い沈黙のあと。少女のアバターだけが元の空間に舞い戻ってきた。

　眼前に広がる幾何学模様を眺めつつ、少女は満足げな笑みを浮かべる。

　ふいにどこからか、低い声が響く。

『掃除は終わったか』

『うん。久しぶりだったから張り切っちゃった』

『そうか。ずいぶん退屈していたようだからな』

『まあね。でもこれから楽しくなりそうだよ。ナインテイルが封じられたあと、聞ぶん仲ちゆうや趙ちよう公こう明めいたちがようやく目覚めたみたいだし』

　しばしの沈黙が訪れ、やがて天使のような少女は思い出したように言った。

『ところでどう、この喋しやべり方。申しん公こうひようがやってたからマネしてみたんだけど』

『……まったくもって酔狂だな』

『思ったより不評だね、我が主マイロード。まあいいや。おふざけは終わりにして』

　少女は背中の羽をはばたかせ、月都市ルナシテイの情報端末を示す白い石碑モノリスの上に降り立つ。

　彼女の姿は聖者に天啓を授ける守護天使のように美しく、そして神秘的だった。




『さあ、はじめようか。仮想に満ちた世界で──新たな〈封神〉という電戯ゲームを』





あとがき







　読者の皆さま、お久しぶり＆初めまして。為ため三ぞうです。

　さて、新シリーズです。

　多くの苦難がありましたが、なんとか無事に刊行することができました。

　本作は『ＶＲが実現した架空の日本』で『何な故ぜかゲーム内に蘇った古代の神々と対戦して封じていく』という内容になっております。

　中国の古典小説『封神演義』を題材に使用していますが、あらすじからもわかるように内容は完全に別物で、元ネタを知らなくても問題なく読めるようになっています。

　どちらかというと、本作のジャンルはゲーム系です。

　メインテーマとなるのもやはりゲーム、そしてゲームをプレイする人々です。

　ゲームというのは突きつめていくと、数えきれない試行錯誤の果てに不可能に近い条件を達成するといったような──仙人の修業めいた領域に至ることがあります。

　そういったプレイを楽しむ方々は常人からすると理解不能であったり、常軌を逸しているように見えたりして、だからこそ俗に『廃人』と呼ばれたりするわけです。

　もしかしたら廃人と呼ばれるゲーマーは現代において、封神演義に登場する神仙に近い存在なのかもしれません。

　とにかくそんなわけで、ゲームが大好きな少年が神と戦う話ができました。

　現実で戦ったら間違いなく神のほうが強いのですが、ゲームの中ならゲーマーにも勝機があるかもしれない。

　確かそのようなことを考えて、本作の構想がスタートしたような気がします。

　かくいう私もゲームが大好きで、某ＭＭＯにドハマリして色々とアレだった過去があります。今は某スマホゲーにドハマリしていて、課金額が色々とアレだったりします。

　本当にどうしよう……。我慢できなくてガチャ引いちゃうの……。

　いつも後悔で頭を抱えていますが、どうにか頑張って生きていきたいと思います。




　ついでに近況など。

　最近はスニーカーにハマっています。エアマックスやポンプフューリーなどのハイテクスニーカーは青春時代の憧れだったので、ついつい買ってしまいます。その流れでレプリカジーンズなども買いはじめ、心はどんどん九十年代に逆行していきます。

　しかし悲しいかな、肉体のほうは運動不足で衰えていく一方です。

　できればそっちも九十年代に近づこうと、筋トレやウォーキングをはじめました。

　今のところ順調で、体重の四キロ減に成功しました。

　早くムチムチプリンから、ムキムキブルンのボディになりたいです。




　続けてお仕事関係の告知です。

　ＫＡＤＯＫＡＷＡ発のキャラクターコンテンツ『ＢＡＲ　嫌われ野菜』にシナリオ原案として参加しています。こちらは私の恩人であり前担当であるＮ様、そして前作でイラストを担当してくださったキムラダイスケ様とコンビを組み、擬人化された野菜たちのゆるくてネガティブな日常を描いています。

　フラッシュアニメや四コママンガ、各種グッズなどが展開されていますので、興味のある方はぜひチェックしてみてください。よろしくお願いします。




　最後に謝辞です。

　イラストを担当してくださったPikomint様。

　キャラクターたちをとにかく可愛かわいく、そしてかっこよく描いてくださってありがとうございます。とくに申しん公こうひようは素晴らしいです。モフモフしたり舐なめたりしたいです。

　担当編集のＫ様。

　いつも的確なご指摘、ありがとうございます。これからも見捨てないでください！

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆さま、営業の皆さま、流通や書店の皆さま。

　こうして自分の作品を世に出すことができたのは皆さまのおかげです。

　そして読者の皆さま。本作を手に取ってくださってありがとうございます。

　よりよい作品を送りだせるよう今後とも頑張りますので、よろしくお願いいたします。




　とにかく多くの方々に支えられて、こうしてまた自分の作品を世に出すことができました。常に全力で執筆しておりますが、それだけで満足せず、読者の皆さまにもっともっと楽しんでいただけるよう、いっそう精進していきたいと思います。





　　　　　　　体脂肪率を下げたいラノベ作家　為ため三ぞう











　著者

　為三（ためぞう）

　　第９回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて優秀賞を受賞。

　　他仕事：『ＢＡＲ嫌われ野菜』（シナリオ原案）

　　こんにゃくを食べながら生きる群馬県民。

　　基本的にヌルヌルしたものが好きです。大好きなんです。




　イラスト

　ＰｉｋｏＭｉｎｔ（ぴこみんと）

　　８月27日 生まれ。

　　インドネシア・ビンタン島出身のフリーランスイラストレーター。

　　ツインテールとけもみみキャラクターが大好き！

　　これは私の初めてのライトノベルの挿絵です。

　　まだまだ駆け出しですが頑張って行きたいと思います。

　　よろしくお願いしますー★







　　http://rotisusu.blog.fc2.com/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ＰｉｋｏＭｉｎｔ

　　装丁／ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ











月天楼の封神電戯オーヴァライド








為三
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